
社
 

 
 

 
 

教
 

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
宗
教
社
会
学
」
と
い
う
と
き
、
  

 

済
 と
社
会
」
第
二
部
の
第
五
 
ひ
 

（
 
り
乙
 
）
 

と
 

小
小
 

 
 

章
 「
宗
教
的
共
同
体
関
係
の
諸
類
型
 
｜
 宗
教
社
会
学
」
に
 包
含
さ
れ
た
も
の
を
指
す
、
と
し
て
お
き
た
い
。
い
 う
 ま
で
も
な
く
、
彼
の
他
 

  会 階層 

一 

て の ど の と 

  究 き 依 も 

る 通 

    

み 
本社其方 と 0 （ る 「 
稿 会 本 眉 か 宗 
は を 構 ） に 教 」と 、上 理解 成は とい よ つ｜ ま 

巴 
刀 。 じ 

ょ 上 層 本 岡 会 

うに（的者」 は 、 階契 のの め     
か 的 横 よ 的 所 

ダ 社 
り に 成 っ 関 究 
の 重 に て 連 を 
一 芸 よ 、 が 進   
つ な っ 「 分 め     
マ か わ 」 れ る 
  ソ り さ の る い 

  

ク る れ 構 し   
を 

中 
l し ¥ 「め小 提供る。 道や ま 

ゥ す し 変 た 教 と 

ヱ る た 動 、 」 し 

を 
  「 社 が理解 ー｜ 「社会 と思わ がって 

め れ 、 さ 」 会 
  

れ を 」   
ホ教 の 独 小数 るの 善 借 
社 」 で 層 立 芹 

全学 

と る 

ヒ 変数と 任 「Ⅱ り 、 （ある 

@ こ 会 い い 捉 
求 階 わ は え 

1 Ⅰ l 

  層 は 各 る 
よ 
  
と 力 」の そのと 関 階級） そ 博 
  連 き 間 れ 



な
 、
経
済
的
に
合
理
的
な
生
活
様
式
の
傾
向
を
促
進
さ
せ
 る
よ
う
な
宗
教
倫
理
、
す
な
わ
ち
「
現
世
内
的
禁
欲
」
 ）
 
コ
コ
 
の
 ハ
ミ
 
の
 ト
由
 
）
の
甘
の
中
 
で
 

ガ
 e
s
 
の
と
、
来
世
を
目
指
し
つ
つ
現
世
内
で
の
生
活
の
合
 理
化
を
説
く
「
職
業
観
念
」
を
基
底
と
し
、
 

一
 
そ
の
信
仰
 か
 
り
「
 担
 Ⅱ
 
リ
手
 」
ロ
ロ
Ⅰ
 

曲
沌
の
 
Ⅰ
 

と
し
て
の
「
市
民
居
」
Ⅴ
 す
由
 
（
の
の
～
 

目
 0
 オ
の
コ
 
ヘ
 %
 三
 o
r
d
n
 

コ
 （
あ
る
い
は
「
小
市
民
 
層
 」
の
 c
 ゴ
 ～
 
り
 オ
ド
音
の
 
メ
汀
ぎ
サ
由
 
（
㏄
の
（
（
年
ヨ
 

の
 ）
と
の
「
 適
 

全
的
」
連
関
Ⅴ
 註
ゆ
由
仁
 
が
き
 八
 ㏄
の
 
置
偉
コ
 的
と
、
そ
の
 結
果
、
経
済
や
歴
史
に
与
え
た
宗
教
の
機
能
を
、
基
本
的
 な
 枠
組
に
し
て
い
る
。
 

他
方
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
科
学
研
究
は
、
対
象
主
義
 的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
と
は
異
な
り
、
「
理
念
型
 
し
 乙
の
 色
目
石
の
に
も
と
づ
 

 
 

 
 

共
同
体
関
係
の
諸
類
型
 ｜
 宗
教
社
会
学
」
の
 策
セ
 節
を
 中
心
と
し
て
論
究
し
て
い
る
が
（
さ
ら
に
 司
 経
済
と
社
会
 ヒ
の
他
 

れ
る
）
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
宗
教
社
会
学
」
 の
 ば
あ
い
、
そ
れ
ら
の
大
前
提
と
し
て
、
「
プ
ロ
テ
ス
 タ
ン
テ
 

と
 資
本
主
義
の
精
神
」
（
お
よ
び
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
 イ
ズ
ム
の
諸
宗
派
と
資
本
主
義
の
精
神
」
）
が
位
置
づ
け
 ら
れ
て
 

の
な
か
に
、
彼
の
「
宗
教
社
会
学
」
（
あ
る
い
は
宗
教
の
 社
会
学
的
研
究
）
の
原
型
が
描
か
れ
て
い
る
と
理
解
し
 た
と
こ
 

ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
 ね
 ち
、
そ
れ
は
「
あ
る
㍉
経
済
 心
理
 L
 
 
Ⅴ
妻
戸
Ⅱ
（
 

結
 す
 p
h
 

（
の
幅
の
の
ぎ
巨
晶
八
つ
ま
り
㍉
 

エ
｜
 ト
ス
 L
 

発
生
が
特
定
の
宗
教
的
信
仰
の
内
容
に
よ
っ
て
制
約
さ
 れ
て
い
る
と
い
う
側
面
で
あ
り
、
と
く
に
近
代
の
経
済
的
 エ
ー
 @
 

（
 
6
 ）
 

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
 
ム
 の
合
理
的
倫
理
と
の
関
連
と
い
う
 事
は
 つ
い
て
、
究
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
 

換
言
す
 の

 箇
所
も
含
ま
 

イ
ズ
ム
の
倫
理
 

（
 
5
 ）
 

お
り
、
そ
れ
ら
 

ろ
か
ら
出
発
せ
 

経
済
形
態
の
 

ス
と
 禁
欲
的
 プ
 

れ
ば
、
市
民
的
 

に
 、
第
二
の
点
で
あ
る
が
、
第
一
、
第
三
の
点
が
縦
横
 に
 関
連
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
稿
で
 は
 、
主
題
の
関
係
上
、
 

（
 
4
 ）
 

「
宗
教
社
会
学
論
集
 
ヒ
 第
一
巻
「
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
 ｜
 比
較
宗
教
社
会
学
試
論
」
の
「
序
論
」
 由
 三
の
円
（
 

u
 品
 
と
上
述
の
「
宗
教
的
 

の
 業
績
に
み
ら
れ
る
社
会
科
学
の
方
法
論
や
そ
の
体
系
的
 研
究
の
一
環
と
し
て
、
「
宗
教
社
会
学
」
も
位
置
づ
け
 ら
れ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
宗
教
社
会
学
し
に
は
 三
 

 
 

の
 関
連
研
究
で
あ
り
 

と
り
わ
け
、
経
済
に
及
ぼ
し
た
宗
教
の
影
響
を
究
め
る
 こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
宗
教
と
社
会
階
層
の
間
の
関
連
 を
 分
析
す
る
こ
と
で
あ
 

っ
た
 。
そ
し
て
第
三
は
、
西
洋
文
明
の
特
性
を
区
別
す
る
 こ
と
を
究
め
、
そ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
 木
 稿
 で
の
問
題
は
、
お
も
 

(450)  2 

  



宗教と社 萄 

聖 の そ 
務 倒 れ 
1 メ """  ニ " 

層
教
 役
者
層
を
も
つ
公
的
な
制
度
と
し
て
組
織
さ
れ
た
 恩
恵
授
与
の
共
同
体
と
し
て
の
「
教
会
」
Ⅴ
 杏
 ～
 
c
 ゴ
の
八
 の
 「
理
念
型
」
が
示
さ
れ
、
（
 

9
 ）
 

偕
 

て
 れ
に
宗
教
的
行
為
の
「
理
念
型
」
を
縦
横
に
絡
ま
せ
て
 、
宗
教
的
諸
形
態
の
説
明
原
理
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
 、
宗
教
の
担
い
手
 

 
 
 
 

Ⅲ
よ
り
、
宗
教
的
指
導
者
、
そ
の
信
者
の
枠
組
か
ら
純
粋
 に
 個
人
的
カ
リ
ス
マ
の
担
い
手
と
し
て
の
「
予
言
者
」
 

下
 0
 ロ
ゴ
②
、
伝
統
的
 
ひ
 

に
よ
っ
て
救
済
を
お
こ
な
う
「
祭
司
」
 

下
ざ
の
 （
の
 
r
 、
個
人
 的
で
、
不
時
の
呪
術
的
救
済
を
お
こ
な
う
 
一
 
1
 

呪
術
者
」
 目
ゅ
ゆ
 
～
の
Ⅱ
お
よ
び
 り
 
Ⅰ
 

力
ニ
 Ⅰ
 
笹
 0
 の
 
円
 
（
 
め
ヰ
 
が
分
け
ら
れ
、
お
の
お
の
に
、
宗
教
的
資
 質
の
所
有
者
の
み
を
受
け
入
れ
る
集
団
と
し
て
の
「
 宗
 派
 」
Ⅴ
の
の
 
ガ
 （
の
コ
 

%
 と
、
 

Ⅴ
 宙
縛
 0
 ぃ
降
 
～
の
 

n
r
 

臼
ヘ
 
。
 痔
 Ⅴ
 づ
ヰ
 （
 
E
o
 

の
の
 

ロ
ヘ
 刃
文
枯
山
 
0
 の
 
～
 
叶
び
 
（
と
、
宗
教
的
「
音
痴
」
と
し
て
「
大
衆
」
的
 
宗
 敬
意
識
Ⅴ
 目
 u
s
s
e
 

コ
八
 

ス
マ
 的
 資
質
）
の
側
面
か
ら
、
そ
の
不
等
性
や
身
分
的
 分
 化
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
救
済
 財
 と
し
て
「
英
雄
的
」
・
 

「
達
人
」
的
宗
教
意
識
 

（
 
0
0
 
）
 

三
 %
 の
木
 0
 コ
 打
ヨ
 宮
ゅ
 （
～
 

Q
 コ
 ・
「
現
世
逃
避
的
神
秘
論
し
妻
 
出
き
ぎ
 ま
握
 0
 ミ
ぜ
 の
 
t
i
 
討
 
と
区
別
し
た
り
、
ま
た
、
 

人
 間
の
宗
教
的
資
質
（
カ
 
リ
 

想
 」
 ぎ
 臣
の
Ⅰ
毛
色
 

巨
汗
ゴ
 
0
 
%
0
 

臣
 汗
ヨ
 も
守
 （
～
 

0
 臣
 、
 「
現
世
内
的
神
秘
論
」
 
ぎ
冑
ヨ
の
 Ⅰ
 
ヰ
 
）
 
ご
 下
の
富
 ぜ
の
 
（
 
ぃ
村
と
 
「
現
世
逃
避
的
瞑
想
」
 
ま
 凹
目
オ
マ
 

逃
避
的
」
の
概
念
を
組
合
わ
せ
て
、
 

「
現
世
内
的
禁
欲
」
と
「
現
世
逃
避
的
禁
欲
」
圭
の
ご
 

目
 。
 
三
 ゐ
 0
 オ
の
寄
お
、
そ
れ
に
「
現
世
内
的
 瞑
 

想
 」
 本
 0
 コ
 %
 ヨ
宮
 緊
ざ
口
 
、
あ
る
い
は
「
神
秘
論
」
 目
犠
ヰ
 
良
 
と
い
っ
た
「
理
念
型
」
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
 現
世
内
的
」
と
「
現
世
 

力
 む
の
（
 

お
品
 ）
と
し
て
行
為
す
る
こ
と
か
ら
「
禁
欲
」
 臣
 綜
 の
の
の
と
、
人
間
が
神
の
「
容
器
」
の
の
（
 

め
 お
と
し
て
 行
 為
す
る
こ
と
か
ら
「
 瞑
 

た
と
え
ば
、
宗
教
的
行
為
の
側
面
よ
り
、
神
と
人
と
の
 関
 係
 に
注
目
し
て
、
人
間
が
神
の
「
道
具
」
毛
の
 ハ
オ
い
 

の
 
建
ぬ
 
（
あ
る
い
は
「
武
器
」
 

関
連
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
組
に
数
多
く
 の
 
「
理
念
型
」
を
使
用
し
て
い
る
。
 

随
所
に
「
理
念
型
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
 て
 、
こ
の
種
の
研
究
は
、
そ
の
使
用
す
る
枠
組
や
概
念
図
 式
の
設
定
と
そ
の
適
用
 

（
 
7
 ）
 

の
 仕
方
が
妥
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
、
資
料
の
十
分
か
 不
十
分
か
の
問
題
以
上
に
、
重
要
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
 い
 。
「
宗
教
社
会
学
」
 

と
り
わ
け
「
宗
教
」
と
「
社
会
層
」
（
以
後
、
特
別
の
 区
別
を
必
要
と
し
な
い
限
り
、
「
社
会
階
層
」
と
同
じ
意
 味
 に
使
用
し
た
い
）
の
 

く
 方
法
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
そ
の
特
色
が
み
ら
れ
、
 

こ
 の
 「
宗
教
社
会
学
」
に
お
い
て
も
。
東
西
の
文
化
・
 

社
 会
 比
較
の
方
法
と
し
て
 

  

  



  

  

  

  

由
季
に
ま
で
昇
華
せ
し
め
た
「
救
済
宗
教
意
識
」
 
巴
ニ
 む
の
 
仁
コ
 
の
の
Ⅰ
の
 

由
 ㏄
（
 

0
 の
支
い
 

d
 
）
 

汀
コ
刃
 生
反
ざ
の
 
田
 
（
弾
の
お
も
に
四
つ
の
宗
教
意
識
の
「
 理
念
型
」
を
用
い
て
、
 

さ
ら
に
ま
た
、
宗
教
的
意
味
づ
け
、
す
な
わ
ち
「
 神
義
ぬ
 棚
 」
 ビ
オ
 
の
 
Q
 口
守
 
の
の
の
 ㈹

「
合
理
的
倫
理
的
宗
教
意
識
」
（
の
（
 か
 0
 コ
 凹
目
の
手
～
の
 ワ
 
 
 

（
 れ
り
 
@
 

諸
社
会
層
と
宗
教
意
識
の
比
較
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

側
面
よ
り
、
「
幸
福
の
神
議
論
」
 

目
 
e
o
 臼
 z
 の
 の
 
口
の
の
の
 圧
  
 

ま
た
、
宗
教
と
社
会
層
の
側
面
よ
り
、
社
会
層
は
、
「
 社
 全
的
特
権
 層
 」
の
 
0
 ふ
 日
ロ
「
 
ぃ
 
ユ
 %
 的
ガ
ヱ
 
の
の
の
 
ゴ
ざ
三
 と
「
 社
 ・
全
的
被
抑
圧
 
層
 」
 

の
 
0
 注
目
的
の
 
&
n
 
偉
 い
ガ
ヰ
 

の
ぎ
 圧
 n
r
 

（
（
あ
る
い
は
「
非
特
権
 

層
 」

二
の
的
㏄
ま
く
 

づ
 Ⅰ
 
毛
ド
下
い
ら
 

Ⅱ
円
の
 

コ
 の
り
下
あ
 

オ
 （
）
と
の
も
と
 に
 、
「
農
民
 層
 」
 い
 a
u
 
の
 ｜
 

Ⅱ
 
コ
 （
ロ
コ
、
 

つ
 
騎
士
的
戦
士
 層
 」
三
市
ハ
二
の
 

オ
 の
 木
 「
 
@
 
の
的
の
Ⅱ
の
 

り
ゴ
 
@
n
 
下
 （
、
「
政
治
的
官
僚
属
」
で
 

0
-
 
～
（
（
の
 

り
汀
目
の
ゅ
ヨ
 
（
の
 
コ
巨
ヨ
 0
 Ⅰ
串
の
づ
頭
 

け
 Ⅱ
 
0
 村
 ㍉
口
ヱ
 

の
 

「
知
識
人
屑
」
 峯
 （
 
臼
 ピ
ガ
（
 
匡
の
コ
 お
田
 汀
コ
 
、
「
市
民
 層
 」
 す
 む
 「
 
ぬ
の
 
Ⅱ
二
の
す
の
の
 

り
ゴ
 
～
 
臼
宙
コ
 （
と
く
に
「
小
市
民
 
層
 」
）
 
、
 「
 奴
隷
と
自
由
な
日
雇
い
 

労
働
者
層
」
の
 
巨
篭
臼
 亡
臣
（
 
ハ
の
い
 

の
 ゴ
堺
こ
す
コ
の
 
「
、
「
 
近
 件
い
 
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
 ヨ
 0
 宰
 0
%
 
コ
 0
 
%
0
 

）
の
（
㏄
（
 

ぃ
 
㏄
（
、
「
 

近
 代
 ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
 

ョ
妻
目
 。
 い
 。
 目
 お
の
 0
 オ
 ざ
と
い
う
「
理
念
型
」
を
 
設
 定
し
 

、
（
 

1
 
 

2
 ）
 
そ
の
な
か
で
、
と
く
に
「
市
民
 層
 」
に
典
型
的
に
 み

ら
れ
る
㈲
「
予
言
者
 

的
 宗
教
意
識
」
月
宮
ま
の
円
円
の
の
 

ゴ
 の
 再
呂
哩
 0
 の
 
円
 
（
 
め
 （
 
、
 ㈲
氏
族
 間
の
 タ
フ
 ｜
 障
壁
の
打
破
、
職
務
概
念
、
「
ア
ン
シ
ュ
タ
 ル
ト
」
つ
ま
り
客
観
的
 

な
 諸
目
的
を
果
す
た
め
の
法
人
団
体
組
織
と
い
う
共
同
体
 観
に
も
と
づ
い
た
「
共
同
体
宗
教
意
識
」
 9
 
ヨ
 の
ぎ
隼
の
Ⅱ
 

臼
 ～
 
笹
 0
 の
 
円
 
（
 
笘
 （
：
㈲
そ
の
 

信
者
た
ち
に
苦
難
か
ら
の
解
放
を
約
束
す
る
よ
う
な
、
 あ
 る

い
は
、
宗
教
的
な
救
い
の
所
有
を
「
救
済
」
の
信
仰
 Ⅴ
 甲
 こ
の
 
屈
コ
 
内
の
 
ヘ
 0
 鼠
 l
 

「
社
会
層
」
の
 0
z
 
団
 す
ぎ
 圧
簗
村
コ
 （
あ
る
い
は
「
社
会
層
 

 
 

そ
し
て
、
呪
術
に
よ
 

 
 

っ
て
固
定
化
さ
れ
た
伝
統
を
倫
理
的
・
合
理
的
に
「
突
破
 」

さ
せ
る
予
言
を
、
「
模
範
」
予
言
 
ロ
 Ⅴ
の
 お
 の
 ヨ
ロ
リ
ユ
 
の
り
 
す
 の
 内

耳
。
で
下
の
目
の
と
「
使
の
 

 
 
 
 

命
 」
予
言
Ⅴ
の
の
 コ
 山
コ
 
コ
 ㏄
の
八
寸
（
 
0
 で
下
の
目
の
に
一
一
分
し
 

、
一
 
刊
 者
は
、
救
い
に
い
た
る
生
活
の
、
通
例
は
冥
想
的
な
 、
 無
感
覚
的
・
エ
ク
ス
タ
 

 
 

シ
ス
的
な
生
活
の
模
範
を
身
を
も
っ
て
示
す
よ
う
な
予
三
一
 

ロ
 と
い
い
、
後
者
を
 、
 神
の
名
に
お
い
て
、
倫
理
的
な
 、
 そ
し
て
し
ば
し
ば
行
動
 

 
 

的
 
・
禁
欲
的
な
性
格
の
要
求
を
現
世
に
突
き
つ
け
る
よ
，
 

っ
な
 予
三
ロ
と
い
う
。
そ
し
て
後
考
か
ら
、
「
共
同
体
」
 

0
 の
ヨ
 の
 @
 
コ
 年
の
（
あ
る
い
は
 

「
宗
教
的
共
同
 態
 」
（
の
）
 

田
哩
 ぎ
の
音
 日
 の
ぎ
の
り
 

オ
 a
f
 

（
）
を
 

発
 生
さ
せ
る
。
こ
こ
に
も
「
理
念
型
」
，
 

-
l
 

1
 
 
）
 が
み
ら
れ
る
。
 



宗教と社会階層 

と
こ
ろ
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
 デ
任
会
 u
 「
 屈
 し
の
り
 プ
ピ
ま
 の
 
コ
 
（
 
o
D
.
 
ぎ
 三
 %
 （
）
の
概
念
は
種
々
の
意
味
に
受
け
と
ら
 

れ
て
い
る
。
た
と
え
 

ば
 、
そ
の
語
を
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
、
 

T
,
 
パ
ー
ス
 ン
ズ
 
は
（
 

5
-
2
 
 
昼
巳
 お
 ・
 9
 （
 
ひ
宙
 
e
w
-
3
%
@
w
-
c
 

村
の
の
の
 
ぴ
 な
ど
と
 訳
 し
 、
 H
.
H
.
 

ガ
ー
ス
 

 
 
 
 
 
 

と
 C
.
W
.
 

ミ
ル
 
ス
 は
の
（
（
 ゅ
 （
 
ひ
と
 、
 R
.
 
ベ
ン
デ
イ
 
ソ
 ク
ス
 は
 
笘
 0
 仁
ヲ
の
 0
 ユ
ニ
雙
 0
 毛
 、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
二
 %
 数
 社
会
学
 ヒ
の
 英
訳
者
 
ひ
 

-
7
 

2
 ）
 

（
 
托
 @
 

 
 

 
 

0
 仁
ち
 -
 の
 
0
 注
目
 
降
 （
の
（
 

a
 。
 s
 （
～
 
緊
 ㏄
で
 

0
0
 

ち
 下
な
ど
の
よ
う
に
 、
ケ
ー
ス
・
バ
 
イ
 
・
 ケ
 

  

（
 
二
リ
 

1
 ）
 

の
村
の
の
と
「
苦
難
の
神
義
塾
 

珊
 」
 づ
 二
の
 
0
 色
ョ
い
 

の
の
年
の
の
Ⅰ
田
 

&
 

 
 

カ
リ
ス
マ
」
の
 す
 ～
吊
目
 
卸
 

（
 
4
 
l
 
エ
 
）
 

 
 

」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
理
念
型
 ロ
の
 使
用
に
よ
っ
て
 、
 「
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
 

の
 倫
理
が
、
か
っ
て
現
実
の
展
開
の
流
れ
の
な
か
に
お
か
 れ
て
い
た
と
き
よ
り
も
は
る
か
に
、
体
系
的
、
根
本
的
 、
統
一
的
に
叙
述
さ
れ
 

る
と
い
う
意
味
で
、
「
非
歴
史
的
 
L
 Ⅴ
 け
コ
プ
 
～
の
（
 

o
 （
 
@
 
の
め
す
 

八
 

 
 

こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
 あ
 

る
 宗
教
の
全
体
 像
 の
な
か
で
、
実
践
的
な
生
活
様
式
の
 

、
、
、
、
 

形
成
に
関
し
て
、
そ
の
宗
教
を
他
の
諸
宗
教
か
ら
区
別
す
 
る
 決
定
的
な
特
徴
に
つ
 

-
 
は
 -
 

ね
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
 

一
 

「
宗
教
」
と
「
社
会
 階
屑
 」
の
関
連
を
古
 
，
エ
 
ー
バ
ー
に
 み
 る
と
き
、
ま
ず
、
彼
の
「
社
会
 屑
 」
（
厳
密
に
は
「
 層
 」
 

）
の
概
念
が
問
題
に
（
㏄
）
 

な
る
。
さ
ら
に
、
「
社
会
層
」
と
そ
の
基
礎
出
金
と
も
 思
 わ
れ
る
「
身
分
」
の
（
 
ぴ
 コ
片
と
「
階
級
」
木
守
の
お
 
コ
と
 の
 関
連
も
考
慮
し
な
く
て
 

（
。
ハ
レ
 

2
 

は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
社
会
層
」
 の
 概
念
に
つ
い
て
も
、
ま
た
「
社
会
層
」
と
「
身
分
」
・
 「
階
級
」
の
関
連
に
つ
 

（
 
勿
 ）
 

い
て
も
、
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
。
た
だ
、
「
身
分
」
と
 「
階
級
」
の
概
念
規
定
は
「
経
済
と
社
会
 L
 に
 二
 箇
所
、
 「
世
界
宗
教
の
経
済
 
倫
 

理
 」
の
「
序
論
・
一
に
一
 

 
 

れ
る
「
階
級
」
概
念
と
 

（
 
4
 
2
 ）
 

同
様
に
、
未
完
成
の
も
の
と
い
え
る
。
 

  

 
 



  

  
  

  

｜
ス
に
 訳
し
て
お
り
、
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
が
「
 層
 」
「
社
会
層
」
あ
る
い
は
「
階
層
」
と
訳
し
て
い
 
。
（
 

2
 
9
 

る
 
）
 
と
 り

わ
け
、
内
田
芳
明
氏
 

は
こ
の
「
 層
 」
「
社
会
層
」
・
「
階
層
」
の
概
念
を
三
つ
に
 

分
け
て
考
え
て
い
る
。
そ
の
「
第
一
に
 、
 ㍉
社
会
層
 L
 の
 も
っ
と
も
単
純
な
素
朴
 

な
 意
味
は
、
そ
れ
が
 
刊
層
 J
 ぎ
田
 リ
ア
 
（
で
あ
る
と
い
う
 点
で
あ
る
。
そ
し
て
ご
の
よ
う
な
幾
分
漠
然
と
し
て
包
括
 的
な
性
質
が
か
え
っ
て
 

具
体
的
な
歴
史
叙
述
の
方
法
と
し
て
役
立
た
し
め
ら
れ
 て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
…
…
第
二
に
 、
 ㍉
社
会
 層
 」
は
、
こ
れ
ま
た
 

「
身
分
 ヒ
 で
も
「
階
級
 ヒ
 で
も
な
く
、
両
者
を
ふ
く
ん
で
 さ
し
っ
か
え
は
な
い
が
、
む
し
ろ
別
の
基
準
に
照
ら
し
 て
 使
用
さ
れ
て
い
る
ば
 

あ
い
が
あ
る
。
…
…
第
三
に
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
㍉
社
会
 層
 L
 は
「
階
級
」
概
念
と
「
身
分
 ヒ
 概
念
と
の
こ
の
一
ち
 を
ふ
く
み
つ
つ
そ
の
 線
 

合
 概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
㏄
）
 

」
と
。
こ
の
よ
う
に
「
社
会
層
」
は
、
「
身
分
」
や
「
 階
級
」
の
綜
合
概
念
と
 

し
て
理
解
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

一
般
に
、
社
会
構
造
の
基
本
的
な
構
成
部
分
の
一
つ
と
み
 な
さ
れ
る
集
団
は
 、
 古
く
か
ら
、
「
階
級
」
と
か
「
 身
 分
 」
と
か
、
「
 ヵ
｜
 

ス
ト
」
な
ど
と
し
て
表
現
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
 そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
間
に
は
種
々
の
も
の
が
み
ら
れ
る
  
 

ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
る
と
、
「
階
級
」
と
は
、
財
貨
あ
る
い
 は
 仕
事
能
力
Ⅰ
の
 @
 
の
ま
 
コ
 内
の
 

q
u
a
 

二
カ
 

カ
リ
 
（
 
@
0
 
コ
目
に
対
す
る
 処
分
権
（
あ
る
い
は
 

そ
の
欠
如
）
の
程
度
と
種
類
や
、
所
得
あ
る
い
は
収
入
を
 得
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
う
る
所
与
の
方
法
 か
 ら
 生
じ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
 

0
 集
団
で
、
財
産
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
決
ま
る
「
財
産
階
 級
 」
し
の
の
 

レ
 
（
 
ぃ
巴
 
お
お
、
財
貨
あ
る
い
は
仕
事
の
市
場
的
 
な
 利
用
の
チ
ャ
ン
ス
に
 

よ
っ
て
決
る
「
営
利
階
級
」
 申
毛
の
 
q
F
 
の
 
巴
ギ
お
 、
階
級
 状
況
相
互
の
間
に
、
個
人
的
に
、
世
代
の
交
替
に
っ
 れ
て
 、
 た
や
す
く
交
替
が
 生
 

 
 

。
し
た
が
っ
て
、
「
階
級
」
は
「
経
済
的
秩
序
」
Ⅴ
 毛
 ～
 
ゴ
 
（
 

円
 プ
 リ
 （
（
の
 

o
n
 

年
コ
岸
コ
的
外
 

に
 

も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
「
身
分
」
と
 は
 、
社
会
的
評
価
、
す
な
 ね
 ち
、
生
活
様
式
の
種
類
Ⅰ
 の

す
の
 

コ
 の
円
仁
 

ゴ
 ㍉
口
目
㏄
の
が
Ⅱ
 

d
 
）
 

形
式
的
な
教
育
方
法
 め
 
0
q
 
ヨ
 日
の
由
Ⅱ
ふ
 
め
 ゴ
ロ
 
コ
 の
の
毛
の
め
の
の
、
 

出
自
に
も
と
づ
く
威
信
臣
 拓
蕾
ヨ
ヨ
ロ
コ
 
窩
も
（
の
の
（
品
の
あ
 

る
い
は
職
業
に
も
と
づ
 

く
 威
信
い
の
 ハ
ミ
 
の
 
で
 （
の
 
簗
蒔
の
 
、
慣
習
的
な
独
自
の
名
誉
感
 情
 、
法
的
に
独
占
を
認
め
ら
れ
た
経
済
的
チ
ャ
ン
ス
、
 な
 ど
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
 

(454)  g 



（
本
質
的
に
、
積
極
的
な
特
権
を
も
つ
企
業
と
消
極
的
な
 

特
権
を
も
つ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
）
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
 

分
任
会
し
 

層
 （
農
民
 

層
彗
の
 Ⅰ
 
コ
 
、
手
工
業
者
 
日
巨
 毛
の
芽
 

轄
 、
官
僚
い
の
 

 
 

一
 
と
し
て
、
「
営
利
階
級
」
を
 

 
 

 
 

づ
け
ら
れ
た
営
利
階
級
は
、
典
型
的
に
は
企
業
者
口
口
 

諾
 （
口
の
 

オ
日
 
S
 
 
で
あ
る
。
す
な
 
 
 
 
 

 
 

と
金
融
企
業
者
 
㈲
工
業
企
業
者
ゆ
の
 

毘
 3
%
 

毛
 吹
玉
田
 

コ
 
注
の
（
 

0
 
臣
コ
 

ゴ
 
0
 
 

㏄
の
 

目
 
ロ
コ
ヰ
 

コ
ヰ
 

の
（
 
の
Ⅱ
 

コ
プ
ヨ
締
、
 

コ
の
プ
 

の
（
、
場
合
 

㈹
 農
 

 
 

た
 人
間
集
団
で
あ
る
。
（
 

ぬ
 ）
し
た
が
っ
て
、
「
身
分
」
は
「
 
社
 全
的
秩
序
し
Ⅴ
の
 
0
z
 

（
が
）
の
 

コ
 0
 日
日
記
 へ
 に
も
と
づ
い
た
 も
の
で
あ
る
こ
と
が
 理
 

解
 で
き
る
。
 

さ
ら
に
「
階
級
」
を
詳
し
く
、
具
体
的
内
容
を
知
る
た
 め
に
、
立
入
っ
て
み
よ
う
。
三
種
の
「
階
級
」
の
第
一
と
 し
て
、
「
財
産
階
級
」
 

を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
Ⅰ
・
積
極
的
に
特
権
 づ
 け
ら
れ
た
財
産
階
級
は
、
典
型
的
に
は
、
レ
ン
テ
生
活
者
 で
あ
る
。
レ
ン
テ
生
活
 

者
は
、
次
の
も
の
で
あ
り
う
る
。
㈲
人
間
レ
ン
テ
生
活
 着
目
 の
コ
 
の
 
c
 
す
 e
 コ
 
%
 コ
 （
 
コ
 0
 づ
（
奴
隷
所
有
者
の
巴
 
a
v
 
の
き
の
 
臼
 t
z
 

の
（
）
 

、
 ㈹
土
地
レ
ン
テ
 

生
活
者
㏄
 0
 色
目
「
の
 

コ
田
 
コ
ミ
、
㈲
鉱
山
レ
ン
テ
生
活
者
 巾
の
 
Ⅱ
㏄
 
毛
 。
Ⅱ
村
の
Ⅰ
の
 

臣
 片
口
 
e
 （
 
、
 ㈹
施
設
レ
ン
テ
生
活
者
 臣
三
 。
的
の
 

コ
 （
の
 
コ
ぎ
簗
 （
労
働
施
設
 

卸
 Ⅱ
 
ヴ
注
 
（
 
紐
三
 お
の
 コ
や
 用
具
申
 づ
で
 
a
r
a
 

汀
コ
 0
 所
有
者
）
 ㈲
船
舶
レ
ン
テ
生
活
者
の
経
 目
の
 
（
の
 
コ
ぎ
縛
 、
 田
 債
権
者
 0
%
 仁
ヴ
円
 

㏄
 轄
、
 く
わ
し
 

く
 い
 う
と
、
 &
.
 家
畜
債
権
者
 ま
 宰
 笹
ぎ
庄
鷺
 （
 ロ
 
穀
物
債
権
者
の
の
（
「
の
山
色
の
四
 

w
E
 
ヴ
 俺
の
（
 丁
 ・
貨
幣
の
債
権
 者
音
巨
の
 （
び
ロ
 

ヴ
 ～
の
の
 

q
 
、
 

㈲
有
価
証
券
レ
ン
テ
生
活
者
 
芭
由
 
の
 
局
 （
の
 
コ
 （
の
 
コ
 （
口
の
 

r
 
。
Ⅱ
 
消
極
的
に
特
権
づ
け
ら
れ
た
財
産
階
級
は
、
典
型
的
に
 は
、
 次
の
ど
と
く
で
あ
 

る
 。
㈲
所
有
の
対
象
㏄
の
の
 
中
 
（
 
z
0
 
庄
芙
富
 
（
非
自
由
人
ロ
 
口
 
オ
の
 
@
 
の
 ）
 、
 
㈲
零
落
者
 
宮
巴
 a
 の
の
円
の
 

ハ
 
（
の
（
古
代
的
意
味
で
 
の
 ロ
プ
ロ
レ
タ
リ
 ィ
ヒ
 

Ⅴ
 唱
 。
 討
 （
 
曲
 （
 
ヰ
 八
）
 
、
 ㈹
債
務
者
ま
ぉ
目
口
三
文
 の
、
 ㈹
 「
貧
民
ヒ
ソ
 オ
ョ
 の
 ハ
 。
こ
れ
ら
両
者
の
中
間
に
位
置
す
 る
の
が
「
中
間
身
分
 階
 

級
 L
 
V
.
 

目
サ
 
（
（
の
）
の
（
 

め
コ
ロ
 

の
 
左
 ）
 
い
 の
の
の
 

コ
 八
で
あ
る
が
、
こ
れ
 は
 財
産
あ
る
い
は
教
育
に
よ
る
資
格
を
も
ち
、
そ
れ
か
ら
 彼
ら
の
利
得
を
う
る
よ
 

 
 

う
な
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
諸
ハ
社
会
 u
 層
ぎ
 三
 %
 汀
コ
を
 含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
若
干
の
も
の
は
㍉
営
利
階
級
 ヒ
 で
あ
る
こ
と
も
あ
る
 

 
 

  



  

  

  
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

極
 的
に
特
権
づ
け
ら
れ
た
営
利
階
級
は
、
典
型
的
に
は
 

労
働
者
で
あ
る
が
、
労
働
者
の
な
か
に
は
、
質
的
に
区
別
 

、
 、
、
 

さ
れ
た
次
の
よ
う
な
さ
 

ま
ざ
ま
の
種
類
が
あ
る
。
す
な
 

む
 ち
㈲
熟
練
労
働
者
紅
の
 

す
 （
 
コ
 
（
の
 

、
 ㈲
半
熟
練
労
働
者
㏄
品
の
）
の
（
 

コ
 
（
の
 

、
 ㈲
不
熟
練
 
労
働
者
 
由
 
烏
臼
 
S
 耳
 o
 
。
 

こ
こ
で
も
、
こ
れ
ら
の
両
者
の
中
間
に
、
独
立
の
農
民
 

の
 
㏄
）
 

ヴ
の
瑛
巨
 

打
目
し
 

u
E
 

の
（
 

コ
 や
手
工
業
者
が
「
中
間
階
級
 

」
Ⅴ
 
目
 （
 
円
 
（
の
 

綾
寸
 
お
目
八
 

と
し
て
位
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
次
の
も
の
も
、
 

き
 ね
 め
て
し
ば
し
ば
 

ハ
 
中
間
階
級
に
属
す
る
 

U
 
。
㈲
官
僚
（
 

公
 的
と
私
的
）
 

、
 ㈲
 工
 ・
Ⅲ
 

に
あ
げ
た
種
類
の
人
た
ち
と
、
 

鮫
 ）
例
外
的
な
（
自
分
自
身
 に
 固
有
の
、
あ
る
い
は
訓
練
さ
れ
、
ま
た
は
教
育
さ
れ
た
 

）
独
占
的
資
格
を
も
っ
 

労
働
者
。
」
し
た
が
っ
て
、
こ
の
財
産
・
営
利
の
「
階
級
 

」
 ほ
 、
そ
の
視
点
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
双
方
に
 

オ
｜
 
・
ラ
ッ
プ
し
て
 

考
 

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
点
が
一
つ
 

の
 特
色
で
あ
る
。
最
後
の
第
三
と
し
て
の
「
社
会
階
級
 

」
に
つ
い
て
は
、
「
 

化
 

全
体
と
し
て
の
労
働
者
、
労
働
過
程
が
自
動
化
さ
れ
れ
 

ば
さ
れ
る
ほ
ど
そ
う
で
あ
る
。
 

旧
 ・
小
市
民
居
お
よ
び
、
 

T
.
 

無
産
の
知
識
階
級
 

や
 専
門
家
ヴ
の
ど
 

叶
注
 

0
 
の
の
～
 

串
 
（
の
目
元
の
 

コ
ぃ
 
亡
臣
Ⅰ
Ⅱ
 

ゆ
 
。
 
ゴ
 
幅
の
の
 

c
 
ゴ
 
三
手
上
（
（
技
術
者
 

目
臼
 
コ
ヨ
 
陪
 、
商
業
そ
の
他
の
 

コ
 職
員
ロ
オ
。
ヨ
ヨ
の
 

総
 5%
 

屈
コ
 
Ⅰ
㏄
 
コ
 
Ⅰ
の
 

お
 Ⅴ
レ
コ
的
の
の
（
 

e
 
三
の
八
、
官
僚
属
、
彼
ら
は
、
 

と
き
と
し
て
、
か
け
た
教
育
費
の
多
寡
に
応
じ
て
、
 

社
 全
的
に
き
わ
め
て
 

異
っ
 

た
 地
位
に
お
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
）
 

、
ウ
 
・
有
産
者
お
よ
 

び
 教
育
に
よ
っ
て
特
権
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
の
 

階
 
級
。
」
（
 

3
 
 

5
 
）
 と
し
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
 

三
 「
階
級
」
と
「
身
分
」
の
関
係
 

ほ
 つ
い
て
、
「
営
利
階
級
が
市
場
志
向
的
な
経
済
の
基
盤
 

の
上
に
成
長
す
る
の
 

的
な
需
用
充
足
し
の
ぎ
「
 

に
 反
し
て
、
身
分
は
 

、
 ト
の
 

主
と
し
て
、
団
体
の
独
占
的
 

Ⅰ
の
 

管
 品
を
基
盤
と
し
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



宗教と社会階層 

会
 階
級
」
が
も
っ
と
も
近
く
、
「
財
産
階
級
」
と
も
 栢
 互
 関
連
を
も
ち
、
し
ば
し
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
  
 

ま
た
、
「
階
級
」
と
「
身
分
」
を
「
利
害
状
況
」
目
釘
Ⅱ
 
の
の
の
の
 

コ
 ）
 
曲
 め
の
の
関
連
よ
り
、
後
述
す
る
よ
う
な
 

対
 概
念
で
 あ
る
外
的
・
物
質
的
 

・
社
会
的
「
利
害
状
況
」
と
内
的
・
観
念
的
・
心
理
的
「
 利
害
状
況
」
と
に
対
比
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
 、
内
田
芳
明
氏
の
推
測
 

（
 
0
0
 

9
u
 

）
 

の
よ
う
に
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
利
生
 口
状
況
」
を
「
階
級
」
と
「
身
分
」
の
相
互
に
関
連
さ
せ
 て
み
る
方
が
妥
当
で
あ
 

ろ
 う
 。
さ
ら
に
別
の
表
現
を
す
る
と
、
「
い
さ
さ
か
 強
 引
 に
単
純
化
す
る
と
、
「
階
級
 ヒ
は
 財
貨
の
生
産
と
営
利
 に
 対
す
る
関
係
に
し
た
 

 
 

が
っ
て
構
成
さ
れ
、
「
身
分
 ヒ
は
 特
有
な
コ
生
活
様
式
ヒ
 
の
形
式
を
と
っ
た
財
貨
の
消
費
の
臣
（
の
葉
 
0
 コ
 当
日
の
の
 原
理
に
し
た
が
っ
て
 構
 

（
 
ハ
 
R
v
 

Ⅰ
）
 

成
さ
れ
る
、
 
と
い
 え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
か
、
「
む
き
 

だ
し
の
同
階
級
状
況
 J
]
 
Ⅴ
 杢
 お
お
日
の
ぬ
の
 ヘ
 
が
優
越
し
た
 意
義
を
も
つ
時
代
と
国
 

国
は
 、
 が
い
し
て
技
術
的
・
経
済
的
革
命
の
時
代
な
の
 で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、
経
済
的
変
革
過
程
 む
討
 0
 コ
 0
 （
～
 

由
お
 下
の
 
コ
 C
 コ
 
～
 お
 す
鰍
｜
 

牙
 （
 
u
 コ
ぬ
 の
 
口
 r
o
z
 
の
の
の
の
の
緩
慢
化
は
た
だ
ち
に
「
身
分
的
 ヒ
 形
成
約
Ⅴ
の
（
 曲
コ
 山
山
の
り
 

ゴ
 の
八
ロ
目
 宙
 ヒ
コ
 釜
コ
の
拾
頭
 を
き
た
 し
 、
社
会
的
「
 名
き
ロ
ヒ
 

（
 
ハ
 
4
 
u
-
 

廿
 

の
 
o
z
 武
村
Ⅴ
手
お
 ヘ
 
の
意
義
を
回
復
さ
せ
る
の
で
あ
る
 。
」
と
な
り
、
こ
の
思
考
は
、
社
会
の
安
定
の
時
期
に
は
 身
分
的
な
階
層
化
が
促
 

遣
 さ
れ
、
逆
に
、
社
会
の
急
激
な
変
動
の
時
期
に
は
、
 

現
 金
 勘
定
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
分
 的
 差
別
の
発
展
が
と
ま
 

（
・
 

l
 
4
 ）
 

る
と
い
う
、
社
会
変
動
理
論
が
想
起
さ
れ
る
。
 

そ
し
て
ま
た
、
こ
う
し
た
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
「
階
級
」
と
 「
身
分
」
の
概
念
を
拡
大
す
る
と
、
 

前
 近
代
に
お
い
て
は
 「
身
分
」
を
中
心
と
 

し
た
社
会
構
成
で
あ
り
、
近
代
以
後
は
「
営
利
階
級
」
 申
 心
の
社
会
構
成
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
 さ
 ら
に
、
現
代
社
会
に
お
 

（
 
佗
 ）
 

け
る
「
新
中
間
層
」
の
解
釈
に
し
て
も
、
 

C
.
W
 

：
 ，
 ル
ス
の
 
ロ
 ホ
ワ
イ
ト
、
カ
ラ
ー
 ヒ
 の
着
想
と
も
関
連
し
 、
 R
.
 

。
タ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
 

が
 
「
ド
イ
ッ
語
の
会
話
体
に
お
い
て
は
、
こ
ん
に
ち
で
さ
 え
 
「
階
級
 ヒ
 な
る
語
が
企
業
者
と
労
働
者
と
い
う
二
つ
 の
 階
層
に
限
定
さ
れ
て
 

 
 

 
 

い
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
貴
族
も
専
門
職
業
者
も
 
古
い
職
人
お
よ
び
小
農
の
集
団
も
、
階
級
と
は
呼
ば
 は
 い
 。
か
れ
ら
は
「
 身
ひ
 

 
 

分
 」
 兆
 t
a
 

（
の
の
で
あ
る
 

｜
 こ
の
概
念
は
、
口
中
間
身
分
 ヒ
 目
 p
d
 
（
 
ニ
の
 （
の
 
コ
宙
 
と
い
う
場
合
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
 ｜
 労
働
者
や
官
吏
と
い
 

  



  
  

  
七の（の丑の解する 

こ ぎ 
と コ 

互が 

  
    

    
裁の 
の 「 
対 客 
象 観 

意味 とする 的 
ば 」 
あ る 
い 理 

、 解 

経 す 
験 る 

的 の 
な に 
法 力 

  
と 後 
勘 者 
機 は 
め そ 

「主 理 意味 の 
解 観 

  意 とい 的 
う味 、 」 

会
 構
成
原
理
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
た
と
え
ば
、
 

カ
｜
 

 
 

会
の
構
成
原
理
を
表
わ
 

（
 
弗
 ）
 

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
身
分
」
と
 「
階
級
」
と
に
よ
っ
て
、
多
元
的
あ
る
い
は
「
複
眼
的
」
 

視
角
を
通
し
て
、
「
 社
 

金
屑
」
を
解
釈
し
て
い
る
の
が
、
特
色
で
あ
る
。
 

一
 一
 

マ
 ツ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
日
経
済
と
社
 ム
 至
の
冒
頭
で
 
「
社
会
学
（
こ
の
き
わ
め
て
多
義
的
に
使
用
さ
れ
て
 い
る
言
葉
の
、
こ
こ
 

で
 理
解
さ
れ
る
意
味
で
の
）
と
は
、
社
会
行
為
を
解
明
 し
つ
つ
理
解
し
り
の
 
年
 （
の
 
コ
由
 4
0
 （
の
こ
の
 

ゴ
 の
 ロ
 、
そ
れ
に
よ
っ
 て
そ
の
経
過
と
影
響
を
 

（
 
7
 
4
 ）
 

（
 
何
 ）
 

因
果
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
科
学
の
こ
と
で
あ
る
。
 
し
 と
 の
べ
、
い
わ
ぬ
 る
 
「
理
解
社
会
学
」
 
せ
の
 
Ⅱ
の
（
の
 

汗
 三
孝
 の
 0
 注
 0
 （
 
0
 哩
の
を
、
社
会
 

科
学
の
一
般
的
方
法
論
と
し
て
展
開
さ
せ
て
い
る
。
「
 理
解
」
に
は
、
「
現
実
的
理
解
」
リ
ガ
 
t
u
e
 

）
）
の
 

べ
 の
お
山
の
 

ぽ
 の
 コ
 
と
「
解
明
的
理
解
」
 

（
 
姐
 ）
 

分
化
は
異
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
」
と
 ウ
ェ
ー
バ
ー
が
い
う
よ
う
に
、
こ
の
「
身
分
」
は
 、
主
 と
し
て
、
 
前
 近
代
の
社
 

は
は
る
か
に
決
定
的
で
 

眼
 あ
る
い
は
規
制
に
よ
 

他
方
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
 

 
 

あ
り
、
と
り
わ
け
、
社
会
の
経
済
的
構
造
に
と
っ
て
 決
 定
 的
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
方
で
は
、
消
費
の
  
 

り
 、
ま
た
身
分
的
な
 ｜
 経
済
的
合
理
性
の
観
点
か
ら
す
 れ
ば
、
非
合
理
的
な
 ｜
 独
占
の
も
つ
重
要
性
に
よ
っ
て
 、
 

 
 

の
 支
配
者
層
の
身
分
的
因
習
の
（
 
陣
コ
 Ⅰ
㌃
臼
の
二
次
。
 
コ
セ
 の
ま
 片
 
0
 コ
 臼
が
も
つ
垂
範
的
作
用
の
効
果
に
よ
っ
て
、
身
分
 的
 

で っ う 

き て ま 
る も さ 
と "  @C     
て 階 い 
も 層 集 
適 や 団   

を示 言で 階級 

は 似 す     
。 も さ 

し の え 
か で 使 

し あ わ 

一般 
@ こ 

いる。 

  
身分 る と 、 ロ 五 aa に 

お 

  
  
  
㏄ る 学 
の こ @ 昔 
意 と @C 
義 が と 

(458)  10 



る
 
「
世
界
像
 一
 こ
そ
、
「
宗
教
理
念
」
で
あ
る
と
し
て
、
 

彼
の
「
宗
教
社
会
学
」
は
展
開
し
て
い
る
。
 

宗教と社会階層 

Ⅱ る バ 

ウ 。 l し 
ヱ な も た 
l ぜ カ が 

ノぐ な l っ 

l 、 ら 、 ルて 、 

人間の 「階級」 「理俳 マルク 

Ⅱ 」 ス 行 
て は も 為 
ル 物 変 を 
ク 質 る 決 
ス 的 と 定 
）   
「 害 が も 

利 」 な の 

害 と い が 「 融合状況 U そ 本 

」 し し 害 
と な て 」 
「 い ま な 
理 か た か 
念 ぎ   

  で 
」 

の 
り 、 「も 理と 

閲 歴 食 く 

連 史 」 に 
づ に へ 経 

け お の 済 
と い 社 的 
い て 会 「 
う 無 学 制 
点 力 的 善 
で で な 」 

も あ 接 で 
共 8 週 あ 
通 。 と る 
す さ い と 

し い る う 。 らに、 こ う点で 

カ 3  集 も と 
し 団 両 に 

者は ウ ま、 、 （「 社 １ 

工 会 共 ウ 
l 層 通 ヱ 
バ 」 す l 

11@ (459) 

ハ
 
%
@
 
）
 

と
が
で
き
る
か
、
そ
の
こ
と
の
基
準
と
な
る
も
の
が
 せ
 界
像
 だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
い
、
歴
史
の
タ
イ
ナ
ミ
ッ
 ク
ス
 
の
根
底
を
形
成
す
 

そ
し
て
「
な
に
 へ
 L
 Ⅴ
 毛
竃
ヘ
 「
救
わ
れ
る
 ヒ
 Ⅴ
の
（
）
 

ぴ
の
 
（
 
八
 こ
と
を
欲
し
、
ま
た
 ｜
 こ
れ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
 が
 ー
コ
救
わ
れ
る
 ヒ
こ
 

て
と
ら
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
歴
史
の
ダ
イ
ナ
 

の
相
関
や
緊
張
・
補
足
関
係
と
し
て
「
複
眼
的
」
 

 
 

と
、
「
人
間
の
行
為
を
直
接
に
支
配
す
る
の
は
、
 

「
理
念
し
Ⅴ
（
口
の
の
コ
 
%
 
に
よ
っ
て
 則
 り
だ
さ
れ
た
 

 
 を

 決
定
し
、
そ
し
て
そ
の
上
を
利
害
の
ダ
 イ
ナ
、
、
、
 ミ

ッ
ク
ス
、
・
つ
ま
り
社
会
変
動
を
、
「
理
念
」
 日
 R
 

と
「
 利
 ま
ロ
状
況
」
 H
 コ
 （
の
（
の
の
の
 

目
 正
お
 

に
み
て
い
こ
う
と
す
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
態
度
を
表
わ
し
 て
い
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
る
 

（
物
質
的
お
よ
び
観
念
的
）
利
害
Ⅱ
 
コ
 （
の
 
ヒ
 の
お
の
 
コ
 
で
あ
っ
 て
 理
念
で
は
な
い
。
し
か
し
 

 
 

 
 

「
世
界
像
 J
]
 

Ⅴ
毛
の
～
（
 

ま
 目
の
（
八
は
、
し
ば
し
ば
転
職
手
キ
 
注
 の
す
の
 
コ
降
 出
方
Ⅱ
と
し
て
軌
道
 

ッ
ク
ス
 が
行
為
を
推
し
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
 、
司
 な
に
か
ら
 J
 Ⅴ
 毛
 0
 づ
 0
 コ
八
 

（
 
g
 
4
 ）
 

エ
 ー
バ
ー
「
社
会
学
」
を
 H
.
H
.
 ガ
ー
ス
 と
 C
,
W
 …
 、
ル
 ス
は
 
「
理
念
と
利
生
口
の
社
 
全
 4
 
字
二
の
 0
 住
 。
 ざ
 ㏄
 ぜ
 0
 小
区
の
の
 め
 コ
 %
 ヨ
 再
お
 海
 
と
し
 

い
わ
ぬ
 る
 
「
複
眼
的
視
角
」
の
使
用
と
い
 

由
 意
志
を
も
っ
て
行
動
す
る
人
間
諸
個
人
 

ま
た
、
こ
の
「
複
眼
的
視
角
」
は
 、
ウ
 

間
の
主
体
的
行
動
が
歴
史
的
因
果
関
係
の
 

解
 が
歴
史
的
因
果
帰
属
の
鎖
の
環
の
一
 つ
 う

 社
会
学
的
方
法
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
 ば
 、
認
識
の
対
象
は
、
具
体
的
で
、
 

自
 

0
 社
会
的
行
動
の
軌
跡
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 

エ
 ー
バ
ー
の
ば
あ
い
、
歴
史
、
あ
る
い
は
社
会
構
造
の
見
 方
 に
も
照
応
し
て
い
る
。
彼
は
 、
人
 

  

媒
介
 環
 で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
人
間
行
為
 を
 内
面
か
ら
動
か
し
て
い
る
動
機
の
理
 

（
 
c
0
 

4
 
廿
 
）
 

と
な
り
う
る
し
、
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
 で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
 

ゥ
 



  

つ る で る い 

に
 、
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
深
刻
で
あ
っ
た
に
せ
よ
 ｜
 宗
教
 倫
理
は
、
第
一
次
的
に
は
、
宗
教
の
源
泉
か
ら
そ
の
刻
印
 を
う
 け
と
る
の
で
あ
 

。
す
な
 ね
 ち
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
そ
の
宗
教
の
告
示
 づ
の
 （
斤
目
安
ぬ
日
お
と
約
束
 
づ
 の
目
の
 や
 
め
 仁
 品
の
内
容
か
ら
 、
刻
印
を
づ
け
る
の
 

-
4
 

5
 ）
 

-
5
@
 

5
 

あ
る
。
」
つ
ま
り
、
「
宗
教
」
と
「
社
会
層
」
は
、
一
応
、
 

純
粋
な
（
の
ぎ
の
（
「
固
有
の
法
則
性
」
 口
 ～
的
の
 

コ
 の
の
の
の
 

t
z
 
）
～
 
臼
 オ
立
（
を
も
っ
て
 い
 

も
の
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
「
い
か
な
る
宗
教
に
 と
っ
て
も
、
社
会
的
に
規
定
的
な
地
位
を
し
め
る
諸
口
社
 ム
芭
 
層
の
交
替
が
 、
 

ね
に
重
大
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
 ろ
ん
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま
た
、
他
方
に
お
い
て
、
ひ
と
 た
び
刻
印
を
つ
け
た
 

（
㏄
 
@
 

を
 主
張
し
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
」
の
で
あ
っ
て
 
、
「
経
済
的
お
よ
び
政
治
的
に
制
約
さ
れ
た
社
会
的
影
 
怨
 日
が
 、
そ
れ
ぞ
れ
の
ば
あ
 

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
上
述
の
「
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
」
の
 序
論
で
、
宗
教
に
よ
る
生
活
様
式
の
被
規
定
性
Ⅱ
の
）
 

掻
円
 む
 の
の
已
の
の
（
円
目
）
 

ツ
 
田
田
 

ヲ
田
下
 

住
ま
 

年
の
 
Ⅰ
 目
汀
コ
の
 Ⅱ
 
む
 下
目
 品
 （
経
済
倫
理
の
規
定
要
因
）
を
 
述
べ
た
あ
と
で
、
「
あ
る
宗
教
倫
理
に
も
っ
と
も
強
く
 規
 定
 的
な
影
響
を
与
え
、
 

 
 

そ
れ
に
諸
特
徴
 ｜
す
 な
 ね
 ち
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
宗
教
 倫
理
を
他
の
宗
教
倫
理
か
ら
区
別
し
、
ま
た
同
時
に
そ
の
 経
済
倫
理
に
と
っ
て
 重
 

要
 な
意
義
を
も
つ
諸
特
徴
 ｜
を
 刻
印
し
た
と
こ
ろ
の
 諸
 社
会
層
の
 0
z
 

了
了
 

%
 安
 臼
 t
e
 
コ
は
 
つ
い
て
、
彼
ら
の
生
活
 様
式
に
方
向
づ
け
を
 与
 

え
た
諸
要
因
を
取
り
出
し
て
み
せ
る
と
い
う
こ
と
の
み
 で
あ
ろ
う
。
そ
の
ば
あ
い
、
そ
う
し
た
ハ
社
会
し
層
は
 、
 常
に
単
一
の
も
の
で
な
 

け
れ
 は
 な
ら
ぬ
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
の
流
れ
の
な
か
 で
、
上
述
の
よ
う
な
意
味
で
支
配
的
な
諸
ハ
社
会
 ロ
 層
が
 交
替
す
る
こ
と
も
あ
り
 

う
る
。
ま
た
、
一
つ
の
口
社
会
し
層
が
こ
う
し
た
影
響
 力
 を
排
他
的
に
も
っ
と
い
う
わ
け
で
も
、
決
し
て
な
い
。
 け
れ
ど
も
、
具
体
的
な
 

宗
教
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
み
る
と
、
た
い
て
い
は
そ
 こ
に
、
そ
の
生
活
様
式
が
少
な
く
と
も
主
と
し
て
規
定
 
的
で
あ
っ
た
よ
う
な
 諸
 

-
 
乾
 ）
 

ハ
社
会
し
層
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
 

し
て
い
る
が
、
「
あ
る
宗
教
意
識
の
特
性
が
、
そ
の
宗
教
 に
 特
徴
的
な
ハ
社
会
 u
 

層
 を
と
り
ま
く
社
会
的
状
況
の
た
ん
な
る
函
数
で
あ
る
 と
か
、
そ
の
ハ
社
会
日
暦
 0
 
ロ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
 L
 に
す
ぎ
 な
い
と
か
、
あ
る
い
は
 

そ
の
口
社
会
 u
 層
の
物
質
的
ま
た
は
観
念
的
な
利
害
状
況
 の
 
「
反
映
 

J
]
 

Ⅴ
 毒
 ぎ
の
お
 ち
 の
的
の
ざ
 
品
ヘ
 に
す
ぎ
な
い
と
 か
 、
そ
う
い
っ
た
こ
と
 

(460) 

一
の
「
理
念
」
（
「
宗
教
」
）
と
「
社
会
層
」
の
関
連
に
お
 

い
て
。
マ
ル
ク
ス
と
基
本
的
に
異
な
る
点
も
指
摘
す
る
 こ
と
が
で
き
る
。
（
 

l
 
5
 

）
 

 
 

 
 



 
 

と
オ
 

 
 

      教 と右 @ 台 

い 

る 

      階層 

ま
た
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
「
宗
教
」
と
「
社
会
層
」
を
一
般
 に
 「
適
合
的
」
 は
 連
関
Ⅴ
 ゅ
 
色
 ひ
目
 
u
a
 

宮
谷
ロ
 

の
ぃ
窩
オ
仁
品
に
 

た
っ
て
は
い
る
が
、
 

決
し
て
「
法
則
的
」
 な
 依
存
関
係
Ⅴ
盤
の
の
（
 
い
 
ま
迂
の
八
戸
 ヴ
プ
リ
 

品
品
 斤
 の
ぎ
に
あ
る
と
は
し
て
い
な
い
 し
、
 

あ
）
 

「
社
会
層
」
の
「
共
鳴
 

盤
 」
と
な
り
う
る
「
宗
教
」
は
決
し
て
単
数
で
は
な
く
、
 そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
烈
し
い
闘
争
が
お
こ
る
と
し
て
い
 る
 
穏
 0
 
）
 そ
 う
 す
る
こ
と
に
よ
 

っ
て
、
歴
史
が
方
向
づ
け
ら
れ
、
歴
史
的
に
、
「
社
会
層
 」
の
な
か
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
意
識
が
刻
印
づ
け
る
 れ
て
き
て
い
る
と
し
て
 

み
 合
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
下
部
構
造
」
を
も
制
約
す
 る
 
（
「
反
作
用
」
を
及
ぼ
す
）
と
い
う
社
会
現
象
に
お
け
 

る
 多
元
性
を
強
調
し
て
 

（
 
ハ
 
Ⅶ
 
-
 

い
る
。
 

あ
る
宗
教
の
型
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
異
質
的
な
諸
口
社
会
し
 層
の
生
活
様
式
に
対
し
て
も
、
か
な
り
広
汎
な
影
響
を
 及
ぼ
す
 

（
㏄
）
 

っ
た
 」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
宗
教
」
と
「
社
会
層
 し
 の
 連
関
や
結
合
の
仕
方
は
、
所
与
の
「
宗
教
」
の
な
か
 に
、
そ
 

の
 特
性
、
す
な
 ね
 ち
、
そ
の
外
的
・
物
質
的
・
社
会
的
お
 よ
び
内
的
・
観
念
的
・
心
理
的
に
制
約
さ
れ
た
「
利
生
 口
状
 

」
（
 

@
 駿
 ）
 

「
親
和
性
」
 ま
 呈
の
 コ
往
お
ゴ
 の
ま
の
あ
る
も
の
や
「
一
致
 点
 」
「
重
複
 点
 」
に
あ
る
諸
特
徴
を
「
選
択
」
す
る
こ
と
 に
あ
る
 

（
 
儂
 ）
 

択
的
 親
和
性
」
 
キ
の
オ
 ）
 
づ
の
 
Ⅱ
 
毛
め
 口
女
の
 
り
プ
 
p
h
d
 
を
も
つ
か
ら
 で
あ
る
。
そ
の
と
き
「
宗
教
」
は
、
そ
の
「
社
会
層
」
 
の
な
か
 

再
 8
0
 コ
 自
注
 Q
 緒
コ
 
を
も
っ
た
こ
と
に
な
る
。
 

つ
ま
り
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
下
部
構
造
 」（
経
済
的
利
害
状
況
）
が
「
上
部
構
造
」
（
経
済
以
外
 

 
 

の
め
り
か
た
を
根
本
的
に
制
約
す
れ
㏄
と
い
う
こ
と
の
有
効
 

性
は
十
分
認
め
た
上
で
、
「
上
部
構
造
」
が
「
下
部
構
 %
 ぬ
 
」
に
 

る
こ
と
の
で
き
な
い
（
「
下
部
構
造
」
の
画
数
で
な
い
）
 

「
固
有
の
法
則
性
」
を
も
ち
、
「
上
部
構
造
」
の
相
互
 規 定
 
・
 柏 の

が
つ
ね
で
あ
 

の
「
社
会
層
」
 

に
照
合
し
て
、
 

。
つ
ま
り
「
 選
 

-
 
㏄
）
 

に
「
共
鳴
 盤
 」
 

の
文
化
領
域
）
 

す
べ
て
還
元
す
 

互
 矛
盾
と
か
ら
 

( ㏄ 1) 



二
つ
の
視
点
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
関
連
を
具
体
的
に
述
 べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
塚
久
雄
 氏
が
、
 五
つ
の
代
表
的
 

「
社
会
層
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宗
教
意
識
」
と
の
一
般
的
 照
合
関
係
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
（
㏄
）
さ
ら
に
立
入
っ
て
 

、
 先

に
示
し
た
九
つ
の
 主
 

要
な
 「
社
会
層
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
「
宗
教
意
識
」
と
の
 関
連
を
 、
 紙
面
の
限
ら
れ
た
範
囲
 
で
、
（
 

6
 
6
@
 
 

示
し
て
み
た
い
。
 

小
 
7
 
6
 ）
 

A
.
 農
民
 層
 と
宗
教
意
識
農
民
の
多
く
は
、
非
常
 に
 強
く
自
然
に
束
縛
さ
れ
、
種
々
の
有
機
的
過
程
や
自
然
 現
象
に
強
く
従
属
し
 

て
お
り
、
ま
た
、
経
済
的
に
も
ほ
と
ん
ど
が
合
理
的
 休
 系
 化
を
導
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
意
識
に
も
、
 呪
 術
 信
仰
や
精
霊
信
仰
が
 

主
で
、
オ
ル
ギ
ア
的
・
エ
ク
ス
タ
シ
ス
的
「
 糠
物
 」
 状
 態
 
0
 Ⅱ
的
あ
の
 

ヰ
 
乙
の
す
の
口
目
印
の
村
立
 

の
計
 
あ
の
 
ゴ
 の
Ⅴ
い
の
の
の
の
の
の
 

コ
す
 
0
 ）
（
の
 

八
 N
 亡
の
 
t
a
 
コ
 ら
の
も
 

重
要
な
位
置
を
占
め
、
こ
れ
ら
の
原
始
的
宗
教
よ
り
 切
 り
 離
せ
る
の
は
、
他
の
社
会
層
、
あ
る
い
は
奇
蹟
の
 力
 に
 よ
っ
て
呪
術
者
と
み
と
 

め
ら
れ
た
強
力
な
予
舌
口
者
に
よ
る
生
活
様
式
の
烈
し
い
 
変
革
の
と
き
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
「
農
民
が
宗
教
 意
識
の
共
同
の
担
い
手
 

に
な
る
の
は
、
通
常
、
内
的
（
国
家
財
政
的
あ
る
い
は
 グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
的
）
権
力
あ
る
い
は
外
的
（
政
治
的
）
 権
 力
 に
よ
っ
て
、
奴
隷
化
 

や
 プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
の
危
機
に
み
ま
わ
れ
る
と
き
だ
け
 で
あ
る
。
」
一
般
的
に
は
、
儀
礼
主
義
、
伝
統
主
義
に
停
 消
 す
る
の
が
通
例
で
あ
 

四
 

っ
 歴
史
上
、
「
諸
社
会
層
」
と
種
々
の
「
宗
教
意
識
」
 と
の
間
の
照
合
（
 応
 ）
関
係
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
 
一
義
的
に
規
定
し
て
い
 

な
い
の
は
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
 

R
,
 

ベ
ン
 

@
 
ア
ッ
ク
 ス
 が
い
う
よ
う
に
、
「
一
方
に
お
い
て
、
 

彼
 
ハ
ウ
 ニ
 ー
バ
ー
 ロ
 は
、
分
有
 

さ
れ
た
宗
教
的
諸
観
念
に
も
と
づ
い
て
社
会
層
形
成
 雙
 o
c
 
づ
 h
o
 

（
ヨ
茸
山
 

0
 コ
を
 研
究
し
た
。
こ
こ
で
は
、
諸
観
念
 が
 、
社
会
層
の
凝
集
性
 

笘
 0
 け
つ
 n
o
 
ゴ
 の
の
 
@
o
 
コ
 の
と
り
で
と
し
て
、
身
分
的
差
別
 の
手
段
と
し
て
、
し
か
も
経
済
的
機
会
を
独
占
す
る
た
め
 0
 基
礎
と
し
て
、
は
た
 

ら
い
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
、
彼
は
、
手
工
業
者
と
 か
 封
建
騎
士
の
よ
う
な
所
与
の
諸
社
会
層
を
、
そ
の
階
級
 鉤
状
況
や
身
分
的
利
害
 

に
よ
っ
て
生
じ
る
宗
教
的
傾
向
性
と
の
関
連
に
お
い
て
、
 検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、
観
念
が
、
物
質
的
利
害
の
反
 映
 と
み
な
さ
れ
た
。
」
の
 

-
4
 

6
 ）
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乃て 

し
た
が
っ
て
、
官
僚
属
 
は
 、
通
常
、
あ
ら
ゆ
る
非
合
理
的
 
宗
教
に
深
い
軽
蔑
の
念
を
も
っ
（
あ
る
い
は
、
現
世
 

内
 

 
 

如
 も
あ
る
。
 

催
 

襟
 
徹
底
し
た
冷
静
な
合
理
主
義
の
担
い
手
で
あ
り
、
 

絶
 射
 的
価
値
規
準
と
し
て
の
規
律
に
も
と
づ
く
「
秩
序
」
 

と
 治
安
の
理
念
の
担
い
手
で
の
 

（
㏄
）
 

層
 

C
.
 

政
治
的
官
僚
属
と
宗
教
意
識
こ
の
層
は
 近
代
以
前
の
広
義
の
役
人
層
を
指
し
て
い
る
が
、
な
か
 で
も
 
ハ
 支
配
的
 し
 官
僚
 属
は
 

 
 

る
 。
 

B
 
 騎
士
的
戦
士
 層
 と
宗
教
意
識
（
 
8
 
6
 
 

）
 

こ
の
層
は
戦
士
 由
 
貝
族
 と
あ
ら
ゆ
る
封
建
権
力
木
Ⅰ
 ヰ
 
0
%
 

薄
ロ
 

の
 -
9
 コ
宙
リ
 二
の
Ⅱ
 の
巨
 p
P
 
の
 コ
さ
 丹 曲 0
 ゴ
 +
m
 

を
さ
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
ま
だ
官
僚
化
さ
れ
て
い
な
 い
 広
義
の
封
建
貴
族
 層
 と
も
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
の
層
の
特
質
は
、
そ
の
関
心
が
ま
っ
た
く
現
世
に
向
け
 ら
れ
て
お
り
、
現
実
を
ム
ロ
 理
 的
に
支
配
し
よ
う
と
す
る
 欲
求
も
能
力
も
欠
け
 

て
い
る
の
が
、
通
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
戦
士
の
 生
活
様
式
は
 、
 恵
み
深
い
摂
理
の
思
考
と
か
、
先
験
的
 は
 神
の
体
系
的
な
倫
理
 

的
 要
求
の
思
考
と
も
親
和
性
を
も
た
な
い
。
「
 
罪
ヒ
 、
「
 救
 済
 」
、
宗
教
的
「
へ
り
く
だ
り
 
ヒ
 （
の
）
 

ゃ
 
㏄
～
 
ぴ
 の
の
Ⅴ
目
ヨ
三
公
 の
 観
念
は
、
す
べ
て
の
 

政
治
的
支
配
属
、
と
く
に
戦
士
貴
族
の
名
誉
感
情
か
ら
 す
れ
ば
、
単
に
疎
遠
な
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
 ろ
 、
そ
れ
を
端
的
に
損
 

う
と
思
わ
れ
る
の
が
、
通
例
で
あ
る
。
」
戦
士
に
と
っ
て
 

「
 死
 」
や
人
間
の
非
合
理
的
な
「
運
命
」
に
堪
え
る
こ
と
 は
 、
普
通
の
こ
と
で
あ
 

り
 、
そ
の
生
活
は
現
実
的
な
チ
ャ
ン
ス
や
冒
険
に
満
た
 さ
れ
て
い
る
の
で
、
戦
士
は
宗
教
に
対
し
て
、
「
悪
い
 呪
 術
か
ら
の
庇
護
や
身
分
 

的
 名
誉
感
情
に
ふ
さ
わ
し
く
、
し
か
も
身
分
的
慣
習
の
 一
部
分
に
な
っ
て
い
る
形
式
的
な
儀
礼
、
あ
る
い
は
せ
い
 ぜ
い
祭
司
に
よ
る
戦
勝
 

の
 祈
祷
と
か
天
の
英
雄
 界
 に
 い
 た
る
幸
運
な
死
以
外
の
こ
 と
は
要
求
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
し
ぶ
し
ぶ
受
け
容
れ
 る
か
に
と
ど
ま
る
。
」
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
合
理
的
宗
教
倫
理
の
担
い
手
に
は
な
 り
え
ず
、
む
し
ろ
伝
統
主
義
と
結
び
つ
く
 パ
 ま
た
、
 予
 言
者
的
宗
教
意
識
が
 

貴
族
の
階
級
感
情
と
両
立
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
 救
 済
 宗
教
意
識
に
対
し
て
否
定
的
な
態
度
を
示
し
、
一
切
の
 神
秘
論
と
は
無
縁
で
あ
 

る
 。
 



  

来
世
に
求
め
よ
う
と
す
る
努
力
を
軽
視
す
る
。
）
こ
の
種
 

の
 宗
教
が
民
衆
の
統
治
手
段
に
利
用
で
き
る
と
い
う
洞
察
 に
 結
び
つ
い
て
い
る
。
 

ま
た
、
官
僚
層
の
宗
教
的
な
義
務
も
、
つ
き
つ
め
れ
ば
、
 彼
ら
の
職
務
上
の
義
務
か
あ
る
い
は
社
会
的
な
公
民
と
 し
て
の
、
ま
た
は
身
分
 

上
の
義
務
に
す
ぎ
な
い
。
「
し
た
が
っ
て
、
宗
教
的
 儀
 礼
は
服
務
規
定
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
官
僚
制
が
あ
る
 宗
 教
の
性
格
を
規
定
し
て
 

い
る
ば
あ
い
は
、
す
べ
て
の
宗
教
意
識
は
、
儀
礼
中
心
的
 な
 性
格
を
帯
び
る
。
」
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
宗
教
 意
 識
は
伝
統
主
義
と
結
び
 

つ
く
。
と
り
わ
け
、
こ
の
種
の
典
型
と
し
て
儒
教
を
あ
げ
 、
そ
れ
に
お
け
る
「
救
済
欲
求
」
Ⅴ
 己
 「
）
 
ぴ
 簿
 記
ま
 已
む
 笘
 三
 %
 窃
 八
の
完
全
な
 

欠
如
、
此
岸
を
超
越
し
た
立
場
か
ら
の
倫
理
的
根
拠
 づ
 け
の
欠
如
、
さ
ら
に
、
共
同
体
的
宗
教
意
識
の
完
全
な
 抑
 圧
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

-
0
 

7
 ）
 

D
.
 知
識
人
屑
と
宗
教
意
識
歴
史
的
に
、
知
識
人
 層
を
形
成
し
た
社
会
層
は
、
「
祭
司
 層
 」
 巾
 r
@
 

の
の
（
の
（
の
 

り
ゴ
ゅ
 

臣
 、
「
修
道
士
 層
 」
 

目
 %
 
安
三
ョ
 、
 「
ラ
ビ
」
 紐
乎
ぎ
 轄
な
ど
で
あ
る
が
、
 

彼
ら
が
教
養
を
独
占
し
、
独
自
な
社
会
層
を
形
成
し
た
り
 す
る
。
ま
た
、
そ
の
 独
 

占
が
 崩
れ
て
、
拡
大
さ
れ
、
教
養
あ
る
「
貴
族
し
や
「
 武
士
」
、
古
典
的
・
文
人
的
教
養
を
身
に
つ
け
た
「
官
吏
 」
を
生
み
だ
し
、
さ
ら
 

に
 
「
小
市
民
 層
 」
へ
と
，
広
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
 
 
 

知
識
人
層
は
理
論
的
な
ム
ロ
 理
 主
義
の
担
い
手
で
あ
り
、
 

主
 知
 主
義
 
ぎ
汀
 二
の
村
（
目
の
ま
の
 

ヨ
 拐
の
担
い
手
で
も
あ
る
 。
「
彼
ら
の
仕
事
は
 、
 

と
く
に
、
宗
教
的
な
救
い
の
所
有
を
「
救
済
」
の
信
仰
 に
ま
で
昇
華
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
そ
し
て
、
「
こ
の
 

救
済
と
い
う
理
念
は
 、
 

組
織
的
で
合
理
化
さ
れ
た
「
世
界
像
 L
 や
 、
ま
た
そ
れ
 に
 対
す
る
態
度
の
表
現
に
な
っ
た
と
き
、
は
じ
め
て
独
自
 な
 意
義
を
得
る
に
い
た
 

っ
た
 。
」
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
の
流
れ
を
変
革
す
る
よ
う
 な 
「
世
界
像
」
こ
そ
、
知
識
人
の
創
造
に
よ
る
も
の
で
 あ
る
。
し
た
が
っ
て
 、
 

彼
ら
は
、
が
ん
 ち
 い
、
宗
教
的
合
理
主
義
の
中
心
的
所
 産
の
願
望
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
 

一
方
、
「
特
権
階
級
か
ら
生
じ
る
高
貴
な
救
済
渇
望
の
特
 徴
は
 、
通
常
、
そ
れ
が
す
ぐ
れ
て
主
知
主
義
的
な
 救
捧
 資
格
 
ロ
の
ヱ
 
の
 牡
 生
 で
 

め
ヰ
 
の
（
 
@
0
 
コ
 と
 結
び
つ
い
た
 コ
 開
悟
的
ヒ
神
秘
論
Ⅴ
 已
 「
）
の
 

痒
 い
 け
 t
u
 
コ
窩
 八
目
せ
の
（
い
方
に
向
か
う
傾
向
を
も
つ
」
 し
、
ま
 た
 、
知
識
人
が
追
求
す
 

る
 救
済
は
つ
ね
に
「
内
面
的
苦
悩
」
か
ら
の
救
済
で
あ
る
 。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
非
特
権
 層
 に
特
有
な
外
面
的
 困
窮
か
ら
の
救
済
に
比
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都
市
貴
族
の
よ
う
に
最
高
の
特
権
 

層
 に
属
す
る
も
の
や
、
 

無
産
の
遍
歴
商
人
の
よ
う
な
パ
リ
ア
 

や
 、
さ
ら
に
、
 
特
 権
層
 に
属
す
る
が
身
分
 

 
 

 
 

 
 

み
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
は
、
ロ
ー
マ
の
「
騎
士
 

層
 」
、
ギ
リ
シ
ャ
の
 

メ
ト
イ
 コ
イ
 ヨ
 の
（
の
 

符
 0
 
ヰ
 
、
中
世
の
 
仕
立
屋
や
そ
れ
に
類
 

す
 

る
 。
 

と
り
わ
け
、
商
人
的
都
市
貴
族
の
宗
教
意
識
に
対
す
る
 

態
度
は
、
上
述
の
よ
う
な
地
位
の
差
異
と
は
関
係
な
く
、
 

あ
ら
ゆ
る
時
代
に
お
 

い
て
特
有
な
対
照
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
の
生
活
が
精
力
 

的
な
現
世
的
志
向
の
た
め
に
、
彼
ら
が
予
言
者
的
宗
教
 

意
識
と
か
倫
理
的
宗
教
 

意
識
と
関
連
を
も
つ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
し
、
 

こ
 れ
ら
の
社
会
層
の
す
べ
て
が
、
倫
理
的
宗
教
意
識
あ
る
 

い
は
救
済
的
宗
教
意
識
 

0
 基
本
的
な
担
い
手
と
な
っ
た
こ
と
は
、
か
つ
て
な
か
っ
 

た
 。
ま
た
、
商
人
層
の
地
位
が
特
権
化
さ
れ
れ
ば
さ
れ
 

る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
 

来
 

世
的
 宗
教
）
目
の
田
（
の
（
の
Ⅰ
円
陣
 

0
 
コ
 0
 発
展
を
推
し
進
め
る
 

傾
向
は
少
く
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ど
こ
に
お
い
て
も
、
 

懐
疑
あ
る
い
は
冷
淡
さ
 

層
が
 、
大
商
人
や
大
資
本
供
給
者
に
特
有
の
宗
教
的
能
 

一
度
で
あ
っ
た
し
、
今
日
で
も
そ
う
で
あ
る
。
 

階
 

（
。
 

う
 
7
 
）
 

ム
蚕
 

2
.
 

小
市
民
 

層
 と
宗
教
意
識
小
市
民
 層
は
 、
社
会
 
的
 ・
経
済
的
に
諸
特
権
層
か
ら
区
分
さ
れ
て
お
り
、
と
り
 

わ
け
、
都
市
の
手
 
め
 

 
 

コ
日
の
 

r
 
の
、
家
内
工
業
的
企
業
家
属
す
が
 

拐
ぎ
 山
岸
 
ゑ
 「
 
円
 
e
 
）
）
の
 

C
 コ
 
（
の
Ⅱ
 

コ
 
m
 
オ
日
 
轄
や
近
代
 西
 
（
 

 
 
 
 

崇
拝
に
独
自
な
そ
の
派
生
物
な
ど
を
指
し
て
い
る
が
、
 

彼
ら
の
宗
教
的
態
度
も
不
定
型
要
素
が
多
く
、
と
く
に
 

、
手
工
業
者
層
の
内
部
に
は
 

い べ 
て
 、
一
方
で
は
、
い
っ
そ
う
生
活
か
ら
遊
離
し
た
性
格
 を
 、
他
方
で
は
、
い
っ
そ
う
原
理
的
体
系
的
に
と
ら
え
ら
 れ
た
性
格
を
も
っ
て
 

る
 。
ま
た
、
知
識
人
の
宗
教
意
識
は
す
ぐ
れ
て
現
世
 逃
 避
 的
な
性
格
を
生
み
だ
す
、
と
し
て
い
る
。
 

（
。
 

ヶ
 
，
 
l
 
-
 

E
.
 市
民
 層
 と
宗
教
意
識
が
い
し
て
、
市
民
 
層
 を
一
 一
 つ
に
 分
け
て
、
そ
の
宗
教
意
識
と
の
関
連
を
考
え
て
い
 る
 。
 

（
㍗
）
 

エ
 。
「
商
人
」
Ⅴ
 容
目
由
 の
 口
田
 
の
 八
 
（
商
人
的
都
市
貴
族
 
斤
の
 
氏
日
卸
コ
コ
 
田
の
の
 

す
 の
 口
 ㌧
 u
d
 
（
 p
N
 
寸
 （
の
）
と
宗
教
意
識
「
商
人
 」
に
は
、
古
代
の
 



も
っ
と
も
多
く
の
対
照
が
み
ら
れ
る
。
 

小
市
民
 層
は
 、
も
っ
と
も
敬
虔
な
社
会
層
で
あ
っ
て
 、
彼
 ら
の
宗
教
的
欲
求
（
色
品
 乙
 お
い
の
年
忌
（
 

口
ヰ
 
の
は
、
よ
り
 情
緒
的
な
、
と
り
わ
 

け
 英
雄
神
話
の
代
り
に
、
敬
虔
な
教
化
的
傾
向
の
説
話
 を
 形
成
す
る
か
た
ち
で
現
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
支
配
属
 と
 比
べ
て
、
家
と
家
庭
宝
 

活
の
平
和
と
そ
の
大
き
な
意
味
に
対
応
し
て
い
る
。
 ま
 た
 、
小
市
民
 屑
 と
り
わ
け
手
工
業
者
層
の
宗
教
意
識
が
一
 義
 的
に
経
済
に
制
約
さ
 

れ
る
と
は
決
し
て
い
え
な
い
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
 呪
 術
 的
な
影
響
を
 ぅ
 け
や
す
い
諸
農
民
居
と
比
較
す
る
と
 、
こ
の
層
は
、
予
言
宝
石
 

ぬ
 宗
教
意
識
や
共
同
体
的
宗
教
意
識
（
通
常
、
共
同
体
 的
 宗
教
意
識
と
中
産
的
・
小
市
民
的
な
都
市
市
民
 層
 と
が
 相
互
に
密
接
な
関
連
を
 

も
っ
た
）
に
、
救
済
宗
教
意
識
に
、
さ
ら
に
は
、
合
理
 的
 倫
理
的
宗
教
意
識
に
向
か
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
 る
 。
換
言
す
れ
ば
、
 小
 

市
民
 層
は
 「
技
術
的
・
経
済
的
な
合
理
主
義
へ
の
傾
向
 に
 結
び
つ
い
て
、
倫
理
的
・
合
理
的
な
生
活
規
制
を
呼
び
 さ
ま
す
可
能
性
が
っ
 ね
 

に
 存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な
 く
 、
倫
理
的
・
合
理
的
な
宗
教
意
識
の
担
い
手
と
な
っ
 た
と
き
は
、
そ
れ
を
 他
 

0
 社
会
層
へ
お
し
ひ
ろ
げ
、
「
現
世
を
呪
術
か
ら
解
放
す
 る
こ
と
」
Ⅱ
コ
 
%
 ゅ
仁
ヴ
の
こ
 

口
恥
 宙
簗
ゼ
 
ミ
 臼
蒔
と
、
 救
い
へ
の
 道
を
冥
想
的
な
「
現
世
 

逃
避
」
か
ら
行
動
的
・
禁
欲
的
な
「
現
世
改
造
」
韻
の
 ト
 
（
 
ぎ
 a
r
 
ヴ
注
 
（
 
岸
 コ
 
%
 へ
 切
り
か
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
社
会
 変
 革
の
中
核
と
し
て
 現
わ
 

れ
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
 

-
4
 

7
 ）
 

F
.
 奴
隷
や
自
由
な
日
雇
い
労
働
者
層
と
宗
教
意
識
 

経
済
的
に
も
っ
と
も
非
特
権
層
で
あ
る
奴
隷
と
自
由
な
 日
雇
い
労
働
者
層
 は
 

こ
れ
ま
で
歴
史
上
に
特
別
な
宗
教
意
識
の
担
い
手
に
な
っ
 た
こ
と
は
、
一
度
も
な
か
っ
た
。
 

古
代
キ
リ
ス
ト
教
団
に
お
け
る
奴
隷
は
都
市
的
小
市
民
 層
の
構
成
要
素
で
あ
っ
た
し
、
古
代
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
 ン
弔
 ）
曲
目
ヰ
 

曲
 的
の
 
コ
 に
 

お
け
る
「
物
を
い
う
道
具
」
名
品
。
 
ア
の
コ
 

往
の
目
 蕊
口
 t
a
 
（
 で
あ
る
も
っ
と
も
下
層
の
奴
隷
は
、
共
同
体
的
宗
教
意
識
 あ
る
い
は
何
ら
か
の
 宗
 

教
的
 布
教
の
基
盤
に
こ
れ
ま
で
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
 ま
 た
 、
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
手
工
業
者
の
徒
弟
Ⅰ
 ド
コ
 
Ⅰ
 
%
 安
 村
の
的
の
の
の
 

コ
 の
 コ
 は
、
通
常
 

見
習
い
期
間
に
だ
け
自
立
的
小
市
民
と
、
区
別
さ
れ
た
 に
す
ぎ
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
、
特
有
な
小
市
民
的
 宗
 故
意
識
を
分
有
し
て
い
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た
 。
都
市
の
工
業
的
下
層
的
の
黒
の
（
 

ヴ
コ
り
ゴ
 

の
 G
 コ
 
（
の
～
の
の
 

三
 。
 
ヰ
田
由
の
 

㍉
 s
 目
沖
 

d
 （
の
は
、
ど
こ
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
 

形
態
の
宗
派
的
宗
教
 

意
 

識
 の
の
 
オ
 （
の
 

コ
す
 
u
h
 

（
の
 

コ
 刃
の
甘
 

笘
 。
 
簗
 （
 
ぴ
 
（
に
最
高
の
も
の
を
 

提
供
し
た
。
あ
る
い
は
ま
た
、
革
命
主
義
的
な
、
あ
る
い
 

ほ
 平
和
主
義
的
・
共
産
 

主
義
的
な
、
あ
る
い
は
倫
理
的
・
合
理
的
な
共
同
体
的
め
 

小
数
意
識
を
も
つ
、
多
数
の
秘
密
の
、
あ
る
い
は
な
か
ば
 

黙
認
さ
れ
た
「
貧
し
い
 

人
 び
と
」
 
キ
 日
の
 
コ
目
 E
d
 

の
の
共
同
社
会
は
、
ま
さ
に
 

こ
の
小
手
工
業
者
層
次
）
の
 

ぎ
ま
 き
韻
の
Ⅱ
 

ガ
 の
お
臼
田
 

0
 
オ
 
（
や
手
 
工
業
者
の
徒
弟
を
含
む
 

の
が
普
通
で
あ
る
。
 

G
.
 近
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
宗
教
意
識
、
 

、
 
（
 
馬
 
@
 
 

）
 
近
代
 の
 プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
 

、
 彼
ら
が
宗
教
的
に
特
殊
な
立
 

場
 を
と
る
限
り
に
お
 

い
て
、
ほ
ん
ら
い
、
近
代
の
フ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
広
い
 

諸
 層
 と
同
じ
よ
う
に
、
宗
教
一
般
に
対
す
る
冷
淡
さ
と
 

拒
 否
 に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
 

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
近
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
 

と
 っ
て
は
、
自
分
自
身
の
実
践
的
行
為
だ
け
が
頼
り
で
あ
り
 

、
そ
の
成
果
が
純
粋
に
 

社
会
的
状
況
や
経
済
的
連
関
、
法
的
に
保
証
さ
れ
た
 

権
 力
 関
係
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
意
識
が
、
そ
の
よ
 

う
な
自
覚
を
抑
制
あ
る
 

い
は
補
足
し
て
い
る
。
 

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
 

的
 合
理
主
義
は
、
経
済
的
権
力
を
完
全
 

に
 占
有
し
て
い
る
高
度
資
本
主
義
的
フ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
 

｜
 0
 合
理
主
義
の
随
伴
 

現
象
で
あ
る
が
、
後
者
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
の
 

、
 
っ
 ち
か
ら
宗
教
的
性
格
を
帯
び
る
こ
と
は
容
易
に
で
き
ず
 

、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
 

宗
教
意
識
を
容
易
に
生
み
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

こ
 こ
で
は
、
通
常
、
宗
教
が
他
の
観
念
的
代
用
物
日
 

i
 二
の
 
の
け
 
（
（
 

0
 
的
 い
 
汀
に
と
っ
て
 

伐
 ら
れ
る
。
経
済
的
に
不
安
定
で
、
合
理
的
思
想
と
 

も
っ
と
も
不
釣
合
い
な
下
層
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
、
 

疑
似
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
 

社
命
の
虜
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
ば
あ
 

層
な
 

階
 

、
あ
る
い
は
永
久
に
困
窮
状
態
に
あ
っ
て
プ
ロ
レ
 

 
 

 
 

ム
ム
 ロ
 

紺
 
ら
い
呪
術
が
除
去
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
呪
術
 

的
 Ⅱ
オ
ル
ギ
ー
 
的
 恩
寵
 ヨ
笘
哩
の
 

n
r
o
 

（
牡
が
の
（
片
の
 

0
 
下
の
已
の
 

ゆ
コ
 
が
 
宙
蛋
コ
 

㏄
の
代
用
物
に
な
る
 

宗
 
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
」
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バ
ー
の
方
法
論
の
有
効
性
に
期
待
が
も
て
る
の
で
は
な
い
 か
と
思
わ
れ
る
。
 

註
 

（
Ⅰ
）
 呂
ぃ
 
Ⅹ
毛
の
 す
 の
 
r
.
 

の
の
の
 

リ
 ヨ
ヨ
 蝉
 8
 戸
二
才
接
い
 

の
 z
u
r
 
捷
藍
任
 っ
コ
 
の
の
っ
 

ふ
 0
 一
 
0
 蛭
ず
 
、
 円
 。
 目
 -
 串
 ・
 ト
の
ド
つ
 

?
 ト
 
つ
い
 
ト
 （
以
下
、
の
・
 

キ
 ・
 
ダ
捜
 ・
 
ダ
 （
。
 
目
 。
 
目
 ・
 と
略
 

わ
が
国
の
宗
教
や
宗
教
集
団
を
、
上
述
の
よ
う
な
意
味
で
、
 

で
、
 

（
 
り
 
7
7
 

1
 
）
 

「
階
層
的
」
宗
教
の
視
点
よ
り
理
解
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
 い
に
も
、
ウ
ェ
。
・
 @
 

を 階 工 期 わ を は の 

参 H 無 に 以上 に今 ロん 切棟 ｜ 「 まで け 、 無 縁 対 
で 重 l の 彼 の さ 近 の し 

れ 代 も て ものよ のい う む た の 

「薬価 

        て ろに り、 政治 て と 
  

こ 的 そ の 市 ウ   る 

小路 笘 
」 

の ・ つ ま 民 ェ 

孝 経 て ま 層 l 
  
  巳、 

え 清 規 現 」 バ 
  

@c  的 代 代 と @   講元 曲ヰヰの も 社 @c  r  r   

E   宗教 とず 精神 会を おけ 宗教 

ぃ 酌 み る 」 l @ ト しぐ｜ 

て 危 る 「 の 会 
  
]. Ⅰ 

特権 

層 
、 機 と 小 結 苧 

各 に き 市 合 」 
地 顔 、 民 に に 

茜 す 
  
」 

  
の し こ 層 よ お @@. 才ん み ナる 宗教たば 階 の 」の る諸 @l   

的 あ 層 投 機 Ⅰ     も 

諾 い @ 割 能 宏     
， - 月 - 我 . 

  
運 、 こ を は 教 士 
動 向 れ 同 、 」 

を 様 は 様 厳 と G 官 
僚 社 密 位置 中に爆 旧 評 に に 「 近 お 

づ 発 問 価 は 会   よ 
け 的 属 す 、 階 プ 
る た だ る 近 層   
    け こ 代 」   

  

と 宗 で と 以 の タ 
閥 
iC 

が 教 な は 前 相   
同 約 く で ま 関 

と 
ア   

肯旨 オよ   て 

                  きで な、 を み     
あ 馬 甲 い せ て と 
ろ を 間           
ぅ 起 居 し ぜ る 払拭 不 

て - ・ 

    
  日 @, と、 し 、 近 す可 や労 かし い 識 

  
ナ - @ 

ま 台巨 樹 、 代 と     
た 佳 肴 ウ 初 り 項 求 

( 蝸 8 

ま
た
、
非
特
権
 層
 に
特
有
な
「
階
級
的
」
宗
教
意
識
Ⅴ
 杏
 り
の
の
の
コ
 
%
 
オ
 の
二
 

%
0
 

囲
 （
 ゆ
 （
は
、
限
定
さ
れ
た
意
味
で
し
 が
 存
在
し
な
い
が
、
 

 
 

 
 

一
般
に
、
非
特
権
階
級
に
お
い
て
は
、
も
っ
と
も
広
義
 の
 

「
救
済
」
欲
求
Ⅴ
申
し
の
 岸
コ
ゆ
 の
 ヘ
 
し
の
口
け
 

q
h
 

田
の
が
あ
 
る
 位
置
を
占
め
て
い
る
 

 
 



?
 ）
た
と
え
ば
、
客
実
 

毛
 の
す
の
 

コ
 の
・
 
ト
 ・
 
N
.
 

力
 
・
中
口
・
 

拐
 ・
 
巴
 ㏄
（
・
「
論
選
ヒ
 

一
 
0
 二
頁
以
下
を
参
照
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

掲
書
 

T
.
 

、
第
四
節
参
照
。
 

パ
 
l
 ス
ン
 
ズ
 の
「
 
突
 
な
ひ
 
Ⅰ
 
6
9
)
 

古
本
 

 
 

破
 」
年
 
8
 ガ
 
（
 
す
 
「
 
0
 
三
 
筈
の
概
念
の
根
底
を
な
す
も
の
は
、
ま
さ
し
 

く
こ
の
 
コ
 
丁
 ョ
一
 

Ⅰ
」
で
あ
る
と
い
え
よ
 

う
 （
づ
仁
 

n
0
 

目
下
お
 

0
 
ロ
タ
 
Ⅰ
 
コ
円
 

Ⅱ
つ
年
目
 

0
 
円
ト
 

0
 
口
 
"
 

（
 
7
 ）
「
理
念
型
」
に
つ
い
て
は
、
目
銭
 
毛
 の
 
ヴ
 の
「
 
，
口
ざ
，
 0
 す
 
お
オ
 （
 
才
岸
曲
由
 

Ⅰ
の
。
 い
 
ざ
一
ミ
目
印
の
 

0
 コ
 ひ
い
 
プ
 リ
 ヰ
目
 
日
 二
の
ぺ
 
廷
 
二
ロ
㏄
。
土
日
 
で
 
0
-
 
ぎ
一
 
の
り
 
プ
め
 
Ⅰ
 し
 Ⅰ
 
オ
り
 
目
コ
 
ヰ
づ
抗
 

・
 

ド
つ
 
つ
 肚
，
 
の
の
組
ヨ
 
ヨ
 ニ
 %
 
ナ
 氏
の
 ま
 N
 の
 0
 口
（
毛
ナ
の
の
 
巳
臼
 ハ
曲
の
目
耳
の
 

-
 ）
 
つ
 い
け
 
・
所
収
、
富
永
祐
治
・
立
野
保
男
 訳
 
コ
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
 

一
社
会
 方
 

法
論
 L
 岩
波
文
庫
、
を
参
照
さ
れ
た
し
。
ま
た
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
 の
 宗
教
研
究
に
お
け
る
「
理
念
型
」
に
つ
い
て
の
論
究
と
し
て
 、
池
田
昭
同
日
本
 

の
 精
神
構
造
論
序
説
 L
 助
 草
書
房
、
一
九
六
七
年
、
同
共
訳
 コ
 マ
ッ
ク
ス
・
 
ウ
 キ
ー
バ
ー
ア
ジ
ア
宗
教
の
基
本
的
性
格
㌔
 

一
 
・
 あ
と
が
ま
こ
 
動
草
 

書
房
、
一
九
 セ
 0
 、
お
よ
び
、
 
同
 
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
 
l
 バ
ー
 に
お
け
る
ア
ジ
ア
宗
教
分
析
の
基
本
的
枠
組
」
コ
社
会
学
評
論
 」
 鴇
号
 、
日
本
社
 

全
学
会
編
、
所
収
、
一
九
 セ
 0
 年
 、
な
ど
が
あ
る
。
 

（
 
5
 ）
日
銭
旧
字
典
・
豆
の
下
。
 時
耳
ハ
コ
 

（
 
@
s
c
 

註
め
 （
 
オ
ぎ
目
 年
年
 窯
の
山
井
口
 お
 木
り
 
ワ
 （
 
ぃ
コ
 
の
 
ヨ
ロ
 
の
・
 
P
 
の
 寅
 １
ト
つ
つ
の
 

，
の
 
・
 
レ
 ・
 
N
.
 
オ
 ・
 ヂ
 
（
の
中
Ⅰ
 
づ
｜
め
っ
 

の
 、
梶
 

山
力
・
大
塚
久
雄
訳
、
㍉
プ
ロ
テ
ス
タ
 ソ
 テ
ィ
ズ
 ム
 の
倫
理
と
 資
 本
主
義
の
精
神
 L
 （
以
下
、
司
倫
理
 
L
 と
略
す
）
岩
波
文
庫
、
 の
 最
後
の
「
 註
 」
、
 

お
よ
び
の
・
 
ト
 ・
 
N
.
 
オ
 ・
の
・
・
 

キ
お
 ㏄
を
参
照
さ
れ
た
し
。
 

（
 
6
 ）
 目
支
 
旧
字
 ミ
 ・
 o
.
p
.
N
.
 

オ
 ・
 ゲ
 
（
・
の
・
 

P
 
ダ
 「
諭
達
 ヒ
一
 一
四
頁
。
 

 
 

「
 
@
 説
」
㍉
ウ
ェ
ー
バ
ー
宗
教
・
 

杵
宋
ム
 

論
集
 
L
 （
以
下
「
 

ぬ
珊
集
し
 

と
 略
す
）
所
収
、
 

（
 
2
 ）
 旨
い
 
Ⅹ
土
ペ
 

リ
 
オ
 
り
 
r
,
 
 

ヒ
へ
 

-
 
（
（
の
。
甘
ぃ
（
（
 

年
 
コ
ネ
の
の
の
 

0
 
二
の
 

り
す
建
臣
 

・
（
 
以
下
。
 
ミ
 ・
 
E
.
Q
,
 

と
 略
す
）
 
肚
キ
臣
口
 

：
 ト
り
 

印
の
・
 

曲
毛
 
ム
方
（
 

づ
出
 
-
 
・
木
ぃ
 

宮
 
（
生
そ
 

，
円
ぺ
づ
 

の
 
n
 

（
の
 

串
 
の
む
の
㏄
Ⅱ
 

せ
 
e
 
（
め
の
 

臼
コ
 

の
ぎ
の
り
 

ゴ
 
が
持
主
 

コ
の
 
（
 
力
 
生
り
 
0
 
コ
 
の
の
 

0
%
0
 

一
 
0
 
い
ト
 

0
 
レ
 

（
 
3
 ）
目
銭
毛
色
の
「
・
の
・
 

レ
 
・
 
N
.
 

力
 
・
が
Ⅰ
・
 

押
ニ
 
・
た
と
え
ば
 

、
 河
 
0
 
ゴ
守
 
ま
し
の
 

コ
ロ
オ
 

・
目
安
宅
 
の
サ
 

e
 
「
・
 
ギ
 （
 
コ
 
（
の
 

-
-
e
c
t
u
a
 

-
 ㌧
 
0
 
「
 
印
 
出
ダ
レ
コ
 

0
 
プ
 
o
q
 

い
 
0
0
 

ガ
 
の
り
 
0
 
年
 
ヴ
汗
 
Ⅰ
 
い
 
せ
陣
の
 
0
 
ヨ
づ
 
の
コ
ピ
ー
 

n
c
.
.
 

ト
の
ウ
 

0
 
、
つ
 
・
 
N
 
り
 
㏄
 折
 原
 油
訳
 
、
中
央
公
論
社
、
二
四
六
頁
に
ほ
ほ
同
様
な
指
摘
が
 

あ
る
。
 

（
 
4
 ）
ノ
 
ミ
 
Ⅰ
 
*
 毛
 e
m
 

サ
の
ぺ
 

・
 り
 
@
 
の
セ
 
で
 
@
 
「
（
 

@
w
C
 

プ
ぃ
一
 

@
 
（
の
の
（
 

ア
 
@
@
 

（
 
色
 
e
 
。
ま
 
@
e
-
-
 

（
「
 

四
 
%
 
帆
ざ
コ
 

の
 
コ
 
。
Ⅱ
 
ご
リ
 

-
 
出
 
き
温
，
の
 

・
 
ト
 ・
 
ド
オ
 
・
の
・
 

、
 Ⅱ
・
の
・
 

ぃ
 
㏄
Ⅱ
 

｜
ぃ
 
Ⅱ
 
り
 大
塚
久
雄
・
 

生
松
敬
 

河
 血
書
房
。
 



-
 
㌧
 ミ
ぃ
 Ⅹ
 %
@
 
の
 す
 0
 「
 "
 二
 
%
 
プ
ひ
 の
。
 
ひ
 -
o
-
0
 

い
セ
 0
 Ⅱ
 日
 
り
い
ミ
一
の
 

-
o
 
ヰ
 -
 田
 
Ⅱ
 
ル
コ
 
の
 一
ル
 
仔
の
 
あ
ヴ
ぜ
馬
 Ⅰ
 ア
ハ
 
主
ヨ
三
の
 c
 ゴ
 0
 目
・
 ト
っ
 
う
ど
。
 ト
卜
ね
 
、
こ
の
右
記
 は
 つ
い
 て
は
拙
稿
「
㍉
 突
 

 
 

 
 

破
し
の
社
会
学
 ｜
 M
.
 
ウ
ェ
ー
バ
ー
コ
宗
教
社
会
学
 L
 と
 T
 

ハ
ー
ス
ソ
 ズ
 」
 コ
 淑
徳
論
叢
 b
 所
収
、
一
九
七
一
年
、
を
参
照
さ
 れ
た
し
。
 

（
 
ぱ
 ）
の
・
 ト
 ・
 
ド
オ
 ・
の
・
Ⅰ
・
 

毘
 三
山
 巨
臣
 や
の
中
 
い
い
ド
チ
 に
は
農
民
 
層
 、
騎
士
的
戦
士
 層
 、
政
治
的
官
僚
 層
 、
知
識
人
膚
、
市
民
 層
の
五
つ
が
示
さ
れ
て
⑨
  

 
 
 

い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
 
ミ
 ・
 
ヒ
 
二
の
・
の
の
 
い
 の
Ⅱ
 
ア
 
に
よ
っ
た
。
 

（
㍑
）
主
に
 
、
ヨ
銭
 毛
色
 呂
 ，
 ミ
 ・
 
E
.
 

の
・
の
・
 

ま
ダ
 

英
明
記
「
 宗
教
倫
理
と
現
世
」
コ
論
集
 
L
 二
 二
六
頁
に
も
と
づ
い
て
、
 

四
 つ
の
軸
を
選
出
し
て
い
 

る
 。
 

（
Ⅱ
）
 ミ
リ
 Ⅹ
毛
の
 す
 の
「
。
の
・
 

ら
 ・
 
N
.
 
オ
 ・
の
・
（
・
の
中
い
 

ト
い
ア
 ㍉
 込
珊
選
 
L
 二
四
二
頁
以
下
、
「
 ぁ
珊
集
 
L
 
一
二
一
頁
以
下
。
 

（
 
巧
 ）
 
@
 ま
且
拐
 ・
 
0
 婁
｜
い
 の
の
・
「
論
 
選
 L
 八
一
頁
以
下
、
「
 ぁ
 
肺
葉
 L
 
一
四
三
頁
以
下
。
 

（
㎎
）
 こ
ぎ
 ：
の
 け
い
 の
㏄
 
｜
ぃ
む
 
9
.
 

㍉
論
選
ヒ
八
六
 

｜
 八
七
頁
、
コ
論
 隼
ご
 
一
四
六
 ｜
 
一
四
 セ
百
 ㍉
 

（
Ⅱ
）
 ぎ
ぎ
 ：
の
 ド
の
 
の
・
㍉
論
 選
口
 八
七
 ｜
 八
八
頁
、
コ
論
集
 L
 
一
 四
七
頁
。
 

（
 
ぬ
 ）
（
㎎
）
 ぎ
田
 ：
の
・
 
め
ミ
 ・
「
論
 選
 J
 八
三
頁
、
「
 ぁ
珊
集
 
L
 
一
四
 五
頁
。
 

（
 
幼
 ）
階
級
や
身
分
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
 
も
の
を
参
照
さ
れ
た
 

木
麓
 
二
才
（
 
ぃ
 「
 お
，
 
し
 い
 の
 木
 い
を
（
 
日
 ・
之
の
毛
の
卸
・
 

ロ
の
 
（
 串
コ
 
-
 ト
 の
取
の
 

*
 

円
 二
の
 
0
 宙
 0
 「
の
の
田
の
ぺ
・
 

ロ
 i
e
 
犬
二
 
お
の
の
 
臣
 的
の
の
の
 

コ
お
 二
目
 

t
@
 

ヨ
 の
り
 
す
 ヨ
凹
 ド
 由
の
ぬ
 
臼
 ・
 ト
臼
 二
年
コ
年
コ
 
り
的
 
っ
コ
 
、
 Ⅰ
 つ
ト
 
の
 *
 

勾
臼
コ
す
 
の
Ⅰ
 
巨
 ㌧
⑯
 
コ
宙
 
@
 
Ⅹ
 ぃ
コ
 
Ⅰ
の
・
 
才
ヒ
 Ⅰ
 @
 
つ
の
 
e
 ダ
 の
巨
の
・
。
の
田
の
 

ダ
 の
佳
い
円
仁
 

の
 当
色
㌧
 0
 毛
の
Ⅰ
下
知
 臼
 曲
目
ぎ
の
 

o
n
 

ざ
 -
 の
 巨
 三
百
 

n
p
 

（
 
ざ
コ
 ・
の
 迂
 コ
り
 
。
 0
 ，
Ⅰ
の
何
の
 

刃
ド
 
広
し
ド
ア
Ⅰ
の
二
 

%
 。
Ⅰ
 
グ
 
の
田
の
の
曲
年
年
の
壷
の
の
の
 

0
 コ
オ
ざ
ダ
ヰ
 
す
の
 い
 0
 ぃ
 Ⅰ
 
隼
 0
 円
づ
Ⅱ
廷
の
（
の
 

0
 の
 0
 Ⅰ
 円
ア
の
ド
 
③
 
コ
 
㏄
 コ
 Ⅰ
の
円
い
 
つ
目
 
。
Ⅰ
 
年
 Ⅰ
 臣
臣
 
-
0
 
ハ
ト
 目
 
二
ミ
 ・
 ト
つ
 
い
の
 
*
 

円
す
 0
 ヨ
 お
し
 ヒ
 二
の
 
コ
い
 。
 ま
 0
 ヨ
 。
 
S
,
n
 鼠
 お
の
の
ぎ
 呂
 。
 音
 Ⅱ
 
コ
の
 0
 ゑ
 0
%
.
 の
 n
o
 
「
 
め
の
レ
汀
コ
汐
 
C
 二
毛
 ぎ
 
Ⅰ
（
 
ロ
 ：
 ト
 つ
の
り
 

*
 

な
お
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
の
巻
末
に
は
、
文
献
が
整
理
さ
れ
て
 い
る
（
 *
 に
は
邦
訳
が
あ
る
）
。
 

（
 
れ
 ）
内
田
芳
明
日
 
ヴ
ニ
 ー
バ
ー
社
会
科
学
の
基
礎
研
究
 L
 岩
 波
 書
店
、
一
九
六
八
年
、
 

ニ
 0
 五
 １
 %
0
 
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
 
し
 "
 こ
れ
ら
の
点
に
関
 

し
て
は
、
こ
の
論
文
に
多
く
の
示
唆
を
つ
け
て
い
る
。
 

（
㌶
）
 綴
 皮
ミ
 色
浅
 ，
 ミ
 ・
 E
.
 ダ
お
 ・ N
 ま
１
の
 の
 ～
。
浜
島
 朗
訳
 
コ
 権
力
と
支
配
 L
 み
 す
ず
書
房
、
一
四
三
 ｜
 
一
五
 0
 頁
 、
地
貝
 昇
志
郎
訳
 
コ
 支
配
・
の
 
諸
 

類
型
 L
 創
 支
社
、
二
 
0
 セ
ー
三
一
 
セ
頁
と
ミ
 ・
 
E
.
 

の
・
 

拐
 ・
 ゅ
 Ⅱ
の
 
｜
 つ
 き
・
浜
島
課
コ
権
力
と
支
配
 L
 三
 一
六
 ｜
 二
四
 0
 頁
 。
 

（
 
然
 ）
 
目
曲
 Ⅹ
 韻
 0
 ヴ
の
 
「
。
の
・
 
レ
 ・
 
N
.
 
オ
 ・
の
・
Ⅱ
・
 

-
 の
の
㏄
Ⅱ
の
 

｜
い
べ
 
m
.
 コ
 諭
達
 L
 九
四
 ｜
 九
六
頁
、
「
 め
苅
実
 
し
一
五
一
 
｜
 
一
五
二
頁
。
 

（
 
簗
 ）
ゑ
局
主
 3
 す
 a
r
 

口
口
当
色
 

オ
 -
 目
ヰ
Ⅹ
 宅
ヰ
の
サ
 

の
 ぺ
，
笘
コ
ぎ
 
3
%
 ゅ
 c
 三
日
㌧
 

0
q
 

（
（
 

注
 二
つ
・
 

0
3
.
 

（
 
0
0
 
巨
 0
 臣
や
折
原
 訳
 、
五
 0
 九
頁
。
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（
㏄
）
 旨
 銭
ま
 @n
 
ヴ
ミ
 ・
 P
p
.
N
.
 
力
 ・
の
・
目
 
ら
 ・
 
u
S
.
 
 
内
田
芳
明
 課
コ
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
 L
 Ⅱ
、
み
す
ず
書
房
、
四
三
三
頁
。
 

（
㏄
）
木
ぃ
ユ
ミ
 ル
 「
 
x
,
 い
由
 
「
木
ふ
（
 
ぎ
繍
 Ⅱ
㌧
 0
 ま
 デ
 。
 ア
の
コ
 
0
 才
 0
 コ
 。
 ヨ
田
・
）
の
Ⅰ
 

ゅ
 ・
杉
本
俊
朗
 
訳
ロ
 経
済
学
批
判
 L
 大
月
書
店
、
「
 序
 言
 」
参
照
。
 

（
㎝
）
随
所
に
こ
の
点
の
主
張
が
み
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、
 ヨ
ド
 Ⅹ
 目
 @
e
 
ヴ
の
ぺ
 

・
の
・
 
ナ
 ・
 N
.
 
オ
 ・
の
・
Ⅰ
・
の
の
・
の
Ⅱ
 

｜
 ㏄
の
。
 

む
 0
 。
 い
肚
つ
 

（
㏄
）
㌔
・
 ぎ
日
 ・
 
，
の
 ・
 き
 ・
㍉
倫
理
し
 セ
一
｜
 七
二
頁
。
 

（
㏄
）
大
塚
㍉
社
会
科
学
の
方
法
 ヒ
 、
九
一
頁
、
参
照
。
 

（
 
村
 ）
 
オ
 0
%
 

ぎ
ま
し
の
 

コ
ロ
オ
 
，
 目
 皮
毛
ま
ま
。
 
ロ
 ・
 
め
ゴ
 折
原
 訳
 、
 八
八
頁
。
 

（
㏄
）
 ぎ
ぎ
 Ⅰ
 押
葵
 ・
梶
山
・
大
塚
 訳
 
㍉
倫
理
 L
 二
 ・
一
三
八
 頁
 0
 「
親
和
性
」
に
つ
い
て
は
、
 
ぎ
ぎ
 Ⅰ
 p
 
㏄
 P
 
 い
の
・
 
司
 倫
理
し
 
七
 ・
二
八
、
三
二
頁
 
参
 

照
 。
さ
ら
に
、
 
由
ヰ
勃
由
 ・
の
の
 
ユ
 プ
 リ
コ
宙
 
p
 
韻
 「
田
安
 呂
 ぎ
タ
 
0
 ㌧
 
ゑ
ダ
㌧
 っ
 ・
 
S
 １
 %
.
 山
口
・
犬
伏
 雫
 
一
五
三
 ｜
 一
五
四
頁
 、
 を
参
照
さ
れ
た
 

し
っ
 

Ⅰ
 
コ
 （
の
「
の
隊
の
 

コ
 （
 
呂
注
の
 
「
 
@
o
 

目
 
o
9
 コ
年
ぎ
の
の
二
の
）
 

と
ぎ
ぎ
 ・
 
，
 P
N
 り
 
㏄
 隼
ざ
由
由
 
つ
の
Ⅱ
の
 

"
 の
 
o
N
 
ぎ
デ
仁
目
み
隼
 
i
e
@
 

コ
コ
 

め
 
Ⅰ
 
e
"
 
で
 の
せ
り
す
 

0
-
0
 

的
 ず
 い
プ
ヴ
 
0
 
口
 -
 
コ
 の
田
の
Ⅰ
二
 

%
 
の
 
Ⅱ
 
0
 

の
の
の
三
ド
の
の
と
を
組
合
わ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
 

（
 
鮨
 ）
こ
の
三
つ
の
君
が
対
に
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
 
ろ
は
な
い
が
、
上
述
の
（
 註
 ㏄
）
目
銭
 毛
ヰ
洋
 （
。
の
・
 
ト
 ・
 ド
勾
 
の
 ・
Ⅰ
・
 
-
 ㏄
・
 
い
肋
 
㏄
 

 
 

（
㏄
）
 
目
ぃ
 臣
の
由
・
の
の
 
へ
 （
 
オ
 ギ
年
の
・
 目
 Ⅰ
 碍
 耳
目
 ぎ
タ
 
o
 Ⅰ
 
c
@
 

（
：
 

つ
 っ
・
 ミ
 １
 %
.
 
山
口
・
犬
伏
 訳
 、
一
五
 0
1
 

一
五
九
頁
。
 

 
 
 
 
 
 

（
㏄
）
 
目
ぃ
 Ⅹ
 
圭
 す
 ま
 「
・
の
・
 レ
 ・
 N
.
 
力
 ・
 s
.
1
.
 

の
・
㏄
 

S
.
 

コ
論
 

達
 し
 
五
 
八
頁
、
「
 あ
ぬ
集
 L
 
一
嵩
 0
1
 

一
 三
一
頁
。
 

（
 巳
 

i
 

マ
ル
ク
ス
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
対
比
し
て
考
え
る
傾
向
が
 最
近
と
く
に
多
く
な
っ
た
が
、
と
り
わ
け
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
 側
 
か
ら
い
え
ば
、
マ
ル
ク
 

ス
の
 
批
判
的
摂
取
と
対
決
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
 う
 0
 
た
と
え
ば
 、
 ～
 ハ
の
 
（
・
 

-
 （
：
 

8
5
 

ふ
 @
 
ぎ
 -
 ヲ
ミ
 
a
x
 寅
 @
@
 

の
す
の
「
 
偉
 コ
 %
 ）
 
-
 
（
 
ぃ
 （
 
じ
プ
ミ
ヰ
 「
 x
.
 ト
 「
 c
 プ
 @
 
く
 
ト
な
Ⅱ
の
 0
N
@
 

り
 -
 

毛
 ず
の
の
 
コ
 の
 C
 す
い
 
臣
 
年
コ
年
の
 

0
Z
 

田
与
 0
 コ
ま
 F
,
 り
色
 ・
の
～
・
 

1
 つ
の
 

N
.
 

柴
田
・
 
脇
 
・
安
藤
課
口
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス
 L 
未
来
社
、
や
大
塚
 久
雄
「
社
会
科
学
 

の
方
法
 ｜
ヴ
ニ
 
ー
バ
ー
と
マ
ル
ク
ス
ー
 L
 
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
  
 

（
 乾
 
）
目
銭
 毛
の
ヴ
 の
「
。
の
・
 

p
.
N
.
 

目
 ・
の
・
（
：
の
・
 
2
 ま
 ・
「
論
選
ヒ
 

三
五
 
｜
 三
六
頁
、
同
論
集
 L
 
一
一
八
頁
。
 

（
 穏
 尚
又
）
 

子
ご
 ：
 け
ま
コ
 
「
諭
達
 ヒ
 
三
八
 ｜
 三
九
頁
、
「
 ぁ
嗣
集
 L
 
一
一
九
頁
。
 

（
 鵠
 ）
 
ぎ
崔
 ：
の
・
 め
お
 ・
「
論
 選
 L
 
三
五
頁
、
「
 ぬ
珊
集
 L
 
一
一
 セ
頁
 0
 
そ
の
他
、
こ
の
論
文
集
の
な
か
に
し
ば
し
ば
み
い
な
さ
れ
る
  
 

（
㏄
）
 
ぎ
ぎ
 ・
。
 

P
o
 

曲
 ・
「
論
選
ヒ
三
七
頁
、
「
論
集
 L
 
一
二
 0
 頁
  
 

 
 

 
 

 
 

（
 邸
 ）
林
道
義
、
前
掲
 
書
 、
六
 ｜
 七
頁
。
 



  
宗教と社会階層 

美
的
企
業
家
す
 い
 仁
の
ぎ
 
宙
 由
井
Ⅰ
 
ガ
 戸
ロ
 コ
 （
の
（
 

コ
の
オ
ヨ
 
の
（
、
お
よ
び
 
近
 代
 西
洋
に
独
自
な
そ
の
派
生
物
」
（
 Q 
キ
 ・
 N
.
 
力
 ・
 け
 
（
：
 P
 
ま
 申
 ）
こ
の
市
民
 層
 

が
と
り
 ぅ
る
 宗
教
的
立
場
が
多
様
な
た
め
に
、
以
下
の
二
つ
に
 分
け
て
考
え
て
い
る
。
 

（
 桟
 ）
 
目
ト
バ
 毛
の
汀
 ぺ
 ・
 ミ
 ・
 E
.
 

の
・
 

拐
 ・
 ま
 0
 １
ひ
 き
 ・
「
論
集
」
 

二
 ユ
ニ
ー
 二
 二
四
頁
を
参
照
。
 

（
 終
 ）
 
目
ぃ
パ
毛
 %
 
安
 、
の
 ・
 p
.
N
.
 
力
 ・
の
・
 
H
 ：
 
お
 ・
 N
 ま
 h
.
 

「
論
 

選
 b
 
六
四
頁
以
下
、
「
 ぁ
珊
牽
こ
 
一
三
四
頁
以
下
や
 
、
ミ
 ・
 E
.
 

の
・
の
の
 

の
ぷ
｜
ひ
 き
・
「
論
集
 ヒ
 

二
 二
四
 ｜
二
 二
八
頁
を
参
照
。
 

（
 れ
 ）
旨
い
が
 
ミ
 の
 す
 の
 r
.
 ミ
 ・
 E
.
 

の
・
 

探
 ・
 ひ
 き
 ｜
び
 ㌍
・
「
 ぬ
珊
集
ヒ
二
 
二
八
 ｜
二
 二
九
頁
を
参
照
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
 鴇
 ）
 
目
 a
x
 
 
圭
キ
の
 「
 ，
ミ
 ・
 E
.
 

の
・
の
・
 

Q
 ㌍
・
「
 め
 凝
集
 b
 
 二
 二
九
 ｜
 二
三
 0
 
頁
を
参
照
。
 

（
 何
 ）
こ
の
層
と
宗
教
意
識
と
の
相
関
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
て
 
お
ら
ず
、
そ
の
断
片
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

（
 竹
 
）
つ
ま
り
、
各
時
代
の
「
宗
教
」
の
勃
興
・
隆
盛
・
衰
退
 を
 、
そ
れ
ぞ
れ
の
 一
 
。
社
会
階
層
」
と
の
関
連
に
お
い
て
追
究
し
 

て
み
る
視
点
を
い
っ
て
 

（
㏄
）
大
塚
「
 ヴ
ニ
一
バ
 
一
に
お
け
る
宗
教
社
会
学
と
経
済
社
 全
学
の
 栢
関
 」
㍉
思
想
 L
 四
七
二
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
 -
 
八
二
一
 
年
 、
後
に
同
大
塚
久
雄
 

著
作
集
し
第
八
巻
に
 再
 収
録
さ
れ
て
い
る
。
 

（
㏄
）
先
の
大
塚
氏
の
五
つ
の
社
会
層
が
 、
 主
に
、
「
世
界
 宗
 教
の
経
済
倫
理
」
序
論
に
よ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
 は
 
「
宗
教
社
会
学
」
 
第
 

七
節
に
申
心
を
置
い
て
る
が
、
紙
面
の
都
合
で
、
そ
の
要
旨
 だ
 け
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
、
初
め
に
整
理
を
し
 た
 ウ
ェ
ー
バ
ー
の
 

枠
組
と
概
念
図
式
に
そ
っ
て
、
「
理
念
型
」
が
多
く
使
用
さ
れ
 て
い
る
。
 

（
㏄
）
 旨
 い
Ⅹ
 ミ
リ
ヴ
 
の
 r
 、
の
 ・
 
ト
 ・
 
ぃ
カ
 ・
の
Ⅰ
・
。
の
の
・
 

り
巨
亜
｜
 
い
い
の
・
 
刊
 論
 選
こ
六
三
 
｜
 六
四
頁
、
「
 ぁ
珊
集
 
こ
一
三
四
頁
 や
、
ミ
 ・
 ニ
 ・
 
の
 ・
の
㏄
・
の
 

の
 ㏄
 1
.
 
㏄
亜
の
・
 
コ
怒
珊
 

集
 L
 三
 一
五
 ｜
三
 
一
 @
 頁
を
参
照
。
 

（
㏄
）
 旨
い
 ￥
毛
の
ぎ
「
，
 
Q
.
b
.
N
.
 

力
 ・
の
・
（
：
の
・
 

N
 已
 ・
 コ
冊
 選
ヒ
 -
 
八
三
頁
、
 コ
輌
集
 L
 
一
 三
四
頁
（
ぎ
田
・
 卯
 ㏄
㌍
・
に
は
戦
士
的
 騎
 土
階
級
 
オ
 （
 @
 
の
 い
の
 
n
@
 
の
ヰ
 0
 

乙
 （
（
の
ペ
ニ
 

お
お
コ
と
 
表
現
さ
れ
て
い
る
）
 
や
、
ミ
 ・
 
ロ
 ・
の
・
 
お
 ・
の
Ⅱ
 

Ⅰ
ー
 

ま
丹
 
㍉
論
集
 ヒ
 三
一
八
 ｜
二
 
二
一
頁
を
参
照
。
 

（
㏄
）
 呂
 ハ
メ
毛
ま
 目
，
の
 ・
 
ト
 ・
 
ハ
オ
 ・
 P
 
Ⅱ
：
 け
 ま
の
・
コ
論
選
 日
 六
二
 ｜
 六
三
頁
、
「
 ぁ
珊
隼
ご
 一
三
三
 ｜
一
 
三
四
頁
 や
 、
 
毛
由
 の
 ・
の
・
㏄
Ⅱ
 

ト
 ー
の
目
印
 日
 仏
師
 

集
 し
二
二
一
 
｜
二
 
二
二
頁
参
照
。
 

（
㈹
）
 ニ
 ハ
メ
毛
の
す
 
目
，
の
 ・
 ト
 ・
 
N
.
 
力
 ・
の
・
Ⅱ
：
 
拐
 ・
㏄
 
印
 Ⅰ
 
1
 い
り
 
肝
 
㍉
 論
選
 L
 五
七
 ｜
 六
一
頁
、
「
 め
珊
集
 
L
 
一
 二
 0
 ｜
一
 
三
三
頁
（
 ぎ
ま
 。
の
・
 
い
目
 ・
に
は
文
書
 

的
 教
養
の
あ
る
知
識
人
ヨ
 
の
 r
P
r
@
s
e
 

す
の
 

e
s
c
 

牙
 三
鱗
 ぎ
時
 二
の
 
ミ
け
 の
 ぎ
と
 表
 ム
リ
さ
れ
て
い
る
）
 や
、
ミ
 ・
 E
.
 

の
・
 

拐
 ・
㏄
の
 

ト
 ー
の
 ミ
 ・
㍉
 論
集
し
二
四
一
 
｜
 

二
四
 セ
頁
 
（
こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
、
主
知
主
義
と
知
識
人
屑
 の
 関
連
に
中
心
が
お
か
れ
て
い
る
）
参
照
。
 

 
 

（
 n
 ）
「
西
欧
的
な
意
味
に
お
け
る
 
コ
 市
民
 L
 層
 、
ま
た
ほ
か
 の
 地
域
に
お
い
て
こ
れ
に
祖
堂
す
る
も
の
、
す
な
 ね
 ち
、
手
工
 
業
者
、
商
人
、
家
内
 エ
 



、
る
 。
 

寸
己
 

本
稿
は
、
日
本
宗
教
学
会
第
三
十
二
回
学
術
大
会
 

た
も
の
で
あ
る
。
 

（
 於
 金
沢
大
学
、
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

一
九
七
三
年
十
月
）
に
お
け
る
同
名
の
題
目
に
よ
る
研
究
発
表
 

九
 % 
じ
 



平
安
の
は
じ
め
に
最
澄
と
空
海
に
よ
っ
て
、
あ
い
つ
い
 

で
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
天
台
、
真
言
南
宗
の
教
え
は
 

、
密
教
す
な
わ
ち
 

秘
 

 
 

 
 

こ
れ
ら
は
顕
教
（
密
教
以
外
 

嵯
松
 長
官
慶
民
 
が
 、
「
平
安
仏
教
の
代
表
者
と
目
さ
 

れ
る
最
澄
と
空
海
は
と
も
に
山
岳
、
す
な
わ
ち
比
叡
山
 

と
 高
野
山
に
寺
院
を
建
立
し
 

、
 

一
 奈
良
時
代
に
す
で
に
盛
ん
で
あ
っ
た
山
林
修
行
者
の
 

伝
統
 
る
ぅ
け
つ
 
い
だ
。
個
人
の
修
練
の
た
め
に
都
塵
を
 

避
け
て
山
林
を
選
ぶ
と
い
う
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一
 、
密
教
と
一
山
寺
院
の
形
成
 

一
 、
密
教
と
一
山
寺
院
の
形
成
 

二
、
一
山
下
慎
 

三
、
一
山
寺
院
の
変
遷
 

四
 、
一
山
寺
院
の
特
色
と
規
定
 

兵
 
一
山
寺
院
の
組
織
 

六
 、
一
山
寺
院
の
構
成
 

セ
 、
主
要
年
中
行
事
 

人
 、
崇
敬
者
と
し
て
の
保
護
者
と
信
者
 

九
 、
民
間
信
仰
と
の
関
係
 

一
 0
 、
民
俗
芸
能
の
伝
承
 

一
、
 む
す
び
 

一
山
寺
院
の
研
究
 

。
 東
北
地
方
を
中
心
と
し
て
 ｜
 

光
 

善
弘
 

月
 



  

な
り
、
そ
の
宗
教
機
能
も
変
質
し
、
寺
院
社
会
の
内
部
 

構
造
に
も
変
化
を
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
 

東
北
地
方
に
お
い
て
一
山
寺
院
の
最
も
古
い
資
料
と
し
 

て
は
、
宮
城
県
栗
原
郡
王
道
小
道
 

村
楽
 妾
出
菩
提
院
勝
人
 手
 に
残
る
永
承
二
年
 

（
 一
 
0
 四
セ
 ）
八
月
十
日
の
紀
年
銘
を
有
す
る
二
王
室
 

建
 五
棟
札
 写
 で
、
そ
の
裏
面
に
、
院
主
実
栗
 

坊
快
舜
 律
師
 以
下
二
十
六
 
坊
 の
切
石
 
伯
 

額
弄
 お
よ
び
式
内
社
な
ど
が
、
次
第
に
国
家
的
色
彩
を
 喪
失
し
、
国
家
権
力
に
と
っ
て
 伐
 っ
た
一
部
少
数
の
貴
族
 ・
僧
侶
お
よ
び
地
方
 
豪
 

（
 
4
 ）
 

族
な
ど
の
保
護
に
な
る
御
願
寺
が
建
立
さ
れ
る
よ
 う
 に
 な
る
。
こ
の
社
会
上
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
寺
院
自
立
 化
の
傾
向
が
著
る
し
く
 

律
令
国
家
権
力
の
衰
微
に
と
も
な
い
、
国
家
の
保
護
に
 

よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
官
寺
と
し
て
の
国
分
寺
・
尼
寺
や
 

準
 官
寺
と
し
て
の
 
定
 

黒
が
 平
安
の
は
じ
め
か
ら
霊
場
と
崇
め
ら
れ
て
い
た
こ
 と
は
、
社
殿
正
面
の
池
か
ら
発
見
さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
 鏡
の
類
に
よ
っ
て
知
る
 

（
 
り
リ
 
）
 

こ
と
が
で
き
る
。
（
後
略
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
十
世
紀
末
 

に
は
す
で
に
修
験
が
羽
黒
山
に
も
住
ん
で
い
た
も
の
と
 考
え
ら
れ
る
。
 

点
で
は
、
 前
 時
代
の
そ
れ
と
か
わ
り
が
な
い
。
し
か
し
 奈
良
時
代
に
あ
っ
て
は
、
山
林
は
国
家
仏
教
に
対
立
す
る
 私
度
の
優
婆
塞
と
、
 南
 

都
の
僧
綱
た
ち
の
呪
術
的
な
能
力
を
私
的
に
 漸
 養
す
る
 庄
 
示
教
的
な
実
践
の
場
で
あ
っ
た
。
一
方
平
安
時
代
の
山
岳
 仏
教
は
、
朝
廷
の
認
可
 

（
 
2
 ）
 

の
も
と
に
、
国
家
仏
教
の
形
態
を
と
っ
た
。
」
と
述
べ
て
 い
る
よ
 う
 に
、
山
林
を
修
行
の
道
場
と
す
る
こ
と
は
、
 奈
良
時
代
に
も
す
で
に
 

行
 な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
平
安
仏
教
の
代
表
 と
さ
れ
る
天
台
、
真
言
の
密
教
は
、
国
家
の
保
護
の
も
と
 に
 延
暦
寺
と
か
金
剛
峯
 

与
る
 、
深
山
幽
谷
の
比
叡
山
や
高
野
山
に
建
立
し
た
も
 の
で
、
一
山
寺
院
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
密
教
寺
院
 と
し
て
は
こ
の
ほ
か
に
 

単
立
寺
院
・
そ
の
他
が
考
え
ら
れ
る
が
、
一
山
寺
院
が
 密
教
の
典
型
的
な
寺
院
で
あ
る
と
舌
ロ
え
る
の
で
は
な
か
ろ
 
ぅ
か
 。
 

こ
れ
ら
十
世
紀
の
初
め
に
 拾
顕
 し
た
新
興
宗
教
で
あ
る
 天
 ム
ロ
・
真
言
の
密
教
が
漸
次
勢
力
を
占
め
る
と
と
も
に
、
 
社
会
の
要
請
に
応
え
 

て
 盛
ん
に
加
持
祈
祷
を
行
な
 い
 、
即
身
成
仏
の
教
義
を
わ
 が
国
 古
来
よ
り
の
山
岳
信
仰
と
習
合
し
た
修
験
道
が
勃
 興
し
、
各
地
の
霊
山
を
 

道
場
と
し
て
入
峰
修
行
が
行
な
わ
れ
る
よ
 う
 に
な
っ
た
 も
の
の
よ
 う
 で
、
戸
川
 安
章
氏
は
 、
平
安
時
代
の
初
期
に
 羽
黒
 修
験
の
徒
が
 、
京
 

洛
の
地
を
横
行
し
て
い
た
理
由
と
し
て
、
慈
恵
大
師
伝
 の
 貞
元
二
年
（
九
七
 セ
 ）
の
条
を
か
か
げ
て
い
る
し
、
ま
た
 豊
田
武
博
士
も
、
「
 羽
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ま
た
東
北
地
方
に
お
い
て
、
 

佃
 郷
社
以
上
の
社
格
を
有
 

す
る
熊
野
神
社
は
二
十
四
社
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
多
く
ほ
 

 
 

 
 

山
 寂
光
 寺
 お
よ
び
金
華
山
大
金
寺
な
ど
の
一
山
寺
院
も
 

秀
 衡
の
時
に
整
備
さ
れ
た
も
 

的
の
と
推
察
さ
れ
る
。
 

  

確
 

次
に
毛
越
寺
一
山
内
に
建
立
さ
れ
た
嘉
祥
 手
 は
 、
 父
墓
 衡
の
素
志
を
受
け
継
い
で
、
三
代
 禿
衡
 が
完
成
し
 
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
無
量
 

 
 

る
 。
（
 

8
 
）
 

の
 一
山
寺
院
と
し
て
は
、
最
高
の
寺
領
を
有
し
て
い
た
 瑞
 宝
山
慈
恩
寺
も
、
 
基
衡
 に
よ
っ
て
 堂
社
 伽
藍
が
整
備
さ
 れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
 

（
Ⅰ
 
1
 
）
 

一
四
一
り
か
ら
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
ま
で
の
約
十
五
 年
間
の
う
ち
で
あ
る
ら
し
い
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
 中
世
の
間
、
東
北
地
方
 

と
 住
職
名
と
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
 坊
 は
 三
週
 惣
 鎮
守
白
山
社
衆
徒
で
あ
っ
て
、
二
十
六
坊
中
 十
 四
切
 に
 つ
い
て
知
ら
れ
 

る
 範
囲
で
の
歴
代
と
住
職
名
と
が
書
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
 後
に
、
「
 但
 永
承
年
中
道
ハ
世
人
城
御
座
候
 処
 真
優
（
 中
略
）
以
上
十
二
 坊
ハ
 

退
転
位
 候
事
 」
と
あ
り
、
退
転
し
た
十
二
坊
の
名
も
書
 上
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
 

5
 ）
 

次
に
平
泉
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
豊
か
な
経
済
力
を
背
 旦
 示
 と
し
て
建
立
さ
れ
た
関
山
中
尊
寺
は
、
白
山
・
山
王
を
 鎮
守
社
と
す
る
由
緒
 

深
き
地
に
、
陸
奥
寺
と
し
て
陸
奥
・
出
羽
両
国
を
領
有
 せ
る
藤
原
清
衡
が
大
檀
那
と
な
り
、
長
治
二
年
（
一
一
 

0
 五
）
よ
り
天
治
三
年
（
 
一
 

一
二
六
）
に
至
る
二
十
二
年
の
間
に
、
 

絢
燗
 た
る
堂
塔
 伽
 藍
を
整
備
し
た
も
の
で
、
天
治
三
年
三
月
二
十
四
日
に
 は
 、
落
慶
供
養
の
大
法
 

（
 
6
 ）
 

会
 が
厳
修
さ
れ
、
清
笛
に
よ
っ
て
供
養
願
文
が
奉
納
さ
 れ
た
が
、
そ
の
中
に
、
「
五
百
冊
四
題
名
僧
」
と
記
さ
れ
 て
い
て
、
か
な
り
の
数
 

の
 僧
侶
が
落
慶
法
要
に
参
列
し
て
い
る
 K
J
 
と
が
知
ら
れ
る
 し
 、
ま
た
石
巻
市
牧
山
の
長
禅
寺
も
、
 

清
 衡
の
保
護
を
 受
け
た
こ
と
が
伝
え
 ろ
 

れ
て
い
る
。
 

次
に
二
代
 清
衡
 が
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
毛
越
寺
一
山
 の
中
心
と
な
る
べ
き
堂
塔
伽
藍
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
は
 、
中
尊
寺
一
山
の
よ
 

う
に
明
確
な
証
拠
と
な
る
べ
き
資
料
が
な
い
の
で
、
 諸
 説
 に
分
れ
て
い
る
が
、
板
橋
教
授
は
基
 衡
 晩
年
説
を
支
持
 し
て
、
永
治
元
年
（
 一
 



こ
の
よ
う
に
古
代
・
中
世
に
お
い
て
は
、
独
立
無
本
寺
の
 

別
 出
で
あ
っ
た
の
で
、
中
央
に
形
成
さ
れ
た
密
教
の
中
 

心
 道
場
で
あ
る
比
叡
 

は
上
 よ
り
し
て
東
北
地
方
に
は
、
蝦
夷
平
定
の
た
め
派
 ぬ
 
魍
 さ
れ
た
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
を
は
じ
め
と
し
て
 、
前
九
年
お
よ
び
後
 

三
年
の
役
に
安
倍
 氏
 ・
清
原
氏
追
討
の
た
め
奥
州
の
地
 に
 下
っ
た
 頼
義
 ・
養
家
の
建
立
伝
説
に
な
る
社
堂
が
存
在
 し
 、
そ
れ
ら
を
証
す
る
 

明
確
な
資
料
は
な
い
が
、
小
道
の
 勝
 大
寺
喜
田
を
は
じ
 め
 奥
州
平
泉
文
書
・
 箆
峯
 手
書
上
 控
 ・
名
取
 郡
 熊
野
糞
な
 ど
の
諸
資
料
お
よ
び
 一
 

山
寺
院
の
山
内
に
現
存
す
る
仏
像
な
ど
の
推
定
年
代
よ
 り
す
る
と
、
平
安
中
期
頃
か
ら
東
北
地
方
の
山
々
に
 、
密
 教
 系
の
寺
僧
が
入
り
、
 

諸
神
諸
仏
を
勧
請
し
て
一
山
寺
院
を
形
成
し
、
修
験
入
 峯
 修
行
の
道
場
と
も
な
り
、
歴
史
的
な
変
遷
を
経
て
霊
地
 ・
霊
山
と
呼
ば
れ
る
よ
 

う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

二
 、
一
山
本
 惧
 

か
く
し
て
形
成
さ
れ
た
一
山
寺
院
は
、
 他
寺
 ・
他
山
の
 支
配
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
独
立
無
本
寺
の
別
出
で
あ
り
 、
殺
生
禁
断
の
地
と
 

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
本
寺
や
本
山
を
も
っ
よ
う
に
な
る
 の
は
、
徳
川
幕
府
の
宗
教
政
策
に
よ
る
も
の
で
、
近
世
 以
 降
 の
こ
と
で
あ
り
、
 こ
 

れ
が
原
因
と
な
・
っ
て
、
一
山
が
天
台
・
真
言
の
両
 
宗
に
 分
裂
し
、
山
内
に
宗
派
争
い
を
生
ず
る
よ
う
に
な
る
の
で
 あ
る
。
 

（
 
托
 ）
 

い
る
。
 

に
 、
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
乃
至
保
延
年
中
（
一
一
一
一
 

五
｜
 一
一
四
 
0
 ）
の
前
後
に
勧
請
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
 

は
、
 必
ず
し
も
不
自
然
 

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
、
こ
の
 

能
野
社
 が
平
安
 末
期
に
は
勧
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
諸
種
の
資
料
を
 

検
討
し
た
上
で
認
め
て
 

十
六
の
坊
と
多
く
の
衆
徒
を
擁
す
る
と
と
も
に
、
益
田
 

赤
石
岡
関
所
や
広
大
な
神
領
を
管
し
て
、
名
取
地
方
に
隠
 

然
 た
る
勢
力
を
も
っ
て
）
 

い
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
堂
の
勧
請
に
つ
い
て
佐
藤
宏
一
 

氏
は
 、
名
取
部
下
余
田
村
、
能
野
営
 
村
 風
土
記
御
用
 書
 上
の
記
し
て
い
る
よ
う
 ひ
 

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
早
い
時
 期
 に
勧
請
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
宮
城
県
名
取
郡
の
熊
野
 堂
は
 、
中
世
に
お
い
て
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か 護 た お っ て が 三 ら 追   っ 走 
っ こ に 元 り て 、 荒 ケ れ 前 世 構 た と 

た の 力 様 、 知 は 魔 障 ろ 項 に 成 と は 
し 一 を 九 復 ら と し が 。 よ 

た よ だ 一 れ よ が れ な え ら   
え 

ど わ る ） ま 金 帰 て 諸 手 う   象 西 域 平 
で で に 安 

、 一 の 中 る 要 地 三 し 当 は 
二 円 仕 草 こ な 朝 三 て 初 項 京の 大あり 、 @ 、ユ 

、 き ぼ 貴 と 別 寺院 霞さ 幸一 とが 堂塔 動 の セ ） し / -@ 、 金堂 こ な 時 族 
国 が に 山 わ 伽 乱 三 の を し れ 相 仕 に 

が 違 を ょ 
一 が 同 っ 

山 見 じ て 
不 ら く 受   瞑 れ し 容 

遇 兵 ば ま よ っ 朝 等 『 堂 で と る て さ 
し 大 な に う て と の 英 三 あ ぃ 。 彩 れ 

て に か な                             う そ 成 た 
い よ っ っ 建 て 朝 久 平 を   こ し さ も 

る っ た て 武 、 と に 泉 は そ と て れ の 
め て と お 四 そ の よ 文 じ れ 
が 焼 言 

で こ た と 

  の 中   
並 失 え 一 こ 尊 東 ぞれの 自適 す よ 近 り、 年 （ 一 れるの 争奪 地 金 り 、 書 ヒに め、多 山 と 寺 コヒ 

る 出 であ によ る と う。 世にな 三三七 多くが 域 とな 色堂 ・ 見られ 社 くの 

  
  そ つ ） 

0 本 越 夷 

  
椿 山 寺 に 

てよ・ 畑り 、 経る 蔵 よ伽て 堂 っ 徴 る の 適 
復 、 り 竹 「 の う 藍 変 で 同 一 台 

腱 ,. 領 お 林 元 は に を 遷 あ じ 出 し 
ま ｜ 

容 
主 よ お 禄 か 、 め ら づ く を た 
伊 そ よ 九 僅 鎌 ぐ 異 

易 
た す 比 も 

達 三 び 年 か 倉 ら な と る 較 の 
よ ナ 案 目 野 喜 の 末 し る 
も が 六 と 土 建 期 、 こ 言よ えっ         
の 一 治 詞 寄 物 に 山 と よ に と 違 
で 

ま @   うな、 。 っ 組で い 
@@% Ⅰ ん 保 経 て よ し 山 千 え た 織 る 

31@ W9) 

（
「
 

l
l
 

ム
 
）
 

山
や
高
野
山
と
東
北
地
方
に
形
成
さ
れ
た
一
山
寺
院
と
 の
間
に
は
、
関
連
性
と
同
時
に
か
な
り
の
相
違
も
見
ら
れ
 る
 。
す
な
わ
ち
そ
の
 栢
 



（
 
6
 
l
 ）
 

た
 戸
川
女
童
氏
も
 、
 
「
さ
て
修
験
道
は
即
身
成
仏
を
め
 
ざ
す
宗
教
で
あ
る
。
（
後
略
 
ピ
 と
記
し
て
い
る
。
 

第
二
に
、
一
山
寺
院
は
主
と
し
て
密
教
系
の
寺
院
時
に
 よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
社
会
的
な
宗
教
機
能
は
加
 持
 祈
祷
で
あ
り
、
 
保
 

（
 
り
 
@
 ）
 

か
か
ぞ
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
端
的
に
 表
現
す
る
も
の
は
、
即
身
成
仏
の
思
想
で
あ
る
。
」
と
 述
 ぺ
 て
い
る
し
、
 

ま
 

0 と 
第 点、 い 前 

は 一 か ぅ 述 

、 に ら こ の 

変遷の 即身成 わが 検討し 原 とが 四 、 
仏 国 て 別 項 一 

  
ら に に が れ 色   
れ 密 べ 院   

定 

に 散 る の 一 

つ と 共 組 山 
ぃ 古 道 繊 手 て 来 の 院 
は よ 特 構 は 
松 り 色 成 時 
長 の が       
有 山 指 主 に 
慶 岳 摘 要 よ 
民 情 さ 年 り   

、 と 信 行 成 
「 結 る 事 に 
真 び よ ・ よ 
言 っ う 民 っ 

密 い に 間 て 
教 て 思 、 信 そ 
の 生 わ 仰 れ 
居 、 じ れ と ぞ 
想、 た る の れ 
的 修 。 関 に 
な 験 係 変 
特 道   遷 

色 な 民 が 
と ど 裕 児   吐 ヱ "  " ら 
て 届、 
は 想、   的 イ ム - 一 
い な 秦 山     な 木 

つ 色 ど 倶 

（
 
皿
 
@
 -
 

が
 、
出
羽
三
山
を
は
じ
め
と
し
て
、
従
来
真
言
宗
の
僧
 侶
が
 支
配
職
を
勤
め
て
い
た
一
山
内
に
生
ず
る
問
題
で
あ
 る
と
言
え
よ
う
。
 

従
っ
て
一
山
寺
院
の
変
遷
は
、
一
山
本
倶
の
原
則
と
火
 災
 お
よ
び
そ
の
他
の
事
清
に
よ
っ
て
相
違
が
見
ら
れ
る
が
 、
東
北
地
方
の
一
山
 

寺
院
に
共
通
の
歴
史
的
変
遷
と
し
て
は
、
外
的
な
理
由
 に
も
と
づ
く
原
因
と
内
的
な
原
因
と
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
 る
 。
そ
し
て
前
者
を
さ
 

ら
に
二
 
つ
に
 分
け
、
一
つ
に
は
室
町
末
期
よ
り
近
世
 初
 頭
に
か
け
て
の
一
山
寺
院
の
山
内
統
合
で
あ
り
、
こ
の
 統
 ム
ロ
さ
れ
た
状
態
が
近
世
 

0
 間
継
続
す
る
。
他
は
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
に
引
続
き
 実
施
さ
れ
た
寺
社
領
の
召
し
上
げ
に
よ
る
一
山
寺
院
の
 解
体
で
あ
る
が
、
神
社
 

と
 仏
堂
と
が
分
離
さ
れ
て
、
一
山
の
主
体
が
神
社
と
な
 っ
 た
も
の
、
寺
院
と
な
っ
た
も
の
、
神
社
と
寺
院
の
二
つ
 に
 分
離
し
た
も
の
の
 三
 

つ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
特
別
の
場
合
と
し
て
麗
筆
寺
一
山
 の
よ
う
に
解
体
さ
れ
ず
に
従
来
の
ま
ま
で
存
続
し
た
 場
 合
も
見
ら
れ
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
後
考
の
内
的
原
因
に
よ
る
変
遷
と
し
て
は
 
一
山
寺
院
内
に
お
け
る
 
天
 ム
ロ
・
 
真
 舌
口
南
宗
を
め
ぐ
る
 争
 い
が
あ
げ
ら
れ
る
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が
 、
こ
の
こ
と
は
、
東
北
地
方
に
形
成
さ
れ
た
一
山
寺
 院
 と
民
間
信
仰
と
の
関
係
を
調
べ
て
も
言
え
る
こ
と
で
、
 そ
の
詳
細
に
っ
 
い
 

て
は
、
後
の
一
山
寺
院
と
民
間
信
仰
と
の
関
係
を
参
照
し
 て
い
た
だ
き
た
い
。
 

第
六
に
、
一
山
寺
院
の
例
大
祭
に
は
、
法
要
の
後
に
 、
衆
 徒
 ま
た
は
社
僧
・
社
人
，
舞
人
お
よ
び
楽
人
な
ど
が
 主
 と
な
っ
て
、
神
事
 芸
 

 
 

能
を
奉
納
す
る
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
た
。
 本
田
安
次
博
士
が
、
尻
舞
楽
の
い
ま
も
行
な
わ
れ
て
い
 る
 地
名
の
中
に
 、
 
U
 

 
 
 
 

山
形
県
西
村
山
郡
慈
恩
寺
（
 
現
 寒
河
江
市
慈
恩
寺
）
 
、
河
 北
町
谷
地
、
平
 塩
 
（
 現
 寒
河
江
市
 平
塩
 ）
な
ど
、
次
に
延
 年
の
項
に
、
今
日
 

 
 

行
 な
わ
れ
て
い
る
例
と
し
て
岩
手
県
平
泉
町
毛
越
寺
、
 

"
 、
 。
。
 

ま
 

た
 猿
楽
の
能
を
演
じ
て
い
る
何
と
し
て
同
町
の
中
尊
寺
 、
さ
ら
に
古
風
な
 
3
 

う
 
g
 
l
l
 

）
 

一
体
と
な
っ
て
み
ず
か
ら
を
成
長
さ
せ
、
民
衆
の
あ
い
だ
 に 信
仰
さ
れ
て
い
た
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
（
後
略
 ご
 と
 述
べ
て
い
る
 

第
四
に
、
一
山
寺
院
に
お
け
る
組
織
の
主
体
は
、
衆
徒
 ま
た
は
社
僧
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
山
寺
院
の
組
織
を
 大
別
す
る
と
、
少
数
 

の
 支
配
 職
 ・
多
く
の
衆
徒
ま
た
は
社
僧
・
補
佐
役
・
雑
務
 役
 
（
門
前
）
お
よ
び
そ
の
他
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
が
、
 主
体
を
な
す
の
は
 

衆
徒
ま
た
は
社
僧
で
あ
り
、
一
山
の
主
た
る
宗
教
機
能
 で
あ
る
加
持
祈
祷
を
 つ
 と
め
、
主
要
年
中
行
事
と
し
て
の
 例
大
祭
の
法
要
 や
 

神
事
芸
能
を
担
当
し
、
山
内
諾
 堂
 社
の
別
当
と
な
り
、
 そ
 0
 管
理
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
 衆
 徒
の
詳
細
に
つ
い
 

て
は
、
後
の
組
織
の
項
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

第
五
に
、
一
山
寺
院
の
特
色
の
一
 つ
に
 、
民
間
信
仰
の
 母
体
的
な
性
格
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
 う
 。
松
屋
有
虞
氏
 が
 

「
（
一
別
 

ぬ
 -
 
）
、
大
 
@
 

仏
教
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
そ
の
周
辺
地
域
に
お
 い
て
も
、
社
会
の
下
部
構
造
に
そ
の
基
盤
を
も
ち
、
農
耕
 文
化
的
な
呪
術
 と
 

0
 本
地
 垂
迦
 思
想
は
空
海
に
は
じ
ま
る
こ
 

山
を
開
創
す
る
当
時
、
一
般
に
流
布
し
て
 

（
 
7
 ）
 

と
を
暗
示
し
て
い
る
し
、
ま
た
校
長
石
慶
民
 も
、
 

（
 
2
8
 

l
 ）
 

い
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
 

神
仏
習
合
的
な
考
え
は
、
空
海
が
高
野
 

護
 者
と
し
て
の
大
檀
那
の
除
災
 招
福
 、
息
災
延
命
、
現
 世
 安
穏
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
念
し
 厳
 修
す
る
こ
と
で
あ
 つ
こ
 
Ⅰ
 
@
 。
 

第
三
に
、
一
山
寺
院
は
木
地
車
 述
 思
想
に
も
と
づ
き
、
 
神
 仏
 習
合
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
佐
和
 陵
所
 氏
は
 、
わ
が
 国
 



以
上
一
山
寺
院
の
特
色
と
し
て
六
項
目
を
あ
げ
た
の
で
 あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
特
色
か
ら
考
察
し
て
筆
者
は
、
「
 一
 山
寺
院
と
は
、
加
持
 

祈
祷
を
主
と
す
る
密
教
系
の
寺
院
 坊
｜
 衆
徒
ま
た
は
 社
 僧
｜
 に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
保
護
者
で
あ
る
大
檀
那
の
除
 災
招
 福
を
祈
念
す
る
 祈
 

願
 手
酌
性
格
を
有
す
る
寺
院
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
が
、
 こ
の
規
定
は
あ
く
ま
で
も
、
筆
者
が
調
査
研
究
の
対
象
 と
し
て
い
る
一
山
寺
院
 

0
 間
題
を
解
明
す
る
た
め
の
一
応
の
約
束
と
し
て
の
規
定
 で
あ
り
、
岸
本
英
夫
氏
が
述
べ
て
い
る
作
業
仮
設
的
 規
 定
 と
考
え
て
い
た
だ
き
（
 

1
 
2
 ）
 

ヰ
 
-
@
@
 

・
 
ハ
 @
.
 

Ⅴ
 。
 

五
 、
一
山
寺
院
の
組
織
 

教
相
の
修
学
を
第
一
義
と
し
た
比
叡
山
や
高
野
山
な
ど
 0
 組
織
と
、
事
相
の
修
行
を
中
心
に
加
持
祈
祷
の
祈
願
を
 主
 と
し
た
東
北
地
方
 

に
 形
成
さ
れ
た
一
山
寺
院
の
組
織
と
で
は
、
そ
こ
に
 自
，
 
ら
 相
違
が
見
ら
れ
る
し
、
ま
た
同
じ
東
北
の
一
山
寺
院
に
 し
て
も
、
時
代
や
地
域
 

お
よ
び
所
属
宗
派
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
 が
 、
修
行
過
程
、
役
務
お
よ
び
席
順
な
ど
を
中
心
と
し
て
 一
山
寺
院
の
組
織
を
大
 

則
 す
る
と
、
支
配
 織
 と
か
一
山
の
主
体
を
な
し
た
衆
徒
 ま
た
は
社
僧
、
補
佐
役
、
雑
務
 役
 
（
門
前
）
お
よ
び
そ
の
 
他
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
 

の
で
、
そ
れ
ら
の
分
類
に
従
っ
て
組
織
を
検
討
し
て
見
る
  
 

第
一
に
支
配
 職
 で
あ
る
が
、
中
央
と
地
方
で
は
呼
称
も
 異
な
っ
て
い
た
が
、
共
通
す
る
点
を
指
摘
す
れ
ば
、
 

円
本
来
は
衆
徒
ま
た
は
社
僧
な
の
で
あ
る
が
、
支
配
 
職
 に
就
任
す
る
と
呼
称
も
異
な
り
、
一
山
を
代
表
し
、
 

統
 轄
 す
る
権
限
と
責
任
 

と
が
与
え
ら
れ
た
。
 

  
分 
離 
ま 
で 
  
  
寺 
院 
を 
形 
成 
  
て 
  

た所 

で 

あ 

  

理 
在 
も 
  
れ 
，ら 

の 

民 
  
-fcfc- 

蚕 
肯旨 

は 

伝承 

さ 

れ 
て 

｜ 伊 

大 
祭 
iC 
奉 
納 
さ 

れ 
て 

  

(482) 

舞
の
残
っ
て
い
る
例
の
中
に
宮
城
県
栗
原
郡
金
成
町
小
 迫
を
あ
げ
て
い
る
が
 
（
 
ポ
 
o
 ）
 こ
れ
ら
の
奉
納
さ
れ
る
場
所
は
 、
 い

 づ
れ
も
明
治
の
 
4
 

 
 



細
別
火
精
進
行
は
長
期
に
 
宣
 り
、
厳
格
に
実
施
さ
れ
、
 

清
僧
に
準
ず
る
清
浄
な
心
身
と
な
っ
て
、
神
仏
に
奉
仕
 

す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
の
め
 

 
 

蛙
 
で
あ
る
。
ま
た
清
僧
と
妻
帯
と
で
は
、
衆
徒
の
修
行
過
程
 

も
 異
な
り
、
前
者
は
現
在
の
密
教
の
僧
侶
と
ほ
ぼ
同
じ
 

過
 程
に
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
 
3
 
 
 

（
 
く
 
Ⅰ
 
乙
 
u
 
）
 

 
 

究
 

清
僧
の
役
を
妻
帯
が
 伐
 っ
て
勤
め
る
こ
と
は
で
き
な
 
か
っ
た
し
、
ま
た
妻
帯
だ
け
か
ら
成
る
一
山
に
あ
っ
て
 は
 、
祭
主
を
勤
め
る
 当
 前
 の
 

 
 

介
 さ
れ
る
が
、
（
 

後
略
 

ル
 
-
 
）
」
（
 

4
 
2
 

）
 と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
 
衆
 徒
 と
は
大
衆
の
中
の
一
階
級
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、
衆
徒
 

を
 直
ち
に
大
衆
と
す
る
 

こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
 

は
 、
東
北
地
方
に
お
け
る
一
山
寺
院
に
つ
い
て
も
言
い
 

得
る
こ
と
で
、
 コ
 
奥
州
 

平
泉
文
書
し
の
中
に
、
一
山
 
惣
衆
 と
か
大
衆
と
い
う
用
 
庄
 
晦
が
 
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
寺
社
領
の
禄
高
の
配
当
を
 

受
け
て
い
た
支
配
賦
・
 

衆
徒
・
補
佐
役
を
も
含
め
て
総
称
し
た
呼
び
名
で
あ
っ
 

た
と
言
い
得
る
。
 

次
に
比
叡
山
や
高
野
山
の
主
体
を
な
し
た
衆
徒
（
学
侶
）
 

は
 清
僧
で
あ
っ
た
が
、
東
北
地
方
の
山
々
に
形
成
さ
れ
 

た
一
山
寺
院
の
衆
徒
 

は
 、
清
僧
と
妻
帯
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
 

よ
り
成
る
山
に
お
い
て
は
、
通
常
清
僧
が
妻
帯
の
上
位
と
 

さ
れ
、
法
会
の
際
に
 
、
 

出
世
と
あ
る
の
が
衆
徒
（
学
侶
）
 

と
述
べ
、
ま
た
「
（
前
略
）
こ
の
 に

 相
当
す
る
も
の
で
、
坊
官
以
下
が
堂
衆
や
山
徒
 

と
 
い
っ
た
も
の
に
あ
た
っ
て
い
る
。
（
仏
体
 

略
 ，
 
）
」
 

2
 
、
 

「
一
期
の
竺
毛
虫
」
か
っ
き
生
活
を
終
え
た
の
ち
に
、
一
山
大
衆
 

と
 
し
て
、
 

当
主
典
 

ど
 
5
 
し
 
水
 
の
 
、
 

と
あ
り
、
衆
徒
と
は
大
衆
の
徒
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
 

景
山
春
樹
氏
は
比
叡
山
に
お
け
る
一
山
大
衆
の
組
織
に
 

つ
い
て
、
 「（
一
別
路
）
。
 

@
"
 ノ
 

 
 

 
 

 
 

び
 
支
配
職
の
多
く
は
清
僧
衆
徒
ま
た
は
社
僧
で
あ
り
 
一
山
の
主
要
法
会
や
祈
祷
の
導
師
を
つ
と
め
 

ヰ
 衆
徒
と
 異
な
る
装
束
が
規
定
 

さ
れ
、
席
順
も
衆
徒
の
上
席
と
な
っ
て
い
た
。
 

円
 
青
緑
お
よ
び
そ
の
他
の
配
分
に
お
い
て
、
通
常
は
 

衆
徒
よ
り
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
支
出
の
場
合
も
多
い
の
 

が
 亜
目
通
で
り
の
っ
た
。
 



  

後
者
の
場
合
、
羽
黒
山
で
は
大
業
よ
り
の
年
数
や
入
室
 修
行
の
度
数
に
よ
っ
て
位
階
が
昇
進
し
、
権
大
僧
都
と
な
 り
 、
そ
の
後
、
松
例
祭
 

0
 位
上
・
先
途
と
呼
ば
れ
る
役
務
を
無
事
勤
め
る
こ
と
に
 よ
っ
て
、
 松
聖
 と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
 妻
 帯
 衆
徒
は
通
常
出
世
の
 

山
伏
と
さ
れ
、
補
佐
役
の
中
に
見
ら
れ
る
修
験
 ｜
 末
世
 世
の
山
伏
 ｜
 と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
 

次
に
熊
野
・
八
幡
・
白
山
な
ど
の
官
社
を
本
社
と
す
る
 
一
山
寺
院
に
あ
っ
て
は
、
衆
徒
と
呼
ば
ず
に
社
僧
と
も
 称
 

 
 

は
 数
の
少
な
い
場
合
に
使
用
さ
れ
た
呼
称
の
よ
う
に
 思
 わ
れ
る
。
 

以
上
述
べ
て
き
た
衆
徒
ま
た
は
社
僧
に
共
通
す
る
点
と
 し
て
は
、
次
の
四
項
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

Ⅱ
一
山
寺
院
の
主
体
を
な
し
、
一
山
の
主
た
る
機
能
 

で
あ
る
加
持
祈
祷
を
厳
修
し
て
い
た
こ
と
。
 

 
 

㈲
役
務
に
二
種
あ
り
、
輪
番
制
に
よ
る
も
の
１
年
行
 
事
 ・
年
預
・
頭
人
な
ど
ー
と
、
特
別
の
も
の
１
人
 供
職
 ・
 五
 役
者
・
寺
役
な
ど
 

｜
 と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

㈲
禄
高
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
概
し
て
支
配
 
職
 よ
り
 は
低
く
、
補
佐
役
よ
り
は
高
い
の
が
、
通
常
で
あ
っ
た
 と
 言
え
る
。
 

第
三
に
補
佐
役
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
法
会
 や
 祈
祷
の
通
知
連
絡
お
よ
び
荘
厳
な
ど
の
役
務
を
担
当
し
 、
ま
た
一
山
の
境
内
 

や
山
林
の
警
護
に
あ
た
り
、
衆
徒
の
役
務
を
補
佐
し
て
 い
た
階
層
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

高
野
山
に
お
い
て
は
六
番
衆
が
承
仕
方
す
な
わ
ち
行
人
 を
 指
す
呼
び
名
で
あ
り
、
「
行
人
と
は
 諸
 堂
の
管
理
（
 堂
 預
 、
鐙
頭
 等
 ）
ゃ
供
 

華
 点
灯
を
は
じ
め
炊
事
、
給
仕
等
の
雑
用
に
従
事
す
る
 も
の
を
称
す
る
。
承
仕
、
夏
衆
（
 花
衆
 ）
、
 
花
摘
 、
道
心
 、
堂
衆
、
長
床
 衆
 、
本
 

仏
 、
六
番
衆
、
世
間
者
、
申
方
等
、
夫
々
職
能
に
応
じ
て
 
一
 一
十
一
種
の
呼
び
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
ム
ロ
せ
て
悠
介
 

 
 

初
め
は
学
侶
（
衆
徒
）
の
統
制
下
に
あ
っ
た
が
、
次
第
 
に
そ
の
勢
力
が
強
く
な
り
、
近
世
に
な
る
と
屡
々
学
侶
 と
の
間
に
争
い
 る
 生
ず
 

-
 
㏄
）
 

る
よ
う
に
な
る
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
 う
 に
、
衆
徒
よ
り
 は
 一
段
低
 い
 階
層
で
あ
り
、
東
北
地
方
に
お
い
て
は
、
 未
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が
こ
の
役
務
を
担
当
し
、
承
仕
・
手
前
・
宝
前
・
右
京
 ・
 鐘
撞
 ・
 祢
宜
 ・
 脇
坊
 ・
太
夫
・
社
人
・
蔵
人
・
修
験
な
 ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
 

第
四
に
雑
務
 役
 
（
門
前
衆
）
で
あ
る
が
、
山
内
や
山
麓
 に
 門
前
町
や
門
前
部
落
を
形
成
し
、
主
要
 祭
紀
 に
際
し
て
 は
 、
一
山
の
碇
に
 従
 

っ
て
斎
戒
に
服
し
、
雑
務
を
担
当
し
、
支
配
職
や
衆
徒
の
 外
出
時
に
は
供
を
し
た
り
、
ま
た
は
召
し
使
い
の
用
を
 勤
め
、
碇
切
 と
 常
に
密
 

接
 な
関
係
を
有
し
て
、
 寺
 禄
の
配
分
を
直
接
受
け
る
こ
 と
な
く
、
一
山
 惣
衆
 の
 手
 禄
の
中
か
ら
再
分
配
を
受
け
て
 い
た
補
佐
役
よ
り
一
段
 

低
い
階
層
の
人
々
 や
 一
山
 惣
 衆
の
生
活
と
密
接
な
関
係
 を
 有
す
る
人
た
ち
を
門
前
衆
 ｜
 雑
務
後
１
 と
 称
す
る
。
の
 住
む
場
所
を
さ
す
。
 

比
叡
山
の
門
前
町
で
あ
る
坂
本
に
つ
い
て
、
景
山
春
樹
 博
士
は
詳
細
に
述
べ
て
い
る
し
、
（
㏄
）
ま
た
高
野
山
も
古
く
は
 

巧
詐
 町
 と
称
さ
れ
、
 

自
然
に
八
葉
の
蓮
花
が
開
い
た
形
の
山
の
上
を
中
心
に
 セ
里
 四
方
を
結
界
し
て
出
来
た
も
の
で
、
現
在
の
高
野
町
 は
 典
型
的
な
門
前
町
に
 

 
 

三
脈
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
聖
に
つ
い
て
、
五
来
 電
 博
士
は
 、
 「
（
前
略
）
 
す
 

な
わ
ち
聖
は
仏
教
教
団
の
上
部
構
造
で
あ
る
学
問
僧
に
 奉
仕
す
る
働
き
蜂
の
よ
う
な
役
割
を
、
日
本
仏
教
の
歴
史
 の
な
か
で
は
た
し
た
の
 

で
あ
る
。
（
後
略
）
」
と
述
（
 

2
-
3
 
 

・
 
-
@
 
べ
て
い
る
が
、
 聖
 す
な
わ
ち
 井
草
 吏
は
 、
一
山
の
雑
務
を
担
当
し
、
高
野
山
と
民
衆
 と
 を
 結
ぶ
大
き
な
役
割
を
 

果
た
し
て
来
た
典
型
的
な
雑
務
 役
 で
あ
っ
た
と
言
え
る
 の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

「
吾
妻
鏡
 L
 文
治
五
年
九
月
の
条
に
、
中
尊
寺
の
禅
 坊
二
一
 
百
会
 宇
 、
毛
越
寺
禅
房
五
百
余
手
と
記
さ
れ
て
い
る
が
 、
こ
れ
ら
の
坊
舎
は
 

か
な
り
広
い
地
域
に
分
散
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
、
「
 御
用
喜
田
」
の
旧
跡
の
項
や
神
社
お
よ
び
仏
閣
の
項
を
 見
て
も
、
旧
平
泉
村
の
 

全
体
が
、
中
尊
寺
や
毛
越
寺
の
門
前
を
形
成
し
て
い
た
 も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
古
く
よ
り
一
山
の
惣
 衆
 は
か
な
 り
の
耕
地
を
所
有
し
、
 

蹊
寺
 名
子
な
ど
を
か
か
え
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
田
畑
 右
 -
 
耕
作
す
る
と
と
も
に
、
例
大
祭
お
よ
び
そ
の
他
の
行
事
 に
お
い
て
、
 惣
 衆
の
雑
用
も
 

鞄
 
担
当
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
し
、
近
世
の
間
、
陸
 異
国
分
寺
一
山
に
お
い
て
は
、
雑
務
役
と
し
て
挟
箱
持
 、
射
手
 衆
 、
勝
手
 衆
 、
御
幸
 

的
付
 衆
 、
若
男
、
 鉾
持
 お
よ
び
光
害
院
な
ど
が
考
え
 ，
 ら
れ
る
。
 

 
 

第
五
に
、
そ
の
他
と
し
て
末
寺
と
門
徒
な
ど
が
あ
げ
ら
 れ
る
。
こ
れ
ら
末
寺
・
門
徒
の
開
山
や
中
興
な
ど
、
そ
れ
 ぞ
れ
異
な
る
が
、
 こ
 
37  ("S) 



皇
か
ら
寺
号
を
「
延
暦
寺
」
と
す
る
太
政
官
牒
が
発
せ
 ，
 
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
地
名
寺
号
で
 あ
る
「
比
叡
 寺
 」
 ま
 

（
領
り
）
 

は
 
「
比
叡
山
寺
」
の
称
号
は
、
こ
こ
か
ら
新
し
い
法
名
 
寺
号
で
あ
る
「
延
暦
寺
」
に
改
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」
と
 

記
し
て
あ
り
、
初
め
 

比
叡
山
延
暦
寺
も
比
叡
 寺
 ま
た
は
比
叡
山
寺
と
称
し
た
 も
の
の
よ
う
で
、
総
名
に
も
変
遷
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
 れ
る
。
 

東
北
の
一
山
寺
院
に
お
い
て
も
、
一
山
の
総
名
と
し
て
 楽
峯
山
 菩
提
院
 勝
 大
寺
、
関
山
中
尊
寺
 弘
 ム
ロ
 
寿
院
 、
医
 玉
山
毛
越
寺
金
剛
 

院
 、
奥
州
宮
城
郡
 仙
 ム
ロ
金
光
明
四
天
王
護
国
 山
 医
王
院
 木
ノ
 下
国
分
寺
、
無
実
山
鹿
 峯
寺
 常
住
専
 院
 、
輪
宝
山
並
 じ
恩
 寺
な
ど
の
よ
う
に
   王 は た 

堂
を
建
立
し
て
、
こ
れ
を
比
叡
山
寺
と
名
づ
け
た
。
（
後
 

 
 

二
十
六
日
、
「
嵯
峨
 
天
 

六
 、
一
山
寺
院
の
構
成
 

一
山
寺
院
の
構
成
を
、
総
名
、
社
堂
伽
藍
お
よ
び
寺
院
 坊
 な
ど
に
分
け
て
考
察
し
て
見
た
い
。
 

㈱
総
名
 

高
野
山
の
金
剛
峯
寺
の
項
に
 、
 「
こ
の
 手
 名
は
伽
藍
を
 中
心
と
し
た
高
野
全
体
を
総
称
し
た
手
者
で
あ
 

て
い
る
こ
の
寺
は
、
明
治
初
年
ま
で
は
 青
 蕨
手
と
い
う
 手
 で
、
豊
臣
秀
吉
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
 

の
中
心
寺
院
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
明
治
初
年
に
 こ
の
寺
に
一
山
を
総
称
す
る
音
名
が
つ
け
ら
れ
 

峯
手
 と
い
う
呼
称
は
一
山
の
総
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
 か
る
。
 

ま
た
比
叡
山
寺
の
項
に
、
「
後
世
の
叡
山
開
創
に
関
す
 る
 文
献
を
み
る
と
、
最
澄
は
登
山
の
の
ち
ま
も
 

一
 倒
木
を
切
っ
て
、
み
ず
か
ら
薬
師
如
来
像
一
体
を
き
 ざ
 み
、
胎
内
に
は
か
ね
て
念
持
の
仏
舎
利
を
お
さ
 っ

た
 。
い
ま
金
剛
峯
寺
と
い
っ
 

の
寺
は
創
立
以
来
、
高
野
一
山
 

（
 
3
 ）
 

憶
 。
」
と
あ
り
、
高
野
山
金
剛
 

な
い
こ
ろ
、
山
上
虚
空
 蔵
尾
の
 

め
 、
こ
の
仏
像
を
安
置
す
る
 小
 

@.@@ ヰん ホ 

  
よ イ 

  
て 

  
，り 

  
  
と 
で 

あ 
る 

と 

考 - 

え，ら 
  
る 

(486)  
 

れ
る
の
寺
院
が
一
山
寺
院
の
末
寺
・
門
徒
と
な
る
の
は
、
 近
世
に
な
っ
て
徳
川
幕
府
の
政
策
に
よ
り
、
本
末
関
係
 を
 結
ば
な
け
れ
ば
な
ら
 

 
 



  

一
山
寺
院
の
総
名
に
は
、
寺
号
，
院
号
な
ど
の
上
に
山
号
 が
 付
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
以
前
に
建
立
さ
れ
た
 寺
号
に
は
、
山
号
が
見
 

ら
れ
な
い
。
 

㈲
社
堂
伽
藍
 

仏
教
辞
典
の
セ
室
伽
藍
の
項
に
、
「
七
堂
を
具
備
す
る
 伽
藍
の
意
。
即
ち
 一
 
僧
伽
藍
と
し
て
具
備
す
べ
き
 セ
 種
の
 堂
宇
を
云
 ふ
 。
蓋
し
 

-
 
く
 
れ
 
U
 
3
 
）
 

七
堂
の
名
称
及
び
配
置
等
は
、
時
代
に
依
り
、
又
は
宗
 派
 に
よ
り
て
異
同
あ
り
。
（
後
略
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
 
一
 山寺
院
に
も
山
内
に
多
 

く
の
 堂
社
 仏
閣
が
建
ち
な
ら
び
、
 セ
堂
 伽
藍
を
兼
ね
備
 -
 
え
 た
所
も
多
い
が
、
 セ
 堂
の
名
称
お
よ
び
配
置
な
ど
は
、
 時
代
、
地
域
、
宗
派
、
 

そ
の
他
の
事
情
な
ど
に
よ
り
相
違
が
見
ら
れ
る
。
し
か
 し
 、
密
教
寺
院
と
く
に
一
山
寺
院
の
場
合
は
、
本
地
 車
述
 ｜
 神
仏
留
人
ロ
ー
の
思
想
 

に
 基
づ
き
、
山
内
に
一
山
鎮
守
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
 堂
社
 仏
閣
が
建
立
さ
れ
、
十
八
伽
藍
と
か
 摂
 末
社
と
し
 て
合
 祖
 さ
れ
て
い
る
 

が
 、
一
山
が
仏
堂
を
中
心
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
神
社
 を
中
心
と
す
る
か
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
前
者
の
場
合
は
 

仏
閣
が
中
心
と
な
り
護
法
神
を
一
山
鎮
守
と
し
て
勧
請
 し
た
も
の
で
、
延
暦
寺
・
金
剛
峯
寺
・
中
尊
寺
，
毛
越
寺
 、
慈
恩
寺
な
ど
が
そ
の
 

側
 で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
後
考
は
 、
 神
を
権
現
と
か
 大
菩
薩
と
し
て
勧
請
し
た
も
の
で
、
社
殿
が
一
山
の
中
心
 と
な
っ
て
い
て
、
山
内
 

に
 特
に
一
山
鎮
守
と
い
う
社
が
な
く
、
熊
野
、
白
山
、
八
 幡
な
ど
の
官
社
が
こ
れ
に
相
当
し
、
社
僧
が
奉
仕
す
る
 の
も
こ
の
場
合
で
あ
る
 

と
 考
え
ら
れ
る
。
 

そ
し
て
こ
れ
ら
の
 セ
堂
 伽
藍
・
 堂
社
 仏
閣
に
は
、
諸
神
 諸
仏
が
 祖
 ら
れ
、
礼
拝
の
対
象
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き
た
 も
の
で
、
佐
和
睦
 研
 

究
氏
も
 、
密
教
美
術
の
特
徴
の
 一
 っ
と
し
て
、
多
数
の
 ほ
と
け
 力
 
。
 
卜
 出現
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
し
る
 

Ⅱ
。
（
 

3
 
7
 ）
 

研
 

 
 

た
 建
造
物
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
一
山
 惣
 衆
の
住
居
に
 

 
 

倦
 
7
)
 

一
 れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
て
見
よ
う
。
 



こ
の
 坊
号
 に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
山
に
よ
っ
て
 相
 違

 が
あ
り
、
規
定
を
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
が
、
 毛
 越
 幸
一
山
に
お
い
て
 

は
 、
得
度
後
安
 衆
セ
ケ
 年
に
て
入
講
、
 公
 名
を
改
め
 房
 号

を
称
す
と
あ
る
こ
と
に
よ
（
 

1
 
4
 
 

）
 

っ
て
、
扇
骨
と
は
本
来
入
講
 の

 儀
式
を
終
了
し
た
 衆
 

徒
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
 房
号
 を

 有
す
る
衆
徒
の
住
む
居
所
が
 坊
 だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
 と
 推
察
さ
れ
る
。
近
世
 

に
な
っ
て
、
衆
徒
や
社
僧
が
山
内
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
 る

と
、
扇
骨
 と
坊
号
 が
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
 は

な
か
ろ
う
か
。
 

ュ
 ・
寺
号
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
山
寺
院
の
総
名
に
寺
号
が
 つ

い
て
い
る
が
、
山
内
に
さ
ら
に
寺
号
の
つ
い
た
建
物
が
 見

ら
れ
る
。
毛
越
寺
 

一
山
の
円
 隆
寺
 ・
嘉
祥
 寺
 ・
経
蔵
寺
な
ど
が
そ
の
 例
 と
し
 て

あ
げ
ら
れ
る
が
、
円
陣
寺
は
金
堂
に
つ
け
ら
れ
た
 名
 称
 で
あ
っ
て
、
毛
越
寺
 

と
と
も
に
一
山
の
総
名
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
 記

さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
嘉
祥
寺
は
山
内
に
建
立
さ
れ
た
 
 
 

さ
ら
に
経
蔵
 手
 は
、
近
世
の
間
、
一
山
の
支
配
 職
 を
勤
 

 
 

つ
く
名
の
建
物
も
 、
そ
 

れ
ぞ
れ
に
 異
 っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

2
.
 院
号
 

院
号
も
時
代
に
よ
り
変
遷
が
見
ら
れ
る
が
、
大
別
す
る
 と

 二
種
に
分
類
さ
れ
る
。
一
つ
は
切
言
よ
り
上
位
の
も
の
 で

、
他
は
坊
 号
 よ
り
 

下
位
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
中
尊
寺
の
落
慶
供
養
法
 会

 の
 行
 な
わ
れ
た
天
治
三
年
に
建
立
さ
れ
て
い
た
十
三
 ケ
 院
 を
は
じ
め
と
し
て
、
 

一
山
寺
院
の
山
内
に
建
立
さ
れ
、
支
配
職
や
清
僧
衆
徒
 ま
 た

は
社
僧
な
ど
の
住
居
で
も
あ
り
、
院
主
が
院
の
主
 た
 る
 僧
で
あ
っ
た
と
思
わ
 

れ
る
が
、
院
主
と
い
う
支
配
職
の
存
在
し
た
一
山
寺
院
 

 
 

を
 終
え
て
 潅
 頂
の
際
、
 

授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
近
世
以
降
の
こ
と
で
あ
 る

と
考
え
ら
れ
る
。
 

3
.
 坊
号
 

(4 ㏄・ ) 40 



  

比
叡
山
や
高
野
山
な
ど
は
、
学
生
や
学
侶
を
育
成
す
る
 

こ
と
が
主
要
な
目
的
で
も
あ
っ
た
の
で
、
 

法
儀
 

が
主
と
な
（
 

2
 
4
 

）
 
っ
て
い
た
が
、
東
北
 

%
 
方
の
一
山
寺
で
は
、
加
持
祈
祷
な
ど
の
行
事
 

｜
 
祭
儀
 
｜
が
 
中
心
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
 

、
東
北
に
お
け
る
一
山
 

 
 

 
 

 
 

前
述
の
例
大
祭
と
異
な
り
、
通
常
正
月
元
日
よ
り
八
日
 

ま
で
の
八
日
間
と
な
っ
て
お
り
、
山
内
主
要
望
社
の
修
正
 

、
す
な
わ
ち
正
月
の
 

修
法
で
あ
っ
て
、
多
少
の
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
、
 

各
 
山
 
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
規
式
で
執
行
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
 

思
わ
れ
る
。
 

3
.
 

そ
の
他
 

 
 

な
わ
れ
て
い
た
仏
名
会
の
よ
う
に
、
（
 

3
 
4
 
 

）
 
特
に
と
り
上
げ
ら
 

れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
小
規
 

な
一
山
寺
院
の
場
合
に
は
、
と
り
あ
げ
る
祭
祀
の
寺
 

臣
模
 

な
い
場
合
も
あ
る
。
 

何
 
9
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山
 

 
 
 
 

 
 

七
 、
主
要
年
中
行
事
 



影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
民
間
の
人
々
か
ら
の
支
持
 を
 得
て
存
続
発
展
し
て
き
た
も
の
で
、
両
者
の
間
に
は
 次
 に
 述
べ
る
点
で
、
相
互
 

-
4
 

4
 ）
 

は
 早
く
か
ら
密
接
に
関
係
し
て
き
た
。
し
と
述
べ
て
い
る
 と
う
に
、
一
山
寺
院
は
常
に
地
域
住
民
と
密
接
な
関
係
に
 あ
り
、
地
域
の
人
々
に
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景山 

春 

九 樹 博士 、 
が 一 

山 

寺院 「（一別 

  
こ 間 

  
散 関 
山 係 
は 
つ 
ね 
{C 
生 
活 
の 

対 
象 
と 

し 
て 

ま 
た   

木挽 継 
的 
よ ナ @ 

対 
象 
と 

し 
て 

地 
域 
イ主 

民 
と 

る た お ふ く あ こ と 侶 
が つ よ 吹 よ 、 る の か の 比 

、 て び に う 山 と 傾 地 養 叡 
時 辰 四 一 に 内 の 同 市 成 @   Ⅱ   
推 有 官 院 の 葬 か 保 族 根 城     
氏 は 村 て は 念 祭 っ と は 的 て 
子 、 の 勧 明 仏 を き な じ で   

護   
よ る 請 あ 寺 た で 寺 肴 檀 え 

者 

び 者 さ る 領 の 、 領 の 那 ら 

信る 仰はた尊しあ れ 中召で 原の眉、 則孝 災 とれ しる 
の じ 一 昔 上 り と い 建 て よ   
る 禁 野 白 

。 礼 権 山 
に 現 官 
奉 な や 受 檀 の 

  
仕 ど 毛 
し 、 @ 
て 伝 奇 
き い 一   
の 域 の 

で に 総 
も 生 

あ わ 社   



一山寺院の研究 
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の 福 平 航 か け ， 清     
え一 が   を 一リ 貝 相 な 薬 の 

や 丞 重       う 行 はじ な・貞 。 観音 のこ 東北 気 に 修す 村落 院 に 密教 て見 一 ま 、 
よ と 柴   たどの っな lL 壌と地候る生 - で方 風況 活い教 おのら れかと いぬ 
月目 し 護 り を 両 あ の 上 衝 の て 埋 る ナ ょ = し 

前 、 摩 " 祀 神 っ 人 に 的 中 " で お る て 
衆 客 を     
七 永 の 寺院 ｜丑 山内 災 と 言い 密 れず の強 信仰 系の 即身 けの 一 も 

目 礼 氏 も 寅 で し 得 教 、 い 習 聖 成 習 山 の 

な し 煩 ま 月 @ て よ の 早 こ 俗 職 低 俗 の 境   
し る を   
官 僧 院 忌 若 祖 従 る 凶 特 の あ 想 な を も 

日 倍 尺 適 法 神 っ 加 作 色 上 る が わ 受 ち 

間 を し 

の 伝 て 
別 灯 菩 
火 大 捷   
清 河 を が め 招 降 頼 れ   て 入 ら ぬ が や 
進 闇 証 
打 製 せ 見 らくと 多福のりる 山 " こ厄 焚 き た行て " れ 別で定 欠 きめ 
を と ん 
美 称 が   
施 す 為 
し る で の願の祀 も 法歓ら福 招多除は聖こ いし " " と女。 " とた 郷 
た 。 あ 、 要 言 れ ・ 厳 橿 大 修 。 人 村 
の 一 る 私示   
で 山 と   ま ｜ 

あ 手 さ 招 施 
る 院 れ 
が め る   行者 

殺生 

林木 

考 ま 弁 の 希 境 ん あ ど 
の装 

断 
こ祀法 、 祭 。 え た 財 中 米 の と る 見 の 

れ に 灯 に 民 夫 に す 中 す と ら 束、 聖 
は な ・ 結 間 な 、 る で る 思 れ 
  

地 
ぃ 法 び で ど 農 額 堂 の わ る 道 で 

般 て 脈 つ む 、 雑 念 活 は れ が 者 あ く 「 諸 神 の し る の を 承 の人 も 、 も お 病   強 な 人 。 こ 日日 日 

り、 

43  (<9l) 
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支 お 
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の で 見 に 

  
本来 によ 

でよ あ び がさ 同れ                                     
  

つ 国 
て 民 
検 の 
計 上   
す 層   
る 階 
と 級 
  の 

古 保 
く 護 
か に 
ら よ 
広 つ 
い て 

地 維 
城 持   

て れ 仏 を あ 者 嫌 落 な 
発展 亘 に お て が は る は い の っ 
つ し 
て て 

多 き 
て仏 り、 いる 合祀 じめ 参加 、東 契約 

し 繁 さ と す 北 講   
く た か 明 れ し る 各 に 菩 
の の も 神 、 て 
帰 で 

こ 地 お 薩 
こ の 陸 東 と の い に 

依 あ 
信 る 奉仕 各地 れるの 本地仏 輿国分 北 がで 材々 人 て き で を す 者が た @ 、 こ が 寺 の 

ち 東 
な 若 侍 ろ 

と 十 の 一 か 者 に こ 
@C  Ⅱ ヒ は ・一 言者 山 
よ 地 

っ 細 大 と 

、 面 記 寺 た な 切 が 
つ 方 民 観 録 院 
て @c 

の ど に 肝 
間 昔 を 内 て に す 要 

民 
俗 東 
芸 北 
能 地 

方 を、 に 
一 お O 
口 」 ⅠⅠ 

  

総 て 一 

  
と を と 

形成し民俗 なって せ 

  
の で 承 
が は 
通   

倒 生 
で 妻 
あ 年 

り中 ヰ メ 一行 

本 草 
田 の 
安 例 
次 大 
博 祭 
士 に も 
日吉 図く 
録 よ 
日 り 

本 伝 
の 承 
民 さ 

俗 れ 
芸 て 
能 き 

ヒ ナ こ Ⅰ 

の 古 
中 太 
で 豊 
  ヌ 5% 

毛 な 



 
 

院
の
間
に
は
関
連
性
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
 の
別
上
 に
し
て
殺
生
禁
断
の
 

捷
地
 と
さ
れ
、
一
山
本
 倶
 と
い
う
こ
と
が
原
則
と
な
っ
 て
い
た
。
従
っ
て
変
遷
に
も
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
が
 

 
 

 
 

崎
 
寺
院
の
共
通
の
変
遷
と
し
て
は
、
外
的
に
は
、
室
町
 末

期
よ
り
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
山
内
統
合
と
、
明
治
 維
新
の
神
仏
分
離
・
寺
領
有
 

 
 

 
 

 
 

し
 上
げ
に
よ
る
一
山
寺
院
の
崩
壊
が
あ
げ
ら
れ
、
内
的
 に
は
、
近
世
以
降
に
お
け
る
山
内
の
天
台
・
真
言
南
宗
 を
 め
ぐ
っ
て
の
宗
派
争
い
 

わ
が
国
に
お
け
 

寺
 と
高
野
山
金
剛
 

た
ち
が
、
密
教
 弘
 る

 密
教
寺
院
の
典
型
と
し
て
の
一
山
寺
院
は
、
平
安
 初
 期
 に
伝
教
，
弘
法
両
大
師
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
比
叡
山
 延
暦
 

峯
 寺
と
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
と
も
に
密
教
修
学
 の
中
心
道
場
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
で
修
業
を
積
ん
だ
 聖
 職
者
 

通
 の
た
め
各
地
に
進
出
し
、
東
北
地
方
に
お
い
て
も
 平
 安
中
期
頃
か
ら
一
山
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
。
 

越
 与
一
山
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
延
年
に
つ
い
て
述
べ
 て
い
る
が
、
こ
の
吉
美
祭
式
の
延
年
は
、
一
山
総
鎮
守
 摩
 多
羅
神
の
祭
礼
で
あ
る
 

「
常
行
三
昧
 供
 秘
法
 御
 祈
祷
大
法
ム
ヰ
七
）
の
一
貫
と
し
て
、
 

常
行
三
昧
 供
 秘
法
（
別
火
精
進
行
）
と
修
法
の
終
了
後
 

一
山
の
衆
徒
が
主
体
 

と
な
り
、
夜
を
徹
し
て
舞
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

そ
の
ほ
か
 箆
峰
 幸
一
山
鎮
守
白
山
権
現
の
神
事
と
し
て
 行
 な
わ
れ
る
正
月
 廿
 五
日
の
御
弓
始
の
神
事
、
中
尊
寺
 一
 山
 鎮
守
白
山
 宮
 お
よ
 

び
勝
 大
寺
の
延
年
、
寒
河
江
市
 平
 塩
の
熊
野
神
社
の
舞
 楽
 、
 瑞
 宝
山
慈
恩
寺
の
舞
楽
、
陸
奥
国
分
寺
一
山
で
行
な
 わ
れ
た
舞
楽
、
神
楽
、
 

巫
女
舞
、
流
鏑
馬
や
南
陽
市
宮
内
の
「
熊
野
大
社
の
舞
 楽
や
師
子
 

，
 
Z
 
 舞
 」
な
ど
、
 

（
 
3
-
5
 
 づ
れ
も
そ
の
好
例
で
あ
り
、
 周
 辺

地
域
の
老
若
男
女
 か
 

ら
平
塩
の
 「
ド
ン
ド
カ
ッ
カ
」
と
か
慈
恩
寺
の
「
 オ
ヒ
 ヤ
 ラ
ド
ン
ガ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
の
で
 あ
っ
て
 、
り
ク
り
ヱ
｜
 

シ
，
ン
 施
設
の
少
な
か
っ
た
地
方
の
人
々
に
、
慰
安
を
与
 え
る
と
と
も
に
芸
能
へ
の
関
心
を
育
成
し
て
き
た
点
で
 は
、
 大
き
な
影
響
が
あ
 

っ
 た
も
の
と
言
え
よ
う
。
 

一
 
Ⅰ
む
す
び
 



こ
れ
ら
の
一
山
寺
院
を
概
観
す
る
と
、
そ
こ
に
は
共
通
の
 特
色
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
応
の
規
定
 ｜
 作
業
仮
設
 的
 規
定
１
も
可
能
と
 

な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
規
定
に
該
当
す
る
一
山
寺
院
を
 、
 組
織
・
構
成
・
主
要
年
中
行
事
，
保
護
者
と
信
者
・
 民
 間
 信
仰
と
の
関
係
お
よ
 

び
 民
俗
芸
能
の
伝
承
な
ど
の
観
点
に
立
っ
て
、
考
察
し
 た
 結
果
を
ま
と
め
て
見
た
の
で
あ
る
。
試
論
と
も
三
口
う
べ
 

き
も
の
で
あ
る
が
、
 
こ
 

れ
を
基
盤
と
し
て
、
さ
ら
に
筋
の
通
っ
た
も
の
に
仕
上
 げ
て
見
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。
 

註
 （

 1
 ）
校
長
 石
慶
著
コ
 密
教
の
相
承
者
 ｜
 そ
の
行
動
と
思
想
 ヒ
 
一
六
頁
参
照
 

（
 2
 ）
 
松
 最
有
 慶
著
 
㍉
密
教
の
歴
史
」
一
八
一
頁
 

（
 
3
 ）
豊
田
武
 稿
 
「
東
北
中
世
の
修
験
道
と
そ
の
史
料
」
弓
束
 上
文
化
研
究
室
紀
要
 L
 第
四
集
所
収
）
八
頁
 

（
 4
 ）
月
光
善
弘
 稿
 
「
中
尊
寺
一
山
の
組
織
と
変
遷
「
谷
山
形
 女
子
短
期
大
学
紀
要
 b
 第
三
集
所
収
）
三
七
頁
 

（
 5
 ）
 
-
.
 
栗
原
郡
三
道
小
過
 村
楽
峯
山
 
菩
提
院
 勝
 大
寺
喜
田
」
（
 コ
 宮
城
県
吏
 J
 お
 
Ⅰ
資
料
篇
 

3
U
 

五
九
一
１
人
 

0
 二
頁
参
照
）
 

（
 6
 ）
岩
手
県
教
育
委
員
会
編
集
「
奥
州
平
泉
文
書
 
L
 五
頁
 

（
 7
 ）
月
光
善
弘
 稿
 
「
毛
越
寺
一
山
の
組
織
・
変
遷
お
よ
 

ぴ
平
 泉
地
域
と
修
験
 ｜
 密
教
 ｜
 と
の
関
係
」
谷
山
形
女
子
短
期
大
学
 紀
要
 L
 第
四
集
所
収
）
 

セ
 二
頁
 

（
 8
 ）
月
光
善
弘
 
稿
 
「
慈
恩
寺
開
創
と
葉
山
信
仰
」
 

台
 東
北
大
 学
 東
北
文
化
研
究
室
紀
要
 L
 第
三
集
所
収
）
 

一
 0
 四
・
一
 0
 五
 頁
 参
照
 

（
 9
 ）
月
光
善
弘
 稿
 
「
密
教
系
寺
院
と
村
落
生
活
」
（
和
歌
森
 

大
 郎
 編
コ
陸
前
北
部
の
民
俗
 し
 所
収
）
三
七
五
頁
 

（
 騰
 ）
佐
藤
宏
一
橋
「
名
取
市
新
宮
寺
 
文
珠
堂
 所
蔵
一
切
経
に
 つ
い
て
」
 宍
 歴
史
 口
 第
二
十
五
 
%
 四
一
 ｜
 四
九
頁
）
 

（
Ⅱ
）
月
光
善
弘
積
一
 
1
 東
北
に
お
け
る
一
山
寺
院
と
高
野
山
 組
 織
 と
の
関
連
性
」
 
宍
 宗
教
研
究
 
L
 
一
九
 0
 与
一
九
二
・
一
九
三
 貝
 ）
・
参
照
 

（
 は
 ）
「
建
武
元
年
八
月
日
大
衆
訴
状
」
 閂
 奥
州
平
泉
 文
 ま
目
」
 二
 一
八
 ｜
 四
三
頁
）
参
照
 

（
は
）
㍉
奥
州
平
泉
文
書
ヒ
大
セ
 

ー
 六
九
頁
 

（
Ⅱ
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
出
羽
三
山
を
め
ぐ
る
真
言
・
天
台
南
宗
 の
 争
い
」
 
宍
 宗
教
研
究
 L
 
一
六
六
号
二
九
・
三
 
0
 頁
 ）
参
照
 

（
 巧
 ）
 
松
 長
石
優
者
「
密
教
の
歴
史
 ヒ
 
一
八
九
頁
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が
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摘
さ
れ
る
。
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（
㎎
）
戸
川
女
童
 稿
一
 。
羽
黒
山
の
峰
中
に
お
け
る
死
と
再
生
の
 
儀
礼
」
台
東
北
民
俗
 L
 第
一
揖
所
収
）
四
九
頁
 

（
 
け
 ）
佐
和
陵
所
 
著
 コ
密
教
の
美
術
ヒ
一
二
三
頁
参
照
 

（
 
毬
 ）
 
松
 長
石
 慶
著
 コ
密
教
の
歴
史
 ヒ
 一
八
三
頁
参
照
 

右
 L
 一
五
七
頁
 

右
刊
同
 

（
㎎
）
 同
 

（
 
初
 ）
本
田
安
次
善
ロ
図
録
日
本
の
民
俗
芸
能
 
L
 二
九
頁
 

（
 
れ
 ）
岸
本
 英
 大
著
㍉
宗
教
学
 L
 一
セ
 頁
 

（
 
羽
 ）
同
望
月
仏
教
大
辞
典
 L
3
 

二
四
九
九
頁
 

（
㌍
）
景
山
春
樹
 著
 Ⅰ
比
叡
山
口
一
 0
 三
頁
 

右
コ
 同
 
右
し
 一
 0
 五
頁
 

（
 
拐
 ）
 
同
 

右
ロ
岡
君
 ロ
一
 0
 四
・
一
 0
 五
頁
 参
昭
 

（
 
乃
 ）
 
同
 

（
。
 

0
 ）
宮
内
文
化
研
究
会
編
 
コ
 宮
内
の
文
化
財
 し
 六
頁
 

（
㌘
）
 司
 望
月
仏
教
大
辞
典
 ヒ
 1
 戒
腹
 の
 項
 
（
 四
 0
 一
・
四
 0
 一
 
一
頁
）
に
、
「
 
又
戒
鱒
に
 作
り
、
或
は
腹
、
法
 萌
 、
真
薦
、
生
頭
 と
も
 称
す
 。
即
ち
具
足
 

戒
を
受
け
た
る
以
後
の
法
 蔵
を
云
ふ
 。
（
後
略
）
。
」
と
記
さ
れ
て
 

 
 

（
 
然
 ）
和
田
昭
夫
 稿
 「
中
世
高
野
山
教
団
の
組
織
と
伝
道
」
（
 
日
 本
 宗
教
史
研
究
会
編
「
日
本
宗
教
史
研
究
 ヒ
 1
 組
織
と
伝
道
）
 -
 
八
七
頁
 

（
 
四
 ）
和
田
昭
夫
 
稿
 「
中
世
高
野
山
の
僧
侶
集
会
制
度
」
台
密
 
散
文
化
し
第
四
十
五
・
四
十
六
合
併
 号
 所
収
）
四
一
頁
参
照
 

（
 
総
 ）
景
山
春
樹
 
著
 日
比
叡
山
口
一
六
七
 ｜
一
セ
 二
頁
参
照
 

（
 
紬
 ）
大
山
金
 淳
著
 「
 一
 
@
 
ロ
 野
山
口
 一
 0
 頁
 参
照
 

（
㏄
）
五
来
車
 著
 「
高
野
聖
ヒ
二
九
頁
 

 
 

 
 

有
コ
国
吉
 ロ
 六
一
頁
 

の
 

（
㏄
）
 同
 

 
 

一
頁
 

 
 

術
口
 第
八
巻
）
一
九
・
二
 0
 頁
 参
照
 

（
㏄
）
月
光
善
弘
 稿
 「
毛
越
寺
一
山
の
組
織
・
変
遷
 お
ょ
ぴ
平
 泉
地
域
と
修
験
 ｜
 密
教
と
の
関
係
」
七
六
 ｜
セ
 九
頁
参
照
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（
㏄
）
 
同
 

右
 
㍉
国
吉
ヒ
五
六
，
 
六
 0
 頁
 参
照
 

 
  

 

（
 
弗
 
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
 陸
 夷
国
分
寺
一
山
の
組
織
・
変
遷
 と
民
 間
 信
仰
お
よ
び
芸
能
と
の
関
係
」
谷
山
形
女
子
短
期
大
学
紀
要
 L
 
第
五
集
所
収
）
六
七
 

 
 

・
六
八
頁
参
照
 

 
 
 
 
 
 

（
 
何
 
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
毛
越
寺
一
山
の
組
織
・
変
遷
お
よ
び
 

平
 泉
地
域
と
修
験
 ｜
 密
教
 ｜
 と
の
関
係
」
（
前
掲
）
六
三
頁
参
照
 

（
 
乾
 ）
景
山
春
樹
 著
 
コ
比
叡
山
 L
 
八
八
頁
に
 、
 「
（
前
略
）
 
法
儀
 
は
 論
議
と
い
う
形
で
お
こ
た
わ
れ
、
そ
れ
を
お
こ
な
 う
 学
生
を
 

  

 
 

判
定
す
る
学
僧
を
探
題
と
よ
ぶ
。
論
議
に
す
ぐ
れ
た
学
説
を
出
 し
た
学
生
に
は
、
将
来
の
出
世
が
予
約
さ
れ
、
 

ぶ
 じ
に
探
題
の
 
大
任
を
は
た
し
た
 

長
老
に
は
、
将
来
の
天
ム
コ
座
主
へ
の
資
格
が
認
め
ら
れ
る
の
で
 

一
山
一
宗
を
あ
げ
て
の
重
要
な
法
 儀
 と
な
っ
て
い
る
。
」
と
 
記
 
-
 さ
れ
て
い
る
。
 

（
 
趙
 ）
月
光
善
弘
 
稿
 
「
陸
奥
国
分
寺
一
山
の
組
織
・
変
遷
 と
民
 間
 信
仰
お
よ
び
芸
能
と
の
関
係
」
（
前
掲
）
一
一
・
四
・
一
一
五
頁
 

参
照
。
 

（
 
典
 
）
景
山
羊
 樹
 善
司
比
叡
山
ヒ
三
六
頁
 

（
 
蝸
 
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
密
教
と
念
仏
 行
 」
 閂
 宗
教
研
究
 L
 
一
九
 
四
号
一
四
四
 
｜
 
一
四
六
頁
）
参
照
 

（
 
ぬ
 
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
東
北
に
お
け
る
白
山
信
仰
に
つ
い
て
」
 

（
「
宗
教
研
究
 
L
 
一
七
七
号
 九
セ
 
・
九
八
頁
）
参
照
 

（
が
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
東
北
に
お
け
る
 
オ
 
シ
ラ
信
仰
と
歓
喜
天
 と
の
類
似
性
」
 
宍
 日
本
民
俗
学
会
報
 ヒ
舘
 
一
 二
｜
 一
七
頁
）
 
参
 照
 

（
 
邱
 
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
福
田
に
つ
い
て
 
｜
 東
北
地
方
を
中
心
と
 し
て
 ｜
 」
 貧
 日
本
民
俗
学
会
報
 J
 ㏄
 四
 0
 ｜
 四
四
頁
）
 

参
昭
 

（
㎎
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
密
教
系
寺
院
と
村
落
生
活
」
（
前
掲
）
 

二
 一
セ
 九
頁
参
照
 

（
㏄
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
陸
奥
国
分
寺
一
山
の
組
織
・
変
遷
 

と
民
 間
 信
仰
お
よ
び
芸
能
と
の
関
係
」
（
前
掲
）
一
 

二
 セ
 ー
 
一
四
 0
 頁
 参
照
 

（
 
コ
 ）
月
光
善
弘
 稿
 
「
 河
 江
市
手
塩
の
熊
野
神
社
」
谷
山
形
 女
 手
短
期
大
学
紀
要
 ヒ
 第
一
集
所
収
）
一
五
一
頁
参
照
 

（
 
駝
 
）
月
光
善
弘
 稿
 
「
毛
越
寺
一
山
の
組
織
・
変
遷
お
よ
び
 

平
 泉
地
域
と
修
験
 ｜
 密
教
 ｜
 と
の
関
係
」
九
三
 
｜
一
 
0
0
 
頁
 参
照
 

（
㏄
）
宮
内
文
化
史
研
究
会
編
 コ
 宮
内
町
の
文
化
財
 L
 
一
一
 ｜
 一
七
頁
参
照
 



伝
教
大
師
最
澄
は
 
、
 人
も
知
る
日
本
に
お
け
る
天
台
 
法
 華
 宗
の
祖
で
あ
る
。
あ
た
か
も
平
安
時
代
初
期
に
あ
っ
て
 

、
伝
来
以
来
、
僧
尼
 

を
 度
し
、
寺
塔
を
慶
し
、
宗
を
わ
か
ち
、
戒
行
を
調
え
 

つ
 っ
も
、
な
お
機
能
面
に
お
い
て
精
彩
を
欠
く
傾
向
に
あ
 

っ
た
 仏
教
の
、
そ
の
 
存
 

在
 意
義
を
、
真
言
宗
祖
弘
法
大
師
空
海
と
も
ど
も
、
 

改
 草
 し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
最
澄
の
行
業
の
讃
え
ら
れ
る
 

と
こ
ろ
が
あ
る
。
 

最
澄
に
関
す
る
研
究
は
、
第
一
に
、
最
澄
が
以
後
の
日
 

本
仏
教
の
特
色
と
な
る
、
大
乗
、
一
乗
の
本
旨
を
、
は
じ
 

め
て
宣
揚
し
た
こ
と
 

第
二
に
、
具
体
的
に
鎌
倉
時
代
新
仏
教
各
宗
祖
の
多
く
 

が
 、
比
叡
山
人
ム
ロ
宗
教
団
を
足
が
か
り
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
 

れ
新
 宗
を
提
唱
し
た
と
 

い
う
因
縁
に
よ
っ
て
 
、
 広
い
範
囲
、
多
彩
な
角
度
か
ら
、
 

進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
近
時
、
天
台
宗
が
、
宗
祖
 

大
 師
 千
百
五
十
年
遠
忌
に
 

 
 

離
 
際
し
て
編
ん
だ
論
文
集
、
「
伝
教
大
師
研
究
」
一
巻
 

に
 、
仏
教
学
、
東
洋
学
、
日
本
史
学
、
国
文
学
等
の
学
 

人
 に
よ
る
、
 セ
 十
二
篇
に
お
 

r
 

 
 

最
澄
研
究
の
水
準
を
示
す
と
と
も
に
、
研
究
者
の
幅
の
 

広
さ
を
も
示
す
も
の
と
す
る
  

 
 
 
 
 

最
澄
の
業
績
は
、
機
能
す
る
仏
教
の
確
立
に
中
心
伝
か
ら
す
る
最
澄
の
仏
教
の
基
盤
が
、
解
明
さ
れ
つ
く
 

麸
 

 
 

 
 

  

木
内
 

央 

伝
教
大
師
最
澄
と
「
唐
制
」
 



が
 、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
 

さ
 ち
に
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
五
月
二
十
一
日
付
の
 、
 請
 先
帝
御
願
人
ム
ロ
年
分
度
者
陣
法
華
経
石
菩
薩
出
家
表
 

 
 

（
 
5
 ）
 

に
 
「
暦
表
」
と
出
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
唐
の
玄
英
三
 蔵
の
上
表
に
対
す
る
所
制
に
み
え
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
  
 

（
つ
 

3
 
）
 

が
 
「
 代
 京
胡
 贈
 司
空
大
弁
正
応
答
三
蔵
和
上
表
制
 集
 b
 
（
不
空
 表
制
集
 ）
に
載
せ
る
、
不
空
三
蔵
の
上
表
に
も
と
 づ
く
 所
 制
で
あ
る
こ
と
 

一
向
大
乗
を
標
 傍
 し
た
最
澄
が
 、
 唐
の
新
制
に
よ
っ
て
 立
 て
る
と
こ
ろ
は
、
文
殊
上
座
、
止
観
・
遮
那
商
業
設
置
 で
あ
り
、
僧
籍
を
立
 

て
 ず
し
て
出
家
せ
し
め
る
等
の
、
一
向
大
乗
教
団
の
木
 質
 に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
に
引
く
と
こ
ろ
の
 唐
 制
を
検
す
る
と
、
そ
れ
 

と
反
論
し
て
い
る
。
（
 

2
 
）
 

研
究
も
、
な
お
法
制
史
的
研
究
も
か
な
り
詳
細
に
進
め
 ，
 
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
各
部
面
を
綜
合
し
た
、
 最
澄
の
構
想
全
体
を
傭
 

撤
す
る
視
座
は
、
い
ま
だ
 担
 え
ら
れ
て
い
な
い
。
 

最
澄
一
代
の
構
想
を
窺
う
こ
と
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
 り
 、
浅
学
の
よ
く
な
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
そ
の
 ひ
と
つ
の
手
が
か
り
 

を
 得
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
 

最
澄
の
一
生
に
お
い
て
の
エ
ポ
ッ
ク
を
画
す
る
と
こ
ろ
 は
 、
比
叡
山
入
山
で
あ
り
、
天
台
宗
開
創
で
あ
り
、
い
わ
 ゆ
る
山
家
学
生
式
 三
 

式
の
上
表
と
大
乗
戒
建
立
の
発
願
で
あ
り
、
大
乗
戒
 建
 立
 を
め
ぐ
る
南
都
諸
宗
と
の
抗
争
と
で
あ
る
。
と
く
に
 最
 澄
の
業
績
を
特
色
づ
け
 

る
 点
か
ら
い
え
ば
、
山
家
学
生
式
以
後
の
、
天
台
宗
教
 団
の
機
能
発
揚
へ
の
構
想
が
注
目
さ
れ
る
。
 

大
乗
戒
建
立
を
め
ざ
し
て
、
南
都
僧
綱
か
ら
の
批
判
に
 駁
し
て
 著
 わ
さ
れ
た
「
顕
戒
論
 ヒ
 で
は
、
山
家
学
生
式
 所
 制
の
条
々
の
拠
り
ど
 

こ
ろ
を
、
多
く
唐
制
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
 そ
し
て
、
僧
綱
が
、
最
澄
は
唐
の
辺
 州
 の
み
を
み
て
 還
 り
 来
り
、
ひ
ろ
く
唐
の
 

全
域
を
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
 所
 舌
口
は
信
 
屈
 し
が
た
い
と
奏
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
 

輪
目
、
最
澄
同
店
。
雛
本
 巡
 天
下
諸
手
食
堂
、
 已
 見
一
隅
 。
 亦
得
 新
制
。
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伝教大師最澄と「 

開一開一 

  
唐 唐 
真 白 
名 山 
山 女 
家 百 
下 僧 
数 等 
府 度 
官 人 
明 抽 
拠 僧 
五 明 
十 拠 
一 四 

十 
五 

大 大 広 大 
暦 暦 梅 暦 
3 2 2 2   
6@ 10@ 10@ 3   
13@ 13@ 19@ 26 

"'":  "'"   
掃漉先誕 ｜ 国度日 請度 帝 

師 僧 セ 
竜 王 僧 
門 人 祠 
塔 制 部 
所   
Ⅰ 曽 牒 
  

劃
 0
 「
顕
戒
論
 

L
 
巻
下
 

開
示
大
唐
護
国
 念
諦
 護
国
転
経
 明
拠
 三
十
五
 

 
 

一
大
層
 

9
.
6
.
6
 
 

請
於
 典
書
 当
院
 両
道
場
 
各
置
持
 
請
僧
 制
 

こ
こ
に
と
り
出
さ
れ
た
二
つ
の
唐
制
は
、
の
ち
に
詳
述
す
 る
よ
う
に
、
上
述
の
件
に
つ
い
て
の
み
証
権
と
さ
れ
る
 ば
か
り
で
な
く
、
 実
 

に
 最
澄
の
構
想
に
か
か
わ
る
非
常
に
多
く
の
部
分
に
関
連
 を
も
ち
、
最
澄
の
め
ざ
し
た
機
能
す
る
仏
教
の
姿
勢
、
 性
格
を
も
規
定
し
て
い
 

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
順
次
検
討
 を
 加
え
て
い
っ
て
み
よ
う
。
 

一
 

最
澄
に
お
け
る
向
不
空
 表
制
 巣
口
の
引
用
に
つ
い
て
み
 る
と
、
左
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
 

「
不
空
 表
制
集
ヒ
 

0
 
「
顕
戒
論
 L
 巻
中
 

天
暦
 

4
.
 

ぱ
 ・
 り
 
天
下
食
堂
車
置
文
殊
上
座
制
 

開
示
大
唐
文
殊
上
座
新
制
 明
拠
 十
六
 

天
暦
 

6
.
 

㏄
・
は
三
朝
所
観
経
 請
 入
目
録
流
行
 表
 

天
暦
 

4
.
 

は
・
 

め
 
先
山
 制
 

開
示
前
入
唐
留
学
僧
不
言
上
座
 明
拠
十
セ
 

天
暦
 

4
.
 

は
・
㎎
先
山
 制
 

開
示
 見
庸
 一
隅
 知
 天
下
上
座
 明
拠
 十
八
 

天
暦
 2
.
3
.
 
篆
 
講
会
山
王
手
産
火
拙
僧
 制
 

開
示
大
唐
ム
ロ
山
金
閣
等
五
手
掌
 
転
 大
乗
 明
拠
 三
十
四
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宗
 皇
帝
が
勅
答
し
た
例
を
も
っ
て
、
僧
綱
を
し
て
日
本
に
 
i
c
 

入
唐
僧
が
文
殊
上
座
を
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
 
i
c
 

の
国
を
経
歴
し
な
が
ら
み
お
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
 か
 

一
隅
を
み
て
、
こ
の
新
制
を
得
て
き
た
の
で
あ
る
と
、
 そ
 

つ
づ
い
て
、
「
顕
戒
論
 ヒ
の
 三
十
四
、
三
十
五
の
明
 拠
 

さ
し
く
 天
 ム
ロ
法
華
宗
の
学
生
と
、
そ
の
大
乗
戒
受
戒
の
 
主
 

山
修
 小
学
の
天
台
法
華
宗
年
分
度
者
の
学
業
で
あ
る
。
 遮
 お

け
る
文
殊
上
座
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
迫
る
の
で
あ
る
。
 か
つ
、
こ
れ
ま
で
の
 

大
 暦
 四
年
（
七
六
九
）
の
新
制
で
あ
り
、
永
代
 恒
式
と
 し
た
文
殊
上
座
を
 、
彼
 

え
っ
て
責
は
そ
れ
ら
入
唐
僧
に
あ
る
と
い
い
、
最
澄
み
 ず
か
ら
は
、
た
だ
唐
の
 

の
 意
義
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

@
.
.
,
 

l
l
 

）
 

は
、
天
 ム
ロ
法
華
宗
年
分
度
者
 回
 小
向
 大
 式
の
第
四
条
、
仏
 受
戒
に
関
し
て
、
 
ま
 

張
 る
 、
梵
網
経
、
 
観
 普
賢
菩
薩
行
法
 経
 等
を
証
権
と
し
 て
お
し
進
め
、
こ
こ
に
 

 
 

す
な
ね
 ち
、
金
閣
寺
 

殊
 上
座
に
は
証
が
な
い
、
と
す
る
の
に
反
論
し
て
、
 

古
 彼
 の
 伝
 、
梵
網
経
 
古
 述
語
、
文
殊
 
師
 刺
股
 浬
盤
 経
と
列
ね
 、
こ
こ
に
「
不
空
 

表
制
 

美
 し
巻
二
所
収
の
天
下
食
堂
中
に
文
殊
上
座
を
置
く
新
 

制
を
牒
す
る
の
で
あ
る
。
（
 

0
 
1
 
 

）
 

そ
し
て
天
竺
の
三
蔵
、
す
な
わ
 

ち
 不
空
が
上
表
し
、
 

代
 

同
 大
乗
寺
は
文
殊
菩
薩
を
上
座
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
 

主
張
に
対
し
て
、
僧
綱
が
、
賓
頭
盧
上
座
に
は
仏
記
の
証
 

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
 
文
 

「
顕
戒
論
白
の
明
 

拠
 十
六
乃
至
十
八
は
、
文
殊
上
座
制
に
 

 
 

九
）
三
月
十
五
日
付
 

の
、
天
 
ム
ロ
法
華
宗
年
分
度
者
回
心
同
大
も
 

ぷ
 、
仏
寺
、
仏
 

手
上
座
、
仏
戒
、
 
仏
 受
戒
に
わ
た
る
四
条
の
う
ち
、
 

仏
 手
上
座
に
つ
い
て
、
 
一
 

な
 面
で
行
っ
た
か
を
一
瞥
し
て
み
よ
う
。
 

 
 

で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
 門
 不
空
 表
制
集
 L
 の
引
用
を
 、
最
澄
が
ど
の
よ
う
 

（
 
7
.
 

）
 

0
 弘
仁
Ⅱ
・
 

2
.
N
 
 

手
元
興
寺
 

護
命
 大
僧
都
書
 

「
唐
制
」
と
い
う
こ
と
ば
が
出
る
 

 
 

O 

内 胎蔵 ㍉ 
金 証 
剛 ィム 

両 法 
員 相 

節 羅 承 祭 
相 師 
球 面 
師 旅 
師 譜 
血 』 
脈 
封仁   

    
      大 
蔵 暦 
和 3 
上 
当 Ⅰ 0 
院 
碑 13 

  

ぬ降 

誕 

日 

良一   

一 迫田 イ｜ 

ル市Ⅲ l 
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伝教大師最澄と「唐制」 

等
に
お
け
る
大
乗
経
典
転
読
の
所
帯
 

力
，
 

・
・
 、
 

U
 
（
 
i
 
 

2
 
ぅ
、
 

）
 護
国
を
目
的
 
と
し
て
行
わ
れ
、
か
っ
余
話
、
転
経
が
「
 

衛
 国
の
良
将
 
し
 で
あ
る
と
結
論
し
 

、
こ
 

う
し
た
唐
の
所
制
に
類
同
す
る
 

天
 ム
ロ
法
華
宗
年
分
度
者
 

0
 面
 業
は
 、
一
乗
の
仏
戒
を
相
続
し
、
菩
薩
僧
を
山
林
に
 

擁
す
る
こ
と
と
な
っ
て
 

た
と
え
ば
祈
雨
に
際
し
て
も
、
容
易
に
持
戒
の
八
徳
を
 

得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
、
国
を
護
る
は
た
ら
き
 

手
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
 

と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

ま
た
、
 コ
 
顕
戒
論
 
ヒ
の
 四
十
五
明
 
拠
 、
お
よ
び
、
五
十
 

 
 

ず
る
一
連
の
駁
論
の
 

（
 
れ
 
1
 
。
）
 

（
 
5
 
l
l
 

）
 

な
か
に
あ
っ
て
 

、
 唐
の
金
閣
寺
等
五
手
に
得
度
者
を
お
 

い
て
、
国
の
た
め
に
 

念
謂
 
、
転
経
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
 

新
制
を
用
い
、
日
本
に
 

お
い
て
も
山
中
に
人
を
度
し
て
、
国
の
た
め
に
余
話
、
 

転
 経
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
 

後
考
の
第
五
十
一
明
 

拠
は
、
天
 
ム
ロ
法
華
宗
教
団
を
 

、
僧
 
綱
 の
露
伴
か
ら
脱
却
せ
し
め
よ
う
と
は
か
る
、
も
っ
と
も
 

画
期
的
な
提
言
で
あ
 

（
 
6
 
@
 
）
 

り
 、
自
主
的
な
存
立
の
主
張
で
あ
る
。
と
く
に
四
条
に
 

わ
た
る
唐
制
を
用
い
て
、
唐
国
の
出
家
者
が
、
イ
ン
ド
 

以
 来
 の
な
ら
わ
し
に
し
た
 

が
っ
て
僧
籍
を
立
て
る
こ
と
な
く
、
お
の
お
の
行
持
 

綿
 密
 に
精
進
し
て
い
る
そ
の
実
を
採
っ
て
 

、
 僧
を
遇
し
て
い
 

る
 例
を
あ
げ
て
、
た
だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
 主
張
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

つ
づ
い
て
、
「
内
証
仏
法
相
承
飾
師
血
脈
 

譜
 」
に
お
け
る
 
引
用
は
、
最
澄
が
自
己
の
所
伝
の
密
教
を
、
胎
蔵
界
 

と
 金
剛
界
の
両
 

界
 に
わ
（
 

 
 
 
 

た
り
、
 
順
暁
阿
闇
 
梨
を
経
て
自
身
に
及
ぶ
と
い
う
系
譜
 

を
 立
て
る
に
際
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 



順
 暁
か
ら
最
澄
が
伝
え
た
密
教
は
、
い
わ
ぬ
る
三
種
 悉
 地
 真
言
を
中
心
と
し
、
三
十
 セ
尊
曇
奈
 羅
を
本
尊
と
し
た
 潅
頂
法
 で
あ
っ
た
と
う
 

か
が
わ
れ
、
三
種
悉
地
に
関
す
る
儀
軌
類
か
ら
推
し
て
、
 そ
れ
は
、
胎
蔵
界
、
金
剛
界
両
部
の
肝
要
を
採
っ
た
 一
 法
 で
あ
っ
た
と
考
え
る
 

れ
る
が
、
た
と
え
ば
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
末
の
空
海
 か
ら
の
両
部
 濯
頂
 受
法
等
に
よ
り
、
最
澄
自
身
が
、
 順
暁
 か
ら
受
け
た
密
教
が
 、
 

胎
蔵
界
、
金
剛
界
の
両
罪
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
 自
覚
し
、
こ
こ
に
そ
の
系
譜
を
建
て
て
、
他
の
法
門
に
 関
す
る
血
脈
と
と
も
に
 

「
叡
山
大
師
伝
 ヒ
が
 語
る
よ
 う
 に
、
「
顕
戒
論
 L
 と
あ
わ
 せ
て
 こ
れ
を
上
表
し
た
の
で
 あ
な
 
-
,
-
 

。
 す
な
 ね
 ち
、
「
 不
 空

表
制
集
 b
 は
こ
の
場
 

そ
し
て
、
（
㏄
）
つ
ぎ
に
「
内
証
仏
法
相
承
嗣
 

師
 血
脈
 譜
ヒ
 に
お
 け
る
、
三
蔵
和
上
 
当
院
 碑
の
引
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
 
る
 。
別
に
考
察
し
た
 

よ
う
に
、
先
年
、
大
阪
四
天
王
寺
で
発
見
さ
れ
た
 

順
暁
 阿
闇
梨
 印
信
が
語
る
と
お
り
、
唐
の
越
州
で
貞
元
二
十
一
 

年
 （
 
八
 0
 五
）
四
月
、
 

と
 次
第
す
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
金
剛
界
は
 

、
 

金
剛
界
 砒
盧
 遮
那
如
来
 ｜
 金
剛
鹿
垣
 ｜
 竜
猛
菩
薩
１
音
 智
阿
 開
架
 ｜
 金
剛
智
 阿
闇
梨
｜
 不
空
和
上
 ｜
順
暁
 

（
 
8
 
1
 ）
 

と
 次
第
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
金
剛
 

頂
 大
数
三
径
第
一
巻
 
と
 、
 司
 不
空
 表
制
集
ヒ
 第
六
巻
所
収
の
、
三
蔵
相
 

け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
 

㍉
顕
戒
論
 
L
 に
お
け
る
一
連
の
口
不
空
 
表
制
集
 L
 の
引
用
 は
 、
す
な
わ
ち
一
向
大
乗
寺
上
座
文
殊
の
制
 

、
 

役
割
り
、
天
台
法
華
宗
大
乗
菩
薩
 

僧
 の
 記
 籍
を
除
く
と
 い
っ
た
、
い
ず
れ
も
 
天
 ム
ロ
法
華
宗
存
立
の
基
本
に
か
 

し
た
も
の
で
、
こ
の
唐
制
を
も
っ
て
、
唐
国
現
行
の
制
 

度
 と
い
う
権
威
を
も
っ
て
、
僧
綱
の
批
判
を
つ
ぐ
 

ま
 

に
 行
わ
れ
て
い
る
。
 

阿
闇
梨
｜
 最
澄
 

（
 
9
 ）
 

土
圭
 院
 碑
を
用
い
て
系
統
 づ
 

止
観
・
遮
那
画
業
の
根
拠
と
 

か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
引
証
 

せ
よ
う
と
す
る
意
図
の
も
と
 

胎
蔵
 彙
奈
羅
砒
盧
 遮
那
如
来
 ｜
善
 
無
口
 

苧
 一
歳
１
１
 

大
師
１
１
一
行
大
師
１
１
 

義
林
 
順
暁
阿
闇
梨
｜
 

最
澄
 

澄
 

胎
蔵
界
に
関
し
て
は
、
大
日
経
第
一
巻
、
開
元
銀
、
 釈
 氏
要
 録
、
順
 暁
 和
上
付
法
記
を
用
い
て
、
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再
三
み
て
き
た
よ
 
う
 に
、
最
澄
が
、
こ
の
唐
制
に
触
れ
 

る
こ
と
の
で
き
た
時
点
は
、
最
澄
み
ず
か
ら
の
吐
露
す
る
 

と
こ
ろ
に
よ
れ
 
ば
、
 

入
唐
 時
 で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
、
（
 

2
 
2
 

）
 か
く
考
え
る
と
、
そ
こ
 
か
ら
将
来
し
た
唐
制
へ
の
理
解
は
、
帰
朝
直
後
の
天
台
 

法
 華
宗
 年
分
度
者
奏
請
に
 

は
じ
ま
ぁ
、
 
天
 ム
ロ
法
華
宗
開
創
と
経
営
に
実
を
結
ん
で
 

い
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
し
か
に
、
口
伝
教
大
 

師
 将
来
越
州
 録
ヒ
に
 は
 

-
4
 

2
 ）
 

万
棟
 歌
 一
巻
の
名
力
み
え
て
 

。
、
，
（
 

2
 
3
 

）
こ
れ
は
 司
 
不
空
 表
制
集
 L
 第
六
巻
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
、
 

登
刀
梯
 歌
序
 頚
謝
表
 等
温
首
の
う
ち
、
す
く
 

 
 

と
が
で
き
る
。
「
 
宋
 高
僧
伝
 目
 第
十
 セ
 養
護
法
篇
の
正
 
伝
 に
出
る
、
 
唐
 京
師
 章
 僧
寺
 

r
 

 
 

の
こ
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
 

登
 万
棟
の
 一
 件
は
 、
朝
野
に
著
明
な
出
来
 

暇
 
事
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
か
 
そ
 
い
ま
最
澄
将
来
 
0
 万
 棟
歌
を
、
 直
ち
に
「
不
空
 
表
制
集
ヒ
に
 
結
び
つ
け
 

  

が
を
要
す
る
。
「
不
空
泰
嗣
 集
ヒ
 0
 編
纂
は
、
 円
 照
に
 よ
っ
て
連
中
二
年
（
 
セ
八
こ
 
以
降
に
行
わ
れ
た
と
み
 
ら
れ
、
こ
の
資
力
梯
の
事
件
 

 
 
 
 

は
 、
大
層
三
年
（
 
セ
 六
八
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
 

あ
 る
い
は
 登
刀
 梯
の
件
は
、
こ
の
㍉
不
空
 
表
制
集
 L
 に
よ
 っ
て
普
及
す
る
と
こ
ろ
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制
集
 」
が
倉
蔵
し
て
い
る
と
し
て
、
最
澄
の
用
い
る
と
 こ
ろ
と
な
っ
た
と
。
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

そ
こ
に
は
、
律
令
以
来
も
っ
と
も
わ
が
国
が
模
範
と
し
 て
き
た
、
唐
の
制
度
と
い
う
権
威
と
、
空
海
の
帰
朝
に
よ
 っ
て
ま
す
ま
す
昂
揚
 
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
不
空
の
偉
大
性
と
い
，
 
三
一
面
で
、
当
代
の
ひ
と
び
と
を
 肯
ん
ぜ
 し
め
 ぅ
る
 説
得
 力
を
 、
こ
の
「
不
空
 表
 

そ
れ
は
た
だ
、
最
澄
自
身
の
権
威
主
義
的
発
想
と
い
う
 こ
と
で
片
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
意
味
を
含
ん
 

ろ
 、
僧
綱
を
代
表
と
す
る
他
者
に
対
し
て
、
 共
 許
す
る
 こ
と
の
で
き
る
根
拠
と
し
て
引
い
た
も
の
と
す
る
 で

お
り
、
い
う
な
れ
ば
、
む
し
 

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 

本 三一月 最澄 ロゲ 
が ） の 順 

、 で よ 院 
そ 指 ぅ 阿 
の 摘 に 闇 
機 さ み 梨 
籠 れ て 印 
す る く 信 
る よ れ に 
4 ム う ば 出 
数 に 、 な   
想、 し 暢 金 
の か 典 剛 
基 に 氏 界   
盤 に 『 不、 の 

ね 制 
に 集 
こ %@ 

唐 

所 密   
に月 を踏 の面 （大 

ま で 正 い 
え の 太 ら 

て み 学 れ 
い 、 研 て   
と が 要 の 
が こ で 

、 れ 第 あ 
ぅ を 五 る 

か 尊 十   
が 重 セ 
わ し 輯 
ね た 
る の 昭 
の で 和 
で は 四 
あ な 十   



か 分 あ 帰 
ら 学 る 朝 
の 生 。 後 
硬 式 そ そ 
命 に し の 

と は て 具 
す じ 、 体 
る ま 最 的 
綴 る 潜 な 
有色 -@  @ ま 帝 り 

す 達 、 文 
る の こ を 
ィム 学 の 入 
教 生 ょ 手 
の 式 ぅ し 
構 と に た 
想、 、 し い 

を 大 て と 
、 乗 空 海 

築 戒 海 望 
い 建 か し 
て 立 ち て 
い へ 『 い 
く の 不 た 
こ 百 空 で 
と 力 表 あ 
に な 制 る 
な 証 集 う 

っ 権 L 最 
た る を 澄 
と 字 借 の 
み に 用 お 
ら し す も 

れ て る ひ る の 僧 、 こ と を、 
で 綱 に う 

あ の よ か 
る 批 っ が   

@C 、 う 

対 弘 る 
す し ょ 
る 九 う 

論 年 に 

陣 の 考 
を 天 え 

られる 張り、 ムロ法華 

み 宗 の 
ず 年 で 

と
な
っ
た
と
も
推
定
で
き
る
。
こ
こ
に
、
最
澄
が
唐
に
 あ
っ
て
 、
 唐
の
新
制
を
得
た
と
公
言
す
る
と
こ
ろ
と
あ
わ
 せ
 考
え
る
と
、
あ
る
い
 

は
 、
こ
の
資
力
 梯
 歌
の
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
不
空
に
よ
 る
 新
制
も
施
行
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
唐
の
と
 く
 に
 越
州
に
お
い
て
、
 
最
 

澄
 が
か
く
し
て
唐
制
に
触
れ
得
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
 も
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

天
 ム
ロ
法
華
宗
年
分
度
者
二
人
の
学
業
は
、
現
存
文
書
等
 

を
み
る
と
、
延
暦
二
十
五
年
（
 八
 0
 六
）
一
月
二
十
六
日
 侍
の
、
 更
 加
法
華
宗
 

 
 

と
こ
ろ
で
、
最
澄
の
上
表
に
は
そ
の
明
記
が
な
い
。
し
か
 し
上
来
 考
察
し
て
き
た
 

こ
と
く
、
唐
の
越
州
に
お
い
て
最
澄
が
唐
制
に
接
す
る
こ
 と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
す
で
に
止
観
・
遮
那
画
業
 の
 設
置
は
、
最
澄
側
の
内
 

意
 と
し
て
申
達
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
最
澄
は
 他
宗
に
並
べ
 
天
 ム
ロ
法
華
宗
を
加
え
る
計
画
を
認
め
ら
れ
た
 

ば
か
り
で
な
く
、
後
代
 

ま
す
ま
す
展
開
し
て
、
用
畜
一
致
を
か
か
げ
る
 天
 ム
ロ
一
ぬ
 
不
の
性
格
づ
け
を
、
こ
こ
に
緒
に
つ
け
た
と
す
る
こ
と
も
 で
き
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
最
澄
が
具
体
的
に
「
不
空
 表
制
集
 L
 を
 用
 う
る
 U
 と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
同
四
 年
 
（
 
八
 0
 九
）
八
月
 

（
 
8
 
0
 
ヰ
 
）
 

二
十
四
日
付
の
空
海
宛
の
書
状
に
、
大
日
経
略
摂
食
 諦
随
 行
法
な
ど
十
二
部
の
法
門
の
借
用
を
請
 う
 た
な
か
に
、
 
大
唐
大
興
善
寺
大
弁
 正
 

大
広
哲
三
蔵
衰
容
碑
の
名
が
み
え
、
こ
の
折
に
空
海
 か
，
 ら
こ
の
書
を
借
用
し
た
こ
と
に
よ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
 る
 。
現
存
す
る
空
海
兎
 

書
状
の
う
ち
で
も
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
も
の
に
 載
 せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
か
え
っ
て
唐
に
あ
っ
て
 新
制
の
実
際
に
触
れ
、
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1
 
 進
 経
論
等
 
表
 

2
 
 進
 西
域
 記
表
 

 
 

r
 

簾
 
4
 
 太
宗
夫
皇
帝
 
報
 請
作
 経
序
 勅
書
 

暇
 
5
 
 課
太
宗
夫
皇
帝
勅
書
 

表
 

ぬ
 
6
 
 謝
絶
袈
裟
剃
刀
 
表
 

イ
 
一
 
ム
 7

 
 謝
 太
宗
夫
皇
帝
興
三
蔵
聖
教
序
 

表
 

（
表
題
）
 

O 

O
 

O 

上 
0 0 0 0 0 x 表 

記 

表
啓
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0@ A@ 0 
慈
恩
 伝
 

O
 

請
 菩
薩
出
家
表
に
 

唐
 表
芸
、
 制
情
狽
之
 通
牒
、
 繋
意
象
之
 奔
馳
、
若
木
 飲
 遊
山
中
、
不
可
成
就
 也
 。
 

と
引
く
、
 

@
 ）
こ
の
「
 唐
表
 」
な
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
み
 て

き
た
「
不
空
 表
制
集
ヒ
 で
は
な
く
、
 玄
 英
三
蔵
の
 

の
で
あ
る
。
 

玄
 突
の
上
表
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
 慧
 正
本
、
彦
 快
笹
 に
な
る
「
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
 ヒ
 
（
 
慈
 

（
 
1
 
り
 
Ⅰ
 
）
 

院
蔵
 奈
良
時
代
 写
の
 「
大
唐
三
蔵
 玄
 英
法
師
表
 啓
 」
（
 表
啓
 ）
一
巻
、
お
よ
び
、
 同
コ
表
啓
ヒ
の
 異
本
と
み
 

 
 

表
文
に
出
没
が
あ
る
の
で
、
そ
の
状
況
を
表
示
す
る
 上

表
文
中
に
見
出
さ
れ
る
も
 

（
 
0
 ）
 

恩
伝
 ）
千
巻
と
、
京
都
知
恩
 

ら
れ
る
「
 寺
 沙
門
立
 突
 上
表
 

と
 左
の
通
り
に
な
る
。
 

一 " 一 " 一 
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25@ 24@ 23@ 22@ 21@ 20@ 19@ 18@ 17@ 16@ 15@ 14@ 13@ 12@ 11@ 10@ 9@ 8 

太
宗
太
皇
帝
朝
衣
英
法
師
 謝
表
勅
吝
 

謝
述
聖
記
啓
 

皇
帝
 在
 春
宮
日
報
謝
玄
実
法
師
暦
書
 

太
宗
 文
 皇
帝
長
命
娑
羅
門
字
去
実
法
師
 書
 

女
装
法
師
詩
経
論
流
行
夫
 

謝
玄
英
法
師
東
宮
 書
述
 聖
詔
 啓
 

講
経
世
流
行
啓
 

皇
帝
 在
 春
宮
前
軍
六
門
経
皮
 題
 菩
薩
蔵
経
等
 謝
啓
 

玄
 英
法
師
 請
 附
記
 物
及
書
 征
西
域
 表
 

五
 @
 碁
客
 遇
寺
乃
以
 述
懐
 

進
 経
夫
 

請
取
梵
 本
表
 

皇
帝
 与
 衣
装
法
師
飛
白
書
十
八
字
 

説
得
一
切
経
 表
 

認
許
 製
 大
慈
恩
寺
碑
文
政
 得
 宰
相
助
訳
経
 表
 

調
停
大
慈
恩
寺
碑
文
豪
 

請
書
大
慈
恩
寺
碑
文
夫
 

認
許
嵩
大
慈
恩
寺
碑
文
義
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

x@ x@ x@ x@ x@ x@ x@ x@ x@ A@ 0 O O O
 

O
 

O
 

0@ 0 

O O
 

0@ A@ X   x x x x x Q x O 
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伝教大師最澄と「唐制」 

か 41@ 40@ 39@ 38@ 37@ 36@ 35@ 34@ 33@ 32@ 31@ 30@ 29@ 28@ 27@ 26 
の 右 
例の請 で表価 
あ に 製 
る お 大 

印し X 般若経。 て、 、 
は ム 序 

、 印 表 
譲 る 

当 付 
す し 

る た 
表 と 

文 こ 
る る 
火 は   
て そ   
6 円 
こ 容 O 
と に 
を お 
不 い 

す て   
と 交   
@ こ @ こ 

欠け 上 「 

表 る 

記 点 
0@,  が 
と る X 
表 6 
啓 と 

と か 
を   
比 一 
較 致 
し し 

て、 ， Ⅴ ィ 」 」 よ @ Ⅰ 

『， 表が 占 、 
啓 あ 
IL@  る 

が と 
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謝
 遠
大
慈
恩
寺
碑
文
 井
設
 九
部
 楽
表
 

請
 博
善
 洛
 法
師
等
重
出
家
表
 

%
 得
医
表
 

説
得
医
薬
 及
 勅
使
 問
 病
 衰
 

謝
 僧
尼
等
 停
 破
格
法
条
 表
 

謝
 旋
網
 井
 雑
物
 表
 

慶
 私
党
三
周
三
日
 表
 

慶
 弘
光
周
三
三
日
井
進
衣
鉢
錫
杖
 表
 

調
馬
弘
光
周
三
満
月
剃
髪
拝
塵
良
人
 表
 

慶
 弘
光
周
三
満
月
拝
進
法
服
等
 表
 

請
人
富
岳
 表
 

皇
帝
韻
文
英
法
師
請
人
富
岳
 表
 
勅
書
 

謝
勅
 重
日
 
表
 

法
師
 玄
 英
重
 請
 入
山
 表
 

説
得
入
山
 表
 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
 

O
 

 
 

 
 

 
 

O
 

 
 

O
 

 
 

O
 

 
 

O
 

 
 

O
 

 
 

O
 

 
 

O
 

 
 

O
 

 
 

O
 

 
 

 
 

 
 

O
 

 
 

 
 

 
 

 
 



照
文
実
法
師
 請
 附
記
 物
 友
喜
征
西
域
表
の
末
尾
よ
り
 六
 十
一
字
以
下
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
差
異
で
あ
 る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
 

 
  
 

直
ち
に
「
 表
啓
 L
 が
、
そ
れ
以
下
を
本
来
存
し
て
い
な
 か
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
く
に
、
こ
の
 托
の
表
文
の
途
中
か
ら
 

 
 

 
 

 
 

欠
け
て
い
る
こ
と
は
、
何
等
か
の
理
由
で
後
半
を
損
亡
 し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
 
3
 
3
 ）
 

い
ま
問
題
と
す
る
 請
 菩
薩
出
家
表
に
お
け
る
「
 唐
 表
し
は
 、
 右
の
う
ち
、
㏄
請
人
 崇
岳
表
 に
出
る
と
こ
ろ
で
あ
る
 。
こ
の
引
用
の
み
か
 

ら
は
、
最
澄
が
「
上
表
記
」
あ
る
い
は
「
 表
啓
 」
、
あ
る
 い
は
「
慈
恩
 伝
 」
の
い
ず
れ
に
依
っ
た
か
は
明
確
で
な
 ぃ
 。
現
存
す
る
口
上
表
 

記
 L
 は
小
泉
 策
 太
郎
氏
 蔵
 の
 唐
 時
代
写
本
で
あ
り
、
「
 表
啓
 L
 は
知
恩
院
に
蔵
す
る
奈
良
時
代
の
写
本
で
あ
る
こ
 と
が
、
そ
の
訓
点
等
 か
 

ら
 論
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
慈
恩
 伝
ヒ
 が
す
で
に
 奈
 長
時
代
に
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
石
田
茂
 作
 博
士
の
研
究
 な
ど
に
よ
っ
て
、
た
し
 

（
 
4
 
コ
 
叶
 
U
 
）
 

か
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
、
こ
の
 請
 菩
薩
 

出
家
表
の
み
な
ら
ず
、
最
澄
 

と
玄
奨
 の
一
連
の
上
表
文
が
 、
密
接
収
関
係
を
も
っ
 

て
い
た
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
 例
 を
 挙
げ
て
み
る
。
 
玄
 突
の
上
表
は
こ
の
際
、
「
上
表
記
 」
を
用
い
た
。
 

請
 入
唐
 表
 

3
 請
 大
宗
夫
皇
帝
伸
隆
 序
井
題
経
表
 

沙
門
立
 突
 舌
口
、
名
草
頭
玄
門
、
幸
運
日
日
 
運
 。
 希
聞
 至
道
、
 遊
心
 

沙
門
最
澄
 言
 、
最
澄
草
頭
玄
門
、
幸
運
日
日
 運
 。
 希
聞
 至
道
、
 遊
心
 

洪
範
。
 毎
 仮
法
華
 深
旨
尚
 未
詳
 釈
 ・
・
・
・
・
・
（
略
）
 

洪
範
。
句
眼
正
覚
遺
文
 尚
 未
詳
 備
 ・
・
・
…
（
略
）
 

所
望
法
華
円
宗
、
与
日
月
 斉
明
 。
 天
 ム
ロ
抄
記
、
将
乾
坤
 等
固
 。
 庶
 

所
望
天
文
私
恩
、
 
与
 日
月
 斉
明
 。
宝
字
銀
鉤
、
 
将
 乾
坤
 等
固
 。
 

庶
 百
代
左
下
、
歌
詠
無
窮
、
千
載
 之
外
 、
 噌
仰
無
絶
 。
 不
 任
偉
 

百
代
左
下
、
歌
詠
無
窮
、
千
載
 之
外
 、
 噌
仰
 無
絶
 。
不
住
 恨
懐
之
 

 
 

偉
之
至
 、
謹
奏
 表
 以
聞
。
 軽
触
 天
威
、
伏
 増
煉
汗
 。
 謹
一
 日
 
㊨
 
。
 
）
 

ま
た
、
 

沙
門
 玄
 笑
言
、
 耗
聞
 、
六
支
援
 積
 、
局
胎
生
滅
 之
現
 。
 百
 

 
 

生
滅
 之
場
 。
百
物
工
 

7
 課
太
宗
夫
皇
帝
 製
 三
蔵
聖
教
序
 表
 



伝教大師最澄 と 

北
岳
義
学
 諸
僧
等
 、
専
 精
 夙
夜
、
不
 堕
 寸
陰
。
 難
握
管
 滝
時
 、
未
 

遂
終
乾
 。
 已
 絶
筆
者
、
見
得
、
五
部
五
十
八
巻
。
名
目
、
 大
菩
薩
の
 

 
 

蔵
経
二
十
巻
、
仏
地
 経
 一
巻
、
六
門
陀
羅
尼
 径
 一
巻
、
顕
 揚
 聖
教
 
(
 

今
 見
成
五
部
総
五
十
八
巻
、
繕
写
 如
別
 窮
屈
弘
福
寺
 尊
 像
 初
戎
 

論
 二
十
巻
、
大
乗
阿
毘
達
磨
 雑
集
論
 一
十
二
 
八
巻
、
助
成
人
 秩
 、
 繕
 
6
 

「唐制」 

  
日 日 l 
玄 
美一         

名 
早 
預 
玄 

目 『 Ⅹ 

幸 
逢 
  
目連 

  

  
    

沙門 宗 、 
誠 玄 

昇 芙 

淫薬一一一口、 
之 繕 
梯 聞 
鐙     
      正 

枯晢 
） 日   

実 
出 
ヰ % ・ ヰ - 

海 
之 
津 

梁 。 
  
乗 
之 

  

名
 、
未
 渉
 真
如
 之
境
 。
（
 ）・
・
（
略
）
 

3
 
7
 

一
名
、
末
 渉
 真
如
 之
境
 。
（
 ）・
・
（
略
）
 

8
 
3
 

と
い
う
二
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
う
ち
、
 3
 の
表
文
に
つ
い
て
、
最
澄
が
 、
 ㍉
上
表
 記
 
-
 」
「
 表
啓
ヒ
 「
慈
恩
 伝
 L
 の
い
ず
れ
に
拠
っ
た
か
の
か
 ぎ
 

き
る
の
で
あ
る
。
最
澄
が
、
 請
 入
唐
 表
 に
お
い
て
、
 自
 己
 の
 所
 言
 る
玄
 芙
の
上
表
に
嵌
入
し
て
い
る
点
は
別
と
し
 て
 

懐
之
至
 」
の
「
棲
棲
」
の
二
字
に
つ
い
て
み
る
と
、
㍉
 上
表
記
し
が
「
 偉
偉
 」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
書
体
の
上
 で
 

た
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
ま
た
ま
 司
表
啓
 L
 は
 、
 「
叡
山
大
師
伝
」
所
収
の
請
入
唐
蓑
と
同
じ
く
、
「
 
腰
腰
 」
 

存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
知
恩
院
 蔵
 の
 「
 
表
啓
 L
 が
、
最
澄
み
ず
か
ら
披
見
し
得
た
と
こ
ろ
の
  
 

否
 か
は
、
も
ち
ろ
ん
速
断
し
が
た
い
が
、
逆
に
、
知
恩
 院
蔵
 
「
 
表
啓
 L
 と
「
上
表
記
 ヒ
の
 伝
疏
の
 系
路
 が
た
し
か
 め
 

問
題
も
も
う
一
歩
解
決
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

残
る
疑
点
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
「
慈
恩
 伝
 L
 に
よ
っ
た
 の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
と
り
あ
  
 

作
経
序
井
題
経
表
は
 、
 司
 慈
恩
 低
 し
に
お
い
て
は
首
尾
 が
 整
っ
て
お
ら
ず
、
文
字
の
出
入
も
い
ち
じ
る
し
い
。
 

「
上
表
記
」
 

一
 
「
慈
恩
 伝
ヒ
 

を
見
出
す
こ
と
が
で
 

、
第
一
に
「
不
仁
懐
 

い
ず
れ
と
も
決
め
が
 

と
読
み
う
る
二
字
を
 

そ
の
も
の
で
あ
る
か
 

ら
れ
る
な
ら
、
こ
の
 

た
 3
 請
 大
宗
夫
皇
帝
 



る る 等 て す 
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支 派 及 中 
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る 月 て 鑓 0 支 っ 
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道 若 蔵 光 

大 屋 命 隆 閨 高家 登高。 隆 等 
之 緊 十   直 に て ら し は 

払 

後 ま こ 九 て   
間以 。 、 犬伏 巻奉 
顕 至 、 神 
晦 数 珠 筆 上 文   
徒 荷 札 所 
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道 対 錠 沙 

閨 越 。 門 善   
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象 悸 言 議 等 
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る 講 fc ぬ 窟   記叡別 し山な て 、 るの 

で 
と 人 っ 高 
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照 ヒ 綱 手 
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  て み 善 お 
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ィ
 
一
 
ム
 

「
菱
蟹
 
ヒ
は
 、
最
澄
の
手
に
そ
の
系
統
の
も
の
が
通
過
し
 

て
い
っ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
先
述
の
よ
，
 

 
 

散大師 最 

  
こ の 

れ 三 
よ ，点 
り よ   
て す 
推 れ 
測 は を 
め 善 
ぐ 議 
ら 等 
す 謝 

な 暦 
ろ は 
ば   む 
唐 し 

本 ろ 

  

「上表 上 「 
表 記 
圭三 口 %  L 
ヒ， @% 
の 親 
系 し     
む 
  
ろ 

僧綱 

の 

  
@ こ 

小 @ @ @ ム， 一 

え，り 
  

奈良 

時 
  
写 
本 
で 

あ 
る 

(511) 

 
 

諦
 

れ
に
近
い
か
が
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
口
上
 

表
記
」
が
「
私
地
積
 之
訓
 」
と
す
る
に
対
し
、
「
 
表
啓
 」
 は
 
「
 私
幽
顕
之
訓
 」
と
な
っ
 

 
 

卸
 

て
お
り
、
「
道
昭
円
光
」
は
、
「
 
表
 暦
仁
 に
 
「
道
昭
 円
光
」
と
あ
り
、
「
網
主
亮
之
 
位
 」
は
、
「
 表
啓
ヒ
は
 「
 細
工
亮
之
 位
 」
と
あ
っ
て
 
、
 

」
上
表
は
、
 
先
掲
表
 の
ご
と
く
に
、
と
も
 

す
な
ね
 ち
、
 善
 諸
等
 謝
啓
が
 、
 玄
 奨
の
上
表
文
に
よ
っ
 

に
 
「
慈
恩
 伝
ヒ
に
 欠
く
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
 

て
 修
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
あ
き
ら
か
で
あ
 

で
も
、
「
上
表
記
 ヒ
 と
「
 表
啓
ヒ
 
の
い
ず
 

る
 。
 該
件
 の
 玄
芙
の
 

上
段
に
徴
し
た
と
こ
ろ
は
、
 

騰
 皇
帝
 在
 春
宮
前
 写
 六
門
 経
皮
 題
 菩
薩
蔵
経
等
 謝
啓
 で
あ
る
。
 
い
 ま
 、
 

「
中
使
光
臨
休
 承
 開
合
」
の
字
は
、
上
段
 所
 引
の
巧
の
 
謝
啓
 の
 又
 と
ほ
異
な
る
が
、
こ
の
字
は
 、
は
 

沙
門
 玄
突
啓
 、
中
使
光
臨
、
 
伏
 京
胡
 今
 、
親
 降
微
豪
 、
 
 
 

等
と
出
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
 
2
 
4
 

）
 

善
議
 筆
調
啓
の
冒
頭
に
出
る
、
 

謝
玄
英
法
師
東
宮
 書
述
 聖
詔
智
に
 

  

呂 。 

奉 
啓、 

茂
在
達
 

太
子
殿
 

望
 。
・
 

新
刀
 慶
 

位
 。
 名
 

勝
体
躍
 。

共
属
漢
和
之
化
。
 豊
弘
幽
噴
之
訓
者
哉
 。
 伏
惟
 。
豊
 

下
、
徳
 隆
 天
地
、
道
昭
円
光
。
 
三
 霊
宝
 心
 、
万
邦
 式
 

…
（
略
）
 

集
 皇
霊
、
 水
 駅
舎
 輸
 文
運
。
 福
滋
 聖
善
、
速
 網
 玉
喜
之
 

内
省
 慮
罪
 、
観
 道
慶
辰
 。
 生
 徴
用
 浅
 、
空
荷
米
屋
。
 不
 

之
至
 。
 謹
 奉
答
、
陳
謝
以
聞
。
 軽
繁
省
覧
 。
代
用
 性
煉
 。
 

弘
幽
蹟
之
訓
 善
哉
。
 伏
惟
 。
皇
太
子
殿
下
、
 徳
隆
 天
地
、
 

光
 。
 三
 霊
宝
 心
 、
万
邦
 式
望
 。
 是
以
 

（
略
）
 

新
刀
 慶
集
 皇
霊
、
 永
駁
 金
輪
文
運
。
 福
滋
 至
善
、
速
網
 

位
 。
 善
議
等
 、
内
省
 膚
罪
 、
観
 道
 慶
長
。
 生
 徴
用
 浅
 、
 

渥
 。
不
勝
 捧
躍
之
至
 。
 謹
附
 内
舎
人
工
六
位
上
組
朝
臣
 

道
昭
円
 

玉
亮
之
 

空
荷
 栄
 

鈴
鹿
 麻
 



こ
れ
ま
で
、
㍉
不
空
表
側
集
ヒ
 と
 、
 玄
 突
の
上
表
文
と
が
 、
最
澄
に
親
し
く
か
か
わ
っ
て
い
る
状
態
を
検
索
し
て
 き
た
。
 
コ
 
不
空
 表
制
 

集
ヒ
が
 、
最
澄
の
一
向
大
乗
教
団
た
る
 天
 ム
コ
法
華
宗
の
 
存
立
意
義
を
決
定
す
る
部
分
に
お
い
て
、
大
き
な
証
権
に
 な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
 

 
 

 
 

い
て
、
朝
廷
に
呈
す
る
 

「
不
空
 表
制
 巣
口
に
つ
い
て
み
た
場
合
に
、
わ
が
国
が
 、
 た
と
え
ば
遣
唐
使
を
派
遣
し
て
、
唐
の
文
物
を
積
極
的
 に
 輸
入
し
、
い
わ
ぬ
 

6
 国
づ
く
り
の
 糧
 、
国
家
運
営
の
模
範
と
し
て
位
置
づ
 け
つ
つ
あ
っ
た
風
潮
の
な
か
に
あ
っ
て
 、
 唐
の
し
か
も
 新
 制
 と
は
、
 桓
武
 朝
廷
に
 

は
じ
ま
る
平
安
時
代
別
草
の
時
期
に
お
け
る
、
仏
教
界
 の
 規
範
と
し
て
、
充
分
に
証
権
と
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
 り
 、
い
い
か
え
れ
ば
、
 

積
極
的
に
求
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
 こ
と
を
考
え
て
み
た
。
 玄
 突
の
上
表
も
、
 唐
 代
の
最
初
期
 に
 、
は
る
ば
る
西
域
、
 

イ
ン
ド
を
巡
歴
し
て
帰
っ
た
、
進
取
の
僧
の
表
文
で
あ
り
 、
か
つ
こ
の
二
つ
の
表
文
は
、
い
ず
れ
も
時
の
皇
帝
が
 、
そ
の
表
意
を
嘉
と
し
 

て
 認
め
、
制
を
立
て
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
 、
 同
じ
く
当
代
の
権
威
あ
る
文
範
と
な
し
う
る
に
充
分
 な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
 

え
 よ
 う
 。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
二
つ
の
唐
制
が
最
澄
に
よ
っ
て
採
り
 あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
さ
ら
に
考
え
て
み
る
と
 き
、
た
だ
ち
に
、
 最
 

四
 

さ
れ
て
い
た
さ
ま
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

が   
上 り 

要 に 
す は 
る な 
に ろ   
玄 と 

突 い 
の う 

上 程 
表 皮 
文 の 
が ち 

  の 

早 で 

く あ 
カュ る 

ら本 
邦 
こ @ 

7@ 二ム - 

え ら @ 
  
て 

し 

  
も 

そ 
  
が 

  
つ 
  
文 
範 
と 

  
て 

@@ ｜ 油田口 

ロ口 イ 4 
の 

寄 席 

@% 
重 
用 

(512) 

じ
 去
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
想
定
も
参
照
 し
っ
 
つ
 、
 両
 書
の
流
伝
を
跡
づ
け
る
こ
と
も
、
種
々
な
間
 題
を
解
決
し
て
い
く
 手
 
4
 

 
 



 
 

ぬ
 
こ
れ
を
復
活
せ
し
め
、
本
来
の
機
能
を
発
揮
し
、
 こ
 の
国
に
ま
の
あ
た
り
仏
国
土
を
成
就
せ
し
め
る
た
め
の
 旗
手
を
自
任
す
る
こ
と
と
な
 

畦
 
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
 こ
，
 
つ
 し
た
最
澄
の
前
に
、
こ
の
女
装
の
上
表
文
と
、
「
不
空
 表
制
集
 L
 と
が
置
か
れ
た
の
の
 

 
 
 
 
 
 

で
あ
る
。
仁
和
気
風
等
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
桓
武
天
皇
と
の
つ
 

数
 

な
が
り
を
 っ
 か
ん
だ
最
澄
が
、
し
ば
し
ば
以
上
に
み
て
 き
た
ど
と
き
使
命
感
を
担
っ
 
6
 

い
わ
ぬ
る
大
乗
経
典
中
に
列
ね
ら
れ
る
、
菩
薩
た
ち
の
 求
 法
 修
行
の
姿
か
ら
み
れ
ば
、
最
澄
の
こ
う
し
た
志
向
と
 行
動
は
、
至
極
当
然
 

な
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
現
実
社
会
の
、
し
か
も
 厳
然
た
る
 僧
 制
の
下
に
あ
っ
て
出
家
し
た
一
小
僧
が
 、
経
 典
に
 出
る
菩
薩
た
ち
の
 

ど
と
く
に
ふ
る
ま
う
こ
と
は
、
至
難
の
こ
と
で
あ
っ
た
 に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
最
澄
の
烈
々
た
る
求
道
 の
志
 と
使
命
感
と
は
、
 

 
 

 
 

、
あ
ま
り
に
か
け
な
な
れ
た
、
こ
の
時
代
の
仏
教
教
団
 と
 僧
侶
の
現
状
を
み
た
と
き
 

（
 
4
 
4
 ）
 

求
め
て
、
 

天
 ム
ロ
法
文
を
捗
 
脱
 し
、
さ
ら
に
足
を
唐
土
に
 延
ば
し
て
、
万
全
た
ら
し
め
よ
 う
 と
こ
こ
ろ
み
た
の
で
あ
 つ
 -
@
 

ヰ
ん
 
。
 

発
願
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
や
が
て
田
仮
し
て
群
生
 を
 済
度
し
ょ
う
と
志
す
、
理
想
的
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
 た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
 

て
 、
 彪
 大
な
一
切
経
を
 、
 縁
を
た
よ
り
、
知
己
を
た
ず
ね
 て
 合
力
を
請
い
、
比
叡
山
上
に
書
写
し
完
備
し
、
お
も
 か
ら
に
そ
の
読
破
を
は
 

た
し
て
、
そ
の
う
ち
か
ら
、
一
乗
法
華
の
法
門
に
避
 遁
 し
て
、
こ
こ
に
仏
意
の
極
致
を
見
出
し
、
ひ
た
す
ら
法
華
 一
乗
の
教
旨
の
深
奥
を
 

最
澄
は
か
つ
て
、
こ
れ
ま
で
の
令
制
に
し
た
が
っ
て
 得
 度
し
、
受
戒
し
、
仏
道
に
そ
の
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
 る
が
、
比
叡
山
入
山
 

と
い
う
こ
と
を
行
っ
た
真
意
は
、
入
山
直
後
に
書
か
れ
 た
と
い
う
「
願
文
 
（
 
鵠
 
ヒ
 
）
に
よ
る
か
ぎ
り
、
い
わ
ゆ
る
菩
薩
 と
 し
て
の
自
覚
に
立
っ
て
 

澄
の
仏
教
の
構
想
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
み
る
の
で
あ
 る
 。
さ
き
に
、
最
澄
の
一
生
に
お
け
る
、
エ
ポ
ッ
ク
 メ
イ
 キ
ン
グ
な
事
績
を
列
ね
 

た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
事
績
の
展
開
の
必
然
睦
を
生
み
だ
す
 基
盤
と
し
て
、
「
機
能
す
る
仏
教
」
と
い
う
こ
と
ば
を
 置
い
て
み
た
。
こ
れ
を
 

も
っ
と
も
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
「
不
空
 表
制
集
ヒ
を
 用
い
て
 
司
 
顕
戒
論
 ヒ
 の
な
か
に
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
た
 、
ま
た
い
 
わ
 め
る
山
家
 

学
生
武
二
 式
 に
お
い
て
高
く
掲
げ
ら
れ
た
、
鎮
護
国
家
 と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。
 



る
 。
 

（
 
0
0
 

4
 ）
 

そ
し
て
こ
の
傾
向
は
 、
 前
に
徴
し
た
㍉
顕
戒
論
 L
 
の
第
五
 十
二
の
明
 拠
 に
主
張
す
る
、
天
台
一
宗
は
僧
籍
を
立
て
 ず
 、
僧
綱
の
統
 摂
に
 

あ
ず
か
ら
ず
と
の
、
新
し
い
教
団
の
体
制
確
立
に
ま
で
 進
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
天
台
法
華
宗
に
は
 、
塞
内
よ
り
別
当
を
選
 

（
 
9
-
 

4
 

び
、
官
 よ
り
俗
別
当
を
配
置
せ
し
め
て
、
検
校
を
完
 ぅ
 し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
朝
廷
 と
 
一
宗
と
の
間
に
 、
 全
く
 僧
綱
の
ご
と
き
介
在
者
 

体
し
て
、
最
澄
が
天
台
法
華
宗
を
加
え
る
こ
と
と
あ
わ
 せ
て
、
諸
宗
間
の
均
衡
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
、
 う
が
っ
た
解
釈
も
行
わ
 

（
 
抑
 ）
 

れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
一
層
、
最
澄
は
天
皇
と
の
関
係
 を
 、
非
常
に
親
近
な
も
の
と
し
て
い
っ
て
い
た
こ
と
が
う
 か
が
わ
れ
る
の
で
あ
 

て
 、
自
己
の
意
見
を
上
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
 か
 く
し
て
自
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
 て
こ
の
よ
う
な
最
澄
に
 

と
っ
て
、
 
玄
奨
と
 不
空
と
い
う
二
人
の
唐
土
の
人
 師
が
、
 
い
か
に
皇
帝
と
親
し
い
関
係
を
た
も
ち
、
い
か
に
自
己
 の
 構
想
を
具
申
し
、
 
そ
 

し
て
彼
の
地
の
教
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
・
た
か
。
 

玄
芙
 の
上
表
文
と
「
不
空
 表
制
集
 L
 は
、
そ
れ
を
語
っ
て
あ
ま
 り
あ
る
、
恰
好
な
書
物
 

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

最
澄
が
、
朝
廷
と
の
つ
が
が
り
か
た
に
つ
い
て
、
こ
の
 一
 
一
人
の
三
蔵
の
姿
勢
を
つ
ね
に
念
頭
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
 

こ
と
は
、
 上
 未
見
 来
 

っ
た
玄
 芙
の
上
表
文
と
「
不
空
 表
制
集
 し
を
用
い
て
の
 最
 澄
の
行
業
が
、
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
ひ
と
り
、
 お
の
れ
が
求
道
と
解
脱
 

と
を
求
め
る
の
み
な
ら
ば
、
天
皇
に
近
づ
き
、
意
見
を
 上
申
し
、
僧
綱
に
諮
り
、
さ
ら
に
は
新
帰
朝
の
空
海
と
 談
 合
す
る
な
ど
を
し
て
、
 

事
 に
処
し
て
い
く
必
要
は
な
い
。
最
澄
の
引
く
 比
 蒜
山
 

 
 

利
他
主
事
、
恭
謹
大
鵬
」
）
 

と
 称
し
た
空
海
の
ご
と
く
に
処
し
て
い
く
こ
と
が
、
 最
 澄
の
周
囲
に
は
、
か
く
も
さ
ま
ざ
ま
な
僧
の
あ
り
か
た
の
 範
 が
あ
っ
た
に
ち
が
い
 

な
い
。
し
か
し
 鼓
澄
は
、
唐
 よ
り
帰
っ
て
た
だ
ち
に
 諾
 め
 
ホ
に
加
え
て
 天
 ム
ロ
法
華
宗
の
年
分
度
者
を
奏
請
し
、
華
厳
 

律
 
・
三
論
・
法
相
等
 

の
 諸
宗
の
度
者
や
学
業
に
ま
で
心
を
く
ば
り
、
親
し
く
そ
 の
 構
想
を
天
皇
に
上
申
す
る
と
い
う
、
天
皇
と
の
直
接
 の
 関
係
の
設
定
に
関
心
 

を
は
ら
っ
た
ご
と
《
で
あ
る
。
こ
の
 天
 ム
ロ
法
華
宗
開
創
 -
 
別
後
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
 教
界
 刷
新
を
志
し
 た
 桓
武
天
皇
の
内
意
を
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伝教大師最澄と「唐制」 

渉
を
開
く
方
式
で
あ
り
、
延
暦
二
十
五
年
一
月
二
十
六
 日
付
の
天
台
宗
公
認
の
官
符
に
い
う
、
学
業
と
し
て
認
め
 ら
れ
た
、
止
観
・
遮
那
 

画
業
学
生
に
、
「
不
空
 表
制
集
ヒ
 
の
い
う
、
大
唐
金
閣
 寺
の
護
国
の
転
経
、
 
念
諦
に
 準
じ
、
護
国
の
使
命
を
付
与
 す
る
な
ど
、
解
釈
の
拡
 

大
と
 、
唯
一
の
機
能
す
る
完
固
と
し
て
の
存
在
意
義
を
 確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

す
な
ね
 ち
、
こ
う
し
た
天
皇
・
朝
廷
と
の
関
係
に
立
っ
 て
 の
の
ち
の
ち
ま
で
「
先
帝
御
願
人
ム
コ
法
華
宗
」
を
称
し
 

て
 、
独
自
の
運
営
を
 

し
て
い
こ
 う
 と
い
う
発
想
は
、
女
装
や
不
空
の
事
績
に
 負
う
と
こ
ろ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
 、
天
 ム
ロ
法
華
宗
を
 
、
 

ね
 め
る
国
家
仏
教
た
ら
し
め
た
要
因
で
あ
り
、
中
央
集
 権
 、
全
体
主
義
的
な
平
安
時
代
の
政
治
体
勢
に
具
合
し
た
 、
最
澄
と
天
台
法
華
宗
 

の
 、
教
義
と
機
能
上
の
立
場
を
裏
づ
け
る
と
こ
ろ
の
も
の
 と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

主
 
j
 （

 
1
 ）
口
伝
教
大
師
研
究
 
b
 宗
祖
大
師
千
百
五
十
年
遠
忌
事
務
 局
利
 

一
六
一
四
頁
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
刊
 

（
 
2
 ）
㍉
顕
戒
論
ヒ
巻
 
中
 

開
示
 見
 貫
一
隅
 知
 天
下
上
座
 明
拠
 十
八
伝
教
大
師
全
集
 一
｜
一
 0
 六
頁
 

（
 
3
 ）
大
正
新
脩
大
蔵
経
五
二
 
｜
 八
二
六
 C
 以
下
 

（
 
4
 ）
 伝
 全
一
 ｜
二
 
二
頁
 

（
 
5
 ）
塩
入
 良
 道
教
授
「
伝
教
大
師
の
内
省
と
名
聞
利
養
」
 櫛
 田
 博
士
 頚
寿
 記
念
日
高
僧
伝
の
研
究
 目
 所
収
 

注
 
（
 
皿
 ）
参
照
 

（
 
6
 ）
末
永
三
郎
博
士
「
末
法
灯
明
記
を
中
心
と
す
る
諸
問
題
 
」
コ
上
代
仏
教
思
想
史
研
究
 L
 所
収
、
新
版
 二
 0
 六
頁
。
竹
田
 
暢
 共
助
教
授
「
初
期
日
 

本
天
台
宗
の
国
家
仏
教
的
性
格
」
天
台
学
報
第
八
号
昭
和
四
 
十
二
年
一
月
。
 
同
 
「
平
安
仏
教
と
不
空
 
表
制
集
 」
大
正
大
学
研
 究
 紀
要
第
五
十
 セ
 

揖
 

昭
和
四
十
 セ
 年
三
月
、
 
等
 参
照
 

 
 

（
 
7
 ）
拙
稿
「
伝
教
大
師
と
不
空
 
表
 前
集
」
印
度
 学
 仏
教
学
研
 究
 一
五
 ｜
 一
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
。
 
同
 
「
伝
教
大
師
の
密
 教
栢
承
 
と
不
空
三
蔵
」
⑤
 

印
仏
研
一
七
 ｜
 一
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
 

 
 

 
 

（
 
8
 ）
 伝
 全
一
 ｜
一
 0
 二
 !
 
 一
 
0
 六
頁
 

（
 
ハ
 
5
 
v
 
）
 

た
 。
い
わ
ぬ
る
山
家
学
生
式
温
式
 も
 、
そ
れ
に
付
帯
 す
 る
詣
 菩
薩
出
家
表
も
、
 
諦
 五
大
乗
戒
 表
も
 、
僧
綱
を
飛
び
 こ
し
て
朝
廷
と
直
接
交
 

を
 排
し
て
。
 玄
 芙
や
不
空
の
場
合
の
よ
う
に
、
朝
廷
 と
 の
 親
密
な
関
係
の
も
と
に
、
教
団
の
運
営
を
は
か
ろ
う
と
 す
る
計
画
な
の
で
あ
っ
 



（
 
9
 ）
 
伝
 全
一
 ｜
 一
六
頁
以
下
 

（
 
印
 ）
大
正
五
二
 
｜
 八
三
七
 a
 

（
 
n
 ）
 
伝
 全
一
 ｜
 一
嵩
 0
 頁
 

う
 ）
大
正
五
二
 
｜
 八
三
五
 b
 、
八
四
五
 b
 

（
 
穏
 ）
 
伝
 全
一
 ｜
 一
五
一
頁
 

（
Ⅱ
）
 伝
 全
一
 ｜
一
セ
 三
頁
 

ハ
的
）
大
正
五
二
 i
 八
三
五
 b
 

（
㎎
）
大
正
五
二
 ｜
 八
三
一
 a
 、
八
三
五
 c
 、
八
三
六
 a
 、
 八
 

（
 
け
 ）
 
伝
 全
一
 ｜
 一
七
九
頁
 

（
 
毬
 ）
 伝
 全
一
 ｜
 二
三
七
 ｜
 二
四
四
頁
 

（
 
穏
 ）
大
正
五
二
 
｜
 八
 @
O
a
 

（
㈲
）
拙
稿
「
伝
教
大
師
の
胎
金
両
部
相
承
 は
 つ
い
て
」
印
仏
 

（
答
）
伝
令
正
１
府
三
八
頁
 

（
㏄
）
 注
 
（
 
2
 ）
参
照
 

（
 
為
 ）
大
正
五
五
 
｜
一
 0
 五
九
 b
 

宛
 ）
大
正
五
二
 
｜
 八
五
六
 c
 

（
 
篆
 ）
大
正
正
 
0
 ｜
 八
一
 -
 
ハ
 c
 

（
 
然
 ）
長
部
和
雄
教
授
一
，
 代
 来
朝
 贈
 司
空
大
弁
正
応
答
三
蔵
相
 

（
四
）
 伝
 全
一
 ｜
 五
頁
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
所
収
 

（
答
）
伝
令
 五
｜
 四
五
三
頁
 

（
 
杓
 ）
 
注
 
（
 
4
 ）
参
照
 

（
㏄
）
大
正
正
 0
 ｜
 三
三
 

O
c
 

以
下
コ
上
表
記
 

L
 
 ㍉
 表
啓
 L
 等
 

刃
文
化
学
院
 刊
 
昭
和
七
年
が
あ
る
。
 

（
 
甜
 ）
刊
本
に
 
卍
 大
日
本
統
蔵
経
 二
篇
乙
｜
 二
三
 倉
 、
 玄
 英
二
 一
 

上
表
制
集
解
題
」
国
訳
一
切
経
 和
 

・
と
対
校
し
た
、
高
麗
版
一
切
経
木
 

蔵
 輌
資
伝
 叢
書
所
収
 木
 が
あ
ろ
。
 洩

選
 述
部
 護
 教
部
五
所
収
 

を
底
本
と
す
る
自
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
 

知
恩
院
 蔵
 写
本
は
、
天
平
神
護
元
年
寄
の
 華
 

二
一
 
-
 
ハ
 c
 

研
一
三
 ｜
 一
昭
和
四
十
年
一
月
 

広
口
 東
 

族
人
 会
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剛
 日
章
を
紙
背
に
存
し
て
、
 

所
 写
の
年
代
を
推
定
す
る
手
が
か
 り
と
な
る
 
色
 

（
㏄
）
刊
本
に
大
正
五
二
 ｜
 八
一
八
 
a
 以
下
が
あ
る
。
 

（
㏄
）
コ
上
表
記
 目
 大
正
五
二
 
｜
 八
二
五
 
c
 

（
 
出
 ）
石
田
茂
 作
 博
士
㍉
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
 究
 L
 所
収
、
奈
良
朝
現
在
一
切
経
所
目
録
参
照
 

（
㏄
）
大
正
五
一
一
 ｜
 -
 
八
一
八
。
 

（
㏄
）
伝
令
正
１
階
一
一
 

!
 
一
二
頁
 

（
 
甜
 ）
大
正
五
二
 ｜
 八
一
九
 b
 

（
㏄
）
伝
令
正
 
@
 約
二
 0
 頁
 

（
㏄
）
大
正
正
 0
 ｜
 二
五
四
 
a
!
b
 

茄
 ）
大
正
五
二
 
｜
 八
二
 

O
c
 

（
Ⅱ
）
伝
令
正
 ｜
附
 一
四
頁
 

あ
 ）
大
正
五
二
 
｜
 八
二
 

O
b
 

（
㎎
）
 伝
 全
一
 ｜
 一
頁
 

（
 
材
 ）
㍉
叡
山
大
師
伝
 L
 に
よ
る
 っ
 伝
令
正
１
冊
一
頁
以
下
 

（
 
蝸
 ）
 
コ
 
顕
戒
論
 L
 第
十
八
明
典
、
注
（
 2
 ）
参
照
 

（
㏄
）
「
高
野
雑
筆
 集
 L
 下
 

弘
法
大
師
全
集
第
三
 宿
｜
五
 
九
二
頁
 

（
 
W
 ）
塩
入
京
恵
博
士
口
伝
教
大
師
 L
 二
二
 0
 頁
 

 
 

｜
 一
昭
和
四
十
三
年
参
照
 

r
 

と
 

（
㏄
）
保
全
一
 
｜
 二
四
八
頁
 

澄
 

最
 

師
 

大
 

教
 

伝
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一
 「
グ
ノ
ー
シ
ス
コ
 一
 
・
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
の
定
義
を
め
ぐ
っ
 て
 

三
密
儀
宗
教
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
の
原
理
的
関
係
 

三
 
祭
儀
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
の
歴
史
的
関
係
 

四
祭
儀
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
キ
リ
ス
ト
論
の
成
立
 

祭
儀
と
認
識
、
と
り
わ
け
密
儀
宗
教
と
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
 義
は
 、
古
代
末
期
に
お
け
る
代
表
的
な
宗
教
形
態
な
い
し
 は
 宗
教
運
動
と
み
な
 

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
関
係
は
、
こ
れ
ら
が
 従
 来
し
ば
し
ば
同
一
視
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
今
日
に
至
 る
ま
で
十
分
に
解
明
さ
 

れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
一
般
的
 に
 承
認
さ
れ
た
グ
ノ
ー
シ
ス
像
が
存
在
し
て
な
か
っ
た
こ
 と
 、
他
方
に
お
い
て
 密
 

儀
の
本
質
に
も
定
説
が
な
か
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
 る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
私
は
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
 を
め
ぐ
る
学
説
 史
 を
批
 

判
 的
に
要
約
し
な
が
ら
、
ま
ず
密
儀
宗
教
と
グ
ノ
ー
シ
 ス
 主
義
と
の
関
係
を
確
定
す
る
。
次
に
私
は
 、
 未
だ
 未
解
 決
 の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
 

い
る
部
分
の
多
い
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
 関
連
に
祭
儀
の
局
面
か
ら
光
を
当
て
て
み
た
い
。
そ
の
 際
に
私
は
、
洗
礼
や
塗
 

油
な
ど
の
入
信
儀
礼
が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
け
る
 キ
 リ
ス
ト
論
の
成
立
に
一
つ
の
動
機
を
与
え
た
と
い
う
 テ
｜
 ゼ
を
 提
出
す
る
。
こ
れ
 

禰
 

に
よ
っ
て
私
は
、
一
九
六
六
年
メ
ッ
シ
ー
ナ
に
お
い
 て
 開
か
れ
た
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
を
め
ぐ
る
国
際
会
議
で
 採
択
さ
れ
た
「
諸
提
案
」
の
 

鮭
毛
に
、
 私
な
り
の
応
答
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
  

 

の
 ）
研
究
は
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
 

 
 

窪
不
 義

の
祭
儀
的
局
面
と
社
会
的
局
面
に
関
す
る
認
識
を
深
 化
す
べ
き
こ
と
 六
 傍
点
筆
者
）
。
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祭
儀
と
認
識
 

荒
井
 



 
 

右
に
 @
 及
し
た
国
際
会
議
に
お
い
て
、
私
自
身
「
 グ
ノ
 

 
 

ノ
ー
シ
ス
像
を
祭
儀
 

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
 こ
 の
 定
義
を
適
当
に
修
正
し
て
要
約
し
て
み
る
と
、
以
下
の
 ご
と
く
に
な
る
。
 

「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
と
は
、
古
代
末
期
の
宗
教
史
上
に
現
 わ れ
た
 若
 千
の
宗
教
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
教
理
大
系
の
こ
と
 で
あ
る
が
、
そ
れ
は
 

次
の
三
つ
の
特
色
に
よ
っ
て
本
質
的
に
規
定
さ
れ
て
い
 る
 。
㈲
 反
 宇
宙
的
本
質
的
二
元
論
、
㈲
本
来
的
自
己
と
 神
 性
 と
の
本
質
的
同
一
性
 

の
 認
識
と
し
て
の
救
済
、
㈲
認
識
の
啓
示
者
、
ま
た
は
 救
 済
 者
。
こ
の
よ
う
な
特
色
を
形
成
す
る
一
つ
一
つ
の
 素
 材
は
、
 グ
ノ
ー
シ
ス
が
 

そ
れ
に
依
っ
た
既
成
の
諸
宗
教
思
想
と
り
わ
け
、
㈲
 ペ
ル
シ
ア
の
宗
教
、
㈲
ギ
リ
シ
ア
の
 凸
 小
数
思
想
、
㈲
 
ュ
 タ
ヤ
教
｜
 キ
リ
ス
ト
教
 

か
ら
導
出
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
グ
ノ
ー
シ
ス
は
 、
確
 か
に
一
つ
の
典
型
的
 混
清
 宗
教
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

こ
 れ
ら
の
特
色
、
と
く
に
 

特
色
の
素
材
を
統
一
す
る
モ
メ
ン
ト
は
グ
ノ
ー
シ
ス
に
 固
有
な
反
宇
宙
的
「
現
存
在
の
姿
勢
」
（
 し
曲
 お
ぎ
 絡
曲
 ）
（
 
臣
 品
 ）
あ
る
い
は
「
精
神
 

の
姿
勢
」
（
の
黛
の
（
の
 

紳
注
 （
 
仁
コ
幅
 
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
，
 っ
な
 グ
ノ
ー
シ
ス
的
姿
勢
が
、
諸
宗
教
思
想
を
素
材
と
 
し
て
 
一
 
1
 
存
在
の
解
釈
」
 

（
の
の
～
 

コ
 の
隼
の
三
目
色
を
現
出
し
、
こ
れ
が
必
然
的
に
超
越
 

的
 神
性
と
そ
の
も
と
か
ら
遣
わ
さ
れ
る
救
済
者
を
要
請
 し
て
、
人
間
は
そ
の
「
 
呼
 

び
か
け
」
に
よ
り
自
己
と
神
性
と
の
本
質
的
同
一
性
を
 認
識
し
、
こ
の
世
か
ら
救
済
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
。
こ
う
 し
て
、
現
存
在
の
姿
勢
 

0
 対
象
化
と
し
て
の
存
在
の
解
釈
は
 、
 
グ
ノ
ー
シ
ス
的
 「
創
作
神
話
」
（
木
目
 
コ
の
 
（
 
ヨ
ぜ
臼
 0
 の
）
を
生
み
出
す
。
従
っ
 
て
、
 グ
ノ
ー
シ
ス
神
話
 

は
そ
の
背
後
に
、
古
代
の
民
俗
 ｜
 民
族
神
話
に
見
ら
れ
る
 ご
と
き
伝
承
鎖
を
有
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
意
味
に
 お
い
て
、
グ
ノ
ー
シ
ス
 

的
 現
存
在
の
姿
勢
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
宗
教
史
的
 に
 導
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
 は
、
 種
々
の
宗
教
の
中
 

に
 出
現
し
、
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
解
釈
し
、
そ
れ
ら
の
 祭
儀
を
精
神
化
し
て
、
グ
ノ
ー
シ
ス
化
を
志
向
す
る
 存
 在
の
解
釈
、
世
界
観
、
 

あ
る
い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
 一
，
 

グ
ノ
ー
シ
ス
化
を
志
向
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
（
 曳
 コ
 0
%
 コ
 0
 の
ま
田
の
Ⅱ
の
二
ロ
 

の
 

(5%) 72 



 
 

 
 

 
 

す
る
。
 

 
 

(
5
2
 

紺
 

Ⅰ
・
（
省
略
）
 

 
 

悠
不
 

Ⅱ
・
ク
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
含
ま
れ
る
グ
ノ
ー
シ
ス
の
型
 は
、
 
次
の
ご
と
き
存
在
論
的
・
神
学
的
・
人
間
論
的
 諸
条
 件
 に
よ
っ
て
規
定
さ
 
7
 

の
 関
心
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
方
法
論
的
 に
 紀
元
後
二
世
紀
に
お
け
る
（
宗
教
）
諸
組
織
中
の
特
別
 の
 グ
ル
ー
プ
か
ら
出
自
 

 
 

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ロ
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
義
 臼
 と
名
づ
け
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み
た
。
こ
れ
 に
 対
し
て
、
グ
ノ
ー
シ
 

ス
 と
は
、
あ
る
種
の
エ
リ
ー
ト
に
保
留
さ
れ
て
い
る
神
的
 奥
義
に
関
す
る
「
知
識
」
で
あ
る
と
了
解
さ
る
べ
き
で
 あ
る
。
 

態
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

グ
ノ
ー
シ
ス
の
定
義
に
関
す
る
右
の
よ
う
な
私
の
提
案
 は
、
 
先
に
舌
口
 度
 し
た
メ
ッ
シ
ー
ナ
の
国
際
会
議
で
決
議
さ
 ね
 た
 

の
 テ
ー
マ
に
関
す
る
用
語
法
と
概
念
の
一
致
の
た
め
の
 諸
 提
案
」
の
中
に
 、
 少
な
く
と
も
そ
の
一
部
が
採
用
さ
れ
 -
@
o
@
 
@
 

ナ
ハ
｜
 

い
て
は
、
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
と
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
と
 い
う
二
つ
の
用
語
法
が
 、
 私
の
提
案
と
は
ほ
ぼ
逆
の
意
 味
 に
お
 

た
の
で
あ
る
。
「
諸
提
案
」
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

「
 
A
 、
グ
ノ
ー
シ
ス
（
の
 コ
 0
 臼
巴
と
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
（
の
 コ
 0
 の
（
 
め
ぃ
 
～
の
 
5
%
 の
）
と
い
う
表
現
の
無
差
別
な
用
法
を
避
け
る
 

た
め
 

法
と
 類
型
的
方
法
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
 具
体
的
事
実
と
し
て
の
ロ
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 L
 を
確
認
し
 て
お
く
 

「
ロ
コ
 キ
 ウ
ム
 

か
し
こ
こ
に
お
 

い
て
採
択
さ
れ
 

に
 、
歴
史
的
方
 

こ
と
が
、
全
員
 

 
 

）
Ⅰ
の
 

0
 （
 
0
 笹
 ③
は
、
「
特
定
の
宗
教
形
態
と
し
て
の
 グ
ノ
｜
 シ
ス
（
の
 コ
 o
w
 

が
）
」
か
ら
区
別
さ
れ
て
、
 

と
 名
づ
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
「
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
は
、
特
定
の
時
代
 

所
 （
た
と
え
ば
地
中
海
沿
岸
世
界
）
に
も
必
ず
し
も
拘
束
 

さ
れ
な
い
一
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
 

も
 以
後
に
も
、
多
く
の
場
合
社
会
的
危
機
の
時
代
に
抑
 圧
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
有
産
知
識
層
 

要
す
る
に
、
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
と
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
 

一
つ
の
思
想
的
現
象
と
し
て
の
 

一
メ
 「

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
（
の
 

コ
 0
 
の
神
山
 

ト
 
一
の
 

ヨ
乙
 ）
 

（
た
と
え
ば
古
代
末
期
）
に
も
特
定
の
場
 

っ
て
、
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
成
立
以
前
に
 

の
間
に
広
く
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
 

3
 ）
 

ノ
ー
シ
ス
主
義
」
の
、
特
定
の
歴
史
的
形
 



私
の
側
で
も
、
右
の
「
諸
提
案
」
に
従
っ
て
 

私
の
意
味
に
お
け
る
 一
ダ
 ノ
ー
シ
ス
」
を
今
後
「
 グ
ノ
｜
 
シ
ス
主
義
」
と
呼
ぶ
 

用
意
は
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
私
も
 、
 
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 
の
 グ
ノ
ー
シ
ス
」
の
他
に
「
エ
リ
ー
ト
に
保
留
さ
れ
る
 認
 識
 」
と
し
て
の
「
 グ
ノ
 

｜
 シ
ス
」
が
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
意
味
に
お
 け
る
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
の
上
に
築
か
れ
た
教
理
大
系
が
 

少
く
と
も
ド
イ
ツ
語
 

圏
 以
外
の
学
界
に
お
い
て
一
般
的
に
「
グ
ノ
ー
シ
 ス
 主
義
」
（
 笘
 0
 の
（
 
@
n
@
 

の
ヨ
，
四
 
さ
の
（
～
住
の
 

ヨ
 p
 
 雙
 さ
き
辛
ヨ
 0
 な
ど
）
と
名
づ
け
る
 

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
 、
こ
 の
 用
語
の
長
所
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
は
 
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
に
も
 

「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
に
も
な
り
き
ら
な
い
「
グ
ノ
ー
シ
 ス
的
 存
在
の
姿
勢
」
を
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
と
と
り
 由
 
遥
 え
て
、
非
グ
ノ
ー
シ
 

ス
的
 テ
キ
ス
ト
の
文
脈
の
中
に
そ
れ
を
抽
象
化
し
つ
 っ
 

「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
を
要
請
す
る
危
険
性
を
回
避
 で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
 

で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
は
、
 

K
.
 

ル
ド
ル
フ
 

と
 共
に
、
メ
ッ
シ
ー
ナ
「
諸
提
案
」
に
従
っ
て
「
 グ
ノ
｜
 
シ
ス
」
と
「
グ
ノ
ー
シ
 

ス
 主
義
」
の
 
二
 概
念
を
分
断
し
、
こ
れ
ら
を
現
象
的
に
切
 り
 離
し
て
し
ま
う
こ
と
は
必
ず
し
も
事
態
に
即
す
る
も
 の
で
は
な
い
と
思
う
。
 

そ
れ
は
何
よ
り
も
歴
史
上
の
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
 る
 
-
5
-
 

。
 

第
一
に
 、
 他
な
ら
ぬ
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
（
 
づ
 で
も
（
 

w
@
 

の
）
 

と
い
 う
 用
語
法
が
 ニ
 、
三
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
 反
 異
端
論
考
 に
よ
り
「
諸
提
案
」
 

の
い
わ
ゆ
る
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
を
特
徴
づ
け
る
も
の
 と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
「
グ
ノ
ー
シ
ス
 し
は
、
そ
の
中
心
理
念
 

と
、
 
「
グ
ノ
ー
ス
テ
ィ
コ
イ
」
（
で
 
實
ミ
き
 0
 と
い
う
「
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
」
の
一
部
に
見
ら
る
自
称
と
結
び
 つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

さ
れ
実
現
さ
れ
る
へ
き
内
な
る
神
的
可
能
性
で
あ
る
 限
 り
に
お
け
る
グ
ノ
ー
シ
ス
。
こ
の
グ
ノ
ー
シ
ス
は
、
聖
書
 的
 あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ム
 

教
的
 啓
示
 ｜
 伝
承
と
は
異
な
る
啓
示
 ｜
 伝
承
て
あ
る
）
 と
 

性
を
も
保
有
す
る
㌔
 

-
4
 
）
 

神
 的
な
る
も
の
の
本
性
と
、
再
生
さ
れ
 再
 回
復
さ
れ
る
 火
花
と
の
本
質
的
同
一
性
を
保
有
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
 。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
 

 
 

 
 

者
 ）
と
認
識
さ
れ
た
も
の
（
超
越
的
自
己
の
神
的
本
質
）
 

  

れ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
す
べ
て
の
グ
ノ
ー
シ
ス
が
 グ
ノ
｜
 
シ
ス
主
義
で
は
な
く
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
の
関
連
に
お
 け
る
 グ
ノ
ー
シ
ス
は
 、
 

4
 

 
 



 
 

て
こ
れ
は
宗
教
史
的
に
導
出
し
え
ず
、
実
存
論
的
に
理
解
 さ
れ
、
社
会
学
的
に
説
明
さ
れ
る
べ
（
 
9
 ）
き
で
あ
ろ
う
。
 
し
 

か
し
、
こ
の
よ
う
な
 現
 

7
 

@
8
@
 

ペ
小
 

儀と 

 
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
現
存
在
の
姿
勢
は
、
そ
れ
自
体
と
 し
て
い
か
な
る
宗
教
の
中
に
も
現
出
し
う
る
も
の
で
あ
る
 。
そ
の
意
味
に
お
い
 

  認識 

    

523) 

あ
る
。
 

-
7
-
 

従
っ
て
、
「
 諸
 提
案
」
の
ご
と
く
「
エ
リ
ー
ト
に
 保
甜
 さ
れ
る
 点
識
 」
を
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
と
名
づ
け
る
こ
と
は
 誤
解
を
招
き
 易
 

か
も
こ
こ
に
は
、
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
を
 、
 

-
 -
-
 

メ
 
・
・
 

匂
 
り
 止
 
@
 

H
 
ヰ
 案
 」
 B
 に
お
け
る
条
件
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
 @
@
 
「
 グ
 ノ
ー
シ
ス
主
義
 

｜
 シ
ス
」
と
と
り
違
え
る
危
険
性
も
存
在
す
る
。
 

第
二
に
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
二
世
紀
に
至
っ
て
は
じ
 め
て
存
在
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
も
存
在
し
 た
 。
何
ら
か
 

体
系
を
伴
わ
な
い
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
は
考
え
ら
れ
低
い
 か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
ブ
ル
ト
マ
ン
学
派
を
意
識
し
て
「
 提
案
」
さ
れ
た
 

れ
る
諸
配
分
、
す
な
 ね
 ち
、
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
を
「
 前
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
（
 
巾
 （
 
曲
ぬ
コ
 
0
 の
（
 
@
N
@
 

の
日
目
 ）
と
し
て
一
世
 
紀
に
、
 
「
 グ
ノ
 

主
義
」
な
い
し
は
「
キ
リ
ス
ト
教
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
を
 二
、
三
世
紀
に
配
分
す
る
こ
と
は
、
事
態
に
即
す
る
も
 の
で
は
な
い
。
 

ト
教
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
以
前
に
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
 キ
リ
ス
ト
教
と
は
独
立
し
て
（
 非
 キ
リ
ス
ト
教
）
 
グ
ノ
｜
 
シ
ス
主
義
が
存
 

（
 
く
 
U
 
）
 

こ
と
が
、
最
近
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

以
上
に
よ
っ
て
私
は
、
メ
ッ
シ
ー
ナ
「
諸
提
案
」
と
の
 関
連
に
お
い
て
私
の
グ
ノ
ー
シ
ス
像
を
よ
り
、
正
確
に
 規
 定
 し
た
り
も
 

る
 。
こ
の
規
定
は
、
わ
れ
わ
れ
の
主
題
「
祭
儀
と
認
識
」
 に
と
っ
て
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
 、
以
下
に
示
さ
 

う
に
、
学
説
史
上
、
一
方
に
お
い
て
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
が
 祭
儀
と
く
に
密
儀
の
「
エ
リ
ー
ト
に
保
留
さ
 れ
る
認
識
」
と
 

ね
 、
他
方
に
お
い
て
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
の
祭
儀
的
局
面
 が
 
「
純
粋
グ
ノ
ー
シ
ス
」
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
い
う
 
事
能
 一
 が
確
認
さ
れ
る
 い

 。
し
 

の
 グ
ノ
 

の
思
考
 

と
思
わ
 

ー
 シ
ス
 

キ
リ
ス
 

在
し
た
 

り
で
あ
 

れ
る
よ
 

尊
貴
 さ
 

か
ら
で
 



（
 
4
 
I
 ）
 

る
 。
 

こ
れ
に
対
し
て
 
H
.
 ヨ
 ナ
 ス
 が
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
に
 固
有
な
、
宗
教
史
的
に
は
導
出
で
き
な
い
、
 

反
 宇
宙
的
 「
現
存
在
の
姿
勢
と
、
 

こ
れ
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
、
存
在
の
根
源
的
解
釈
」
を
 実
 存
論
 的
に
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
史
学
派
 め
グ
 
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
を
 

-
5
 

l
l
 

）
 

方
法
論
的
に
止
揚
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
 わ
 れ
わ
れ
も
こ
れ
を
も
っ
て
 ヨ
 ナ
 ス
 が
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
 主
 義
 研
究
に
一
時
期
を
画
 

し
た
こ
と
は
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 し
 か
し
、
 
ヨ
 ナ
 ス
 に
よ
る
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
代
替
不
可
 能
 な
固
有
性
の
正
し
い
 

シ
ス
文
書
」
の
中
に
洗
礼
式
や
叙
任
式
を
再
構
成
し
、
 

そ
 れ
ら
を
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
即
位
祭
儀
の
支
流
と
し
 て
 説
明
を
試
み
る
限
り
 

（
 
ク
 
l
 
U
 
）
 

に
お
い
て
、
い
わ
ぬ
 る
 
「
ウ
プ
サ
ラ
学
派
」
の
中
に
も
、
 
古
い
「
 混
清
説
 」
を
祭
儀
の
領
域
に
適
用
す
る
傾
向
が
 認
め
ら
れ
る
の
で
あ
 

て 究 
は 者 
い に 

な 確 
    号不 %., @ 
よ さ 

う 甘 Ⅰ 

@C  る 
居 、 だ   
れ で 

る o12 - はな 

） この -l { 、 t 
他 ブ   
@C ノ ン 

も ト 

  マ 

た 、 ノ 

と と 

え そ 
ば の 

G 学   
ヴ の 

ィ ご 
ン と 

デ き 
ン 近 

グ 年 
レ の 

、 ノ 新   
苦 学 
十 者 
の も 

「 ま 
ュ た 
タ 。 こ 

ャ れ 
教 か 
l ら 

  
ス し 

ト も 

教 自 

l 曲 
ク 。 lC 
/ な 

l つ 

存
在
の
姿
勢
は
、
そ
れ
を
越
え
て
一
つ
の
 ィ
 デ
オ
ロ
ギ
 ｜
、
 更
に
は
歴
史
形
態
と
し
て
の
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
 

へ
と
 自
 已
を
形
成
す
る
。
 

そ
の
際
に
こ
れ
は
、
こ
れ
が
依
拠
す
る
既
成
諸
宗
教
の
 -
 
ア
 キ
ス
ト
な
い
し
は
伝
承
を
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
に
解
釈
 す
る
だ
け
で
は
な
く
、
 

そ
れ
ら
の
祭
儀
を
精
神
化
し
な
が
ら
も
、
多
く
の
場
合
 自
ら
に
固
有
な
祭
儀
を
形
成
す
る
。
と
す
れ
ば
、
宗
教
的
 ｜
 歴
史
的
形
態
と
し
て
 

 
 

の
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
宗
教
史
的
 
に
 解
明
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
う
さ
る
べ
き
 
一
 局
面
を
有
す
る
。
い
わ
 

ゆ
る
「
宗
教
史
学
派
」
が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
を
究
極
に
 お
い
て
祭
儀
を
通
し
て
救
済
す
る
認
識
と
み
な
し
た
 こ
と
 も
、
 決
し
て
偶
然
で
は
 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
学
派
の
代
表
的
存
 在
 で
あ
る
 R
.
 
ラ
イ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
と
っ
て
 、
グ
 
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
中
心
 

的
 理
念
は
 、
 
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
 父
て
宙
 
q
 へ
の
）
と
「
 
神
見
 」
（
 の
芽
㏄
し
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
る
「
神
化
」
（
手
お
 
0
 （
 田
目
 
目
的
）
の
理
念
で
あ
っ
 

た
 。
こ
の
表
象
は
 、
 彼
に
よ
れ
ば
、
密
儀
宗
教
に
 、
更
 に
そ
れ
を
越
え
て
東
方
に
、
と
り
わ
け
彼
に
よ
っ
て
要
請
 さ
れ
た
イ
ラ
ン
の
宗
教
 

@
0
 

Ⅰ
 ）
 

に
 由
来
す
る
。
こ
の
よ
う
な
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
祭
儀
 と
 の
 混
同
は
、
 W
.
 
ブ
 セ
ッ
ト
そ
の
他
の
比
較
的
前
時
代
 の
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 研
 

(524) 76 
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義
か
ら
閉
め
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
 

グ
ノ
｜
 シ
ス
主
義
者
に
と
っ
「
な
く
て
も
 よ

い
」
も
の
で
あ
る
こ
 

と
を
一
応
認
め
る
と
し
て
も
で
あ
る
。
要
す
る
に
わ
れ
 

わ
れ
は
、
密
儀
に
対
す
る
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
影
響
を
過
 

大
評
価
し
て
は
な
ら
な
 

い
し
、
ま
し
て
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
祭
儀
的
局
面
を
無
視
 

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
グ
ノ
ー
シ
 

ス
 主
義
と
祭
儀
と
は
お
 

一
 互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

一
両
者
は
実
際
に
、
宗
教
現
象
と
し
て
見
れ
ば
、
 
共
 通
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ル
ド
ル
フ
は
 

そ
の
例
と
し
て
、
「
宇
宙
 
政
 

お
酌
浬
格
 、
神
性
の
命
あ
る
い
は
命
の
循
環
一
般
 

へ
の
参
与
の
理
念
、
密
教
的
儀
礼
、
秘
密
保
持
の
規
 

律
 、
と
り
わ
け
 ェ
り
 @
 77  (525) 

強
調
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
、
 G
.
 ガ
 フ
ロ
ン
 と
共
 げ
に
、
 
少
 

を
 批
判
的
に
指
摘
し
な
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
 ね
 ち
、
他
方
 

と
等
 遣
 す
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
密
儀
 め
 示
教
に
対
す
 

に
 対
し
て
、
 ガ
 フ
ロ
ン
は
正
し
く
確
認
し
て
い
る
。
「
 密
 儀
の
底
流
 

る
こ
と
は
、
史
料
に
よ
っ
て
一
般
的
に
確
証
さ
れ
 え
な
 い
 。
む
し
ろ
 

義
者
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
広
く
流
布
さ
れ
て
い
た
密
儀
 と
そ
の
 

@
@
@
 

庄
阻
 

る
 。
と
り
わ
け
彼
ら
は
、
多
く
の
場
合
、
彼
ら
の
程
に
 密
儀
の
精
神
 

（
 
6
 
l
 
Ⅰ
 
）
 

@
 
ら
 」
。
 

こ
の
よ
う
な
 

ヨ
 ナ
 ス
 に
見
ら
れ
る
密
儀
に
対
す
 る
ク
ノ
 

究
極
的
に
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
固
有
な
個
人
的
・
 普
 ぬ
的
 要
素
、
 

ぎ
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
（
 

7
 
I
 

）
 と
こ
ろ
で
、
 グ
ノ
｜
 シ

ス
主
義
 

K
,
 シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ル
ス
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
ご
と
 イ
 
（
 
Ⅰ
通
こ
 

8
-
l
 

・
 @
 グ
 く

と
も
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
祭
儀
と
の
関
連
に
お
い
て
 ｜
 
 
 

に
お
い
て
 
ヨ
 ナ
 ス
 は
、
「
古
代
末
期
の
粘
 神
 」
を
 グ
ノ
｜
 
シ
ス
正
義
 

る
 影
響
を
過
大
評
価
す
る
傾
向
に
傾
い
て
い
る
こ
と
で
あ
 る
 。
こ
れ
 

に
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
が
あ
り
前
者
が
後
者
に
よ
っ
て
貫
徹
 さ
れ
て
 ぃ
 

事
態
は
逆
の
関
係
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
 グ
 ノ
ー
シ
ス
 主
 

の
 影
響
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
必
ず
し
も
で
き
な
か
っ
 た
の
で
あ
 

か
ら
（
彼
ら
の
）
精
神
を
認
識
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
 の
で
あ
る
か
 

｜
 シ
ス
主
義
の
影
響
の
過
大
評
価
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
 

ヨ
 ナ
 ス
 が
 

つ
ま
り
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
「
現
存
在
の
姿
勢
」
に
 重
占
 ぎ
 直
き
 過
 

に
お
け
る
こ
の
「
姿
勢
」
が
一
方
的
に
強
調
さ
れ
る
と
、
 た
と
え
ば
 

ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
け
る
祭
儀
的
局
面
が
「
純
粋
」
 グ
ノ
 ｜
 シ
ス
 主
 



さ
て
、
シ
ェ
ン
 
ケ
 に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
 密
儀
信
仰
と
グ
ノ
ー
シ
ス
の
相
違
指
標
に
対
し
て
、
 E
 

v
.
 

イ
ヴ
ァ
ン
 

カ
 が
 

激
し
い
批
判
を
試
み
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
 

グ
ノ
｜
 シ
ス
主
義
と
密
儀
信
仰
（
ま
ぜ
の
（
の
八
円
 

0
 の
 
0
 口
日
の
 
）
と
哲
学
の
 
相
違
は
、
相
異
な
る
 思
 

考
 構
造
（
し
空
女
 び
 （
 巨
蚕
 こ
こ
に
の
み
存
在
す
る
。
す
な
 ね
 ち
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
と
っ
て
は
神
話
が
本
質
的
に
 固
有
な
も
の
で
あ
り
、
 

密
儀
信
仰
に
お
い
て
は
密
儀
の
「
行
為
」
（
 
叫
き
桂
 三
品
・
 口
 q
o
 
ョ
 0
 口
 ）
が
前
景
に
立
ち
、
哲
学
は
「
思
考
手
段
」
（
 

臣
 0
 コ
 カ
 の
Ⅱ
円
の
 

り
ゴ
 
の
ヲ
ミ
）
片
ヰ
 

の
 （
）
 

に
よ
っ
て
仕
事
を
す
る
。
密
儀
信
仰
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 に
 関
し
て
言
え
ば
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
理
解
に
 お
い
て
共
通
性
を
持
っ
 

 
 

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
密
儀
信
仰
に
お
い
て
は
 、
密
儀
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
、
真
の
本
来
 的
 本
質
に
関
す
る
知
識
 

（
 毛
 目
の
 コ
 ）
を
通
し
て
、
変
形
（
せ
の
 
卸
コ
 口
曳
目
的
）
が
 可
能
に
さ
れ
る
。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
は
、
彼
が
「
覚
醒
 す
る
」
（
の
Ⅰ
 
毛
ゆ
り
ゴ
 

の
 コ
レ
 

-
 
羽
 ）
 

と
き
に
、
他
者
と
な
る
。
 

こ
の
よ
う
な
イ
ヴ
ァ
ン
 カ
 の
シ
ェ
ン
 ケ
 に
対
す
る
 抗
諦
は
 、
ガ
 フ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
事
態
に
即
す
る
も
の
で
は
な
 い
 。
「
イ
ヴ
ァ
ン
 
カ
 

は
 密
儀
信
仰
と
哲
学
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
を
、
共
通
 
の
 現
存
在
の
姿
勢
か
ら
生
起
す
る
も
の
と
し
て
 牧
述
し
 て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。
 

な
っ
て
い
る
」
。
密
儀
宗
教
に
お
い
て
は
、
人
間
の
「
 
神
 化
」
（
 く
の
 （
 
幅
 o
t
 
（
 
仁
コ
め
 
-
 卜
で
 0
 （
 
オ
の
 
o
m
 

の
）
、
あ
る
い
は
「
 

変
 質
 」
（
 メ
ト
 

の
Ⅱ
毛
が
 

コ
臼
 仁
コ
 
洩
 -
 

目
の
 （
の
 
ヨ
 o
r
 

ロ
ゴ
 

0
 お
 ）
が
、
そ
れ
に
対
し
て
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
 義
 に
お
い
て
は
、
原
理
的
に
人
間
の
「
高
神
化
」
（
 
旧
ざ
 Ⅰ
の
Ⅱ
ー
の
 

っ
 
（
（
毛
の
「
宙
の
目
）
が
 

問
題
に
な
る
。
「
人
間
は
グ
ノ
ー
シ
ス
に
よ
り
、
原
初
 ぬ
に
 存
在
し
た
も
の
、
本
来
原
理
的
に
は
、
常
に
存
在
す
 る
も
の
に
な
る
」
の
で
 

あ
る
。
南
宗
教
は
、
こ
の
よ
う
な
原
理
的
相
違
に
も
が
 か
わ
ら
ず
、
「
実
際
に
は
多
く
の
点
で
相
互
に
影
響
し
あ
 っ
て
い
る
」
こ
と
を
、
 

ノ
ヱ
ン
ケ
 も
ま
た
承
認
す
る
。
彼
は
密
儀
宗
教
の
影
 料
を
 と
り
わ
け
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
祭
儀
行
為
に
見
出
す
の
 で
あ
る
。
 

@
l
-
2
 

M ラ ト 

  {C 
シ こ 保 

ェ れ 留 
ン な さ 
ケ す れ 
で で る 
あ に 知 
る W 識   
彼 フ 密 

に ェ 儀 
よ ル 酌 
れ ス 用 
ば タ 語   

" l 」 

「 と る 
グ H あ   
l へ て   
-9- ス主 る 。 I 
議 マ に 

と ン も   
儀 式 か 
信 み わ 
仰 て ら 

は い ず 

  、ま 同 る 。 2 0- （ 

で し ず   
な し 者 
い 、 を 

0 こ ，真 

そ れ 重 
れ を に 
ら よ 図   

、 正 す 

根 確 る   
的 識 要   

、 し あ 

  黒 ろ 

(526)  7S 



祭儀と認識 

 
 

-
 
恭
 -
 

お
い
て
「
本
質
は
ま
さ
に
他
に
変
え
ら
れ
な
い
、
変
質
 さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
。
「
密
儀
的
思
考
の
要
」
は
な
し
 

ろ
 
「
本
質
を
変
え
る
 発
 

展
に
 、
外
的
行
為
、
 
胱
惚
 、
幻
視
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
 れ
る
神
化
な
い
し
は
変
質
に
あ
る
。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
 お
い
て
問
題
は
、
救
済
 

さ
る
べ
き
潜
在
的
霊
の
本
質
に
依
拠
す
る
、
人
間
の
「
 ゎ
 万
成
 」
（
そ
の
 
目
 0
-
 
戸
 0
 ヨ
目
ヒ
コ
の
・
 
q
m
b
m
 

へ
 
e
q
 
ぁ
 ）
な
の
で
あ
 -
4
 

る
 2
 
。
 
）
 

T
.
W
.
 

ト
レ
ー
ガ
ー
も
ま
た
、
最
近
、
彼
の
ロ
ヘ
ル
 メ
ス
文
書
 L
 第
十
三
巻
の
詳
細
な
研
究
に
基
づ
き
、
密
儀
 宗
教
と
グ
ノ
ー
シ
ス
 

正
義
と
の
区
別
に
関
連
し
、
シ
ェ
ン
ケ
説
の
正
当
性
を
擁
 護
 し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
間
に
は
次
の
よ
 う
 な
明
瞭
な
相
違
が
確
 

誌
 さ
れ
る
。
 
一
 ㈲
密
儀
者
は
密
儀
の
中
で
、
新
し
い
 神
 的
 、
と
り
わ
け
霊
的
本
質
を
獲
得
す
る
、
つ
ま
り
、
本
質
 的
 変
化
と
変
形
を
達
成
 

す
る
の
で
あ
る
（
の
 下
パ
 Ⅱ
（
Ⅰ
参
照
）
。
グ
ノ
ー
シ
ス
 
主
 義
者
は
、
そ
の
覚
醒
と
救
済
の
後
も
、
彼
が
か
っ
て
あ
っ
 た
 、
し
か
も
常
に
そ
 う
 

で
あ
っ
た
同
一
の
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
 ，
 
b
 、
彼
は
す
で
に
神
的
本
性
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
 仝
さ
ら
変
質
す
る
必
要
 

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
㈲
そ
の
結
果
と
し
て
、
密
儀
 
宗
教
に
お
け
る
密
儀
者
の
神
化
に
対
し
て
、
（
「
純
粋
」
）
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
 

け
る
本
性
か
ら
救
わ
れ
た
者
の
再
神
化
は
対
立
す
る
の
 で
あ
る
」
。
こ
う
し
て
ト
レ
ー
ガ
ー
は
、
シ
ェ
ン
 ケ
 の
 忠
 実
な
弟
子
と
し
て
、
 
イ
 

ヴ
ァ
ン
 カ
 の
反
証
が
彼
を
納
得
せ
し
め
な
か
っ
た
こ
と
、
 

他
方
、
自
ら
の
研
究
成
果
に
基
い
て
見
て
も
、
 

シ
ヱ
ン
 ケ
 説
に
対
し
て
「
そ
れ
 

は
 正
し
い
」
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
告
白
す
る
  
 

私
も
ま
た
原
則
的
に
は
シ
ェ
ン
 ケ
 の
見
解
に
同
意
す
る
 も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

シ
ヱ
ン
ケ
 
に
対
し
、
と
り
わ
け
 ガ
 フ
ロ
ン
に
対
し
て
 

次
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
 す
 は
 ね
ち
、
密
儀
者
の
人
間
理
解
に
も
究
極
的
に
は
神
と
 人
 と
の
本
質
的
同
一
性
 

 
 

が
 前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
た
だ
そ
れ
が
彼
ら
に
お
い
 て
は
密
儀
へ
の
参
加
の
結
果
と
し
て
、
他
な
ら
ぬ
「
神
化
 」
な
い
し
は
「
変
質
」
 

@
 
あ
 -
 

と
し
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
 

私
 見
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
オ
ル
フ
ィ
ズ
 ム
 も
ま
た
密
儀
 宗
 教
 の
一
つ
と
し
て
数
え
 
79@ (527) 

密
儀
に
お
い
て
も
本
来
的
自
己
が
中
心
問
題
で
あ
っ
た
 と
し
た
な
ら
 ぱ
 、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
裏
づ
け
る
証
拠
が
 あ
げ
ら
れ
れ
 ば
 な
ら
 

 
 

 
 

ね
 。
そ
れ
に
対
し
て
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
が
他
者
に
 な
る
と
す
れ
ば
、
「
一
休
何
が
他
者
と
な
る
の
か
」
。
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
に
 



人
間
の
完
成
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
最
近
 ガ
 フ
ロ
ン
に
 よ
っ
て
正
し
く
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 で
は
人
間
個
人
が
 、
密
 

儀
 で
は
人
間
の
共
同
体
が
前
景
に
出
る
。
す
な
わ
ち
 グ
 ノ
ー
シ
ス
主
義
者
は
何
よ
り
も
ま
ず
「
一
人
の
単
独
者
」
（
 

の
ぎ
 面
 ～
 
コ
 z
 立
毛
の
の
の
 

コ
レ
 で
 

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
原
理
的
に
は
地
上
に
お
け
る
 具
 体
 化
を
、
そ
れ
故
に
究
極
的
に
は
い
か
な
る
祭
儀
を
も
 必
 要
 と
し
な
い
天
的
教
会
 

に
 属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
、
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
 義
者
も
実
際
に
は
祭
儀
を
自
ら
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
 く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
 

は
 、
不
可
避
的
な
こ
の
世
へ
の
妥
協
、
形
態
へ
の
適
応
 で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
い
か
な
る
宗
教
も
共
同
体
に
よ
る
 以
外
に
自
已
を
確
立
す
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 も
ま
た
こ
の
法
則
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
こ
こ
 に
お
い
て
は
種
々
の
 
不
 

に 儀   
す 
で レ 宗教どの Ⅰ 以上 ｜ ず、 よう ノノ 

@ こ @C- ス 

確 私は よう 屯 との み 「 。 きめ 
    ご 。 

  と な関 関係累」 
た 係 に 教 グ ト く 

よ 

09,C@ ， 一 Ⅰ あ ら 学 、 @ に兄 つ れ派 史ノン シガ 「 
た る か ス l 現 

ク 0 面 ら 主 が 実 
  で 者 今 義 実 の 
  あ の 日 は 際 」 
  ろ 原 に 、 に ク     

  う 理 至 後 こ ノ 

主 か 的 る 程 の l 
義 。 相 ク     示 よ シ 
@ こ 違 / さ ラ ス 

お を @ れ な 主 
  明 シ る 危 義 
る ら ス よ 険 の 
中 か 主 う に 祭 
心 @c 義 に 陥 儀 

    つ 的 
題 た 先 規 て 局 
ま @ つ を 突 い 面 

も 批 に る を 
原   
理 で 的 い で あ 
的 あ に て は ま 
ie ． る 追 は な り 

    
そ し し こ も 

  れ な ろ と ，桂 
済 で が 例 を 急 
さ   
る   、 な め 追 

べ 察 と の る い 

き 儀 り で と 出 

  と わ あ し し 
的 
目 " 

グ け る て て 
  / グ か も し 

本 0   
質 ス シ る こ 

  
主 ス と 

養 生 私 に 
  が 義 兄 な 
す 実 と に ち 

る 隠 密 よ な 

られ 私 に 豊穣 

は 祭 る 

ト儀と レ、 す   
ガ儀は @  、 、 （ 27 ） 

@c  密 ま 
射 儀 す 
し ィ 言 ま 

て 仰 す 
敬富   承 

  
た て れ 
い ク 。 な 

。 /  l サ   
が シ は 

グ ス な 
/ 主 ら 

l 義 な 
、 ン @C い 
ス 土   
王 通 こ 

義 し の 

め て 意 
「 前 味 
純 提 に 
粋 さ お 
な れ ぃ 

」 て て   
格 る れ 
を 人 わ 

れは、 強調す 論を 間 

る 真 U 
こ %U   
と @c  ピ   
に 者 ア 

よ 意 ン 

りす " べ " キ と 

  
シ あ   

  
  ソ 更 の 

(528)  80 
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マ は l 
次 " ノ " シ 

@ タ     私 ス 

、 散 見 主 
キ の に 義 

り 場 ・ よ 的 
ス 合 れ 宿 
ト で は 儀 教 ユ 七 
の こ ュ 同 

祭 れ ダ 体 
儀 は ヤ と 

ヴァ に対 教グ 

す ル ソ ン 

る ド @ ン 
グ ル シ テ 

ノ フ ス イ 

l に 王 / 
シ よ 議 ス 

ス れ 的 派 
主 は 密 を 

前提 義の 儀 宗 

反共団し 応同 のて 
を 休 「 ぃ （ ） キリ考察 敬 的 る 。 3 4 
す 虔 ス こ 

れ を ト の 
ば 件 数 他 
" っ 」 に 

た化 洗 の も、 
            司 
れ 祭 産 ョ 

は 儀 で ハ 

、 教 あ ネ 
高 日 る の 

なのびガ 宝 ⑧ 7 
フ で ま ク 

ロ あ た り と ン る 。 - 36 ）も " ュフ 

ユ L   
VL     

つ し 
    
の     劇 場 
  は 合 

81  (529) 

統
一
な
形
体
が
現
出
す
る
（
祭
儀
教
団
、
教
派
、
分
派
な
 ど ）
。
こ
の
よ
う
な
不
統
一
性
や
分
裂
と
い
う
グ
ノ
ー
シ
 ス
 諸
派
に
見
ら
れ
る
 現
 

実
は
 、
ガ
 フ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
グ
ノ
ー
シ
ス
的
個
人
主
 義
の
内
的
必
然
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
 0
@
3
 

も
っ
と
も
、
私
に
は
グ
ノ
ー
シ
ス
が
祭
儀
的
な
も
の
を
 自
ら
に
取
り
込
ん
で
い
く
現
象
が
、
こ
の
世
へ
の
単
な
る
 妥
協
、
あ
る
い
は
 形
 

態
へ
の
不
可
避
的
適
応
の
み
に
よ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
 そ
れ
は
む
し
ろ
、
後
程
指
摘
す
る
よ
う
に
、
グ
ノ
ー
シ
 ス
 主
義
の
救
済
思
想
と
 

関
わ
り
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
 ガ
 フ
ロ
ン
の
確
認
は
 、
 私
に
も
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
 

一
 
，
 い
 ず
れ
に
し
て
も
大
部
分
 

の
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
は
あ
る
い
は
哲
学
諸
派
、
 あ
 る
い
は
密
儀
完
固
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
教
団
、
と
り
わ
 け
 キ
リ
ス
ト
教
団
に
依
 

@
 
皿
 -
 

り
な
が
ら
、
実
際
に
は
一
つ
の
共
同
体
の
中
に
自
ら
を
 組
織
化
し
て
い
る
」
。
こ
の
よ
う
な
、
元
来
 
H
.
 

ク
ラ
フ
 

ト
が
 「
理
想
型
」
と
し
て
 

（
 
2
 
3
 ）
 

分
類
し
た
グ
ノ
ー
シ
ス
共
同
体
の
「
型
」
を
 、
ガ
プ
 
ロ
 ン
は
 以
下
の
ご
と
く
に
提
示
し
て
い
る
。
ア
ン
ク
サ
ン
ド
 リ
ア
に
成
立
し
た
教
派
 

型
バ
り
シ
 リ
デ
ス
派
、
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
ス
派
 、
マ
 ル
コ
ス
派
の
一
部
。
密
儀
宗
田
 型
 

シ
モ
ン
派
 、
バ
 ル
ク
，
グ
ノ
ー
シ
ス
派
 、
 

 
 

派
 、
力
ル
ポ
ク
ラ
テ
ス
派
、
若
干
の
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
 ス
派
 
（
こ
れ
に
 ピ
リ
ポ
 

福
音
書
も
属
す
る
）
。
ユ
ダ
ヤ
ー
キ
リ
ス
ト
教
分
派
型
 

コ
ソ
ロ
モ
ン
の
 頚
歌
 目
口
外
典
行
伍
与
同
ク
レ
メ
ン
 ス
 儲
皇
日
し
ヰ
目
 
た
 
@
 コ
フ
 の
 

ア
ポ
 ク
り
ュ
 
フ
ォ
ン
日
日
使
徒
た
ち
の
 醤
簡
円
 
「
イ
ザ
ヤ
 の
 昇
天
日
に
見
ら
れ
る
共
同
体
的
敬
虔
。
こ
の
最
後
の
 型
に
は
、
「
祭
儀
的
 敬
 

-
 
鍵
 -
 

虔
と
 祭
儀
執
行
を
志
向
す
る
明
確
な
共
同
体
意
識
が
特
 徴
 的
で
あ
る
」
。
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は
、
 

ガ
 フ
ロ
ン
 と
 共
に
、
こ
れ
ら
の
型
の
 

混
合
型
に
所
属
す
る
文
書
も
存
在
す
る
こ
と
に
留
意
し
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
 ピ
り
ポ
 福
音
書
」
 
は
 、
キ
リ
ス
ト
教
 グ
ノ
 



@
 
何
 @
 

私
は
か
っ
て
、
そ
の
一
部
を
 E
.
 ゼ
 ー
ゲ
ル
 

研
究
に
依
り
な
が
ら
、
 
コ
 真
理
の
福
音
し
 
G
 
。
 チ
 
Ⅱ
 ど
は
 洗
礼
 教
説
 で
あ
る
こ
 

（
 
@
 
ノ
 

 
 

 
 

 
 

た
だ
こ
の
文
書
で
は
、
洗
礼
と
新
婦
の
部
屋
は
 

、
 
魂
の
 

「
浄
化
し
と
「
結
合
」
（
人
間
の
本
来
的
自
己
の
救
済
）
 

の
 
大
的
象
徴
で
あ
っ
て
 

、
 

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
か
ら
、
た
と
え
ば
洗
礼
式
の
ご
と
き
 

具
体
的
祭
儀
執
行
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
 

の
で
あ
る
。
 

（
 
7
 
3
 ）
 

つ
の
種
類
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
ヴ
ァ
 レ
ン
テ
ィ
ノ
ス
派
の
 

一
 グ
ル
ー
プ
に
見
ら
れ
る
祭
儀
の
 ラ

デ
ィ
カ
ル
 な
 放
棄
で
 

2
 

あ
る
（
（
Ⅱ
の
 
コ
 ：
 り
宙
づ
 
・
甘
が
 
ミ
 ・
 
-
 Ⅱ
 
ミ
 ・
と
。
こ
れ
は
お
 そ
ら
く
、
マ
ル
コ
ス
派
に
見
ら
れ
る
ご
と
き
、
祭
儀
行
為
 の
 強
 い
 影
響
に
対
す
る
 

 
 
 
 

批
判
を
含
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
，
（
 

8
 
3
 

）
 し
か
し
、
こ
の
よ
う
 な
 態
度
は
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
い
て
は
む
し
ろ
例
外
 な
の
で
あ
っ
て
、
シ
ュ
 

は
 

（
 
9
 
3
 ）
 

ミ
ッ
ト
ハ
ル
ス
が
想
定
す
る
ご
と
き
、
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
 義
の
初
期
階
段
の
一
般
的
特
色
と
は
い
い
難
く
 、
 逆
に
 

少
く
と
も
こ
の
文
脈
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ッ
ク
ス
 に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
 ジ
、
 「
ま
こ
と
の
 人
 の
 洗
礼
」
 給
燵
 -
 お
ァ
 ）
と
は
霊
の
洗
礼
を
示
唆
す
 
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
 

で
、
こ
の
 一
 
。
ま
こ
と
の
 
人
 」
の
来
臨
は
終
末
的
に
意
味
 づ
 け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ま
こ
と
の
人
の
洗
礼
も
生
 魂
的
 火
の
洗
礼
や
物
 接
 

胸
水
の
洗
礼
を
止
揚
す
る
終
末
論
的
出
来
事
と
想
定
さ
 れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
霊
の
人
は
水
の
洗
礼
 を
 必
要
と
し
な
い
こ
と
 

に
な
る
。
た
だ
、
「
人
が
受
け
る
 
塗
油
 」
 谷
目
 ，
～
 

h
.
 

）
 と
 い
 う
 表
現
で
、
 

塗
 油
は
霊
の
洗
礼
に
 坐
 る
の
で
あ
 る
が
地
上
の
祭
儀
 

行
為
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
超
地
上
的
・
 象
徴
的
行
為
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
 
は
 、
こ
の
文
脈
か
ら
は
 

不
可
能
な
の
で
あ
る
 

。
 
（
 
4
 
9
 
O
 
）
こ
の
文
書
と
並
行
箇
所
の
多
い
 「
ア
ル
コ
ー
ン
の
木
質
 L
 （
の
。
 

往
 ・
目
さ
の
最
終
章
に
も
 
、
 塗
油
は
 つ
い
て
舌
口
 
及
 

さ
れ
て
い
る
（
 ま
 -
0
 
ザ
ミ
 -
 
）
 
e
 。
し
か
も
、
最
後
の
行
 
（
 
お
 -
 の
の
）
に
「
ま
こ
と
の
 
人
 」
が
現
わ
れ
る
が
、
こ
れ
 は
ほ
ぼ
確
実
に
 コ
 こ
の
 

世
の
起
源
に
つ
い
て
 ヒ
 の
「
ま
こ
と
の
 人
 」
律
に
，
 肚
 
3
 
ト
 
㎏
 ゅ
，
燵
 
）
と
同
定
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
（
㏄
）
 

が
 遣
わ
し
た
「
真
理
の
 
n
,
 

 
 
 
 

霊
 」
（
 
き
 ・
 葵
 ）
を
啓
示
し
、
万
物
に
つ
い
て
教
え
を
 な
 し
 、
「
永
遠
の
命
の
ク
リ
ス
マ
」
（
の
 
づ
 。
 ド
 ⑧
で
 塗
油
す
 る
で
あ
ろ
う
、
い
わ
れ
 

る
 。
そ
し
て
こ
こ
で
も
教
え
と
 塗
油
 が
終
末
的
事
実
と
 み
な
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
 に
と
っ
て
現
在
の
事
柄
 
8
 

唆
す
る
も
の
の
存
在
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
く
、
そ
れ
に
 対
応
す
る
勧
め
が
あ
ま
り
に
も
一
般
的
に
提
示
さ
れ
て
い
 る
の
で
、
そ
の
用
語
法
 

（
Ⅰ
 

4
 
1
 
）
 

や
 内
容
に
お
い
て
非
常
に
独
自
な
こ
の
文
書
が
、
特
定
 の
 動
機
か
ら
さ
れ
た
説
教
で
あ
る
と
信
ず
る
こ
と
は
 殆
 ど
 不
可
能
で
あ
る
」
。
も
 

つ
 と
も
、
「
真
理
の
福
音
 ロ
と
 共
に
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
 ス
 派
の
周
辺
に
属
す
る
と
い
わ
れ
る
 ヨ
 二
つ
の
本
質
に
関
 す
る
教
え
」
 
谷
 0
 卸
 
Ⅱ
 

（
 
8
 
4
 ）
 

の
 ）
の
中
に
は
、
ル
ド
ル
フ
も
 ガ
 フ
ロ
ン
も
共
通
し
て
、
 
実
際
に
執
行
さ
れ
た
洗
礼
の
祭
儀
を
承
認
し
て
い
る
の
 で
あ
る
。
 

「
こ
の
世
の
起
源
に
つ
い
て
 
L
 （
の
。
 
P
 
 目
 
S
 
 に
は
、
 三
 種
類
の
洗
礼
霊
の
洗
礼
、
火
の
洗
礼
、
水
の
洗
礼
 

が
あ
げ
ら
れ
て
 

い
る
（
 ト
め
 
）
。
 
0
 も
 つ
 ）
。
こ
れ
ら
の
洗
礼
は
、
人
間
の
三
つ
 の
種
族
 

｜
 霊魂
、
土
塊
、
物
質
の
各
種
族
、
 な
 い
し
は
三
つ
の
 
フ
ヱ
二
 

-
 
巧
 -
 

と
 。
す
な
 ね
 ち
、
こ
の
 刊
 福
音
 L
 の
背
後
に
洗
礼
式
 あ
 る
い
は
 塗
油
弍
が
 前
提
さ
れ
て
い
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
 提
 出
し
た
。
こ
の
テ
ー
ゼ
 

は
 、
最
近
ル
ド
ル
フ
と
ガ
フ
ロ
ン
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
 

 
 

語
や
特
定
の
祭
儀
を
示
 



の
 産
物
と
思
わ
れ
る
同
エ
ジ
プ
ト
 大
 福
音
 占
 」
（
の
。
 

年
 
目
だ
旧
し
に
も
、
他
な
ら
ぬ
洗
礼
の
守
護
者
と
し
て
 

登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

し
か
も
、
こ
の
福
音
書
の
巻
末
に
は
「
大
い
な
る
 セ
ッ
 」

が
現
わ
れ
、
こ
れ
が
「
イ
エ
ス
」
と
等
 
直
 さ
れ
る
。
 セ
ノ
。
 イ
エ
ス
は
洗
礼
 

を
も
た
ら
し
た
（
③
，
 P
o
 

）
。
も
っ
と
も
、
洗
礼
の
意
味
 

は
 聖
霊
に
よ
る
人
間
の
再
生
に
あ
る
（
③
 ，
 
）
Ⅰ
 
さ
 。
こ
の
 意
味
に
お
い
て
、
洗
礼
 

は
 「
 人
 よ
り
も
高
い
」
と
い
わ
れ
る
（
⑬
 -
N
 
じ
 。
と
す
れ
 ば
 、
こ
こ
で
は
洗
礼
が
、
超
地
上
的
な
も
の
、
あ
る
い
 は
む
し
ろ
超
天
上
な
も
 

-
 
騒
 ）
 

の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
 文
 醤
 に
お
い
て
洗
礼
は
、
は
っ
き
り
と
「
泉
の
洗
礼
」
と
 呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
 

る
か
ら
（
 き
 ・
と
、
 ガ
 フ
ロ
ン
の
ご
と
く
あ
ま
り
に
も
 性
急
に
次
の
よ
う
な
結
論
を
ひ
き
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
 い
で
あ
ろ
う
。
「
す
で
 

ケ
ゥ
ス
 」
と
い
う
存
在
（
 ざ
 -
 
ひ
 0
 臣
 ）
が
、
こ
れ
も
 司
ァ
 ル
コ
ー
ン
の
木
質
三
な
ど
と
共
に
ユ
ダ
ヤ
教
グ
ノ
ー
シ
ス
 文
苫
の
 キ
リ
ス
ト
教
化
 

  
い を ど ス た 

ず 、 ラ テ ク       
｜
 シ
ス
」
（
㏄
 
9
 め
㎏
 

b
.
 

）
に
 

仙
 ℡
 な
 Ⅰ
つ
な
い
。
そ
し
て
、
 
こ
 の
 伝
承
の
担
い
手
が
 、
 「
ロ
ゴ
ス
か
ら
生
れ
た
人
々
 と
朽
 ち
ざ
る
フ
ォ
 

ル
 た
ち
」
（
㏄
の
 

-
 
ミ
ア
 ）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
 文
蕾
め
 記
者
が
属
す
る
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
何
ら
か
の
礼
典
が
   

は
 不
明
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
記
者
が
編
集
し
た
伝
承
 

 
 

編
集
者
は
こ
 

れ
が
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
と
関
わ
り
な
く
執
行
さ
れ
る
 限
 

い
る
よ
う
で
七
の
る
。
 

-
 
㏄
 -
 

に
し
て
も
興
味
深
い
の
は
、
 司
 ア
ダ
ム
の
 致
ど
 
本
銀
日
の
中
 に
 @
@
 

ロ
及
六
 
Ⅰ
 
Ⅰ
 
ふ
 仙
 
て
い
 八
 
@
 Ⅰ
「
 
4
 
 
イ
 
ム
 セ
ウ
ス
 一
 
「
 斗
ノ
ツ
ァ
 
レ
ウ
つ
入
 「
 ィ
ェ
セ
デ
 

る
水
 」
（
㏄
 
A
,
 
Ⅱ
 h
.
 

）
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
洗
礼
は
 

、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
が
秘
密
の
伝
承
を
通
し
て
受
容
 

し
た
「
ア
ダ
ム
の
隠
さ
 

な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
真
理
の
霊
」
は
す
で
に
 今
 彼
ら
の
中
に
住
ま
い
、
「
こ
の
道
を
認
識
し
た
者
は
す
 べ

て
、
死
す
べ
き
人
間
 
4
 

 
 

の
 只
中
に
あ
っ
て
死
ぬ
こ
と
が
な
い
・
 
一
 （
の
 
0
 。
㎏
で
は
さ
と
い
 わ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
こ
こ
で
 途
油
は
 
、
 人
が
受
け
る
 
グ
 

 
 
 
 
 
 

シ
ス
の
「
教
え
二
の
象
徴
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
か
 、
 
ら
 特
定
の
祭
儀
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

繍
 
5
  
 

 
 
 
 

ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
コ
ア
ダ
ム
の
黙
示
録
し
（
 
れ
 0
 十
七
 

）
）
に
も
妥
当
す
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
 

と
い
う
よ
り
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
 的
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
文
書
 で
あ
る
。
（
 

5
 
 

2
 ）
 こ
の
黙
示
録
も
、
セ
ッ
が
ア
ダ
ム
か
ら
受
け
た
 -

 
・
聖
な
る
洗
礼
と
生
け
 



祭儀と認識 

い
て
行
わ
れ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
洗
礼
を
獲
 得
す
る
た
め
に
、
地
上
の
洗
礼
の
代
り
に
天
上
で
行
わ
 る

べ
き
こ
と
は
、
（
こ
 
の
 

 
 

 
 

-
 
㏄
 -
 

 
 

0
 
世
的
な
る
も
の
の
）
「
忌
避
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
 
S
 
。
 o
0
 も
 さ
。
こ
の
「
忌
避
」
が
「
エ
ジ
プ
ト
 大
 福
音
 幸
田
 
L
 （
 ハ
い
 
0
 キ
目
）
で
は
 

 
 

「
泉
の
洗
礼
の
中
で
」
 
行
 な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
 の
で
あ
る
が
、
㍉
真
理
の
証
言
 
ロ
 L
 
で
は
洗
礼
の
執
行
と
 は 必
ず
し
も
関
係
が
な
 
8
 

シ
ス
主
義
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
祭
儀
の
受
容
と
み
な
し
，
 

つ
 る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

今
ま
で
の
叙
述
に
お
い
て
私
は
 、
ナ
グ
 
・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
 に
見
ら
れ
る
限
り
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
は
キ
リ
ス
ト
教
 
祭
儀
よ
り
も
む
し
 

 
 

ユ
ダ
ヤ
教
の
そ
れ
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
 を
 暗
示
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
 明
 確
に
読
み
と
れ
る
が
 

ま
ず
〒
セ
ー
 ム
 の
解
説
」
（
 0
 。
円
目
こ
の
岩
合
で
あ
 る 。
こ
こ
で
は
、
光
の
世
か
ら
の
使
者
が
「
 デ
ル
デ
 ケ
 ア
 ス
 」
と
呼
ば
れ
、
 
そ
 

啓
示
の
受
容
者
が
セ
ー
 ム
 と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
 の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
使
者
が
「
悪
霊
の
 洗
礼
」
（
の
）
・
の
）
の
 

に
 現
わ
れ
、
信
仰
を
啓
示
す
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
 で
あ
る
。
人
間
を
不
完
全
な
積
れ
た
洗
礼
で
も
っ
て
 誘
 惑
 す
る
も
の
と
し
て
 

難
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
の
「
悪
霊
」
は
、
文
脈
か
 ，
 
り
 見
て
（
の
 0
 。
 ぎ
 F
 
一
ミ
 。
お
 チ
 ）
 、
 明
ら
か
に
「
洗
礼
者
 」
ヨ
ハ
ネ
を
指
す
も
 

-
 
㏄
 ノ
 

で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
信
仰
の
啓
示
者
は
イ
エ
ス
 と
い
 う
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
「
真
理
の
証
言
 ヒ
 （
の
。
 
隼
 
目
 8
 
 に
お
い
て
も
 

洗
礼
者
 ョ
 
ハ
矛
が
そ
の
洗
礼
と
共
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
 否
 定
 的
な
評
価
を
受
け
て
い
る
 G
 ）
・
 
ザ
 S
 。
こ
の
文
書
で
も
 真
の
洗
礼
は
天
上
に
 お " の 非 中 の " ろ 

-
 
㏄
）
 

つ
め
 
-
0
 と
を
比
較
せ
よ
）
 、
の
 。
十
日
の
方
に
の
。
千
日
 よ
り
も
キ
リ
ス
ト
教
的
部
分
が
名
 - い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
 泉
の
洗
礼
」
は
 グ
ノ
｜
 

（
 
5
 
5
 ）
 

に
 地
上
の
生
活
に
お
い
て
…
…
注
が
れ
る
種
類
の
洗
礼
は
 、
こ
こ
に
は
全
く
存
在
し
て
い
な
い
」
。
 

一
 
1
 泉
の
洗
礼
」
 

（
 
的
 
@
 -
 

見
て
「
浸
礼
」
の
執
行
を
示
唆
す
る
可
能
性
が
強
い
も
 の
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
た
と
え
ば
 J
.
 

（
Ⅰ
 

ニ
リ
 

1
 ）
 

の
よ
う
に
、
こ
の
文
書
を
洗
礼
と
の
関
係
か
ら
 

ク
ム
ラ
ン
文
書
に
結
び
つ
け
る
つ
つ
も
り
は
な
い
が
、
 

行
為
と
し
て
の
洗
礼
を
承
認
で
き
る
可
能
性
は
残
さ
れ
 て
い
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
本
書
（
 0
0
 円
目
）
 

 
 

は
 、
本
書
の
 
い
 わ
ゆ
る
「
泉
の
洗
礼
」
を
含
む
並
行
記
 事
の
申
で
他
な
ら
ぬ
「
泉
の
」
が
欠
落
し
て
お
り
（
の
。
 

宙
 

は
む
し
ろ
、
文
脈
か
ら
 

ス
や
 A
.
 
べ
｜
り
ッ
ヒ
 

少
く
と
も
こ
こ
に
祭
儀
 

異
本
（
の
 っ
 Ⅰ
・
 旧
 ）
で
 

目
 
③
。
か
と
の
 o
P
 目
 



さ
て
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
の
キ
リ
ス
ト
教
祭
儀
に
 

対
 す
る
反
応
の
仕
方
に
つ
い
て
舌
口
え
ば
、
 

ナ
グ
 ・
ハ
マ
デ
ィ
 
文
書
の
証
言
は
 
、
従
 

来
 グ
ノ
ー
シ
ス
派
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
た
情
報
と
ほ
 

ぼ
 一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
 

ね
 ち
、
祭
儀
一
般
の
 
う
 デ
ィ
カ
 か
 な
廃
棄
（
 第
 

一
の
種
類
）
は
 
、
ナ
グ
 ・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
に
よ
っ
て
立
証
 

さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
お
そ
ら
く
ユ
ダ
ヤ
教
祭
儀
、
 

と
 り
わ
け
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
 

ず
れ
に
し
て
も
、
私
は
こ
こ
で
ル
ド
ル
フ
 

と
 共
に
 、
ガ
 フ
ロ
ン
に
反
対
し
て
強
調
し
た
い
の
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
 

主
 義
者
の
祭
義
一
般
こ
対
 

、
、
 

，
ィ
一
 

、
、
 

す
る
拒
否
的
姿
勢
は
 
ナ
グ
 ・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
か
ら
論
証
 

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
綴
（
 

4
 ）
も
ち
ろ
ん
最
終
的
結
論
 

は
 、
こ
の
文
書
の
全
 
木
 

文
 が
公
刊
さ
れ
る
ま
で
留
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

の
で
あ
る
が
。
 

ル
フ
 の
ご
と
く
、
こ
こ
か
ら
更
に
、
「
洗
礼
祭
儀
の
施
行
 
は
ピ
 リ
ポ
福
音
書
と
の
。
升
目
ら
（
三
つ
の
 木
 賞
に
関
 す
る
教
え
き
に
の
み
論
 

（
 
て
 
6
 
。
）
 

証
さ
れ
る
 
1
 
一
 と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
わ
け
に
は
 い
か
 な
い
。
私
に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
少
く
と
も
「
エ
ジ
プ
ト
 大
 福
音
書
 ヒ
 （
の
 
0
 口
 ・
 日
 ）
 

と
「
メ
ル
キ
 セ
デ
ク
 の
祈
り
」
の
背
後
に
、
洗
礼
や
塗
 油
の
祭
儀
（
執
行
）
を
想
定
し
う
る
可
能
性
は
否
定
で
き
 な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
い
 

以
上
私
は
 、
ナ
グ
 ・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
に
お
い
て
祭
儀
に
 子
 
一
コ
 

及
 さ
れ
て
い
る
箇
所
の
中
後
程
扱
わ
れ
る
「
 ョ
ハ
 ふ
め
 ア
ポ
ク
リ
ュ
フ
 

オ
 ン
 L
 を
例
外
と
し
て
現
在
ま
で
私
に
知
ら
れ
て
い
 る
す
べ
て
の
も
の
を
検
討
し
た
っ
も
り
で
あ
る
。
結
論
 と
し
て
、
一
般
的
に
は
 

こ
れ
ら
の
中
に
、
「
洗
礼
と
 塗
 油
の
強
い
精
神
化
」
が
 認
 

 
 

ロ
ン
、
と
り
わ
け
 ル
ド
 

い
よ
う
で
あ
る
。
 

 
 

最
後
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
グ
ノ
ー
シ
ス
文
書
の
一
つ
「
 
メ
ル
キ
 セ
デ
ク
 の
祈
り
」
（
の
。
日
文
ご
の
中
に
収
録
さ
 れ
て
い
る
種
々
の
 祈
 

 
 

り
の
中
、
メ
ル
キ
 セ
デ
ク
 （
Ⅱ
イ
エ
ス
 

?
.
 

）
に
帰
さ
れ
て
 

い
る
祈
り
白
 9
 べ
 １
 %
-
9
 は
 、
 明
ら
か
に
受
洗
の
際
 に
 唱
え
ら
れ
た
も
の
で
 
ぴ
 

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
 中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
洗
礼
用
語
は
精
神
化
さ
れ
て
い
る
 
今
私
は
、
永
遠
の
水
 
ハ
の
 

 
 

し
天
上
に
お
い
て
、
洗
礼
を
受
け
る
…
・
・
・
」
）
が
 

、
少
く
 と
も
こ
こ
に
洗
礼
の
祭
 

 
 

 
 



 
 

捉
 
の
よ
り
深
い
意
味
は
 
、
 彼
が
こ
れ
に
よ
っ
て
同
時
 
に
 「
 油
 注
が
れ
た
 者
 」
つ
ま
り
「
キ
リ
ス
ト
」
と
一
つ
に
 

な
る
こ
と
に
あ
る
 
0
 こ
の
こ
 

祭
 
と
は
 ゅ
 ）
 
申
 
ご
め
の
 ギ
ゅ
 寒
に
見
出
さ
れ
る
定
形
 句
 、
す
な
 ね
 ち
、
洗
礼
（
こ
の
場
合
「
 
塗
油
 」
を
も
 含
 む
 ）
に
よ
っ
て
「
生
け
る
 
人
 
8
 

諦
 

「
ク
リ
ス
ト
ス
」
と
は
こ
こ
で
、
ま
ず
言
葉
通
り
に
 
は
 
「
 塗
 油
を
受
け
た
者
」
の
意
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

グ
 ノ
ー
シ
ス
主
義
者
に
と
っ
て
の
  

 
 
 

の
 洗
礼
に
対
す
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
 む
し
ろ
例
外
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
も
祭
儀
そ
れ
 自
体
の
否
定
は
さ
れ
て
 

い
な
い
。
大
部
分
の
文
書
で
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
が
 祭
儀
を
精
神
化
し
つ
つ
も
、
自
ら
を
キ
リ
ス
ト
教
 祭
 儀
形
態
に
適
応
さ
せ
る
 

か
 、
そ
れ
を
部
分
的
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
 れ
る
。
従
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
グ
ノ
ー
シ
ス
文
書
の
多
く
 は
 、
第
二
の
種
類
に
属
 

す
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
の
種
類
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
 ト
教
 祭
儀
の
拡
大
と
強
化
の
例
も
ま
た
 少
 く
な
い
の
で
あ
 る
 。
 

四
 

わ
れ
わ
れ
は
以
上
に
よ
っ
て
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
 、
そ
 の
反
 宇
宙
的
に
二
元
的
な
現
存
在
の
姿
勢
の
故
に
密
儀
 信
仰
と
原
理
的
に
は
 

異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
密
儀
の
み
な
ら
ず
 キ
リ
ス
ト
教
の
祭
儀
に
対
し
て
も
、
少
く
と
も
敵
対
的
で
 は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
 

ら
に
自
己
を
順
応
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
の
一
部
 を
 採
用
な
い
し
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 私
 は
こ
こ
か
ら
更
に
 、
以
 

下
 に
お
い
て
、
洗
礼
や
塗
油
な
ど
の
入
信
儀
礼
が
 、
そ
 れ
が
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
に
よ
っ
て
精
神
化
さ
れ
る
際
に
 、
 他
な
ら
ぬ
彼
ら
に
 対
 

し
て
ク
ノ
ー
シ
ス
主
義
キ
リ
ス
ト
論
を
成
立
せ
し
め
る
 一
つ
の
動
機
を
与
え
た
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
み
 -
@
 

十
八
 

Ⅰ
。
 

@
 
Ⅴ
 

「
 ピ
 リ
ポ
福
音
書
二
の
ゆ
鰍
に
よ
る
と
、
 

塗
油
 
（
 ク
り
｜
 ス
マ
 ）
が
洗
礼
（
 バ
 プ
テ
ィ
ス
モ
ス
）
よ
り
も
高
次
で
 あ
る
の
は
、
 
グ
ノ
｜
 

シ
ス
主
義
者
が
 、
バ
 プ
テ
ィ
ス
モ
ス
の
故
に
で
は
な
く
、
 

「
ク
リ
ー
ス
マ
」
（
 驚
ぎ
セ
 ③
の
故
に
「
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
 ノ
イ
 」
（
Ⅹ
 
ち
へ
 
も
 ハ
 @
 
戸
て
 
驚
 ）
 

と
 呼
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
同
様
に
 ゅ
 寒
で
は
 
「
キ
リ
ス
ト
」
（
Ⅹ
 ち
へ
 
q
n
 

へ
の
）
の
呼
称
が
「
ク
リ
ー
ス
マ
 

」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
 

い
る
。
ク
リ
ー
ス
マ
を
受
け
た
者
は
「
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
 ノ
 ス
 」
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
「
ク
リ
ス
ト
ス
」
で
も
あ
る
 、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 



を
着
 」
、
「
 
名
 」
を
受
け
、
同
時
に
名
の
担
い
手
と
授
与
 者
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
事
柄
を
指
す
も
 の
で
あ
ろ
う
。
「
常
に
 

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
 

鉾
 c
I
>
I
q
 

へ
の
討
て
の
ニ
セ
 

穴
 Ⅱ
 へ
 
（
も
（
 
帝
 一
皿
 

的
 結
（
 5
 、
天
的
霊
的
本
質
の
下
降
と
霊
の
人
と
の
緒
付
」
（
 5
 ）
 、

す
な
 ね
 ち
、
 グ
ノ
 

｜
 シ
ス
主
義
者
と
そ
の
原
型
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
と
の
 結
 合
 な
の
で
あ
る
。
更
に
こ
こ
で
は
、
 

塗
油
 だ
け
で
は
な
 く
 洗
礼
も
ま
た
、
「
 キ
 

リ
ス
ト
も
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
も
同
一
の
タ
イ
ト
ル
を
 世
 
市
 び
る
根
元
的
原
因
で
あ
り
、
両
者
の
本
質
的
同
一
性
の
 表
現
」
と
さ
れ
て
い
 

-
%
 
）
 

る
 。
こ
の
関
連
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
 

め
 ぎ
に
お
 け
る
次
の
よ
う
な
発
言
で
あ
ろ
う
。
「
 

彼
 
（
キ
リ
ス
ト
）
 は
ま
ず
よ
み
が
え
り
、
 

（
そ
の
後
に
）
死
ん
だ
」
。
こ
の
発
言
の
文
脈
で
は
洗
礼
 

に
 直
接
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
キ
リ
ス
 ト
の
 よ
み
が
え
り
」
 
を
 

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
受
洗
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
少
く
と
も
 可
 能
 で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
 て
ヰ
 
も
の
の
㏄
に
お
い
て
、
 

人
は
安
息
に
達
す
る
た
め
に
、
す
で
に
こ
の
（
世
の
）
 命
 に
あ
っ
て
復
活
を
得
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
 の
で
あ
る
が
、
こ
の
 
発
 

言
は
、
ゅ
ゅ
 0
 か
ら
見
て
、
洗
礼
に
 、
 更
に
は
新
婦
の
部
 屋
に
 （
 ゅ
 ）
 吋
さ
 、
あ
る
い
は
グ
ノ
ー
シ
ス
の
受
容
一
般
に
 （
 ゆ
 ）
）
 
0
 一
）
）
の
）
撰
述
 

つ
 

-
 
Ⅰ
 
6
 
1
 
）
 

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
と
す
 ね
 ば
イ
エ
ス
の
復
活
は
、
は
じ
め
か
ら
死
す
る
こ
と
な
く
 復
活
に
定
め
ら
れ
て
い
 

る
、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
の
紺
 才
 ㏄
 コ
 色
目
 
ョ
 
（
救
わ
る
べ
 き
も
の
）
の
原
型
と
み
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
 ろ
う
。
 

わ
れ
わ
れ
は
、
 

ロ
ピ
 リ
ポ
福
音
書
 ヒ
 に
お
い
て
 塗
 池
と
 洗
礼
が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
キ
リ
ス
ト
論
の
成
立
に
寄
与
し
 て
い
る
こ
と
を
確
認
 

 
 

し
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
に
は
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
 で
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
が
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
典
に
依
り
な
 が
ら
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 

キ
リ
ス
ト
論
を
創
出
し
て
い
っ
た
過
程
を
、
正
確
に
 跡
づ
 け
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
 

0
0
&
.
 
ロ
の
 以
外
に
   

 
 

に
 比
較
で
き
る
異
本
が
存
在
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
こ
の
 福
音
書
は
「
キ
リ
ス
ト
教
化
し
た
グ
ノ
ー
シ
ス
文
書
」
 の
範
 時
に
属
す
る
だ
け
 

（
 
8
 
6
 ）
 

に
 、
資
料
批
判
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
部
分
を
抽
出
す
 る
こ
と
も
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

「
こ
の
世
の
起
源
に
つ
い
て
 
L
 
コ
ア
ル
コ
ー
ン
の
木
質
 
L
 
ロ
 エ
ジ
プ
ト
天
福
音
書
」
の
場
合
は
、
事
態
が
 日
ロ
リ
 ポ
 福
音
書
」
の
場
合
 

 
 

と
は
多
少
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
 、
 
「
キ
リ
ス
ト
教
 化
し
つ
つ
あ
る
グ
ノ
ー
シ
ス
文
書
」
に
属
す
る
か
ら
で
 あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 わ
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祭儀と認識 

れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
を
少
く
と
も
資
料
批
判
的
に
分
析
す
 る
こ
と
が
で
き
、
更
に
「
エ
ジ
プ
ト
天
福
音
書
 L
 に
は
 二
 つ
の
異
本
が
あ
る
の
で
 

文
献
批
判
的
考
察
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
わ
 れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
対
す
る
考
察
か
ら
、
次
の
 よ
う
な
注
目
す
べ
き
 事
 

実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 こ
れ
ら
の
甲
で
「
霊
の
人
」
 

宍
 こ
の
世
の
起
源
に
つ
い
 て
き
、
「
ま
こ
と
の
 人
 」
 

（
㍉
ア
ル
コ
ー
ン
の
木
質
し
、
あ
る
い
は
「
 
セ
ツ
 」
 1
 
「
 イ
エ
ス
」
（
「
エ
ジ
プ
ト
 大
 福
音
書
し
に
洗
礼
や
塗
 油
 と
の
 関
わ
り
に
お
い
て
言
及
 

さ
れ
て
い
る
箇
所
は
 、
 殆
ど
例
外
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
 的
に
手
を
加
え
ら
れ
た
部
分
と
重
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
 「
ま
こ
と
の
 人
 」
「
 イ
 

エ
 ス
」
が
、
本
来
的
な
い
し
は
根
元
的
自
己
と
し
て
の
「
 霊
 の
 人
 」
あ
る
い
は
 一
 
。
セ
ッ
」
の
使
命
を
満
し
て
、
 
人
 々
に
隠
さ
れ
た
 
グ
ノ
｜
 

シ
ス
を
啓
示
し
、
彼
ら
を
救
済
す
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
 ば
 、
こ
こ
に
も
わ
れ
わ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
や
 塗
油
が
 グ
ノ
ー
シ
ス
 
主
 

義
 キ
リ
ス
ト
論
の
成
立
と
少
く
と
も
無
関
係
で
は
な
い
 こ
と
を
推
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

こ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
、
「
ヨ
ハ
ネ
の
ア
ポ
 ク
り
ュ
フ
 
オ
 ン
 ヒ
 に
よ
っ
て
、
よ
り
明
確
に
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
 き
る
。
こ
の
ア
ポ
 ク
 

り
ュ
 フ
オ
ン
は
、
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ノ
 ろ
 派
以
前
の
文
書
 で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
的
グ
ノ
ー
シ
ス
文
書
と
し
て
は
 最
 古
の
文
書
の
一
 
つ
 で
あ
 

る
だ
け
に
、
わ
れ
わ
れ
の
課
題
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
 更
に
私
は
、
か
つ
て
拙
稿
「
ヨ
ハ
ネ
の
ア
ポ
ク
リ
ュ
フ
 オ
 ン
に
お
け
る
ソ
フ
ィ
 

ア
 ・
キ
リ
ス
ト
論
し
に
よ
り
、
こ
の
文
書
の
四
つ
の
 異
 本
 
（
の
 
0
 隼
ざ
 の
の
 月
 ト
一
日
卜
一
日
卜
一
口
の
Ⅱ
 隼
ガ
ぬ
コ
 
0
 ゑ
ガ
 の
胡
の
 
コ
 の
。
 
オ
 Ⅱ
 臣
ヰ
 
0
 コ
 年
の
の
 

オ
 0
 ㌧
（
～
の
 

ぃ
ゴ
 
の
 コ
呵
 い
で
 
ゼ
 Ⅰ
仁
の
 
ロ
 の
～
 
0
 二
コ
 
0
 コ
の
 
ガ
 ㏄
 い
 0
 め
 ）
の
地
目
 後
に
、
文
献
批
判
的
分
析
に
よ
っ
て
非
キ
リ
ス
ト
教
的
 原
 本
を
想
定
し
た
。
そ
の
 

結
果
私
は
 、
の
 0
 色
 ・
 目
 
（
 と
宍
 
し
の
編
者
が
ま
ず
、
 

私
 に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
た
原
本
こ
こ
に
は
キ
リ
ス
ト
が
 登
場
し
て
い
な
い
 

を
 キ
リ
ス
ト
教
化
し
は
じ
め
、
そ
の
後
に
の
。
 巨
 ・
 目
 （
 と
 
0
0
 中
日
）
の
編
者
が
こ
れ
を
続
行
、
敷
桁
し
て
い
っ
た
 こ
と
、
そ
の
際
に
と
り
 

わ
け
後
考
は
、
原
本
に
お
け
る
「
ソ
フ
ィ
ア
」
、
「
 

霊
 」
（
 Ⅱ
「
 エ
ピ
ノ
 イ
ア
」
）
 
、
 更
に
は
「
原
文
」
（
Ⅱ
 
至
 @
 
口
音
）
 
0
 機
能
を
「
キ
リ
ス
ト
」
の
 

 
 

（
 
冊
 ）
 

-
 
㏄
 -
 

 
 

に
 集
中
、
適
応
し
て
い
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
 。
も
し
こ
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
非
キ
リ
ス
ト
 教
的
 原
本
が
キ
リ
ス
ト
 

 
 

 
 

教
化
さ
れ
て
 
い
 く
適
用
を
あ
る
 和
 便
追
跡
す
る
こ
と
が
 で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
も
し
、
こ
の
文
博
 目
 １
１
と
く
に
 ハ
 
Ⅱ
。
日
日
 
円
 



「
ふ
さ
わ
し
い
 ニ
公
ョ
 p
@
a
 

）
者
に
の
み
与
え
ら
れ
る
と
 い
う
表
象
で
あ
る
。
こ
の
表
象
は
、
そ
の
背
後
に
洗
礼
 を
 想
定
し
 ぅ
る
 「
真
理
 

い 立 日 「 『 受 象 
る 書 名 ㈹ ピ け が 

@
 
乃
 @
 

ギ
リ
シ
ア
語
で
は
お
も
 
宅
 Ⅱ
へ
の
を
も
っ
て
再
現
さ
れ
う
る
 の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
が
「
全
き
者
」
（
 よム
 
の
へ
っ
の
）
 

と
な
 る
た
め
に
 塗
油
を
 

る
と
い
う
表
象
も
（
 
0
0
 

色
・
 

目
 g
 
N
 
ひ
 。
又
の
）
、
 

司
 真
理
の
福
 立
 目
ヒ
だ
け
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
洗
礼
や
塗
油
の
執
行
が
 前
提
さ
れ
て
い
る
 

（
 
れ
 
@
 @
 

り
ポ
 福
音
書
」
に
証
言
さ
れ
て
い
る
。
 

の
 。
日
田
 ゴ
 ㎏
 ヂ
 ㏄
。
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
名
の
特
性
に
つ
 

い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
 

名
 よ
り
も
高
次
な
 」
キ
リ
ス
ト
の
 

一
 （
 目
メ
燵
ア
 ）
こ
の
並
行
箇
所
は
 
0
0
&
.
 
目
に
も
 口
 の
に
も
な
い
 @
 
 

は
、
 父
の
名
と
結
び
つ
け
ら
れ
 て
、
ロ
ピ
 リ
ポ
 福
 

口
 に
仏
 加
 ど
そ
の
上
ま
 

ま
く
 

ヰ
 
卜
り
 
返
え
さ
れ
て
お
 仏
り
 
（
 ゅ
 ）
㎏
）
 

、
 

「
真
理
の
福
音
 L
 で
は
一
つ
の
「
名
前
キ
リ
ス
ト
論
」
に
 ま
で
発
展
さ
れ
て
 

@
 
う
 
り
 
1
 
l
 

）
 

（
 鯛
 。
 か
ム
 0
-
 
港
 ）
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
キ
 

リ
 ス
ト
の
名
が
、
ロ
メ
㏄
。
に
よ
る
と
「
彼
に
」
、
す
な
わ
ち
 

「
キ
リ
ス
ト
に
」
 

（
 
れ
 ）
 

「
真
理
の
福
音
 二
 に
お
い
て
、
「
 子
 」
（
Ⅱ
キ
リ
ス
ト
）
が
 
父
と
、
巨
篇
（
 一
 
1
 甘
露
」
）
と
い
う
表
象
を
も
っ
て
等
 

置
 さ
れ
て
お
り
、
こ
の
表
 

キ
リ
ス
ト
教
の
祭
儀
が
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
 
文
曹
の
 キ
リ
ス
ト
 教
化
と
、
同
時
に
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
キ
リ
ス
ト
論
の
成
 立
 に
対
し
て
一
つ
の
 
動
 

機
を
与
え
た
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
想
定
が
立
証
さ
れ
た
 こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
若
干
の
論
拠
を
あ
げ
れ
 ば
 、
以
下
の
ご
と
く
で
 

あ
る
。
 

い
 Ⅱ
の
 0
 升
目
 9
 
 
め
 ㏄
 
1
 け
 ㏄
に
は
、
そ
れ
で
 士
 
0
 
 
っ
て
キ
 リ
ス
 ト
が
塗
油
 さ
れ
た
 
w
 ミ
 T
 埼
 
（
 善
 ）
か
ら
導
出
さ
れ
た
「
 善
｜
 キ
リ
ス
ト
論
」
 

と
も
い
わ
る
べ
き
も
の
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 叙
 迷
 は
ま
ず
わ
れ
わ
れ
に
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
に
お
け
る
イ
エ
ス
 の
 受
洗
の
記
事
（
マ
ル
 

コ
 一
・
一
 
0
 並
行
）
、
と
り
わ
け
聖
霊
が
一
人
の
人
格
的
存
 
在
 と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、
こ
の
記
事
の
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
義
的
異
文
を
想
起
せ
 

@
1
 

Ⅰ
 
7
 
）
 

し
め
る
。
更
に
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
「
ク
リ
ス
ト
ス
」
 

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
キ
リ
ス
ト
教
祭
儀
と
し
て
の
「
 ク
り
 ｜
ス
マ
 」
か
ら
導
出
す
 

（
 
う
 
3
 
7
 ）
 

-
 
つ
 
り
 
7
 
@
 
）
 

る
 例
を
知
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
例
で
は
「
 ク
 リ
ス
ト
ス
」
が
「
ク
レ
ー
ス
ト
ス
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
 は
い
な
い
。
し
か
し
、
 

(538) 

（
 と
目
 ）
１
 
l
 
の
中
で
キ
リ
ス
ト
が
登
場
す
る
箇
所
だ
け
 が
 、
洗
礼
、
と
り
わ
け
 塗
油
と
 密
接
な
関
係
を
有
す
る
 こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
  

  
 



㈲
明
ら
か
に
キ
リ
ス
ト
教
的
に
拡
大
さ
れ
た
部
分
に
 
当
る
 最
後
の
枠
づ
け
の
箇
所
に
、
キ
リ
ス
ト
の
三
度
目
の
 、
そ
し
て
最
後
の
登
 

場
 が
語
ら
れ
て
い
る
が
（
目
の
 
0
 。
の
や
の
）
 

-
S
 

、
こ
こ
で
は
 塗
 池
と
呼
び
か
け
が
く
り
返
え
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
 そ
れ
が
、
「
呼
び
か
け
」
 

ら
れ
、
 
一
 
・
覚
醒
」
さ
れ
、
 
一
 
・
封
印
」
さ
る
べ
き
 グ
ノ
｜
 
シ
ス
主
義
者
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
文
体
 的
に
も
、
用
語
法
か
ら
 

見
て
も
、
内
容
的
に
も
、
洗
礼
式
の
際
の
説
教
の
性
格
 を
 持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
の
呼
び
か
け
 に
 
「
 彼
 」
が
答
え
る
。
 

「
 彼
 」
に
キ
リ
ス
ト
が
自
己
を
啓
示
す
る
。
キ
リ
ス
ト
の
 戒
め
が
「
 彼
 」
に
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
 彼
 」
は
 キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
 覚
 

酸
 さ
れ
、
封
印
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
す
べ
て
の
出
来
事
 が
 
「
私
は
…
…
で
あ
る
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
自
己
 昔 三
一
 
口
 に
よ
っ
て
冊
目
 
只
 
ぬ
か
れ
て
 

い
る
。
 

そ
の
上
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
、
「
真
理
の
福
音
」
に
 お
い
て
も
洗
礼
式
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
な
 り
 多
く
の
用
語
法
に
 

出
会
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
眠
る
」
（
 
ひ
ゲ
 の
 h
,
2
 

）
 ）
 、
 「
 め
ざ
 め
さ
せ
る
」
 8
 ゲ
燵
 ）
、
「
 
名
 づ
け
る
」
（
 
ぎ
 ・
 の
 

  

@
 
㎎
）
 

-
 
㏄
）
 

（
 
的
 
@
 
）
 

「
ひ
き
上
げ
る
 G
 Ⅰ
 お
 ）
、
「
封
印
す
る
」
 G
 ゲ
 滞
 ）
、
「
 
封
 印
 」
 G
 二
 %
 ）
な
ど
。
と
り
わ
け
「
封
印
」
は
 塗
油
と
 同
義
語
な
の
で
あ
る
。
 

-
4
 

9
u
 

）
 

と
す
れ
ば
、
こ
の
部
分
に
は
受
洗
志
願
者
に
与
え
ら
れ
 る
 説
教
風
の
勧
め
が
前
提
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
編
者
が
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
 

立
場
か
ら
そ
れ
を
利
用
し
て
、
救
い
主
、
と
り
わ
け
 キ
 リ
ス
ト
の
名
に
よ
り
グ
ノ
ー
シ
ス
的
秘
教
を
キ
リ
ス
ト
教
 化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

こ
の
文
書
の
 
エ
 ピ
ロ
ー
グ
に
代
え
た
と
想
定
で
き
な
い
こ
 と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

口
が
 
r
,
 
）
は
、
く
り
返
え
し
て
ヨ
ハ
ネ
の
質
問
 と
 キ
 リ
ス
 ト
の
 答
え
に
よ
っ
て
中
断
さ
 

鮭
 
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
答
は
、
創
世
世
 
一
｜
 九
章
の
グ
ノ
ー
シ
ス
的
解
釈
を
め
ぐ
る
カ
テ
キ
ズ
ム
 （
受
洗
志
願
者
の
た
め
の
 
信
 

-
5
 

几
 
v
 
）
 

祭
 

仰
 問
答
）
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
部
分
 を
 
一
種
の
 ヵ
 テ
キ
ズ
ム
と
み
な
す
可
能
性
は
、
わ
れ
わ
れ
 が
そ
の
背
後
に
洗
礼
謝
 

51 (539) 

（
 
閥
 -
 

能
桂
 が
あ
る
の
で
あ
る
。
 

の
 福
音
」
に
も
登
場
す
る
 穴
 9
%
 も
 さ
。
こ
の
「
ふ
さ
わ
 し
い
」
と
い
う
言
葉
は
両
舌
に
お
い
て
洗
礼
用
語
と
し
 て
 用
い
ら
れ
て
い
る
 可
 



教
を
想
定
し
た
の
。
戸
口
ひ
 
0
 。
 ひ
廿
ぎ
 ・
㎏
印
が
、
本
書
の
 こ
の
第
二
部
と
ほ
ぼ
排
他
的
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
 事
 実
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
 
2
 

 
 

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
 「
 エ
ウ
 グ
ノ
ス
ト
ス
の
手
紙
 L
 （
の
 
Q
 宙
 ，
 目
ど
 
せ
こ
に
 見
 出
さ
れ
る
よ
う
な
 

 
 

教
師
と
弟
子
と
の
対
話
が
一
つ
の
文
学
類
型
と
し
て
 グ
 
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
の
間
に
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
 

 
 -

 
㏄
）
 

な
い
。
本
書
の
枠
の
部
分
の
文
学
形
式
は
、
元
来
 グ
ノ
 ｜
 シ
ス
的
文
学
類
型
が
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
 っ
て
、
そ
の
際
「
対
話
」
 

に
 採
用
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
カ
テ
キ
ズ
ム
の
要
素
が
前
星
 示 に
出
さ
れ
た
も
の
と
、
み
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
 

以
上
の
論
証
が
も
し
当
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
 れ
に
は
、
「
ヨ
ハ
ネ
の
ア
ポ
ク
リ
ュ
フ
ォ
ン
」
の
キ
 リ
ス
 ト
 論
は
洗
礼
祭
儀
 と
 

の
 関
わ
り
に
お
い
て
成
立
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
許
さ
 れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
 教
的
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 

の
 洗
礼
用
語
、
あ
る
い
は
洗
礼
式
一
般
が
、
キ
リ
ス
ト
教
 側
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
の
み
成
立
し
た
と
い
う
も
の
 で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
 

は
、
 
「
ア
タ
 ム
 の
黙
示
録
 ヒ
の
 洗
礼
用
語
は
キ
リ
ス
ト
 教
の
洗
礼
祭
儀
と
は
無
関
係
に
説
明
さ
れ
う
る
こ
と
を
 知
 っ
て
い
る
。
 

-
7
 

8
 
 

）
 シ
モ
 こ
 派 

-
 
㏄
）
 

の
場
合
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
は
独
立
に
洗
礼
を
知
っ
て
 い
 た
 可
能
性
が
あ
る
。
更
に
、
 
B
.
P
.
 

ポ
コ
 ・
ル
ニ
は
 
、
 ナ
ハ
 シ
ュ
派
の
説
教
 

（
 
宙
ザ
ワ
 -
 で
日
二
日
色
で
ト
ダ
ご
と
へ
 ル
 メ
ス
文
書
の
北
 島
影
に
、
密
儀
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
固
有
な
洗
礼
の
祭
 儀を
想
定
し
て
い
る
。
㊨
）
 

し
か
も
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
 

ポ
 コ
ル
ニ
が
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
「
男
性
グ
ル
ー
プ
」
に
お
け
る
 原
人
神
話
は
キ
リ
ス
ト
 

-
 
㏄
）
 

数
 に
侵
入
す
る
際
に
、
洗
礼
式
の
中
に
そ
の
結
合
点
を
 見
出
し
た
、
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
「
 ヨ
ハ
ネ
の
ア
ポ
ク
リ
ュ
 

フ
ォ
ン
 L
 の
本
来
の
秘
教
に
お
け
る
祭
儀
的
局
面
は
 、
す
 で
に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
化
の
過
程
の
中
 に
の
み
確
認
さ
れ
と
い
 

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
 
非
 キ
リ
ス
ト
教
 的
 グ
ノ
ー
シ
ス
 
主
 義
的
 洗
礼
祭
儀
が
キ
リ
ス
ト
教
の
要
素
を
自
ら
の
中
に
 と
り
入
れ
て
、
同
時
に
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
救
済
者
像
を
キ
リ
ス
ト
と
等
 冒
 し
た
 

ク
リ
ュ
フ
ォ
ン
 
ヒ
 の
場
合
は
、
そ
れ
を
証
明
で
き
な
い
の
 

こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
 

少
く
 

で
あ
る
。
 

二
 し
も
 司
ョ
ハ
ら
 
か
 め
ア
 よ
い
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
 教
的
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
洗
礼
祭
儀
の
中
で
、
油
に
よ
 る
 洗
礼
が
水
に
よ
る
 



    

以
上
の
叙
述
の
す
べ
て
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
 う
 な
 結
論
に
到
達
す
る
。
祭
儀
 と
憾
識
は
 
ま
ず
原
理
的
に
 区
 別

さ
れ
な
け
れ
ば
な
 

ダ
 ル
 @
 ウ
ス
 

ら
な
い
。
祭
儀
、
と
り
わ
け
密
儀
宗
教
に
お
い
て
は
、
 密
 儀
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
、
人
間
の
「
神
化
 」
な
い
し
は
「
変
質
」
 

 
 

が
 、
認
識
、
あ
る
い
は
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
い
て
は
、
 そ
れ
に
固
有
な
反
宇
宙
的
に
二
元
的
な
現
存
在
へ
の
姿
 勢
の
故
に
、
人
問
の
 

㍼
「
 高
 神
化
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
人
間
 は
 、
本
来
的
自
己
と
神
性
と
の
本
質
的
同
一
性
を
認
識
 す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
が
原
 
D
 

 
 

肛
 
切
的
に
そ
う
あ
っ
た
も
の
、
そ
し
て
原
則
的
に
は
 常
 に

そ
う
あ
る
べ
き
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
 歴
 史
的
に
見
れ
ば
、
グ
ノ
ー
シ
 
 
 

 
 

テ
テ
ミ
 

@
 
@
 

 
 

ス
 主
義
的
現
存
在
へ
の
姿
勢
が
起
っ
た
の
は
、
密
儀
宗
教
 、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
教
 的
 洗
礼
完
固
と
い
う
環
境
に
お
 い
て
で
あ
り
、
そ
れ
が
 

洗
礼
よ
り
も
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
油
が
 霊と
 結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
夏
実
で
あ
る
。
従
っ
て
 、
  
 

と
も
い
い
つ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
私
見
に
よ
 れ
ば
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
の
 ソ
フ
  
 

書
 の
み
な
ら
ず
と
り
わ
け
 へ
 レ
ニ
ズ
ム
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
 知
恵
文
学
に
お
い
て
、
女
性
と
み
な
さ
れ
た
 霊
と
等
置
さ
 て
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
い
て
霊
が
、
ソ
フ
ィ
ア
と
結
び
つ
 け
ら
れ
て
、
前
景
に
押
し
出
さ
れ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
 で
 

㍉
 ョ
 ハ
不
の
 ア
坐
 小
力
ノ
リ
ュ
フ
ォ
ン
 
L
 ノ
ト
 
お
い
て
、
光
は
は
「
 処
女
の
霊
」
に
よ
っ
て
 塗
油
 さ
れ
る
（
の
 0
 年
 ・
Ⅱ
 9
 
㌧
㌣
 ゆ
 ㏄
）
 

に
お
い
て
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
は
塗
 油
 に
よ
り
、
 
ィ
ェ
 ス
が
 
「
キ
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
「
キ
 リス
 
 
 

る
 
（
 ゅ
簿
 ）
。
門
真
理
の
福
音
 L
 に
お
い
て
は
、
「
 父
 」
に
 よ
っ
て
 塗
 油
を
授
け
ら
れ
た
人
々
が
「
全
き
者
」
と
 呼
  
 

マ
ル
コ
ス
派
の
も
と
で
は
、
水
の
洗
礼
よ
り
も
高
く
評
価
 さ
れ
て
い
る
油
の
洗
礼
が
 、
 他
な
ら
ぬ
「
霊
の
洗
礼
」
 

と
 

の
 年
 4
.
 ぎ
ミ
 ・
 
，
 Ⅱ
 N
 円
 -
 ㏄
 レ
 。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
 

グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
け
る
人
間
の
本
来
的
自
己
が
 ま
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
容
易
 に
 、
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
で
は
な
  
 

が
、
 他
な
ら
ぬ
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
中
で
特
別
の
発
展
 を
み
た
こ
と
を
下
午
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

角
 

-
2
-
g
 

 
 

ア
が
 グ
ノ
ー
シ
ス
 
文
 

@
 
㎝
 -
 

い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
 

「
 ピ
 リ
ポ
福
音
書
」
 

者
」
と
名
づ
け
ら
れ
 

れ
る
（
 ひ
 6
.
 
）
 ゆ
 -
2
6
 

）
。
 

い
わ
れ
る
（
岸
の
 コ
 。
 

さ
に
「
 霊
 ・
 
一
 と
み
な
 

「
 申
 ・
 
血
｜
 キ
リ
ス
ト
論
」
 



現
象
 

 
 

の
適
 

造
と
 

た
者
 

の
影
 

り
実
 

 
 

（
 
ち
 Ⅰ
Ⅰ
 

に
 、
そ
の
よ
う
な
現
実
的
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
 グ
ノ
 ｜
 シ
ス
主
義
そ
の
も
の
は
 反
 こ
の
世
性
を
志
向
し
て
い
 る
の
で
あ
る
か
，
 ら
 

わ
れ
と
し
て
も
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
 し
 か
し
そ
れ
に
し
て
は
、
 
原
 史
料
で
見
る
限
り
、
グ
ノ
ー
シ
 ス
 主
義
の
祭
儀
 へ
 

当
の
度
合
が
あ
ま
り
に
も
強
い
の
で
あ
る
。
私
に
は
こ
 れ
が
、
最
近
明
ら
か
に
さ
れ
っ
 っ
 あ
る
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 の
 救
済
思
想
の
構
 

何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 す
な
ね
 ち
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
は
確
か
に
「
本
性
に
 よ
っ
て
救
済
さ
れ
 

」
（
で
し
へ
の
（
Ⅰ
 

モ
 n
&
 
ト
需
て
 

0
@
 
）
で
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
 と
は
、
こ
の
定
式
で
古
代
キ
リ
ス
ト
教
の
反
異
端
論
 者
や
、
今
日
も
そ
 

響
下
 に
あ
る
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
者
な
い
し
は
新
約
 学
者
が
考
え
て
い
る
ご
と
く
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
が
 自
ら
の
本
性
に
よ
 

 
 

体
 的
に
す
で
に
救
済
を
得
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
 彼
 

 
 

ら
に
と
っ
て
も
そ
の
本
性
は
、
終
末
に
至
る
ま
で
常
に
 他
な
ら
ぬ
行
為
に
 

て
 保
持
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
「
各
人
は
 
自
ら
の
行
為
（
Ⅱ
 セ
め
ゆ
 
（
 
り
 ）
と
自
ら
の
認
識
（
 づ
 で
も
も
へ
の
）
に
 

よ
っ
て
そ
の
本
性
 

あ
 ）
を
 現
 わ
す
」
 雀
 こ
の
世
の
起
源
に
つ
い
て
 i
 ）
 づ
の
，
 

）
 
の
 h
.
 
）
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
行
為
」
が
祭
儀
行
為
に
も
 妥
当
す
る
の
で
は
 

（
㏄
）
 

ガ
 フ
ロ
ン
に
よ
っ
て
も
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
が
一
 
1
 校
，
 ら
の
環
境
と
共
に
生
き
る
べ
く
強
制
さ
れ
た
」
結
果
と
み
 な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 

敵
対
的
立
場
を
 う
 ち
出
す
例
が
認
め
ら
れ
る
。
 

し
 か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
祭
儀
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
 は
む
し
ろ
例
外
で
あ
っ
 

て
、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
祭
儀
を
受
容
 し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
拡
大
・
強
化
し
て
、
 キ
リ
ス
ト
教
的
ク
ノ
ー
 

シ
ス
主
義
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
そ
の
際
に
 、
他
 な
ら
ぬ
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
祭
儀
が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 キ
リ
ス
ト
論
の
成
立
に
 

一
つ
の
動
機
を
与
え
て
た
の
で
あ
る
。
 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
見
ら
れ
る
 祭
 儀
へ
の
適
応
現
象
は
 、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
け
る
祭
儀
 的
 局
面
を
強
調
す
る
 

主 キ 
義 ス 

を ト 

主 や 
甘土 譲 ネし 

し 典 
て る   
く あ 
め る 
で か 

あ は 
る ク       
  

そ シ 

主義 の際 ス 

に 的 
砂 に   
と 沢 
も し 
ユ   
ヤ あ 
タ 。 る 

教 い   
祭 グ   
儀 ノ   
対 シ 

し ス 

て 主 
は 義 

的に 
そ 精   
テ 化 
キ し 

スて ト 、 

4% -- 

対 っ 
す め 
る グ   

と / 
同 l 
様 シ 

に ス 

(542) 

更
に
キ
リ
ス
ト
教
の
要
素
を
も
自
ら
の
中
に
と
り
込
ん
 で
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
。
こ
れ
ら
 の
 諸
宗
教
に
固
有
な
 テ
 
4
 

 
 



祭儀と認識 

        （ （ 注 
                2@ 1   

居せ   

ae ワ Ⅹ 

螢 Q 臼   

  

（ お Ⅰ 

よ宙 -. e Ⅱ e- 

ドハ展 二の も 牡 

し提セ Ⅰ 

い 三き rem ヱ目 -. 拙著 コ ぎ づす の 
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95  (543) 

れ
た
本
来
的
自
己
を
こ
の
世
に
お
い
て
持
続
せ
し
め
る
 一
つ
の
手
段
で
は
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

の
は
、
祭
儀
が
救
済
の
条
件
に
傾
い
た
時
に
お
い
て
で
あ
 ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
祭
儀
は
お
そ
ら
く
、
 認
識
に
よ
っ
て
覚
醒
 さ
 

な
か
ろ
う
か
。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
と
っ
て
、
祭
儀
 へ
 の
 参
加
は
確
か
に
救
済
の
条
件
と
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
 祭
儀
に
批
判
的
と
な
る
 



ら
さ
っ
 
め
 ～
～
 
ハ
 ～
 
の
 ま
・
 ム
め
ミ
ト
烹
 Ⅰ
 つ
ト
き
 ㏄
下
さ
も
ら
の
め
も
苗
ぎ
 

曲
ぬ
さ
 
定
め
 、
ヨ
 T
 田
 n
p
 
コ
 ）
の
～
の
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
史
を
概
観
に
 

し
た
結
果
、
 
グ
ノ
 

 
 

 
 

｜
 シ
ス
主
義
は
キ
リ
ス
ト
教
の
異
端
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
 あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
成
立
以
前
の
 グ
ノ
 シ
ス
主
義
は
存
在
し
な
 か
っ
た
と
い
う
 
英
 

語
 ㈱
に
共
通
の
学
説
を
情
熱
的
に
支
持
し
て
い
る
っ
し
か
し
こ
 の
 結
果
は
 、
 少
く
と
も
著
者
自
身
に
よ
る
マ
ン
ダ
教
父
 圭
 

  

・
 
1
 。
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
康
史
料
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
 は
な
 

（
 
7
 ）
以
下
の
叙
述
に
お
い
て
仏
は
 
、
 私
の
「
定
義
」
に
お
け
 る
 思
想
現
象
と
し
て
の
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
と
歴
史
形
態
と
 
し
て
の
「
グ
ノ
ー
シ
 

ス
 」
と
を
、
用
語
法
上
は
区
別
し
な
い
で
共
に
「
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
義
二
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
り
「
諸
提
案
」
の
 

用
語
法
に
一
部
 

従
 う
 こ
と
に
す
る
。
こ
の
用
語
法
は
す
で
に
前
掲
の
拙
者
同
原
 始
 キ
リ
ス
ト
教
 
と
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
 L
 に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
 で
あ
る
が
、
た
だ
 

右
に
見
た
よ
 う
 に
 、
 私
は
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
と
 一
 
・
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
義
」
を
切
り
離
し
て
は
な
ら
な
い
と
 因
 っ
て
い
る
し
、
ま
た
 

「
ク
ノ
ー
シ
ス
 

主
義
」
で
も
っ
て
決
し
て
キ
リ
ス
ト
教
 的
 ク
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
 み
を
意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
。
滝
沢
武
人
が
拙
著
の
書
評
言
 宗
教
研
究
 
L
 第
四
 

六
巻
、
第
二
宿
、
一
九
七
三
年
、
一
一
七
 ｜
 一
二
三
頁
）
に
お
 
い
て
、
私
の
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
及
び
「
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
の
 用
法
に
混
乱
が
あ
 

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
一
二
二
頁
以
下
）
が
 、
 私
は
い
ず
 れ
の
用
語
を
使
用
し
て
も
同
じ
事
態
を
指
し
 ぅ
 る
と
い
う
前
提
 か
ら
、
拙
著
で
は
 

用
語
を
無
理
に
統
一
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

（
 
8
 ）
こ
の
こ
と
を
、
と
く
に
宗
教
史
字
源
に
対
し
て
正
し
く
 
指
摘
し
た
の
が
 由
 ・
 
ヒ
 0
 コ
ぃ
ダ
 の
さ
っ
の
～
 

の
 ま
Ⅹ
も
 肋
 ㌧
 簿
 ～
Ⅰ
 
養
 ～
 
き
 め
「
ら
ま
・
 

細
 ・
㎡
 一
 も
ぎ
 ま
セ
 ～
下
も
 

こ
 心
音
 い
 き
 め
 の
さ
っ
 
め
 ～
 
め
，
 の
む
 
目
ぎ
 帆
の
 
コ
ピ
つ
ひ
ト
 で
あ
る
。
 

（
 
9
 ）
こ
れ
が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
研
究
の
最
近
の
傾
向
で
あ
る
 
。
 オ
 目
ロ
 
臼
吝
 ・
 ぎ
 @
 づ
ざ
力
の
の
，
）
 
ま
 ）
 ，
ヨ
 ・
（
 
ト
 0
 １
 3
 卜
の
他
に
 
注
 ㈲
の
文
献
参
照
。
 

（
 田
 ）
㌧
・
 オ
由
守
 0
 コ
の
方
 
ぎ
 ・
も
 ぎ
オ
ミ
ざ
薫
寮
沫
 （
 す
 め
 コ
ヘ
 
Ⅰ
 簗
め
 「
む
さ
 
Ⅰ
心
安
心
さ
ざ
 

e
 さ
さ
さ
い
 
さ
 @
 
苗
 Ⅰ
 憶
き
 G
 Ⅰ
 だ
さ
 
も
い
 
も
笘
 
さ
さ
か
い
さ
 
穏
 さ
も
 吏
 -
 
Ⅰ
 下
ま
ぉ
仮
 

㏄
 さ
 ・
Ⅰ
 ゑ
 つ
史
的
 
ト
 

宙
の
ユ
 
ビ
コ
。
お
 
N
 @
.
 

、
 （
 @ し
ぢ
す
コ
の
（
 

p
@
 
持
 ）
の
り
の
）
 

，
ロ
つ
 
・
 
む
の
曲
 
・
㏄
㏄
 

肚
キ
 ・
い
の
つ
 

田
 
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
 ミ
 ・
 
援
 0
 仁
の
の
の
 

t
.
 

主
な
な
も
 

叩
 
㌧
 へ
 っ
ま
の
ま
 
ぬ
 も
 め
 Ⅰ
い
さ
っ
 
め
 
～
の
・
の
む
 

（
（
 
@
 
ョ
ぬ
 
の
 コ
 ）
の
つ
ロ
 

、
 
・
も
 @
.
2
7
4
-
 

ハ
 
-
 一
 Ⅰ
り
の
「
・
・
ロ
 

バ
 ）
 @
f
.
 

～
 
Q
 い
 の
～
 
@
*
 

、
 
～
 
め
 ～
 
0
 め
 ・
 Q
 宙
め
 
C
 ざ
 ～
 
色
討
 
～
 
ぬ
吏
 め
 り
 Q
 オ
 「
～
 
め
 

き
め
 ぬ
ぺ
 
%
 ど
 こ
さ
 り
 e
Q
 
ざ
 ヘ
心
さ
も
さ
 
h
 屯
さ
ぬ
い
 

お
 も
 ま
 
0
 浮
 「
 @
 
り
 ～
も
さ
～
 

ま
 き
め
 す
 Ⅱ
の
 
卜
 Ⅱ
 へ
 お
さ
い
 
ミ
 め
・
の
む
（
 

=
 
ぎ
の
ひ
 
臣
 。
 
ト
 の
 む
 の
（
 
@
"
 
）
の
 
ト
ト
 
）
・
 ロ
 ・
Ⅰ
の
 

っ
参
 照
 。
 

（
は
）
 刃
 ・
し
日
（
ヨ
銭
 
コ
，
ら
ヱ
ベ
 @
 
て
も
へ
中
タ
 
ぎ
 @
 づ
討
穏
 Ⅰ
 臣
づ
 
Ⅰ
 
・
 せ
 ・
の
の
り
一
史
 

木
 ㌢
の
 ヨ
ぃ
 
コ
 
%
 
卜
ミ
め
ぬ
隠
 
～
 
お
討
め
尽
ぬ
 
r
 め
ま
い
オ
 

ぬ
 た
ミ
隠
 七
 
%
 
雨
 ま
さ
さ
ま
さ
 

較
ぬ
口
 
，
 H
.
 

の
な
目
ぎ
 
拍
の
 
コ
 。
）
の
む
の
・
ワ
コ
 

一
 0
.
 
巾
 0
 「
 
コ
ヰ
ぃ
ヨ
ヨ
，
も
 

Ⅰ
 め
 付
さ
も
 
め
 も
 も
あ
 ヘ
 
リ
寅
膝
ヘ
ト
ぃ
時
め
 

・
 目
り
 
Ⅰ
 ま
 Ⅰ
悪
 
い
鍋
 
Ⅰ
 
ぼ
も
 
Ⅰ
心
さ
 

，
ま
由
コ
 
。
 ゴ
の
コ
，
ト
 

の
軌
の
 
、
つ
 
っ
・
Ⅰ
 
驚
 （
・
参
照
。
 

（
㎎
）
の
・
 ミ
 三
の
コ
頭
（
 

臼
 ・
 し
 い
 っ
 （
 
@
 
の
ヨ
 ル
コ
 
巨
め
コ
 （
 
ア
 「
 
0
 コ
 0
 ヨ
 貸
 （
 ぎ
 の
 03
 の
む
 毛
 @
 
の
 
す
 1
 の
 ゴ
 ニ
井
 ざ
コ
 の
 コ
 0
 降
 ざ
し
 o
c
u
 
ヨ
 空
あ
・
 ぎ
 @
 け
の
 
弓
 ・
 
い
 Ⅱ
 
い
 コ
年
 
0
 コ
 宋
由
 ・
㌣
 

Ⅱ
 ぎ
や
 ew
o
g
 

「
 曲
乱
 、
 ヨ
の
コ
 
斗
の
の
（
の
「
）
 

っ
 の
の
、
ワ
コ
 

o
h
.
 

参
照
 

 
 

（
Ⅱ
）
 ヨ
ま
 0
 迂
デ
ぎ
 @
 つ
 む
 涛
ま
，
ワ
ま
 

も
こ
の
こ
と
を
批
判
 的
に
指
摘
し
て
い
る
。
 



祭儀と認識 

（
 
巧
 ）
）
 0
 コ
 い
の
・
 
p
.
p
.
O
.
,
 

づ
 ・
 
Q
 つ
 

（
㏄
）
 屈
 ・
 
1
 の
・
の
の
 
再
 （
 0
%
 め
ぎ
も
 ぎ
さ
め
ミ
き
 下
っ
㌧
 
臣
 め
ら
 
討
ぬ
ぉ
 
㌧
 い
 ～
 
～
 
@
 
寸
寸
ミ
 
ぃ
 
馬
守
も
さ
心
い
気
悪
 

ミ
 
ま
さ
Ⅰ
 
い
 Ⅱ
中
心
の
つ
 

さ
目
い
 
ド
 %
 Ⅰ
憶
い
Ⅰ
 
悪
 ハ
 %
 ま
 0
%
 
ヰ
 
蒔
 ま
さ
憶
も
㏄
 
ド
い
 さ
下
Ⅰ
Ⅰ
 

さ
い
 
寅
ミ
ト
馬
 

・
ロ
ミ
の
の
・
㌧
 

0
 コ
コ
ト
つ
轄
つ
、
つ
 

・
㏄
Ⅱ
 

（
 W
 
Ⅱ
）
も
っ
 
レ
 
Ⅰ
土
も
 

、
 Ⅰ
 
0
 コ
ロ
の
・
。
・
 

p
.
O
 

：
つ
つ
・
 

い
 つ
り
羊
一
口
 

e
r
 

：
 ヘ
 
Ⅰ
 
さ
 も
め
～
 

切
 悪
さ
も
 句
卜
隠
ヰ
 

Ⅰ
 さ
監
 下
 ぃ
 Ⅰ
 ら
ゑ
め
 
～
 -
 目
 @
 へ
 っ
さ
も
 
寅
 Ⅱ
 キ
ヘ
 
Ⅰ
 ヰ
む
っ
 

Ⅱ
 
っ
幡
 
ド
い
 
い
ま
 
ド
き
い
 
Ⅰ
の
 
ト
 
N
 
勺
 0
 オ
心
さ
 

セ
オ
支
へ
の
 

0
 ㌧
 苗
む
 ・
の
の
（
（
 

@
 
コ
港
 コ
ト
の
り
か
，
 

づ
 P
 り
つ
プ
 に
お
い
て
は
、
 
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
け
る
祭
儀
的
要
素
が
正
し
く
考
察
さ
 れ
て
は
い
る
。
 

（
 
0
0
 
）
 
ミ
 ・
の
 
臼
ヨ
 @
 
（
 
オ
 日
の
 
，
 も
む
ら
さ
 Q
 め
 ～
 
め
 ～
さ
木
 っ
轟
 Ⅹ
 連
 ・
の
む
 ま
 ぎ
 の
の
 
コ
ぜ
 ま
の
、
 つ
 っ
・
 
0
 ひ
 ひ
 h
.
 

参
照
。
 

（
㎎
）
 勾
 u
d
0
 
号
 ゴ
，
ぎ
 @
 円
ミ
カ
 ㏄
の
 
，
ロ
 ・
 
2
 び
 

（
 荊
 ）
 
ミ
 ・
 
弓
 0
 の
「
の
（
 

め
 r
.
 し
 い
 の
毛
の
の
ひ
 
口
 d
 の
 ぺ
 の
 コ
 0
 ム
め
 
-
 
 
ぎ
 @
 も
 ～
 
へ
 そ
で
 
ト
隠
 
～
Ⅰ
㌃
 Q
 梯
り
オ
 
可
い
下
よ
 
メ
ノ
ト
、
ト
つ
申
 

m
 。
 ト
ソ
ト
 
Ⅰ
 P
@
 イ
 
出
 ・
ト
田
の
め
の
Ⅰ
 

ヨ
 p
E
 
コ
 -
 も
ざ
べ
ミ
め
鮭
 ～
 

巨
悪
さ
 
吋
 せ
っ
 
ミ
め
 0
 才
色
㌧
㌔
 

悪
 さ
 際
肋
コ
屯
卜
ト
 

Ⅰ
も
Ⅰ
～
 

ヰ
 ～
寸
心
Ⅱ
ミ
心
さ
へ
 

ゎ
ヰ
へ
 

匂
う
 
臣
 心
さ
Ⅰ
 
ま
目
 
心
さ
 
ト
ミ
ま
 悪
さ
も
 目
 Ⅰ
 再
下
 
Ⅰ
 涛
 ～
 
寅
お
 
Ⅰ
悪
ま
・
 
ロ
の
 
（
 目
 コ
ト
の
 
の
 P
.
 
つ
 つ
 ・
 
下
 Ⅰ
 
参
照
。
 

（
 れ
 ）
 
出
 ・
・
 
ン
下
 
・
の
む
 

汀
コ
 ガ
タ
 由
き
ゑ
 で
 q
0
 
匡
 0
 ヨ
の
音
「
の
 コ
 0
 の
ず
・
 
木
 Q
 Ⅰ
 
ド
っ
の
曲
 
・
 ト
 の
の
の
・
 
つ
丁
ト
ト
 
Ⅱ
 チ
 @
 ロ
 の
 Ⅰ
の
：
 し
亡
 
⑩
の
 コ
 Q
 ゑ
ダ
 @
 
二
 
%
 汀
ち
 0
-
 
ミ
 ・
 毛
 

の
 q
E
 
ロ
 Ⅰ
 ヨ
ぃ
コ
コ
 
（
の
 
&
.
 
）
・
 目
 ま
き
 斗
 ～
も
 %
 め
 目
 「
も
 
討
 「
～
 
め
 ～
心
さ
～
悪
ま
 

田
 
（
 ・
 ロ
の
ヱ
ぎ
 ）
つ
ま
・
 
ワ
 ㏄
 ミ
 ・
 シ
ヱ
ン
ケ
 
は
そ
の
論
拠
し
て
、
 
密
 儒
宗
教
に
つ
い
て
 

  

 
 

を
、
 グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
つ
い
て
は
中
り
（
・
 
円
 二
缶
 
ょ
 ：
・
 
w
 
て
 
R
 ぉ
 ふ
ミ
 
@
 
史
 Ⅱ
 ヘ
史
 
e
 Ⅰ
 Q
@
O
 

敢
セ
 
も
て
ご
を
あ
げ
て
い
る
。
 

（
四
）
 已
 ・
 
ヰ
 ・
Ⅱ
 
せ
か
 
コ
 カ
ヂ
 ㌧
の
二
 

%
0
 

尹
 ㌧
 す
吉
 
0
 の
つ
つ
 

巨
 0
%
 

二
ロ
の
 

目
 0
 絃
の
 の
 「
の
 
コ
 N
 （
 
ル
 二
の
ヒ
コ
Ⅰ
づ
お
億
年
 

0
2
0
 
（
 つ
プ
 
0
 の
の
 
コ
ぎ
 
年
の
（
の
つ
り
（
 

ハ
コ
 
ヱ
マ
 
の
 -
 日
 @
 む
ぎ
コ
 
り
圧
「
の
 

ロ
 ・
）
 
-
 

u
.
p
.
O
 

：
 ヨ
 ・
の
）
～
（
・
参
照
。
 

（
㌍
）
の
 き
 「
 
O
 且
 
p
.
p
.
O
 

：
づ
つ
・
 

0
 踵
ヤ
 ・
 ノ
コ
ヨ
 ・
の
Ⅱ
 

（
 射
 ）
の
ハ
曲
 

q
0
 

コ
 ，
 p
.
p
.
O
 

：
も
 

や
 ・
㏄
の
チ
オ
ロ
ロ
 

0
 缶
 三
ぎ
 @
 づ
下
再
 目
，
ワ
ぎ
 
を
も
参
照
。
 

（
 お
 ）
 
づ
 き
鍍
の
「
・
。
・
 

p
.
O
.
 

、
 づ
つ
・
）
の
の
（
 

ヘ
 ㊤
こ
の
意
味
に
お
い
て
私
に
は
、
 
C
.
 

コ
ル
 

ぺ
 に
よ
る
 次
 の
 定
式
が
 、
シ
ヱ
ン
ケ
や
ガ
 フ
ロ
ン
の
そ
れ
よ
り
も
比
較
的
に
 当
を
得
て
い
る
よ
う
に
 

思
わ
れ
る
 
0
 「
（
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
い
て
は
）
人
間
の
中
に
 

閉
じ
こ
め
ら
れ
た
天
の
一
部
分
が
救
済
を
必
要
と
す
る
と
み
な
 さ
れ
て
い
る
点
に
 

お
い
て
、
密
儀
宗
教
に
お
け
る
密
儀
者
へ
の
神
的
な
る
も
の
の
 侵
入
と
は
根
本
的
に
相
違
し
て
い
る
。
密
儀
宗
教
に
お
い
て
 人
 間

は
、
 自
ら
の
 救
 

）
 

演
者
を
 、
 

眠
り
や
自
己
忘
却
に
陥
っ
て
い
て
も
と
に
 か
く
自
ら
の
中
に
担
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
新
た
に
自
己
の
 中
に
侵
入
さ
せ
る
㈹
 

べ
く
、
い
わ
ば
虚
心
に
用
意
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
の
の
。
 
号
 P
 
む
 ～
 
ぃ
 Ⅰ
心
安
心
Ⅰ
 

つ
 お
 い
憶
 
㏄
 い
 い
 す
 ～
 
0
 オ
 ト
ミ
 
0
 オ
 壷
肋
ぃ
 亡
父
～
 
ぬ
 ・
 む
 Q
 Ⅰ
 膝
叩
寅
 

～
～
 
ま
お
 
憶
 
ま
さ
曲
木
「
～
～
～
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Ⅰ
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セ
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オ
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田
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コ
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ト
つ
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）
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つ
 
0
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勺
リ
 
ガ
 っ
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コ
ヤ
 
-
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馬
 
Ⅰ
 
由
 ㌧
オ
め
妬
心
 

ド
申
 
Ⅰ
 む
 Ⅱ
 
悪
 Ⅹ
も
も
 や
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ウ
 ゼ
 ノ
 は
、
モ
ー
セ
玉
書
の
資
料
分
析
の
結
果
、
創
世
 

記
 に
族
長
時
代
の
歴
史
資
料
 

1
 

性
 の
問
題
か
ら
更
に
進
ん
で
、
そ
の
内
実
と
し
て
の
 族
 長
 宗
教
を
探
究
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
族
長
宗
教
 0
 本
質
を
明
ら
か
に
し
 

輸
 
後
の
 ヤ
 
"
 ウ
ェ
宗
教
と
の
関
連
が
 把
束
 で
き
れ
ば
、
 

ヘ
ブ
ラ
イ
・
ク
リ
ス
ト
教
の
宗
教
史
的
起
点
を
あ
る
 種
 度
 お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
 

如
 

よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
の
論
述
は
こ
の
 族
長
宗
教
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
吟
味
検
討
し
っ
 っ
、
族
 長
 宗
教
を
探
ろ
 う
 と
す
る
 試
 

喉
 

み
の
中
間
報
告
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 
l
l
-
 

て
は
思
想
的
、
わ
け
て
も
宗
教
思
想
的
契
機
に
よ
っ
て
 大
 き
く
作
用
さ
れ
た
、
と
い
う
事
実
を
承
認
す
る
な
ら
ば
 、
 我
々
は
族
長
の
歴
史
 

し 的 と   
た に 創 ぅ 

吉 よ 世 々   古 
べ そ に ク 

ス の 捕 り 

代 
ラ 歴 れ ス イ 
エ 更 る ト 

ル 性 イ 教 
め が ス が ス一 ｜ 

泰 次 ぅ 信 族 フ 
み 第 エ 仰 最 下         姦 ル 白日 
然 ら 讃 仰 
的 れ 族 ぐ   孜の理解 み示卸 

仕 ・ っ長ア った ブ 
会 あ ち ぅ 

経 る に ハ   
済 " つ ム 

史 と い （ 
約 言 て ネ 

そ 汚 : 毛 

諾 え は へ 
条 よ 、 九 
伴 う 懐   
に 。 擬 人 
基 し 的   
礎 か に ョ 
づ し 扱 " 福音 けら 全 われ 月 
れ 体 た 入 
て と 一   

いし時三 たて 期 九 本 
と 民 を   
同 族 経 口 

特 約 て マ 

@%     
そ 不返・ 数年 、 四隅 一 
の 的 至 大   
  桂 性 て を 
に を 考 は 
於 保 古 じ 

い 持 学 め 



ア
ス
や
 べ
ン
チ
ュ
等
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
宗
教
と
 々
ス
 ラ
エ
 ル
宗
教
と
の
差
異
を
も
指
摘
し
、
族
長
宗
教
の
力
 ナ
ン
的
特
徴
を
主
張
し
 

た
が
、
正
面
か
ら
 挨
 長
の
歴
史
性
を
問
題
に
し
て
は
い
 な
い
よ
う
で
あ
る
。
 

-
8
 
）
 

古
代
史
家
 E
,
 
マ
イ
ヤ
ー
は
以
上
の
諸
説
を
方
法
論
的
 に
 斥
け
、
族
長
伝
承
自
体
を
と
り
あ
げ
た
。
彼
は
そ
の
 伝
 承
 自
体
の
発
展
、
 と
 

ニ
ア
学
派
の
旗
頭
ウ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
、
族
長
物
語
は
 バ
ビ
 ロ
二
ア
の
 天
体
神
話
論
的
世
界
観
の
枠
組
で
理
解
さ
る
 べ
き
で
あ
る
と
唱
え
、
 

わ
け
て
も
ア
ブ
ラ
ハ
ム
物
語
に
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
月
神
 の
 モ
チ
ー
フ
が
随
所
に
見
ら
れ
、
東
か
ら
西
へ
と
移
住
す
 る
 さ
す
ら
い
人
と
し
て
 

の
 ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
姿
は
 、
 「
さ
す
ら
い
 者
 」
と
呼
ば
れ
た
 月
神
の
一
変
形
で
あ
る
、
と
見
た
。
 

@
7
 
）
も
っ
と
も
こ
の
派
 に
 属
す
る
 

A
.
 

ェ
レ
、
、
、
 

バ
ベ
ル
・
 ビ
 ベ
ル
論
争
（
一
九
 0
 二
年
）
を
皮
切
り
に
、
 古
代
 ィ
ス
ラ
 ェ
ル
を
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
か
ら
説
明
し
よ
 二
ノ
 
と
し
た
 折
処
 
バ
ビ
ロ
 

え
ば
結
婚
物
語
は
二
つ
の
氏
族
の
合
併
を
意
味
す
る
と
 

解
さ
れ
、
ヤ
コ
ブ
部
族
は
イ
サ
ク
氏
族
と
 

レ
ベ
 カ
氏
族
と
 0
 合
併
融
合
に
よ
っ
て
 

生
じ
た
部
族
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
（
 

6
@
 

や
 自
然
宗
教
と
は
原
理
的
に
襖
を
分
か
っ
た
、
と
す
る
 保
 守
 的
な
学
者
も
少
な
く
な
く
、
例
え
ば
、
 R
.
 キ
ッ
 テ
 か
 は
、
族
長
の
神
は
自
 

然
や
自
然
力
の
人
格
化
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
を
所
 有
し
支
配
す
る
神
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
（
 

5
 ）
あ
る
い
は
 族
 長

物
語
に
関
し
て
は
、
 

個
人
は
氏
族
な
い
し
部
族
の
擬
人
化
で
あ
る
と
解
し
、
 族
 長
物
語
の
背
後
に
諸
部
族
の
歴
史
的
な
動
向
を
見
得
る
 と
す
る
説
も
あ
り
、
 例
 

ウ
ヱ
ル
ハ
ウ
ゼ
 ノ
 の
資
料
批
判
を
一
応
認
め
つ
つ
も
、
 族
 長
の
宗
教
は
、
ア
フ
ラ
ハ
ム
へ
の
啓
示
の
事
実
に
よ
っ
 て
原
 セ
ム
族
の
宗
教
 

ム
族
 
一
神
教
説
を
受
け
て
、
そ
の
観
点
か
ら
創
世
記
の
 ェ 
ル
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
学
者
と
し
て
は
ラ
グ
ラ
ン
ジ
 ヱ
を
 挙
げ
る
こ
と
が
で
 

（
 4
 ）
 

き
る
。
 

  

的
 価
値
を
認
め
な
か
っ
た
。
「
そ
れ
ら
（
族
長
説
話
）
は
 

 
 

断
じ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
 
宗
 
4
 

敦
史
 を
 モ
ー
セ
時
代
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
 

タ
 イ
ラ
ー
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
影
響
も
あ
り
、
彼
や
彼
の
弟
 

 
 

の
 宗
教
を
古
代
ア
ラ
ビ
ア
の
そ
れ
に
似
た
多
 

霊
 崇
拝
で
あ
 る
、
 と
し
た
。
（
 

3
 ）
こ
の
様
な
進
化
主
義
的
見
解
と
は
全
く
 

逆
に
、
ル
ナ
ン
の
 
原
セ
 
㈱
 
 
 



ヤ
 
長
の
歴
史
性
を
と
り
あ
げ
た
。
彼
は
族
長
物
語
の
地
 

理
 的
背
景
や
エ
ル
神
に
着
目
し
、
エ
ル
は
カ
ナ
ン
 

聖
所
 の
神
で
は
な
く
、
砂
漠
時
代
 

古
 
以
来
の
族
長
た
ち
の
神
で
あ
っ
て
 

、
 後
の
 ヤ
 @
 ウ
エ
 宗
教
と
は
区
別
さ
る
べ
き
 
半
 遊
牧
的
族
長
部
族
の
宗
教
 
で
あ
っ
た
、
と
見
る
。
そ
れ
 
105 

スラヱル 宗教の渡 流 

長 ・相 葉 を は 表 起 法 が た 失 メ 至 く 

っ ン っ @ 

  
し は と 前 

ど 起 し 一 て べ 考 の 

系 テ え 発 
族 譜 ル た 展   

さ神別 を 三 
れ で え 段 

に恵 、最 階 あった は、ア   
説 
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表
現
が
、
そ
の
神
の
最
初
の
祭
祀
創
設
者
の
名
「
 誰
 々

」
 を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
 う
 に
 、
 こ
こ
に
は
一
般
の
地
域
 

ル
ト
説
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
舌
口
 

い
 得
る
 で
あ
ろ
う
。
 

ア
ル
ト
に
依
れ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
族
長
た
ち
の
神
は
 、
 現
在
の
伝
承
で
は
 

く
 遡
れ
ば
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
」
「
 
イ
 サ
ク
の
畏
れ
」
「
 ヤ
コ
ブ
の
強
き
者
」
 
は
 

つ
い
た
特
徴
あ
る
呼
称
で
呼
ば
れ
る
神
で
あ
っ
て
、
こ
の
 神
 こ
そ
が
伝
承
に
 
於
 

果
た
し
て
い
る
、
と
見
る
。
同
類
型
の
神
は
、
時
代
的
 懸
隔
は
あ
る
が
、
 
ィ
ス
 

の
半
 遊
牧
か
ら
次
第
に
定
住
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
部
族
 の
 残
し
た
 ナ
 バ
テ
 ヤ
 

る
 。
（
 

4
 
t
 

）
 

と
こ
ろ
で
こ
の
神
の
特
質
は
、
特
定
の
聖
所
や
地
域
と
 結
合
し
て
い
な
い
と
 ヤ

 
"
 ウ
ェ
と
 同
一
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
伝
承
史
的
に
古
 
古
 

ど
 、
一
般
化
し
て
「
 誰
 々

の
神
」
と
い
う
個
人
名
と
結
び
 
 
 

て
も
瞬
間
的
に
顕
現
す
る
エ
ル
神
よ
り
も
重
要
な
役
割
を
 
を
 

ラ
エ
ル
と
同
様
、
元
来
パ
レ
ス
チ
の
古
い
文
化
地
域
周
辺
 
辺
 

と
パ
ル
ミ
ラ
の
碑
文
か
ら
豊
富
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
 
き
 

い
う
点
に
存
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
 誰
 々

の
神
」
と
の
  
 

-
 
公
 
l
 
Ⅰ
 
U
 
）
 

族
長
宗
教
研
究
史
上
、
画
時
代
的
な
業
績
は
一
九
二
九
 年
 A
.
 
ア
ル
ト
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
以
後
の
研
 究
は
、
 
主
に
こ
の
 
ア
 

 
 

以
上
の
種
々
の
学
説
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
批
判
検
討
し
て
 ゆ
く
余
裕
は
な
い
し
、
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
全
休
 的
に
言
っ
て
、
こ
れ
⑨
 

ら
は
主
に
推
論
に
依
拠
し
た
族
長
宗
教
の
理
解
で
あ
っ
て
 、
 多
く
は
一
面
的
で
あ
り
、
実
証
性
に
欠
け
る
、
 と
言
 い
 得
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
 

個
々
の
点
に
つ
い
て
は
、
 エ
 ル
へ
の
着
目
、
個
人
と
 氏
 族
 と
の
関
係
、
伝
承
の
発
展
段
階
の
想
定
等
々
、
以
後
の
 研
究
に
引
き
継
が
れ
た
 

重
要
な
点
は
少
く
な
い
の
で
は
あ
る
が
。
 

一
 "
 

（
は
 @
 

単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
、
と
舌
口
 
う
 。
 

泉
 
，
八
等
の
神
を
崇
拝
す
る
Ⅱ
 然
オ
執
的
多
 神
教
 で
、
そ
の
宗
教
生
活
は
神
像
や
神
暇
を
持
た
す
、
 

動
 物
 犠
牲
を
中
心
と
す
る
 

 
 



古代イスラエル 宗教の渡 流 

ア
ル
ト
説
の
批
判
的
検
討
に
入
る
前
に
方
法
論
的
問
題
に
 多
少
触
れ
て
お
こ
う
。
一
般
に
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
研
究
 に
と
っ
て
、
旧
約
聖
 

書
 が
王
た
る
資
料
で
あ
る
こ
と
は
舌
口
を
待
た
な
い
が
、
 

そ
 れ
と
並
ん
で
最
近
の
考
古
学
的
資
料
が
重
要
視
さ
れ
ね
 ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
 

一 一 一 

神
 、
自
然
神
と
は
 異
る
脱
 地
域
性
と
、
特
定
の
個
人
な
 い
し
人
間
集
団
と
の
緊
密
な
結
合
性
と
が
顕
著
で
あ
っ
て
 、
こ
の
神
の
崇
拝
者
 

（
集
団
）
へ
の
配
慮
が
看
取
で
き
、
そ
の
意
味
で
社
会
的
 ，
歴
史
的
宗
教
へ
の
発
展
契
機
を
既
に
自
ら
内
包
し
て
 

 
 

こ
こ
か
ら
更
に
も
う
一
つ
の
重
要
な
結
論
が
ひ
き
出
さ
れ
 る
 。
即
ち
、
創
世
記
の
族
長
伝
承
に
散
見
さ
れ
る
族
長
 へ
の
約
束
や
選
び
の
 

思
想
的
淵
源
は
、
こ
の
よ
う
な
族
長
た
ち
の
神
と
族
長
 と
の
関
係
に
見
出
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
 、
 必
ず
し
も
土
地
 取
得
以
後
の
イ
ス
ラ
エ
 

-
6
 

t
 ）
 

か
め
 土
地
所
有
権
の
正
当
化
で
あ
る
、
と
す
る
必
要
は
な
 い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

こ
の
様
な
族
長
た
ち
の
神
々
は
イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
の
 パ
 レ
ス
チ
ナ
移
住
に
伴
い
、
各
々
パ
レ
ス
チ
ナ
 諸
 空
所
に
 結
合
し
た
が
、
定
住
 

後
、
小
空
所
が
少
数
の
大
聖
所
に
吸
収
さ
れ
る
過
程
で
、
 族
長
た
ち
の
神
（
単
数
）
へ
と
合
一
化
さ
れ
て
い
っ
た
 

「
族
長
の
神
」
と
 ヤ
 

ハ
ウ
ェ
と
の
関
係
は
こ
う
で
あ
る
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
は
当
 初
か
ら
、
形
成
し
つ
つ
あ
る
国
民
的
共
同
体
の
事
柄
で
 あ
り
、
「
族
長
の
神
」
 

は
 元
来
氏
族
な
い
し
部
族
で
あ
っ
た
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
 成
立
後
も
さ
し
あ
た
り
両
者
は
併
存
し
得
た
が
、
事
柄
 上
 ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
は
 、
 

王
国
成
立
そ
し
て
宗
教
的
中
央
集
中
化
に
伴
い
、
次
第
 に
地
方
里
坊
 の
 ェ
ル
 、
 更
に
「
族
長
の
神
」
を
も
吸
収
し
 

  

こ
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
よ
る
族
長
の
神
々
の
同
化
融
合
は
 、
 「
 族
長
の
神
」
の
特
質
、
即
ち
特
定
の
人
間
（
及
び
集
団
）
 

と
の
人
格
的
関
係
、
 

そ
れ
へ
の
配
慮
、
歴
史
的
・
社
会
的
志
向
 睦
 、
な
ど
の
 
故
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
得
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
古
い
 部
族
単
位
の
「
族
長
の
 

神
 ・
一
型
な
る
宗
教
に
於
て
 、
 後
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
に
対
 す
る
内
的
な
備
え
を
得
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
 限
り
で
、
「
族
長
の
神
 

（
Ⅱ
 

り
 
）
 

々
は
 、
 後
に
そ
れ
ら
と
代
わ
っ
た
、
か
の
偉
大
な
神
を
育
 く
む
養
育
係
（
翼
も
災
 
づ
 e
q
&
 
（
）
で
あ
っ
た
。
」
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ラ
イ
ト
も
ブ
ラ
イ
ト
と
ほ
ぼ
同
様
な
批
判
を
う
ー
ト
等
に
 向
け
、
「
様
式
批
判
は
…
…
伝
承
か
ら
更
に
歩
を
進
め
 て
 歴
史
的
背
景
や
起
 

-
 
お
 -
 

源
に
 遡
及
し
よ
う
と
し
な
い
」
の
で
「
初
期
イ
ス
ラ
エ
 か
め
 歴
史
を
解
く
事
は
で
き
な
い
」
と
言
う
が
、
他
方
で
 族
長
の
精
神
生
活
に
つ
 

そ
も
そ
も
考
古
学
的
発
掘
に
よ
り
旧
約
聖
書
と
の
平
行
事
 側
 が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
両
者
間
の
地
域
的
交
渉
関
係
 の
 可
能
性
は
充
分
認
め
 

（
 
2
 ノ
 

得
る
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
直
接
両
者
の
歴
史
的
連
繋
 を
 結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
も
舌
口
 
う
 。
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
 

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
興
味
 

例
え
ば
ブ
ラ
イ
ト
は
、
 

長
 伝
承
、
 出
 エ
ジ
プ
ト
 伝
 

る
 点
に
関
し
て
、
そ
れ
が
 

の
背
後
に
史
的
事
実
を
積
 

し
て
探
究
し
よ
う
と
し
な
 

て
て
ノ
ー
ト
は
、
古
代
 々
 

て
 、
族
長
の
時
代
に
関
し
 

C
 
.
H
 
.
 

ゴ
ー
ル
ド
ン
等
 

る
 考
古
学
的
資
料
は
少
な
 者

の
立
場
に
立
つ
 
M
.
 ノ
ー
ト
や
フ
ォ
ン
・
ラ
ー
ト
 と
 後
考
の
立
場
に
立
つ
 J
.
 ブ
ラ
イ
ト
や
 E
.
 

ラ
イ
ト
 

と
 

（
㏄
）
 

深
 い
 方
法
論
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
る
。
 

ノ
ー
ト
が
初
期
イ
ス
ラ
エ
ル
の
諸
伝
承
を
厳
密
に
分
析
 吟
 抹
 し
、
そ
の
「
極
端
な
懐
疑
主
義
」
を
も
っ
て
 、
族
 

承
 、
シ
ナ
イ
伝
承
等
を
カ
ナ
ン
定
着
後
に
成
立
し
た
 イ
 ス
ラ
 ェ
ル
十
二
支
族
宗
教
連
合
の
伝
承
と
し
て
把
握
す
 

諸
伝
承
の
無
批
判
的
な
 鵜
呑
 
（
宝
生
三
山
（
 

ゼ
 ）
へ
の
彗
星
 ロ
 に
な
る
一
面
を
一
応
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
の
物
語
 

極
 的
に
見
よ
う
と
し
な
い
点
、
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
 起
 源
 や
そ
の
信
仰
の
起
源
を
十
二
支
族
連
合
以
前
に
遡
源
 

-
l
l
 

2
 ）
 

い
 点
を
厳
し
く
批
判
し
、
そ
れ
は
彼
が
考
古
学
的
成
果
を
 信
頼
し
な
い
故
で
あ
る
と
さ
え
言
う
。
そ
れ
に
応
え
 

ス
ラ
エ
 ル
史
の
初
期
に
つ
い
て
は
、
考
古
学
的
方
法
こ
そ
 客
観
的
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
、
と
し
、
例
を
あ
げ
 

て
も
、
全
て
考
古
学
に
基
 く
 説
で
あ
る
に
も
 拘
 わ
ら
ず
、
 N
.
 

グ
リ
ュ
ッ
ク
、
 

F
.
W
.
 

オ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
、
 

の
 結
論
に
は
各
々
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る
で
は
な
い
か
 、
と
反
論
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
族
長
に
関
す
 

過
ぎ
る
の
で
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
説
は
客
観
的
な
装
い
を
 見
せ
な
が
ら
実
は
傾
向
的
に
陥
り
易
い
の
で
あ
る
。
 

の
点
で
対
立
し
て
し
 

、
 
る
よ
う
こ
見
え
る
。
（
 

4
 

9
-
 

が
 、
古
代
ィ
ス
 
ラ
エ
 ル
の
と
く
に
初
期
の
研
究
に
於
て
は
 

一
見
す
る
と
こ
ろ
旧
約
聖
書
の
文
献
学
的
研
究
わ
け
 て
も
伝
承
史
的
研
究
を
 
8
 

 
 

方
法
の
中
心
に
据
え
る
立
場
と
、
旧
約
聖
書
外
の
考
古
 学
的
成
果
に
重
点
を
置
く
立
場
と
が
、
方
法
論
ば
か
り
で
 な
く
結
論
的
に
も
多
く
 



古代イスラ ヱル 宗教の渡 流 

前
述
の
ア
ル
ト
説
を
前
提
と
し
て
族
長
物
語
の
伝
承
 史
 
的
 解
明
を
試
み
た
の
は
、
ラ
ー
ト
 と
 ノ
ー
ト
と
で
あ
っ
   

族
長
伝
承
の
主
要
モ
チ
ー
フ
を
、
族
長
へ
の
約
束
に
 見
 る
 。
こ
の
約
束
（
土
地
授
与
及
び
子
孫
増
加
）
を
主
題
と
 す
る
「
族
長
の
神
」
に
 

導
か
れ
た
族
長
た
ち
の
個
々
の
伝
承
 群
は
、
ヵ
 
ナ
ン
 移
 人
後
カ
ナ
ン
の
地
方
 聖
所
 と
祭
儀
的
に
結
合
し
、
そ
の
 聖
 所
 を
い
た
だ
く
各
部
族
 

に
よ
っ
て
、
口
碑
な
い
し
 聖
 所
伝
説
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
 に
 至
っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
の
十
二
支
族
連
合
の
成
立
と
 そ
れ
に
伴
 う
 空
所
の
集
銭
 

 
 
 
 

中
 化
な
ど
に
よ
り
、
地
方
里
所
の
祭
儀
行
為
は
弛
緩
し
 、
 口
碑
伝
説
は
そ
れ
ま
で
の
祭
儀
か
ら
遊
離
す
る
。
祭
儀
 か
ら
遊
離
し
た
そ
れ
ら
 

 
  

 
 
 

は
、
 互
に
融
合
し
、
集
中
化
し
、
あ
る
い
は
蒐
集
さ
れ
て
 、
ヤ
 
@
 ウ
ェ
信
仰
に
吸
収
同
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
 て
日
展
 
終
 的
に
は
 ヤ
 ハ
ウ
 

四
ノ
一
 

い
て
は
、
考
古
学
や
歴
史
学
で
は
切
り
込
ん
で
ゆ
け
な
い
 

 
 

、
創
世
記
の
族
長
の
 

述
に
 於
て
、
外
的
資
料
に
よ
り
そ
の
歴
史
的
真
正
性
が
 確
証
さ
れ
る
の
は
、
族
長
の
時
代
背
景
、
生
活
状
況
、
生
 活
 領
域
な
ど
で
、
 そ
 

伝
承
の
内
容
自
体
は
特
殊
個
性
的
で
あ
る
、
と
す
る
 ぅ
 

 
 

と
こ
ろ
で
我
々
は
 ィ
ス
ラ
エ
 ル
初
期
の
歴
史
の
再
構
成
 を
 目
指
す
の
で
は
な
く
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
成
立
以
前
の
時
 代
を
宗
教
史
的
に
 

明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
あ
る
宗
教
 事
例
を
宗
教
史
的
に
解
明
す
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
宗
教
 自
体
を
ま
ず
内
的
に
 

合
 把
握
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
空
間
的
広
が
り
を
も
っ
 そ
 の
 背
景
全
体
に
正
確
に
位
置
づ
け
、
最
後
に
そ
れ
を
歴
史
 的
 脈
絡
に
組
み
込
む
 

業
を
事
実
に
即
し
て
行
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
 か
ら
、
右
に
略
述
し
た
方
法
論
争
を
顧
慮
し
直
す
と
、
 族
 長
 宗
教
に
つ
い
て
は
 

㈱
考
古
学
的
資
料
に
よ
っ
て
判
明
す
る
事
実
は
一
般
的
 包
括
的
で
あ
る
事
、
㈲
族
長
宗
教
自
体
の
探
究
に
は
族
長
 伝
承
の
厳
密
な
批
判
 

要
請
さ
れ
る
事
、
（
 

研
究
 

2
 
6
 ）
 力
先
つ
 

。
 
，
 
。
：
㈲
よ
り
正
確
な
族
長
 宗
 教
像
は
、
 ㈲
の
結
論
と
け
の
事
実
と
を
 つ
 き
合
わ
せ
る
こ
 と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
 

事
 、
そ
し
て
㈹
最
後
に
後
の
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
と
の
 関
 連
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
事
、
を
確
認
し
て
お
き
た
い
と
 田
ザ
つ
 
。
 

    



定
住
以
前
の
半
遊
牧
段
階
で
生
起
し
て
い
た
と
い
う
こ
 と
に
は
大
い
に
疑
問
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
 と
 で
あ
る
。
従
っ
て
 
、
旧
 

約
 聖
書
の
「
ア
フ
ラ
ハ
ム
の
神
」
、
「
イ
サ
ク
の
畏
れ
」
 
、
 「
ヤ
コ
ブ
の
強
者
」
な
ど
を
族
長
た
ち
の
神
の
呼
称
と
す
 る
こ
と
は
、
不
確
か
な
 

神
 」
や
そ
の
祭
儀
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
 次
に
ア
ル
ト
が
「
族
長
の
神
」
の
宗
教
類
型
の
根
拠
と
 す
る
パ
ル
ミ
ラ
・
 
ナ
バ
 

テ
ヤ
 の
資
料
は
族
長
時
代
と
の
時
代
差
が
大
き
過
ぎ
る
こ
 と
と
並
ん
で
、
内
容
的
に
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
 誰
 々

 の
 神
 」
な
る
定
型
が
沃
地
 

ら
の
「
族
長
の
神
」
は
既
に
は
じ
ね
か
ら
ヤ
ハ
ウ
ェ
 と
 の
 同
一
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
 ヤ
ハ
 ウ
ェ
以
前
の
「
族
長
の
 

増
加
の
約
束
及
び
そ
の
物
質
的
基
盤
と
し
て
の
土
地
 授
 与
の
約
束
は
、
土
地
所
有
、
偶
発
的
事
件
、
祭
壇
創
設
等
 を
 主
題
と
す
る
族
長
物
 

語
 に
対
し
、
二
次
的
に
付
加
な
い
し
挿
入
さ
れ
た
も
の
 で
あ
っ
て
、
そ
の
約
束
伝
承
の
成
立
時
代
は
こ
の
よ
う
な
 約
束
が
非
常
に
大
き
な
 

（
 
2
 
ク
り
 

）
 

意
味
を
も
っ
た
時
代
、
捕
 囚
 直
前
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
 る
 。
ま
た
彼
は
ア
ル
ト
説
を
も
批
判
す
る
が
、
そ
の
論
点
 は
お
よ
そ
次
の
二
点
で
 

あ
る
 -
3
 

3
 ）
 元
 づ
、
出
 
エ
ジ
プ
ト
 記
 三
章
及
び
創
世
記
の
「
 誰
 々

の
神
」
、
一
私
 /
 あ
な
た
の
父
の
神
」
等
が
言
及
さ
れ
 る
 箇
所
に
於
て
、
そ
れ
 

7 元 る 

以 承 の 
上 の は 
0  4%   

ラ 承 イ 

l 史 サ   
  と 7 元 

/ し 承 
l て の   
説 長 が 

に の ゲ   

貞 木 申 l   
か 約 と 

ら 東 し 

対 を て 
立 認 め 

す め ィ 

る る サ   
は で と 
" あ 々 

丁 Ⅰ ゑ品 ） サ 

ホ へ 
    
T 土 
    
ザ   
  
で 

あ 
ぬ束 

  

ら成 る 。（Ⅰ） 3 
    
  て 

    
長 る 
へ   
    
  で 

束 あ 

  三王 @   る 

  
K と 

    
て て 

子 
孫 族長 

ィ
 ス
ト
以
前
の
族
長
宗
教
の
純
粋
な
要
素
が
こ
こ
に
存
在
 し
て
い
る
の
で
あ
り
、
農
耕
地
域
に
侵
入
し
よ
う
と
す
 る
半
 遊
牧
民
に
 、
 彼
ら
 

 
 

ノ
ー
ト
は
、
イ
サ
ク
伝
承
が
全
体
と
し
て
伝
承
史
的
に
 遡
沖
 的
な
印
象
を
与
え
 

イ
ス
ト
に
よ
り
て
（
ラ
ー
ト
）
、
あ
る
い
は
 
ヤ
 
ハ
ウ
ィ
ス
ト
 以
前
の
 G
 
に
よ
っ
て
（
ノ
ー
ト
）
 、
 ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
の
下
 に
 歴
史
化
さ
れ
、
六
書
 
0
 

 
 

 
 

（
ラ
ー
ト
）
な
い
し
五
善
（
ノ
ー
ト
）
の
重
要
な
構
成
 
要
 索
 の
ひ
と
つ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
土
地
目
取
の
約
束
と
し
 て
、
 

新
た
に
位
置
 つ
 け
 

 
 

 
 
 
  
 

  

そ
れ
故
、
例
え
ば
 ラ
 ー
 ト
 は
、
土
地
約
束
と
族
長
の
神
 の
 
呼
称
と
が
固
定
的
に
結
合
し
て
い
る
 創
 二
八
・
一
三
に
 
つ
い
て
、
「
 サ
 
ハ
ウ
 



か
 

㈲
）
 梼
倒
 
・
の
（
 

コ
の
コ
コ
 ゆ
田
。
 N
p
n
 

：
ぼ
 

り
 「
私
は
こ
れ
（
 
こ
の
 
地
 ）
を
お
前
と
お
前
の
子
孫
と
に
与
え
よ
う
」
剣
士
 
三
 
・
十
五
、
二
八
・
十
三
。
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 

私
は
こ
の
地
を
お
前
の
子
孫
に
与
え
よ
う
」
 創
 十
二
・
 セ
 、
二
四
・
 セ
 。
 P
 鰐
代
ォ
 尻
 曲
 

  スラヱル 宗教の源流 

      我 

応ヤ 々  な 右下岡つの 

  
が 。 さ @  @ 

  文 「私はれる。 と認め の 検 3 （ ） 5 

  ，討 れを り榛   
  て ひ 

の い と 

    るつ 族掲 

  

乙   
」   

とばを 創 十一一   

  
み 
る 

と 

そ 

  

約束 

  
土 
  
  
受 

領 
者 
  
つ 
  

(559) 

伝 的 わ 要 ミ す 
え に ホ れ 素 ぅ る ホ 
ら 見 フ る を と 余 フ 

れてテ ても イ し百社 。 もの り " " T イ ザ｜ 族長いる ザ｜ かし して 合学 伝承 

と 時 の 、 い 的 皮 に 対する 四ノ一 考えた 代にま 批判に アルト ること な共通 的観点   性 を 詳 の掲 し 細 遡 で も拘 （Ⅱ 倉 る 曇 

得ずる りらげ 二見らな 六 落せ 反 
る 我 パ   と て 論 

も 々 ル 土 し し は 
の は ミ ニ て ま 省 
で 、 う な い っ 略 

、 大 ・ ど る た せ 
最 筋 ナ ） し 、 ざ   

早 に バ を 、 と る 

明 決 テ 考 半 盲 を 
確 て ヤ 隠 遁 い 得 
な う ぬ ・ し 牧 う な 
形 l 丈 て 民 る い 
で ト の い は で が 
の ・ 再 な た あ 、 

摘 / 検 い え ろ 全 
出 i 討 な ず ぅ 休 

は ト は ど 沃 。 と   
雑 仕 後 心 と ル て 

で 承 も ず の ト 彼 
あ 史 な し 接 説 は 
る 拙 さ も 触 批     

、 る れ 効 も に 長 
族 認 ば な っ し の 

畏 め な 批 て て 約   束怯 、旗下散 らな 半 一 Ⅱこ おり も、 
の 長 い な 、 族 承 
本 へ で っ そ 長 を 

質 の あ て の と 又 
の 約 ろ い 意 ナ 学 
一 束 う な 味 バ 批 
端 は 。 い で テ 評   よ は ヤ 的 
こ 4% う 沃 ・ に 

こ 承 に 地 パ 探 
@c  史 思 、 約 ル 究 

-
4
 

3
 
り
 ）
 

を
こ
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
 結
論
す
る
。
 

  
目 『 l 
提 
!C 
墓 
  
も 
  
で 

「
我
々
は
ア
ル
ト
の
舌
口
 

う
 意
味
で
、
即
ち
ヤ
ハ
ウ
ェ
以
前
 の
 祭
祀
の
典
型
ま
た
そ
の
残
存
と
し
て
、
族
長
の
神
々
 



四
ノ
三
 

族
長
の
約
束
伝
承
を
別
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
見
よ
う
。
 

M
.
 エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
あ
る
部
族
が
全
く
新
し
 い
 地
に
移
住
す
る
 場
 ム
ロ
、
ま
ず
 
聖
 所
を
設
置
し
、
そ
の
 聖
 所
を
中
心
に
し
て
 彼
 

ら
の
居
住
地
域
を
定
め
て
ゆ
く
。
こ
の
宗
教
的
儀
礼
 行
 為
に
よ
っ
て
彼
ら
は
、
混
沌
と
し
た
未
知
の
世
界
（
 カ
オ
 ス
 ）
か
ら
彼
ら
の
住
み
 

コ
 ゆ
い
が
（
～
・
包
目
㎡
Ⅱ
の
 

ゆ
き
驚
 P
 
「
私
は
こ
の
地
を
お
前
 
の
子
孫
に
与
え
る
」
 
創
 十
五
・
一
八
。
）
。
 N
 目
 ，
。
 

ぽ
ゆ
 。
の
 
ト
コ
 
の
 ヨ
舐
 
「
私
は
こ
れ
（
 土
 

地
 ）
を
お
前
の
子
孫
に
与
え
よ
う
」
 

出
 エ
三
三
・
一
。
 

 
 

い
は
約
束
の
相
手
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
み
で
あ
り
、
土
地
 も
 具
体
的
に
限
定
さ
れ
た
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
元
来
の
文
 脈
か
ら
遊
離
し
て
い
 

る
と
は
い
え
、
族
長
へ
の
約
束
の
こ
と
ば
の
原
型
を
と
ど
 め
て
い
る
と
舌
口
え
よ
 う
 。
 

㈲
は
約
束
の
土
地
が
具
体
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
一
 元
来
の
型
を
残
し
て
は
い
る
が
、
約
束
の
相
手
と
し
て
「
 お
前
の
子
孫
に
」
が
 

付
加
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
「
お
前
の
子
孫
」
の
 す
ぐ
後
に
 
、
両
 つ
の
箇
所
と
も
子
孫
増
加
の
約
束
が
続
く
 。
そ
れ
 故
 ㈲
は
上
地
取
 

得
を
前
提
と
し
て
、
Ⅱ
が
拡
大
さ
れ
た
も
の
と
の
想
定
 が
め
る
さ
れ
よ
う
。
伝
承
段
階
的
に
は
 ヤ
 ハ
ウ
ィ
ス
ト
 以
 前
の
資
料
と
考
え
る
べ
 

き
で
あ
ろ
う
か
。
 

㈲
は
 、
 ㈲
㈲
に
見
ら
れ
る
土
地
の
具
体
的
な
規
定
が
削
 除
さ
れ
、
「
お
前
に
」
も
消
去
さ
れ
そ
の
代
わ
り
に
「
お
 前
の
子
孫
に
」
が
 前
 

面
 に
出
て
い
る
。
こ
れ
は
玉
書
な
い
し
六
書
の
枠
組
の
 中
で
、
族
長
へ
の
約
束
が
集
約
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
 あ
り
、
お
そ
ら
く
 ヤ
ハ
 

ウ
ィ
ス
ト
な
い
し
は
 G
 
 （
ノ
ー
ト
）
の
手
に
よ
る
も
の
で
 
あ
ろ
う
。
 

以
上
内
容
的
に
族
長
時
代
に
ま
で
遡
及
し
う
る
約
束
の
 こ
と
は
が
、
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
ゆ
く
伝
承
の
過
程
を
わ
 ず
か
に
瞥
見
し
得
た
 

と
 思
う
。
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
古
い
族
長
の
約
束
物
語
に
 

於
 
る
 
族
長
 
の
 「
祭
壇
を
築
く
」
行
為
で
あ
る
（
創
一
二
・
 

セ
、
ハ
 

、
一
三
・
一
 

四
｜
 
一
八
、
二
六
・
二
三
ー
二
五
、
二
八
・
一
玉
 

｜
二
 
一
 
、
三
三
・
一
八
 

｜
二
 
0
 
）
。
族
長
が
天
幕
を
移
す
先
々
 

で
 「
祭
壇
を
築
い
た
」
 

と
の
こ
れ
ら
の
古
い
伝
承
に
、
エ
リ
ア
ー
デ
流
の
解
釈
 

を
 
応
用
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

半
 
遊
牧
氏
族
を
率
い
た
 

族
長
た
ち
が
新
し
い
 

末
 

 
 

 
 

 
 

流
 

の
 

教
 族
長
の
約
束
物
語
で
注
意
を
ひ
く
も
う
一
点
に
 

、
 
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
顕
現
が
あ
る
（
創
一
二
，
 

セ
 
、
二
六
・
二
 

四
 
、
二
六
・
 

ニ
 
、
 
目
 
・
二
八
 

古
本
 

 
 

神
の
約
束
の
舌
口
業
と
結
合
し
て
い
る
」
と
舌
口
 

う
 
T
.
 
レ
 
ン
ト
ル
 

フ
 
は
、
上
記
の
箇
所
 

@
8
 

Ⅰ
 
3
 
）
 

が
の
他
に
も
 

出
 
エ
三
・
一
六
以
下
、
士
師
六
・
一
二
以
 

下
 
、
一
三
・
三
以
下
、
列
主
上
三
・
五
以
下
、
九
・
二
 

以
下
を
列
挙
す
る
。
し
か
し
 

ヤ
 そ
れ
ら
は
全
て
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
使
い
の
顕
現
 

か
 
夢
に
 
於
 る
 
顕
現
か
で
あ
っ
て
厳
密
な
意
味
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
顕
現
 

で
は
な
い
。
モ
ー
セ
召
命
の
 

古
 物

語
に
於
て
さ
え
資
料
で
は
顕
現
す
る
の
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
 

の
 
使
い
で
あ
る
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
見
た
者
は
死
ぬ
か
ら
で
 

あ
る
（
 

出
 
エ
三
三
・
二
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（
㏄
）
 

得
る
秩
序
世
界
（
コ
ス
モ
ス
）
を
創
造
し
浄
化
す
る
の
 で
あ
る
。
 



と
こ
ろ
で
、
ア
ル
ト
は
族
長
の
約
束
を
子
孫
増
加
と
土
 地
 授
与
と
に
区
別
し
、
前
者
を
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住
以
前
、
 後
者
を
移
住
以
後
の
 

（
 
如
 @
 

も
の
、
と
規
定
し
た
が
、
こ
の
族
長
の
約
束
内
容
に
関
 す
る
問
題
に
関
し
て
は
、
比
較
的
最
近
の
 C
.
 

ウ
ェ
ス
タ
 

｜
 マ
ン
の
研
究
が
重
要
 

（
 
1
-
 

4
 

で
あ
ろ
う
。
彼
は
約
束
伝
承
の
分
析
の
結
果
、
最
古
の
伝
 承
暦
に
は
各
々
た
だ
ひ
と
っ
の
事
柄
が
約
束
さ
れ
て
い
 て
 、
そ
れ
は
「
子
供
の
 

誕
生
」
と
「
土
地
獲
得
」
と
で
あ
る
こ
と
、
「
子
供
僧
 加
 」
は
元
来
約
束
で
は
な
く
祝
福
で
あ
り
、
 

ヤ
 "
 ウ
ィ
ス
 ト
 以
降
に
子
孫
増
加
の
 

約
束
が
現
わ
れ
る
こ
と
、
を
結
論
す
る
。
そ
し
て
創
世
 記
の
族
長
物
語
に
於
て
、
元
来
の
族
長
物
語
は
多
く
の
 変
 

  

入
を
受
け
て
い
て
、
ご
く
わ
 づ
 か
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
 、
徹
底
し
て
背
景
を
家
族
な
い
し
氏
族
の
生
活
領
域
に
 持
ち
、
危
機
（
苦
り
 
ヲ
 

口
目
庇
）
と
そ
の
解
消
（
Ⅰ
 6
 組
 ミ
洩
 ）
と
を
構
造
と
す
る
「
 子
供
の
誕
生
」
の
約
束
物
語
及
び
「
土
地
獲
得
」
の
 約
 京
物
語
（
元
来
は
約
束
 

の
 成
就
と
し
て
の
族
長
の
土
地
獲
得
物
語
も
含
ま
れ
て
い
 た
 、
と
見
る
）
と
は
族
長
時
代
に
ま
で
迫
る
と
見
て
い
 る
 

四
ノ
四
 

つ 。 
別
に
し
て
も
、
族
長
の
神
の
顕
現
、
約
束
の
こ
と
ば
 、
そ
 し
て
祭
壇
設
置
等
、
族
長
宗
教
の
名
残
り
を
あ
る
程
度
 確
認
し
得
た
で
あ
ろ
 

以
上
我
々
は
 、
 極
め
て
複
雑
な
伝
承
過
程
を
経
て
い
る
 現
在
の
族
長
物
語
の
中
に
、
元
来
定
型
的
な
要
所
伝
承
で
 あ
っ
た
か
ど
う
か
は
 

（
 
り
 
タ
 
g
 
3
 
-
 

る
 、
と
の
想
定
は
 、
 

一
と
の
類
比
に
よ
っ
て
 
も
 、
あ
る
程
度
の
蓋
然
性
を
持
っ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

O
 、
 J
 、
 他
 ）
。
と
す
れ
ば
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
直
接
顕
現
 し
 約
束
を
与
え
る
創
世
記
の
 ヤ
 ハ
ウ
ィ
ス
ト
の
記
述
は
極
 め
て
特
異
で
あ
る
、
 と
 

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
 サ
 ハ
ウ
ィ
ス
ト
は
、
上
記
 の
 箇
所
で
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
使
い
が
現
わ
れ
て
言
っ
た
」
（
 創
一
六
・
 セ
 ）
や
単
に
 

「
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
舌
口
っ
た
」
（
創
一
二
・
一
、
他
）
を
用
い
 

ず
に
、
 ヤ
 "
 ウ
ヱ
 の
自
己
顕
現
を
表
わ
す
重
要
な
用
語
 コ
 宵
 ㎡
を
と
り
た
て
て
用
 

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
伝
承
が
 元
 来
 ヤ
ハ
ウ
ェ
化
さ
れ
る
以
前
の
族
長
た
ち
の
神
の
顕
現
を
 伝
え
て
い
た
か
ら
で
あ
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流
 

源
 

四
ノ
五
 

の
 

教
 

宗
 
ル
ア
ル
ト
は
「
 誰
 々
の
神
」
と
い
う
族
長
た
ち
の
 神
の
呼
称
に
着
目
し
て
そ
の
論
を
展
開
し
た
。
し
か
し
「
 族
長
の
神
」
の
呼
称
と
そ
の
 

 
 

が
 
解
釈
の
問
題
は
、
今
日
そ
 う
 単
純
で
は
な
く
な
っ
て
 来
て
い
る
 0
 

伺
い
ち
は
や
く
 J
.
 

レ
ウ
ィ
は
、
古
代
ア
ッ
シ
リ
ア
 

文
書
で
「
私
の
父
の
神
」
が
Ⅰ
 %
 安
ぎ
な
る
固
有
名
を
 も
つ
こ
と
、
 創
 四
九
・
二
五
 

古
 

0
 対
句
法
で
、
「
あ
な
た
の
父
の
神
（
と
彼
は
読
む
）
」
 
と
「
エ
ル
・
シ
ャ
ッ
ダ
イ
」
と
が
並
列
す
る
こ
と
、
更
に
 エ
 ル
・
シ
ャ
ッ
ダ
イ
が
 
115  (S63) 

こ
の
ウ
ェ
ス
タ
ー
マ
ン
の
所
論
は
多
く
の
点
で
首
肯
せ
し
 め
る
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
だ
け
を
指
摘
し
て
お
き
 た
い
。
元
来
の
族
長
 

伝
承
の
背
景
で
あ
る
家
族
な
い
し
氏
族
に
つ
い
て
、
 ウ
 ヱ
 ス
タ
ー
マ
ン
は
そ
の
存
在
様
式
及
び
生
活
領
域
に
着
目
 す
る
の
で
あ
る
が
、
 そ
 

の
 思
考
様
式
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
 と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
関
連
す
る
の
で
あ
る
 が
 、
「
子
孫
増
加
」
の
 

約
束
を
彼
の
言
う
よ
う
に
全
て
 ヤ
 ハ
ウ
 

祝
福
か
ら
の
展
開
と
し
て
舌
ロ
 
い
 切
れ
る
だ
ろ
う
か
、
 と
 

 
 

少
敵
 街
 し
よ
う
。
彼
の
析
出
し
た
「
子
供
の
誕
生
」
の
 約
束
は
、
氏
族
社
会
の
所
謂
ク
ラ
ン
的
な
集
合
人
格
的
 田
 ゅ
 
考
の
下
で
は
、
単
に
 族
 

長
 に
一
人
の
世
嗣
が
約
束
さ
れ
た
と
い
う
水
準
に
と
ど
 ま
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
氏
族
全
体
の
将
来
に
対
す
る
約
束
 保
証
の
具
体
的
な
り
 ア
 

リ
ズ
ム
と
し
て
理
解
さ
れ
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
 と
 い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
土
地
の
約
束
が
子
孫
 増
加
の
約
束
を
涯
狂
的
 

に
 包
有
し
て
い
る
と
も
舌
ロ
 
い
 得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
 嗣
 子
 誕
生
の
約
束
が
子
孫
増
加
の
約
束
へ
と
拡
大
さ
れ
る
 内
的
必
然
性
が
あ
ろ
 

う
 。
更
に
 コ
 シ
ュ
二
四
・
三
は
、
子
孫
増
加
の
約
束
 と
 そ
の
成
就
と
い
う
族
長
（
イ
ス
ラ
エ
ル
Ⅰ
・
）
伝
承
が
存
在
 
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
 

し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

ア
ル
ト
が
「
族
長
の
神
」
の
最
古
の
伝
承
を
と
ど
め
て
い
 る
と
推
定
し
た
創
一
五
地
に
つ
い
て
は
、
資
料
分
析
 か
 ら
し
て
研
究
者
問
の
 

一
致
を
見
な
い
。
こ
の
章
の
宗
教
史
的
背
景
に
つ
い
て
、
 本
稿
で
は
立
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
発
表
  
 



の
 呼
称
で
あ
る
と
す
る
 メ
ィ
 説
を
受
容
し
つ
つ
も
、
「
 
誰
 々

の
神
」
の
表
現
も
同
時
に
並
 円
 さ
れ
た
と
 兄
ろ
 V
,
 マ
 

  

ス
ラ
エ
ル
の
牧
者
」
（
 創
 四
九
・
二
四
）
を
族
長
の
神
の
呼
 
称
と
 解
し
、
こ
こ
に
 半
 遊
牧
的
小
家
畜
飼
育
部
族
の
 モ
 

  

（
 
二
 
4
 
v
-
 

仰
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
 

一
 
・
 
誰
 々

 の
 

 
 

  

（
の
（
 

a
 ョ
ヨ
 づ
 ㏄
 こ
 こ
の
名
を
も
っ
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
た
 め
に
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
舌
口
 
う
 。
つ
ま
り
「
父
の
 神
 」
は
部
族
 仲
 で
あ
る
 

と
 解
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
Ⅰ
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
」
「
 

イ
 サ
ク
の
神
二
等
々
の
結
合
は
、
族
長
た
ち
の
系
譜
化
の
 過
程
と
即
応
さ
せ
る
。
 
@
7
-
4
 

こ
れ
ら
の
議
論
を
通
し
て
、
結
論
的
に
我
々
は
、
以
下
の
 四
点
を
確
認
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
 

一
 、
創
世
記
に
伝
え
 ら
れ
る
「
族
長
の
神
」
 

の
 最
古
の
呼
称
は
匡
。
 ゴ
甜
ゴ
旺
 
「
私
の
父
の
神
」
で
あ
 
る
 。
 ニ
 、
こ
こ
か
ら
「
私
の
 /
 あ
な
た
の
 
父
 、
 誰
 々

 の
 

  

の
形
式
が
生
じ
た
。
し
か
し
事
実
問
題
と
し
て
、
こ
れ
，
  

 

ら
 用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
 

ぅ
厨
 三
一
・
四
二
、
二
四
・
一
二
、
ニ
セ
、
四
二
、
四
 八
）
。
 三
 、
こ
れ
ら
の
呼
称
で
呼
ば
れ
、
固
有
名
を
持
た
 な
 い
 族
長
時
代
の
神
は
 

ク
ラ
ン
的
思
考
の
下
に
あ
っ
て
は
、
個
人
（
族
長
）
に
 顕
 現
す
る
神
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
族
長
に
率
い
ら
れ
 る
 氏
族
全
体
の
神
で
あ
 

っ
て
、
 半
 遊
牧
時
代
に
ま
で
遡
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
 

四
 、
「
父
祖
た
ち
の
神
」
や
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
、
イ
サ
ク
 の
神
、
ヤ
コ
ブ
の
神
，
 一
 

び
 旧
約
テ
ク
ス
ト
の
読
み
方
そ
の
他
レ
ウ
ィ
説
は
確
証
 さ
れ
な
い
。
 

H
.
G
.
 メ
イ
は
伝
承
史
的
に
 コ
 私
の
父
の
神
」
 
巨
 0
 下
卸
 -
 
㏄
三
と
 
一
 
・
あ
な
た
の
父
祖
た
ち
の
神
」
・
 匹
 0
 す
 ①
。
 
p
 ヴ
の
 
（
 
回
 窩
 と
を
区
別
し
 、
後
 

者
及
び
「
 誰
 々

の
神
」
な
る
表
現
は
資
料
的
に
後
代
の
 も
の
で
あ
っ
て
、
前
者
の
み
が
本
来
的
な
族
長
の
神
の
呼
 称
 で
あ
る
、
と
し
、
 
こ
 

れ
は
 ア
ル
ト
の
言
う
様
に
特
別
な
祭
祀
を
有
す
る
神
で
 は
な
く
、
直
接
の
父
親
と
特
別
な
関
係
を
持
っ
た
個
人
の
 神
と
し
て
解
す
べ
き
で
 

（
 
巧
 ）
 

あ
る
、
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
族
長
時
代
の
神
と
し
て
 他
 に
ェ
ル
や
テ
ラ
 
ビ
ム
 を
も
認
め
て
い
る
。
。
 凹
 0
 ゴ
卸
 -
p
 
サ
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 ）
 

 
 

「
族
長
の
神
」
は
部
族
・
氏
族
の
守
護
神
と
し
て
の
 エ 
ル
 

・
シ
ャ
ッ
ダ
イ
で
あ
っ
た
、
と
ア
ル
ト
説
に
修
正
を
求
 

 
 

創
一
七
・
一
、
四
三
・
一
三
、
四
八
・
三
な
ど
で
 コ
 の
 な
た
 Ⅰ
，
わ
た
し
の
神
」
 

宕
な
 ）
と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
 、
な
ど
を
論
拠
に
し
て
、
 

 
 



古代 イ スラヱル 宗教の源流 

コ
ー
ル
ド
ン
の
ア
フ
ラ
ハ
ム
商
人
工
 説
 （
ア
マ
ル
ナ
時
代
 Ⅹ

オ
ー
ル
フ
ラ
イ
ト
の
ア
フ
ラ
ハ
ム
Ⅱ
ロ
バ
隊
商
 
長
説
 

（
紀
元
前
一
九
世
紀
）
 

 
 

め
て
来
た
。
し
か
し
、
族
長
の
生
活
様
式
に
関
し
て
、
 考
 古

学
に
基
 く
 全
く
別
な
理
解
が
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
 い

る
わ
け
で
は
な
い
。
 

 
 

 
 

え
た
と
い
う
「
 

異
る
 

神
々
」
は
シ
ュ
ト
イ
ア
ナ
ゲ
ル
の
 

如
く
、
「
族
長
の
神
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
（
 

0
5
 

創
 
三
五
・
四
の
コ
実
 

る
 
神
々
」
は
ど
う
か
。
あ
る
い
は
、
 

創
 
二
五
・
二
 

三
 
「
 
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
尋
ね
る
た
め
に
行
っ
た
」
に
お
い
て
、
リ
ベ
 

力
 
は
ど
こ
に
「
行
く
」
 

の
で
あ
ろ
う
か
。
 

ベ
ヱ
ル
シ
ヱ
バ
 

の
タ
マ
リ
ス
ク
（
・
の
 

め
 
の
 
-
 
）
を
は
じ
め
、
自
然
物
の
聖
化
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
 

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（
 
弗
 -
 

が
 元
来
 ィ
ス
ラ
 
ェ
ル
 と
 同
様
エ
ル
を
含
む
 テ
 
オ
フ
ォ
ー
 

ル
 
で
あ
り
（
他
に
 イ
 シ
マ
 
エ
ル
 、
ベ
ト
 エ
 
ル
な
ど
）
、
ア
ブ
 ラ
 （
 ハ
 ）
 ム
の
 
ア
ア
も
 神
 

（
 
何
り
 
-
 

を
 指
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
ェ
ル
は
ど
 う
 解
釈
さ
る
 べ

き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
 
コ
 
シ
ュ
二
四
・
 
ニ
の
 
イ
ス
ラ
 エ
 
ル
の
父
祖
た
ち
が
 
仕
 

の
 呼
び
方
は
、
族
長
た
ち
が
物
語
的
に
系
譜
化
さ
れ
た
 結
 果
 で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
族
長
た
ち
は
今
ま
で
述
べ
来
た
っ
た
い
わ
 ゆ

る
「
族
長
の
神
」
の
み
を
崇
拝
す
る
モ
ノ
ラ
ト
リ
ス
ト
 で

あ
っ
た
（
マ
ー
ク
）
 

め
 だ
 る
ぅ
か
 。
そ
れ
と
も
そ
れ
以
外
の
神
々
を
も
崇
拝
 す

る
ポ
リ
テ
イ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
 ィ
ザ
 ク
 、
ヤ
コ
ブ
の
族
長
名
 



二
、
三
の
点
を
拮
抗
し
て
お
こ
う
。
両
説
の
論
拠
の
ひ
 と
つ
 
絡
 甘
き
 
勧
 三
四
・
一
 0
 、
二
一
、
四
二
・
三
四
 ）
の
解
釈
に
関
し
て
 

は
 、
古
典
 期
 ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
用
法
か
ら
し
て
（
 
エ
レ
 一
四
 

詩
 三
八
・
一
 0
 、
一
一
）
、
 一
 
1
 
取
り
引
き
す
る
」
 
よ
り
も
「
行
き
め
ぐ
る
」
 

（
 
り
 
ミ
リ
 

4
 
）
 

と
 解
す
る
方
が
自
然
で
あ
り
、
文
脈
に
よ
く
合
致
す
る
。
 族
長
の
移
動
経
路
は
当
時
の
隊
商
路
で
あ
っ
た
と
の
 主
 張
 （
オ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
）
 

に
 対
し
て
は
、
そ
れ
は
同
時
に
小
家
畜
飼
育
部
族
の
移
 動
 に
も
適
し
た
経
路
で
あ
る
こ
と
が
、
年
間
雨
量
統
計
 地
 図
 を
も
と
に
実
証
さ
れ
 

-
3
 

5
 ）
 

て
い
る
。
族
長
が
金
銀
に
富
ん
で
い
た
（
創
一
 二
 ・
 ニ
、
 
一
四
・
三
五
）
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
こ
の
箇
所
に
お
 

い
て
金
銀
と
並
び
、
 
否
 

金
銀
よ
り
も
先
に
 穏
畜
に
 @
 及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
立
 
思
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
聖
書
本
文
自
体
が
族
長
た
ち
 を
 小
家
畜
飼
育
者
と
規
 

定
 し
て
い
る
し
（
 川
 四
六
・
三
二
、
三
四
、
四
セ
・
 

一
｜
 六
）
 、
 何
よ
り
も
、
族
長
商
人
税
の
問
題
 点
は
、
 後
の
 々

 ス
ラ
エ
 ル
の
遊
牧
の
理
 

想
 と
の
断
絶
を
如
何
に
説
明
し
つ
る
の
か
、
で
あ
ろ
う
。
 

族
長
伝
承
は
純
遊
牧
的
要
素
を
残
し
な
が
ら
も
、
む
し
 ろ
 定
住
へ
の
移
行
過
程
に
あ
る
 半
 遊
牧
的
特
徴
を
故
多
く
 残
し
て
い
る
。
そ
の
 

意
味
で
は
彼
ら
は
宮
へ
の
愛
着
を
も
持
っ
て
居
り
、
 あ
 る
 程
度
は
商
業
的
活
動
も
行
っ
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
 

  

の
 主
張
に
も
拘
ら
ず
、
全
体
と
し
て
は
依
然
と
し
て
 族
 長
の
生
活
様
式
は
半
遊
牧
的
小
家
畜
飼
育
と
規
定
さ
る
 べ
 き
で
あ
ろ
う
。
 

族
長
と
所
謂
 ハ
 ビ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
割
愛
せ
ざ
 

 
 

）
と
呼
ば
れ
る
い
わ
 

（
 
ム
り
 

二
リ
 

）
 

ば
 局
外
者
集
団
が
と
り
得
た
生
活
形
態
の
二
つ
の
可
能
 性
 、
即
ち
略
奪
集
団
化
と
、
私
的
奴
僕
、
神
殿
奴
隷
、
 傭
 兵
な
ど
沃
地
的
秩
序
 社
 

会
の
底
辺
へ
の
す
べ
り
込
み
を
対
比
的
に
念
頭
に
置
き
 つ
つ
、
そ
れ
と
は
 
異
る
 族
長
の
生
活
形
態
を
理
解
す
る
 必
 要
 が
あ
ろ
う
、
と
い
う
 

こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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ス
 ズ
文
書
と
創
世
Ⅱ
の
 法
 ，
生
活
慣
習
に
関
す
る
 俺
富
 な
 平
行
事
例
を
論
拠
に
、
族
長
の
年
代
を
紀
元
前
十
五
世
 紀
 頃
と
す
る
の
は
 前
 

@
 
田
 -
 

込
め
 ゴ
ー
ル
ド
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
 ス
 ズ
の
 住
民
の
大
部
分
が
 ブ
リ
 人
で
あ
る
こ
と
、
彼
ら
は
二
千
年
 紀
 に
は
勢
力
を
得
て
北
 

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
有
力
に
な
り
、
広
く
 原
 ア
ラ
ム
人
に
多
 大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
イ
ス
ラ
 ェ
 

 
 

  

@
 
㏄
 @
 

原
 ア
ラ
ム
人
に
起
源
を
も
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
（
利
二
四
・
 一
 0
 、
二
八
・
五
、
申
 命
 二
六
・
五
な
ど
）
、
な
ど
を
 
考
 癒
 す
れ
ば
、
両
者
の
豊
 

富
 な
平
行
事
例
か
ら
族
長
の
時
代
を
 ス
 ズ
文
書
の
時
代
 と
 一
致
さ
せ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
 。
法
や
生
活
慣
習
は
短
 

期
間
に
は
変
化
し
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
 ，
 
つ
 。
 

同
様
に
マ
 リ
 文
書
に
み
ら
れ
る
遊
牧
部
族
（
由
の
 
コ
 か
の
 
拐
，
 ㏄
の
 
互
ビ
三
 （
の
 
巴
と
 族
長
と
の
生
活
形
態
の
類
似
な
ど
を
 根
拠
に
族
長
時
代
を
 

紀
元
前
一
九
、
一
八
世
紀
と
す
る
説
も
充
分
で
は
な
い
。
 オ
ー
ル
フ
ラ
イ
ト
の
族
長
の
年
代
決
定
に
つ
い
て
は
 既
 に
 間
接
的
に
触
れ
た
。
 

紀
元
前
二
 

0
0
0
 

｜
 
一
七
 

0
0
 

年
頃
の
シ
リ
ア
・
パ
レ
 

ス
チ
ナ
に
は
、
 ア
モ
り
 人
の
諸
王
国
が
次
々
に
建
設
さ
れ
 、
北
方
で
は
 メ
ソ
ポ
 

タ
ミ
ア
 、
南
方
で
は
エ
ジ
プ
ト
の
支
配
下
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
 脱
し
た
。
そ
れ
に
続
き
荒
野
や
北
方
か
ら
 ブ
リ
人
 ・
 ヒ
 ク
ソ
ス
 ・
 ハ
 ビ
ル
な
ど
 

輌
 
民
族
的
に
は
多
種
多
様
な
 、
 主
と
し
て
 半
 遊
牧
民
の
 移
住
が
起
こ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
ま
で
 及

ん
だ
。
ド
ゥ
・
ヴ
ォ
ー
 

・
 

@
-
9
 

5
 ）
 

ま
 

如
 
こ
の
様
な
民
族
移
動
の
流
れ
に
、
族
長
の
パ
レ
ス
 チ
ナ
移
住
を
位
置
づ
け
、
そ
の
年
代
を
紀
元
前
一
九
 ｜
一
 八
世
紀
と
す
る
。
し
か
し
 紀
 

宗
ル
元
 前
二
 

0
0
0
 

｜
 一
二
 

0
0
 

年
の
間
の
 

ア
 モ
リ
 人
、
 即

ち
 原
 ア
ラ
ム
人
の
民
族
移
動
は
地
域
的
に
も
時
代
的
 に
も
広
範
囲
に
及
び
波
状
的
 

が
に
濃
密
の
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
間
断
な
く
行
わ
れ
た
 
こ
と
、
を
考
え
る
と
、
ド
ゥ
・
ヴ
ォ
ー
説
も
確
実
と
は
 舌
ロ
 
い
 難
い
。
 

-
 
㏄
）
 

ヤ
 

族
長
の
年
代
を
学
問
的
に
最
も
古
く
見
る
の
は
、
 お
そ
ら
く
 ネ
ゲ
ブ
 居
住
史
と
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
 ネ
ゲ
ブ
逗
 留
の
記
事
（
創
一
二
・
九
、
一
 

古
 
三
・
一
、
三
）
と
を
結
び
つ
け
る
 
N
.
 

グ
リ
ュ
ッ
ク
で
 

あ
ろ
う
。
即
ち
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
 ネ
ゲ
ブ
 に
逗
留
し
得
 た
 時
代
は
、
中
期
青
銅
器
時
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は
 カ
ナ
ン
移
住
後
、
こ
の
カ
ナ
ン
の
 
エ
 ル
を
彼
ら
の
「
 
族
長
の
神
」
と
同
一
化
す
る
事
に
よ
っ
て
受
容
し
た
の
で
 

 
 

痕
跡
を
「
イ
ス
ラ
エ
ル
（
族
長
）
の
神
エ
ル
」
な
い
し
 

「
エ
ル
は
 
々
ス
 シ
ェ
ル
の
神
」
 
前
 三
三
ニ
 一
 
0
 ）
や
「
 
 
 

な
い
し
「
エ
ル
は
あ
な
た
の
父
の
神
」
一
一
一
）
 
に
 見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
同
一
化
と
い
う
事
態
 

は
 宗
教
史
的
に
重
要
で
 

ェ
ル
は
、
そ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
特
定
地
域
 に
 付
着
し
た
ヌ
ー
メ
ン
で
は
な
く
、
こ
の
カ
ナ
ン
の
 創
 追
補
で
あ
る
最
高
神
工
 

ノ
 0
%
 現
形
 驚
 
（
ヱ
毛
ろ
の
 

蕾
お
 ）
で
あ
る
、
と
の
理
解
が
 

 
 

る
 イ
ス
ラ
エ
ル
諸
部
族
 

レ
頁
 
/
 巴
 

ウ
ガ
 リ
ッ
ト
文
書
の
解
読
に
よ
り
、
エ
ル
神
が
カ
ナ
ン
 の
 パ
ン
テ
オ
ン
の
最
高
神
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
 、
そ
 れ
に
よ
り
創
世
 話
の
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古代イスラエル 宗教の源流 

さ
て
、
 

J
.
P
.
 

ハ
 イ
ヤ
ト
 は
 出
 エ
三
上
 ハ
 、
一
五
・
 ニ
、
一
 八
・
四
、
な
ど
の
「
私
の
 
ノ
 あ
な
た
の
父
の
神
」
に
着
目
 し
、
出
 
エ
ジ
プ
ト
に
 

船
 る
モ
ー
セ
の
宗
教
の
神
 ヤ
 "
 ウ
ェ
 は
実
は
モ
ー
セ
の
 

 
 

、
ヤ
 
"
 ウ
ェ
と
一
 ・
族
長
 

の
神
」
は
区
別
さ
る
べ
き
で
、
 

出
 エ
ジ
プ
ト
は
「
・
族
長
の
 
伸
 」
の
下
に
行
わ
れ
、
後
に
シ
ナ
イ
の
神
 ヤ
 "
 ウ
ェ
 と
岡
 
一
 化
さ
れ
た
と
す
る
 有
 

@
 
り
 
6
 
1
 
）
 

力
 な
説
が
あ
る
。
 
ゼ
 ー
バ
ス
は
こ
の
同
一
化
を
ミ
リ
ア
 ム
 に
よ
る
も
の
（
山
エ
一
五
・
二
 
0
 以
下
）
と
推
定
す
る
。
 

ぃ
 づ
れ
に
せ
よ
、
「
 族
 

長
の
神
」
を
崇
拝
す
る
集
団
が
エ
ジ
プ
ト
脱
出
に
於
て
 ヤ
ハ
ウ
ェ
を
受
容
 し
 、
市
神
を
同
一
化
し
た
こ
と
は
確
か
 で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
 族
 

長
の
神
」
は
「
 ヘ
 フ
ル
人
の
神
」
（
田
エ
三
・
一
八
、
五
 

・
 三
 、
九
・
一
、
一
三
、
一
 
0
.
 三
）
と
関
係
あ
る
か
 

  

 
 

は
 、
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
同
一
化
に
よ
っ
て
、
初
期
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
の
新
 し
い
次
元
が
開
か
れ
た
。
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
激
怒
す
る
自
然
災
 善
神
で
あ
り
、
原
始
 

的
 審
判
の
神
で
あ
る
。
「
族
長
の
神
」
は
約
束
の
神
、
 導
 き
の
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
市
神
が
同
一
化
さ
れ
た
の
で
 あ
る
。
約
束
を
も
っ
て
 

導
く
神
が
同
時
に
恐
る
べ
き
裁
き
の
神
と
な
る
時
、
 そ
 の
神
は
そ
の
民
に
対
し
倫
理
的
吾
ギ
七
を
も
っ
て
服
従
モ
聖
 

求
 す
る
神
と
な
る
で
あ
 

ろ
う
。
 織
烈
 で
は
あ
る
が
無
原
則
で
懇
意
的
な
意
 
ギ
 心
が
 、
 約
束
（
「
 乳
と
 蜜
の
流
れ
る
 地
 」
）
に
よ
っ
て
方
向
性
を
 
得
る
か
ら
で
あ
る
。
 
こ
 
⑨
 

 
 
 
 

こ
に
、
他
の
神
々
を
一
般
的
に
は
容
認
す
る
け
れ
ど
も
、
 そ
の
崇
拝
者
に
対
し
て
は
自
分
以
外
の
神
の
崇
拝
を
許
 さ
な
い
、
実
践
的
唯
一
 

 
 
 
 

神
教
が
 成
立
す
る
。
そ
れ
は
、
自
然
を
支
配
し
、
自
然
 力
 を
動
員
し
て
自
分
の
約
束
の
民
を
敵
か
ら
救
い
導
く
 救
 済
の
神
で
あ
り
、
歴
史
 
1
 

あ
る
。
即
ち
、
「
族
長
の
神
」
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
 ヵ
 ナ
ン
聖
明
 の
 エ
ル
と
同
一
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
創
 造
や
秩
序
な
ど
そ
れ
ま
 

で
 持
た
な
か
っ
た
異
質
な
属
性
を
与
え
ら
れ
、
沃
地
に
 於
 て
も
そ
の
重
要
性
を
保
持
し
続
け
得
た
、
と
い
う
こ
と
 で
あ
り
、
 エ
 ル
の
側
か
 

ら
 見
れ
ば
、
「
族
長
の
神
」
と
の
同
一
化
に
よ
っ
て
 、
神
 話
 的
な
高
座
か
ら
下
降
し
て
、
約
束
と
導
き
の
神
で
あ
 る
 「
族
長
の
神
」
固
有
 

の
 性
質
を
付
与
さ
れ
、
族
長
氏
族
の
神
と
な
っ
た
、
と
い
 う
こ
と
で
あ
る
。
異
質
な
神
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
 て
 質
的
な
展
開
を
遂
げ
 

る
 、
い
わ
ば
 神
 観
の
弁
証
法
的
発
展
が
起
こ
っ
た
の
で
 あ
る
。
 



ハ
 
2
 ）
 ヒ
 毛
く
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ぬ
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～
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ャ
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ト
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建
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㏄
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の
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ニ
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ナ
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幅
 
「
 
ぃ
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岨
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二
日
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 ヒ
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丁
 づ
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わ
 ㏄
 ト
い
 
（
 ト
 
の
つ
い
）
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の
む
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㏄
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5
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 屈
 ・
毛
色
曲
ヨ
 

い
 
コ
コ
 
-
0
 つ
 ・
 ユ
 （
・
の
・
の
の
１
 

0
 年
 

証
 （
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.
 ウ
ヱ
 パ
ー
コ
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
 
ニ
 ー
、
内
田
芳
明
 
訳
 、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
一
年
、
一
九
 

0
1
 二
三
八
頁
、
 
他
 。
 

 
 

の
神
で
あ
る
。
こ
う
し
て
モ
ー
セ
の
宗
教
が
成
立
し
た
の
 で
あ
る
。
 

 
 
 
 

こ
の
 ヤ
ウ
ェ
 が
カ
ナ
ン
に
入
り
、
エ
ル
と
同
一
化
さ
れ
 た
 事
情
は
 、
 既
に
エ
ル
も
 ヤ
 "
 ウ
ェ
 も
共
に
「
族
長
の
 神
 。
 
一
 と
し
て
信
ぜ
ら
 

 
 
 
 

れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
を
考
え
れ
ば
、
一
層
よ
く
 理
 解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
の
諸
都
市
に
よ
っ
て
 圧
迫
さ
れ
て
い
た
小
家
 
鮨
 

畜
 飼
育
（
貧
農
も
台
め
）
部
族
に
と
っ
て
 、
出
 エ
ジ
プ
 ト
 集
団
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
 ヤ
 @
 ウ
ェ
 に
よ
る
 
ヱ
ジ
 プ
ト
支
配
か
ら
の
解
放
 

の
 伝
承
は
、
ま
さ
に
福
音
と
し
て
１
１
エ
ジ
プ
ト
は
 パ
レ
 ス
チ
ナ
諸
都
市
の
支
配
を
も
、
当
時
、
狙
っ
て
い
た
 

並
々
な
ら
ぬ
意
義
を
 

（
 
れ
 ）
 

も
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
う
し
た
動
的
な
背
景
を
も
っ
た
 ヤ
 。
ウ
ェ
 と
 エ
ル
と
の
 

 
 

こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

既
述
の
如
く
 シ
ケ
ム
 に
於
て
「
族
長
の
神
」
と
 エ
 ル
 と
 が
 同
一
化
さ
れ
、
 
ィ
ス
ラ
エ
 
ル
族
に
よ
っ
て
崇
拝
さ
れ
 
て
い
た
 

葡
 三
三
・
二
 

0
 ）
。
次
い
で
こ
の
 
シ
ケ
ム
 に
於
て
、
エ
ジ
プ
ト
脱
出
 集
団
に
よ
っ
て
持
ち
こ
ま
れ
た
 ヤ
 。
ウ
ェ
が
、
シ
ケ
 
ム
 の
 イ
ス
ラ
エ
ル
族
の
神
と
 

同
一
化
さ
れ
（
 コ
 シ
ュ
二
四
 ま
早
 
）
、
こ
の
新
た
な
ダ
イ
ブ
、
 ，
ズ
ム
 の
下
に
、
小
家
畜
飼
育
（
貧
農
を
含
む
）
部
族
が
 、
都
市
貴
族
及
び
富
農
 

か
ら
の
従
属
を
脱
し
て
、
彼
ら
に
対
す
る
い
わ
ば
抵
抗
 組
織
と
し
て
、
シ
ケ
 ム
 に
於
て
イ
ス
ラ
エ
ル
支
族
の
 ヤ
ハ
 ウ
ェ
宗
教
連
合
体
を
形
 

 
 

へ
の
登
場
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
教
史
の
舞
台
で
 は
 、
都
市
を
中
心
に
発
 

 
 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
 ヤ
 "
 ウ
ェ
 の
対
抗
神
と
し
て
登
場
す
る
 こ
と
に
な
る
。
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蝸
め
船
ぬ
の
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み
オ
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セ
め
さ
 ～
 
さ
 ～
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ま
き
，
 け
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フ
ォ
ン
・
ラ
ー
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、
上
掲
訳
書
七
七
 ｜
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鴉
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ォ
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ラ
ー
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掲
訳
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頁
。
 

 
 

（
㏄
）
 ヨ
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之
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オ
 ・
 憶
ぎ
 ぺ
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恩
ぬ
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ま
さ
咬
め
 

咬
め
 
め
も
 
討
 
～
驚
こ
 ｜
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ト
 ｜
 Ⅰ
い
つ
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紬
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 ナ
ヱ
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捷
こ
 
お
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 むむ
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㏄
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ぬ
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ぬ
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吋
ぬ
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Ⅰ
 
さ
目
 む
も
ド
ミ
・
 
目
 Ⅰ
 
N
 ド
駝
ト
時
ド
 

・
 ト
つ
 
印
ひ
 

（
㏄
）
ヨ
田
・
の
り
の
曲
・
・
の
 
っ
 （
 

（
㏄
）
 ご
日
 。
の
・
 
め
ひ
１
 
の
の
 

（
 
簗
 ）
 ぎ
日
 ・
の
・
の
の
 

（
㏄
）
エ
ロ
ヒ
ム
資
料
に
は
明
確
な
土
地
約
束
は
出
て
来
な
い
 。
 ヱ
ロ
 ヒ
ス
ト
の
時
代
を
考
慮
す
べ
 

き
か
 。
祭
司
資
料
（
創
一
七
 

八
 、
三
五
・
一
二
）
 

で
は
、
 豆
 ぼ
 
り
と
 
-
 
鮭
き
ぁ
寄
 
-
p
 
耳
石
げ
 曲
 と
が
並
置
な
い
し
 並
 述
 さ
れ
て
い
る
。
祭
司
 典
 内
文
体
で
あ
る
（
 
割
 九
・
九
）
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 創
二
 

三
、
四
の
土
 

地
 約
束
の
表
現
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 ヤ
 @
 ウ
ィ
ス
ト
資
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す
 つ
 と
後
代
の
村
 如
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。
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エ
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一
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・
一
 
0
 、
 

他
 、
ヨ
シ
ュ
三
一
・
四
三
、
等
で
は
、
族
長
へ
の
約
束
が
後
の
 イ
ス
ラ
 
ェ
ル
 へ
の
土
地
授
与
の
 

ゴ
 誓
い
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と
し
て
理
解
さ
れ
て
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り
、
こ
れ
は
 
申
 

命
記
 的
特
色
で
あ
る
（
中
食
九
・
五
、
他
、
㌔
・
 

ネ
九
 
・
 

尚
 、
本
文
で
分
類
の
㈲
に
挙
げ
た
 創
 二
四
・
七
は
元
来
㈲
の
型
 で
あ
っ
た
の
か
も
 

知
れ
な
い
（
七
十
人
 
訳
 Ⅱ
そ
し
て
こ
の
節
の
「
誓
い
」
と
土
地
 
約
束
と
の
結
合
も
二
次
的
で
あ
ろ
う
（
 セ 十
人
 訳
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。
 

（
㏄
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エ
リ
ア
ー
デ
コ
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俗
ヒ
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一
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、
法
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版
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。
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濤
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ぬ
軋
悪
 

～
 
ぉ
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 Ⅰ
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ぼ
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 ト
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・
づ
ト
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力
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Ⅰ
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 し
げ
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 檎
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づ
 す
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ヒ
コ
内
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づ
 
o
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の
（
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目
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の
 コ
ぎ
ト
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円
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，
ぎ
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咬
 Ⅰ
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 G
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め
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さ
き
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き
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 Ⅱ
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 ㎏
 ト
ヰ
 

（
㏄
）
古
い
 
カ
ナ
プ
 生
所
の
伝
説
で
あ
っ
た
と
 已
 わ
れ
る
三
神
 の
 顕
現
物
語
が
ア
プ
ラ
ハ
ム
伝
承
と
結
合
し
、
ア
フ
ラ
ハ
ム
の
 神
の
顕
現
物
語
と
な
り
 

更
に
こ
の
三
神
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
吸
収
さ
れ
て
現
在
の
形
に
定
着
 し
た
の
で
あ
る
（
 ト
 ・
下
拝
 

0
Q
.
 

住
ヰ
 P
 串
 ・
 由
 ・
の
 
屈
コ
 
オ
色
、
 
0
 ワ
臼
 田
か
 
@
.
 
ト
 
の
の
用
・
）
。
 

-
@
 

の
 物
語
が
、
こ
の
様
な
宗
教
史
的
背
景
を
持
っ
た
古
伝
承
で
あ
 っ
 た
か
ら
こ
そ
、
シ
ナ
イ
に
 放
 る
恐
る
べ
き
 ヤ
 @
 ウ
ヱ
 の
顕
現
 
を
 知
っ
て
い
る
 ヤ
 

ハ
ウ
ィ
ス
ト
で
も
、
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
 て
ん
レ
 の
テ
レ
ビ
ン
の
 
水
 の
 側
で
、
ア
プ
ラ
ハ
ム
に
現
わ
れ
た
」
二
節
）
と
記
さ
ざ
る
 
を
 得
な
か
っ
た
の
 

で
あ
る
ぅ
 0
 祭
司
資
料
に
 
於
る
 神
の
顕
現
 
へ
 
ま
Ⅰ
）
に
は
、
「
 

か
ら
離
れ
て
上
る
（
雨
下
 

ヨ
叩
 こ
」
が
呼
応
的
に
用
い
ら
 
れ
て
い
る
（
創
一
 

七
・
一
、
一
二
二
三
五
・
九
、
一
三
）
。
二
ロ
ヒ
ム
資
料
で
は
 べ
 テ
ル
の
 
エ
 ル
の
顕
現
（
日
色
 

が
 言
及
さ
れ
て
い
る
（
 
創
 三
五
 

ご
 。
 尚
 、
 創
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Ⅰ
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年
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 Ⅰ
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・
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ぃ
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り
ぃ
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ふ
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㏄
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Ⅱ
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0
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ぃ
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コ
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Ⅰ
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め
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 ～
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.
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子
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，
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（
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ゴ
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「
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ト
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㏄
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w
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Ⅱ
も
下
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簿
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も
 ～
す
め
ら
俺
も
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も
Ⅱ
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さ
さ
口
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㏄
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ゴ
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Ⅰ
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の
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円
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討
 
Ⅰ
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 Ⅱ
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ニ
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ヱ
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 ～
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 Ⅱ
の
 
り
 ㏄
し
の
・
ド
ー
 

し
 ㏄
 

  
45   

ヱ
 ・
の
・
 
ミ
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円
す
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り
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下
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 ア
凹
 Ⅰ
 
ヰ
の
 
p
o
 

（
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0
 卸
 Ⅰ
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 Ⅰ
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 ト
ド
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（
）
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臣
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㎡
 
こ
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㏄
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㏄
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（
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Ⅰ
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毛
セ
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 Ⅰ
の
の
（
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メ
円
 
㏄
の
で
 
田
 0
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｜
り
 
の
の
 
せ
 Ⅱ
 捧
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の
の
（
 
@
 や
 コ
ま
 0
 コ
 円
 9
 あ
 ヨ
 の
 コ
 （
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-
 わ
由
巧
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つ
 （
 こ
 ㌢
）
と
く
に
 で
 き
 ギ
 
反
論
 は
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ミ
 ・
Ⅱ
・
才
子
二
の
 

す
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㍉
 而
 Ⅰ
Ⅰ
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（
Ⅰ
の
の
り
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ヨ
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Ⅰ
可
い
Ⅰ
Ⅹ
（
）
 
っ
ヰ
 
）
 ）
 口
 ・
 
ト
 い
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つ
い
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 Ⅰ
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み
の
三
文
士
㏄
 
ユ
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の
汀
 
円
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ヱ
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づ
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N
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よ
川
田
曲
目
～
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ざ
 ミ
 八
ロ
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 ト
 父
の
り
の
）
が
参
考
 

に
な
る
。
 

世
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 の
 仲
と
出
 エ
ジ
プ
ト
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神
と
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般
的
な
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通
に
つ
い
て
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円
 ・
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三
・
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ゑ
 ～
卒
去
ぬ
 

ャ
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 「
む
き
 ド
 
の
 

ト
 
り
の
つ
の
・
中
東
 

（
 
何
 ）
 ち
 ・
 
や
 -
 
（
・
 
0
 ち
 ・
 n
@
 
（
・
の
・
の
め
 

（
Ⅱ
）
の
・
ミ
く
 
り
 
え
 い
ヨ
 
）
 
ド
コ
 
ニ
目
ら
ま
 0
 コ
 Ⅰ
㏄
（
 
由
田
ド
 

曲
玉
Ⅰ
 
牛
い
 
ぎ
 
す
 「
 の
 e
 コ
 の
の
一
の
：
 

ぎ
 
Ⅱ
 っ
 
「
 め
ハ
ミ
 

悪
さ
 
下
 Ⅰ
 き
ト
 こ
通
ド
 ド
め
り
 

～
Ⅰ
 
ま
 の
さ
～
。
 

ト
 
の
む
 
 
 

（
 
乾
 ）
 H
.
W
.
 

ロ
ビ
 

ソ
 ソ
ン
守
旧
約
聖
書
に
お
け
る
集
団
と
 個
ヒ
 船
水
 衛
司
訳
 、
一
九
 セ
 二
年
、
教
父
 
館
 。
関
根
正
雄
 
1
 イ
 ス
ラ
エ
ル
・
ユ
ダ
ヤ
 
志
 

想
の
出
発
」
 
宍
埋
ぬ
ゅ
 
L
 
一
九
 セ
 二
年
、
九
月
号
、
六
頁
）
。
 

（
 
伸
 ）
こ
れ
ま
で
の
研
究
 
"
-
 
工
 穏
な
も
の
と
し
て
、
 

0
.
 
メ
旺
お
 巳
 二
円
Ⅱ
 
レ
年
ざ
 

-
0
 
二
の
の
の
の
 

0
 ア
石
下
二
元
二
の
 

C
 コ
 （
 
e
 Ⅱ
の
 
仁
 り
す
二
 

%
 如
く
 0
 二
の
の
 コ
 
の
四
の
）
 
m
 ：
・
Ⅱ
 ト
 長
き
 

（
 
ト
 
の
白
の
）
・
 

コ
 ・
の
 
ハ
ぃ
笘
は
ダ
 
。
の
 
0
 づ
ヰ
 
0
 ヌ
 @0
 
二
の
其
の
宙
 目
 
注
目
「
の
由
の
の
の
 

里
 
Ⅹ
く
ニ
・
 

力
 ㏄
の
の
二
の
ひ
 い
 ）
 、
 の
み
あ
げ
て
お
く
。
動
物
か
二
一
 
つ
に
裂
く
儀
礼
に
 



（
 
認
 ）
 力
 ・
 
隼
い
 
く
㏄
 
し
パ
 
・
 ミ
 Ⅰ
の
の
 
ロ
ハ
 
（
Ⅰ
 
ぎ
 「
 
り
す
 
の
の
す
か
す
本
目
 

お
目
 -
 
の
の
 
隼
 
お
 o
E
 
採
 二
 %
 ぎ
 立
の
「
コ
 

%
 メ
寸
め
窩
宙
組
ざ
 Ⅰ
 ワ
馬
 （
 

2
8
 

 
 

（
 
訊
 ）
 押
ヱ
せ
 
の
 
ヰ
ひ
ヨ
 
・
 0
 ロ
 ・
 臼
 （
・
田
の
 

 
 

（
 
甜
 ）
の
・
 ヱ
 ・
の
 
0
 「
 
ヰ
 。
 
タ
 
Q
 ま
ハ
ぎ
ぃ
討
 

～
こ
い
 

こ
め
 Q
 「
悪
さ
 

簿
 こ
心
ぬ
お
 
目
 。
 
め
卜
 ～
～
 
e
 
さ
づ
 。
 乙
嚢
 e
 
さ
 ㌻
・
ト
の
 
串
 "
 木
 り
つ
・
 
曲
 ・
（
 
0
 「
 
而
 ・
 ゴ
 ミ
ぃ
）
 

末
 

 
 

  

っ
ミ
 
簿
も
Ⅰ
～
 
ざ
ぬ
 0
 ～
も
 

 
 

ぎ
 ざ
ぃ
コ
コ
ひ
伊
 

：
。
Ⅰ
 
宅
由
 ㏄
 り
 
Ⅱ
谷
の
の
 
8
 ）
 つ
 い
 い
っ
｜
い
 

い
の
。
 
ヌ
 ・
 
ヌ
お
プ
 
・
二
口
ず
目
の
こ
田
の
（
 

v
o
 
コ
 ナ
ヒ
㍗
仁
の
 

ぃ
 目
の
 
レ
 Ⅰ
 日
つ
繕
コ
 
三
の
 N
 
ロ
ヨ
 の
「
。
 
襄
 （
の
げ
す
し
 

い
ぺ
 
@
&
 
の
 
：
 ，
 

ぺ
づ
遼
 
（
）
の
の
 

9
 ）
 s
.
 
ま
｜
 ㌍
・
を
あ
げ
て
お
く
。
と
く
に
後
 二
者
は
、
 -
a
 

ワ
ニ
な
い
し
・
 ヴ
 「
 
@
0
 社
会
層
 的
 特
質
Ⅰ
は
な
く
 、
民
族
的
側
面
に
 

注
目
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
直
接
オ
ー
ル
プ
ラ
イ
ト
批
判
と
し
 て
 書
か
れ
た
も
の
に
 旨
 ・
 
ミ
 0
 ち
 憶
ユ
 ・
ニ
レ
 
串
 ハ
 %
 ぃ
ヨ
 （
 
ゴ
 の
目
の
 
す
 
Ⅱ
曲
の
（
～
：
 

，
 ㏄
 き
 ～
～
 

o
n
 

印
い
 （
 
ト
の
 
Ⅱ
 ト
 ）
㏄
・
 
ミ
 つ
 
つ
 １
 %
 ㏄
 い
 

（
㏄
）
 目
 ・
ま
 
@
 
の
 
@
 ロ
の
（
（
・
 

Q
 
も
・
 ま
 ～
・
の
・
 

q
o
 

円
心
こ
 
Q
 ま
ぬ
さ
 
～
）
そ
の
他
、
戸
戸
・
の
で
の
 

@
 
の
の
 
グ
ト
ト
め
 0
 力
 ）
 
0
 （
お
の
 
3
.
 ト
の
 
（
 
目
乙
 ）
・
Ⅱ
 
い
 い
Ⅱ
 卜
律
 の
 呂
 ）
な
ど
。
 
ヌ
ズ
 文
書
と
 旧
 
 
 

の
 再
検
討
を
批
判
的
に
は
じ
め
て
い
る
早
者
に
、
 ナ
に
 ㏄
 コ
 の
り
 
宙
 「
 
の
が
い
る
（
，
 
円
汀
 ㌧
「
 
0
 
匡
 0
 
ヨ
 0
*
 の
 三
田
田
の
 
組
窃
 の
ぎ
三
の
球
 
由
り
㏄
（
の
Ⅰ
 

づ
 Ⅰ
㏄
 
ミ
 

ヰ
コ
 
山
田
 ゴ
 0
 ㌧
 め
 （
「
 
ナ
い
 
Ⅰ
。
二
の
 

っ
 （
Ⅰ
の
Ⅱ
 

ぃ
ニ
 
の
 
こ
 ・
Ⅰ
Ⅰ
Ⅵ
 

ト
 ㏄
 
べ
 （
Ⅰ
の
 

ひ
 ㏄
）
・
で
 
塘
つ
 
Ⅰ
ー
１
 

%
0
 
㏄
）
 
C
 

（
打
り
）
 
オ
 ・
 
ホ
 e
 セ
ぃ
コ
 
x
 。
 ヒ
り
 
め
り
 切
 ハ
ト
 
つ
 ㌫
）
 P
 ㏄
 卜
臼
 
（
・
 
目
 ・
 
Z
0
 
（
 
斤
こ
 
も
む
 只
 「
 り
ト
 
「
 薄
ぉ
 
心
通
 曲
採
 Ⅰ
～
～
㏄
 

さ
 Ⅱ
 案
 Ⅰ
 ぬ
 ～
 
め
 ～
ま
 し
汗
苛
鮎
さ
氏
 

ま
め
 
ド
 0
 ご
め
 
～
～
 
芯
ミ
 
。
Ⅰ
の
の
 

ト
 の
 

い
の
 
１
 の
 ト
 

（
㏄
）
 わ
 ・
 繍
そ
 ㏄
 偉
ヌ
ノ
わ
 
㏄
 ゥ
り
 （
 
ト
の
ト
 

の
）
 
づ
 ・
の
の
の
 

１
 の
 廿
 
Ⅱ
 

（
㏄
）
 目
 ・
 
之
 0
 手
・
亡
マ
め
 

や
 「
 窯
さ
憶
ぬ
 ・
の
・
㏄
 

い
 （
：
の
・
 

旨
 o
 の
 
n
p
 
（
 
@
 
・
円
オ
 
雨
 の
め
さ
～
～
 

e
 
め
ぎ
 卜
 n
c
 
～
 
ぬ
ぉ
 
～
 由
 ～
 
め
 
～
 
0
 
「
 
ヒ
，
お
お
 、
 0
.
 
お
｜
 ト
っ
ダ
本
 
・
 
目
 ・
 
ホ
の
コ
ヒ
 

0
 三
 

の
 Ⅰ
 さ
 Ⅰ
さ
耳
 

由
め
め
俺
き
目
卜
ま
 

6
 
Ⅰ
Ⅰ
 
守
 と
ト
 り
ウ
 
0
0
 
ゴ
 い
 つ
 
目
 

（
㎝
）
 茗
 ・
の
 
三
 e
c
 
ガ
 ・
 ，
 d
 す
 め
サ
 ㏄
の
 0
 （
下
 す
 r
a
 
ず
 り
 ヨ
ぎ
 
（
す
の
名
お
 

宇
こ
 ・
 申
下
 Ⅹ
 づ
 ）
～
 
ロ
 （
Ⅰ
つ
旬
 

川
 ）
 P
 い
 
ー
 ダ
 
他
に
田
 卜
め
 
0
 田
ト
ト
 
の
（
 Ⅰ
つ
り
㏄
）
㌧
・
㏄
１
ト
 

べ
 ・
 ト
り
り
 

（
ト
っ
句
の
）
 

セ
 ・
 
P
 
㏄
 ｜
 ㏄
㏄
な
ど
。
 

（
㏄
）
 之
 ・
 
づ
 ・
し
 
び
ヨ
 
・
 0
 甘
い
ギ
 ・
 田
ト
ト
 
ア
ト
押
立
・
 宙
 ・
 
力
 0
 ミ
す
セ
 
，
 0
 ワ
 宙
ダ
ワ
ト
ヨ
，
ま
 ・
 
ゴ
 こ
る
 昧
耳
 ・
 0
 や
ユ
ヴ
 押
っ
Ⅱ
な
ど
に
 
そ
の
例
が
み
ら
れ
る
。
 

（
㏄
）
ゲ
 ン
 ・
 
出
ヨ
の
 
「
（
 
0
 コ
 ，
，
 
円
汀
オ
ご
 日
の
 

0
h
 

の
の
 

コ
 の
の
 
@
 
の
メ
 （
 
セ
，
 
・
 ネ
 
㍉
Ⅱ
 ぃ
 ）
（
 

1
9
 

～
 ト
 ）
 づ
 ・
 
4
0
 

㏄
１
 

%
 ひ
の
 

（
㏄
）
 

0
.
 

虫
 ま
へ
の
 

こ
 こ
 "
 ロ
ぃ
 二
ロ
 

4
u
 

オ
ミ
 
の
Ⅰ
・
Ⅰ
め
 

り
ト
 （
 
ト
 
の
り
の
）
Ⅰ
 

㏄
Ⅰ
 
｜
 ㏄
～
・
 
ツ
下
 
・
 
出
 ・
㌧
 
0
 寸
丑
 Ⅱ
～
～
 
さ
 ～
オ
ぃ
 
只
幅
寮
 
「
 
へ
 
～
～
 

い
 つ
 め
 
八
打
）
 の
白
色
 づ
 ・
三
の
「
 
0
 の
 
ダ
 

ぢ
 ：
。
ペ
 
リ
コ
 
ミ
の
 ぃ
コ
 
Ⅰ
（
 
ア
 の
の
。
Ⅰ
三
手
の
㌧
 
弟
 （
ず
お
季
の
・
・
 

，
由
づ
 
討
卜
臼
 （
 
拮
 S
 ）
 ワ
お
ゥ
 ー
 い
 き
・
 尚
 エ
ル
を
カ
ナ
ン
外
の
神
で
あ
 っ
 た
と
す
る
説
に
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存
在
と
し
、
自
ら
を
普
遍
的
な
最
高
神
と
し
て
高
め
て
ゆ
く
 過
 程
を
 、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
い
そ
の
 ヤ
 
@
 ウ
ヱ
 
の
 ヱ
 リ
ー
ト
 と
し
 て
の
 
イ
ス
ラ
 
ス
ル
 

 
  

 

 
 

0
 班
 民
巴
 想
の
発
展
過
程
を
 、
 読
み
と
る
の
て
あ
る
。
 

（
㌍
）
 
ミ
 ・
 
之
 0
 （
 
ゴ
，
む
 Ⅰ
の
め
㎏
め
ぎ
 ま
曲
 ㏄
「
い
さ
 ム
ト
 
め
ぎ
 き
 ま
 ね
 Ⅰ
 め
ぺ
 
Ⅰ
 ぬ
冴
 ・
 ト
の
 
㏄
 P
 
の
・
 ロ
 ・
 ワ
ミ
 
の
 コ
 年
の
 
コ
プ
日
 -
 二
円
 年
 の
 笛
 0
 ヴ
 Ⅱ
の
毛
の
 0
%
 
り
ロ
 
0
 の
 ヰ
 
0
 （
Ⅰ
 ぃ
 P
 
の
の
 
ヱ
コ
 の
 -
.
.
 ハ
リ
 

 
 

 
 

由
ト
ぎ
 （
 ぢ
や
 ）
 ヮ
乙
｜
ミ
 ・
関
根
正
雄
、
前
掲
論
文
、
四
頁
  
 

付
記
、
本
稿
は
修
士
論
文
と
し
て
一
九
七
二
年
十
二
月
東
大
宗
 教
学
宗
教
史
学
研
究
室
に
提
出
し
た
も
の
を
約
四
分
の
一
に
縮
 

  

研
究
室
内
外
を
問
わ
ず
、
数
多
く
の
先
生
方
か
日
計
 重
 な
蔵
書
 を
お
借
り
で
き
た
こ
と
は
感
謝
で
あ
っ
た
 0
 

補
註
 

（
Ⅰ
）
本
文
 四
ノ
 
四
木
で
触
れ
た
 
創
 十
五
章
に
つ
い
て
小
寺
 は
 、
末
年
二
月
、
日
本
聖
書
 学
 研
究
所
例
会
に
お
い
て
、
基
礎
 伝
 承
 層
の
析
出
と
そ
の
 溝
 

追
分
析
を
ふ
ま
え
、
宗
教
史
的
解
明
を
試
み
る
機
会
を
与
え
 ろ
  
 

（
 2
 ）
本
稿
脱
稿
後
、
重
要
文
献
と
し
て
次
の
三
著
書
を
入
手
 
 
 

勾
 ・
Ⅰ
の
 そ
 p
E
 
Ⅹ
 一
 主
音
～
 0
 ～
「
 
ぬ
ト
ミ
ぃ
 ～
 
め
 Ⅹ
 さ
ぬ
 Q
.
 
～
 め
 「
Ⅰ
 笘
，
 
）
の
Ⅱ
）
 

Ⅱ
・
 ヲ
 日の
「
 0
 の
 の
 一
の
Ⅰ
 さ
 n
Q
 
さ
 ～
～
 
俺
 や
や
 
ヒ
 ～
 さ
 Ⅰ
お
曲
目
で
す
「
ぬ
き
由
も
～
 

n
.
 ）
 つ
べ
 
の
 

円
 ・
 P
.
 円
ヰ
 0
 ヨ
 つ
の
 
0
 二
づ
浮
 め
曲
 ～
 
め
 ～
 
Q
 ぺ
 ～
（
～
～
㎏
も
㌔
～
 

こ
ぬ
 ㌧
Ⅰ
～
「
～
Ⅰ
「
（
 

ぎ
 ～
 吏
ミ
 「
 ぬ
 ～
～
 
ぐ
ぬ
め
，
 
）
の
 
づ
 &
 

ド
ゥ
・
ヴ
ォ
ー
は
こ
の
大
著
第
一
部
で
族
長
問
題
に
つ
い
て
 広
 範
 に
論
じ
て
い
る
が
、
と
く
に
新
し
い
主
張
は
し
て
い
な
い
。
 

 
 

カ
ナ
ン
定
着
後
、
「
父
祖
の
神
」
は
カ
ナ
ン
の
 ニ
ル
 
の
神
と
 漸
 次
 
同
一
化
し
た
、
と
の
見
解
を
容
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ス
は
 
ヤ
 
@
 ウ
ヱ
 
問
題
に
つ
 

き
 、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
 南
 カ
ナ
ン
で
崇
拝
さ
れ
て
い
た
エ
ル
神
の
の
 三
舟
 ざ
 
。
 ワ
 （
二
の
（
で
あ
っ
た
、
と
の
新
し
い
テ
ー
ゼ
を
う
ち
出
し
 

 
 

宗
教
史
的
に
み
て
こ
の
テ
ー
ゼ
は
無
理
な
点
、
不
自
 肌
 な
点
が
 

 
 

ト
ム
ソ
ン
は
聖
書
 

外
 の
諸
資
料
に
よ
っ
て
も
、
伝
承
史
的
方
法
に
よ
っ
て
も
族
長
 の
 歴
史
性
は
確
定
し
え
 ね
 、
と
言
う
。
本
稿
で
も
触
れ
た
よ
 う
 

現
在
の
諸
賢
 

料
 に
よ
っ
て
族
長
の
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
 

 
 

イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
 

の
 源
流
と
し
て
族
長
時
代
を
宗
教
史
的
に
問
 う
 
こ
と
は
で
き
よ
 
ぅ
 。
そ
の
限
り
で
考
古
学
は
豊
富
な
資
料
を
提
供
す
る
し
、
 伝
 康
史
的
研
究
は
重
 

要
 な
手
掛
り
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
 依
妹
 
と
し
て
否
定
し
え
 ぬ
 で
あ
ろ
う
。
 

（
 3
 ）
「
 出
ヱ
 
ジ
プ
ト
」
の
神
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
現
在
、
積
 極
 的
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
神
を
考
え
て
い
る
。
 



0
 選
挙
管
理
委
員
会
昭
和
四
九
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）
 
十
 三
時
 

一
 、
会
長
選
挙
管
理
委
員
長
の
選
出
 

中
川
秀
 恭
茂
 に
決
定
 

一
 、
第
一
次
投
票
有
権
資
格
者
の
認
定
 

一
 、
名
誉
会
員
制
を
継
続
審
議
と
す
る
こ
と
 

0
 理
事
会
昭
和
四
九
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）
十
四
時
 

一
 、
第
三
三
回
大
会
の
日
程
に
つ
い
て
 

十
月
十
八
日
（
金
）
十
四
時
公
開
講
演
 

十
七
時
理
事
会
 

十
九
日
（
土
）
八
時
五
 0
 公
開
会
 

九
時
Ⅰ
十
五
時
研
究
発
表
 

十
二
時
 

評
議
員
会
 

記
念
撮
影
 

十
五
時
 

十
五
時
三
 0
 分
 ?
 十
セ
時
 
総
会
 

十
七
時
三
 0
 分
 
懇
親
会
 

二
 0
 日
 
（
日
）
九
時
 
f
 十
七
時
研
究
発
表
 

一
 、
学
会
賞
選
考
委
員
の
依
嘱
に
つ
い
て
 

恭
司
道
雄
、
安
斎
 伸
 、
石
田
充
 之
 、
窪
 徳
忠
 、
戸
田
義
雄
、
 仁
 一
戸
 

報
 

田
 六
三
郎
、
結
城
令
聞
の
七
 氏
 に
委
嘱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

一
 、
会
費
の
改
定
に
つ
い
て
 

ム
 ム
 

継
続
審
議
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

4% 

報 

一
 、
日
本
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Religion und soziale Schicht 

---Hauptsachlich bei Max Weber- 

Hiromichi SERIKAWA 

Bei Untersuchung der Beziehung zwischen Religion und Gesellschaft begreift man 

die Religion als eine von der Gesellschaft abhangige Variable oder als eine von ihr 

unabhangige Variable. In diesem Fall werden zwei fundamentale Beziehungen zwischen 

der Religion und der Gesellschaft vorausgesetzt. Die Struktur und die Veranderung 

in der Gesellschaft werden hauptsachlich durch das fundamentale Moment, das die 

Abhangigkeit und der Gegensatz zwischen jeder sozialen Schicht (od. Klasse) ist, 

verstanden. Und die fundamentale Zusammensetzung der Gesellschaft wird durch die 

soziale Schicht (od. Klasse) gesetzt. Denn die Erforschung der Beziehung zwischen 

Religion und sozialer Schicht ist grundsatzlich eine wichtige Spur, um die Religion 

und die Gesellschaft zu verstehen. 

In der vorliegenden Abhandlung habe ich versucht, die vorstehende Spur bei 

Max Weber zu finden. Ich stelle auch die Giiltigkeit der Methodenlehre von Max 

Weber fest und mBchte damit der Forschung der Religion (od. der religiasen Gruppe) 

in Japan behilflich sein. 



A Study of "ISSAN-JIIN", 

Focusing on Those in the Tohoku District 

Zenko GAKKO 

The Issan-Jiin is regarded as  a fine type of the esoteric Buddhist monastery 

in Japan. The monasteries on Mt. Hiei and Mt. Koya are  among the most represen- 

tative ones; the former was established by Saicho and the latter by Kukai, early in 

the Heian era. Both soon became the most powerful, two centers of Japanese Buddhist 

learning and discipline, and the monks, after mastering the highly esoteric teachings, 

introduced the instruction throughout the country. In the Tohoku district, many of 

the Issan-Jiins were established by those monks during the middle years of the Heian. 



Each of the monasteries became independent of the Honzan (Hiei or Koya) sect, and 

a s  the location was looked upon as a holy preserve, each had developed the respective 

religious beliefs and methods until the end of the Muromachi era. In this paper 

I first deal with Issan-Jiins in the Tohoku district, in terms of the establishment, 

possition, characteristics and trends of these monasteries. Then I inquire deeply into 

the systematic, constitutional and structural aspects of those temples, the relations 

to folk beliefs, and the tradition of local, forkloristic accomplishments. 



Saicho and Memoirs in T'ang China 

Hiroshi KIUCHI 

The Study of the religion of Saicho, the founder of Japanese Tendai Buddhism, 

has hitherto progressed on the sectarian point of view. Such a study tends to lose 

a real sight of Saicho's religion and thought. We must not lose sight of Saicho's 

reformational plan of religious organization, the important point of Saicho's religion. 

He was planning the reformational religious organization in response to the ~ m ~ e r o r  

Kanmu's policy. The Emperor Kanmu planned to centralize the administrative power. 

I t  was a rearrangement of the Organization on the Code by which all people were 
affected. Saicho's intention was the realization of the Land of Buddha, where all 

were awakened by Buddha. Saicho explained his idea to the emperor, who often 

agreed to it. Saicho's memoirs presented to the emperor are in existencr. When we 

examine them, it is clear that they are influenced by the memoirs of Pu-k'ung and 

Hsiian-tsang in T 'ang China. I reported on the comparison of Saicho's passages 

with those of Pu-k'ung and Hsiian-tsang in order to explain the characteristics of 

Saicho's religion. 



Kultus und Gnosis 

Sasagu ARAI 

Kultus und Gnosis miissen zunachst prinzipiell voneinander unterschieden werden. 

Wahrend es  im Kultus, bzw. in den Mysterienreligionen, urn eine Vergottung oder 

,,Verwandlung" des Menschen geht, die ihm allein durch die Teilnahme am Kultus 



geschieht, geht es in der Gnosis, wegen ihrer antikosmisch dualistischen Daseins- oder 

Geisteshaltung, um ein Wieder-Gottwerden des Menschen : der Mensch wird durch 

das Wissen urn eine Konsubstanzialitat des eigentlichen Selbst mit der Gottheit das, 

was er urspriinglich war und eigentlich im Prinzip immer ist. 

In Wirklichlikeit ist aber die gnostische Daseinshaltung am starksten inneshalb 

der Mysterienreligionen und der jiidischen Taufsekten entstanden, und hat dann einige 

christliche Elemente iibernommen. Diese Daseinshaltung hat sich im Laufe der Zeit 

zur ,,Gnosistt bzw. zum Gnostizismus gestaltet, indem sie die Texte der obengenannsen 

Religionen auslegte oder deren Kult vergeistigte. Wir kijnnen dabei einige Beispiele 

ausfindig machen, nach denen die Gnosis wenigstens den jiidischen Kulten feindlich 

gegeniibersteht. Den chrislichen Kulten, z. B. der Taufe und Salbung, ist sie aber 

nicht immer feindlich gesinnt, sondern pa@t ihnen an, und nimmt sie teilweise, sogar 

erweiternd, in sich auf. Dariiberhinaus ist festzustellen, dass sie christliche Taufe 

zur  Entstehung einer gnostischen Christologie beigetragen hat. 

Diese Anpassung der Gnosis an den Kultus ist nicht nur daraus zu erklaren, 

dass die Gnostiker gezwungen waren, mit ihrer Umwelt zu leben. Sie hangt meiner 

Ansicht nach auch mit der gnostischen Soteriologie zusammen. Die Gnostiker sind 

zwar die ,,von Natur Geretteten", aber das besagt nicht, wie christliche Haeresiologen 

und unter deren Einfluss heutige Gnosis-Forscher oder Neutestamentler meinen, dass 

die Gnostiker durch ihre Pneumanatur substanziell heilsgesichert seien, sondern diese 

Nature bedarf eher der der sukzessiven Bewahrung durch die Praxis-eben als Gnos- 

tiker. Mit dieser Praxis kann im Prinzip auch eine Kultpraxis gemeint sein. 

(Bei dieser Abhandlung handelt es sich um die zum Teil verbesserte, japanische 

Fassung meines Aufsatzes : Kultus und Gnosis in der Entstehungsgeschiche der gnos- 

tischen Christologie, in : H. Temporini (ed.), Aufstieg und Niedergang der romi- 

schen W e l t ,  3. Bd., Berlin 1975 (im Druck)). 



--- 

Zum Ursprung der altisraelitischen 
Religion 

Akio TSUKIMOTO 

Die Frage, ob die altisraelitische Religion, aus der spater das Judio-Christenturn 

entstehen sollte, einer patriarchischen Religion entspringt, wurde bereits von A. Alt 
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in seiner beruhmten Arbeit ,,Gott des Vaters" (1929) positiv beantwortet. Darin 

erorterte er einige Eigentumlichkeiten der patriarchischen Religion. Nach ihm ist 

der Gott des Vaters nicht lokal gebunden, sondern mit einem bestimmten Individuum 

oder mit einem bestimmten Stamme verbunden. Dieser Gott verheiBt ihm, daR das Land 

ihm gehare und seine Nachkommenschaft gedeihe, und fiihrt und schutzt ihn. Diese 

Verheiaung sind auch durch uberlieferungsgeschtliche Forschungen zum Teil bestatigt. 

Wir Konnen uns auch auf Grund einer Analyse der LandverheiBungsworte und einer reli- 

gionsgeschichtliche Auslegung der Ausdriicke wie ,,Der Patriarch baut Altar (bsnah 

et  mizbeah)" und ,,Der Gott des Patriarchen erscheint (nir'8)" (Gen. 12, 7 usw.) 

der Altschen These grundsatzlich anschlie8en. Aber wir mussen gleichzeitig feststellen, 

daB seine These heute einiger Korrigierungen bedarf : das betrifft vor allem die 

Bezeichnung des Gottes Vaters und seine Anffassung von El. Die Frage, ob die 

patriarchische Religion eine Monolatrie mit dem Gott des Vaters als Stammesgott ist, 

bleibt uns noch offen. 

Es gibt viele Forscher, die die archaologischen Entdeckungen mit den biblischen 

Erzahlungen der Patriarchen in Zusammenhang bringen wollen. Auf Grund archaolo- 

gischer Forschungen versteht W. F. Albright z. B. den Patriarchen Abraham als ,,chief 

of donkey caravan". Aber wir kannen solche Behauptungen nicht ohne weiteres 

annehmen. Die patriarchische Periode kann auch durch auRerbiblische Materialien 

nicht genau abgegrenzt werden. Die Ergebnisse archaologischer Forschungen k6nnen 

uns hochstens zu der Erkenntnis verhelfen, daR die biblischen Erzahlungen von den 

Patriarchen in der Nordwest-Semitischen Welt vor 2 Jahrtausenden v. Chr. ihrea 

historischen Kern haben. 

Nachdem sich die Patriarchen niedergesessen hatten, wurden die Getter der Vater 

mit El, dem hachsten Gott von Kanaan, identifiziert und nach und nach zu einem 

Gott zusammengeschmelzt. Wahrend Auszugs aus ligypten kam es nun soweit, einen 

Gott des Vaters mit dem Rettungsgott Jahwe zu identifizieren. In Kanaan, vermutlich 

in Sichem, wurde dann Jahwe, den die Auszugsgruppe eingefuhrt hatten, mit El gleich- 

gesetzt. Aus diesem IdentifizierungsprozeR entwickelte sich nun dialektisch die altis- 

raelitische Gottesauffassung. Der auf diese Weise erworbene Glaube an den Gott, 

d. h. Jahwe, El Elohe Israels (Gen. 33, 10) war die fiihrende Kraft, die aus den 

israelitischen Stammen eine Genossenschaft, ein Gottesvolk, das uber den Stammespri 

nzipien steht, entstehen lie& 




